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今回ご報告する兵庫津遺跡の調査が実施されたのは、平成10年 。H年で

震災の傷跡もまだ、あちらこちらに残されている頃でした。

発掘調査の結果、私たちが知 ることができたのは、たび重なる火災や

戦乱、さらには地震などによってもたらされた荒廃に屈することなく、復興を

遂げていった当時の人々のバイタリテイあふれる姿であり、たいへん力づけ

られたものでした。

また兵庫津は、古来より国際港 として栄え、海外に開かれた町は現在の

「ミナ ト神戸」の源流ともいえるものです。

このように、過去の姿を現代に投影することによって、私たちは多 くの

ことを学び、これからの原動力とすることができます。

本書が地域の歴史を知っていただ くための一助とな り、文化財の保護に

活用されれば幸いです。

最後になりましたが、本調査が関係者および地域住民のみなさまの多大なる

ご理解 とご協力によって、実施することができましたことを厚 くお礼申し

上げます。

平成22年 3月

神戸市教育委員会
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本書は神戸市兵庫区七宮町 2丁 目において、平成10年度と平成11年度に発掘調査を実施した、兵庫津遺

跡第14次 (旧 15次 )、 第20次、第21次 (旧 22次 )の埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

1.調査は阪神・淡路大震災に起因する復旧 。復興事業として文化庁・兵庫県の補助金を得て、神戸市教

育委員会が調査主体として実施した。

2.各調査の調査期間と調査組織および担当者については本文に記した。

3.出土遺物の整理作業は、各調査終了後に復興調査整理事業として平成11年度から平成21年度に、報告

書の作成は平成20,21年度に実施した。

4.本書写真図版のうち現地での遺構写真は調査担当者によるもので、航空写真はジオテクノ関西 (株)に

よる。遺物写真については独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所 牛嶋 茂氏の指導の下、

杉本和樹氏 (西大寺フォト)、 榊戸市教育委員会文化財課 丸山 潔が行った。また出土遺物のX線写

真については千種と中村によるものである。

5.本書の第14次調査の遺構の記述については内藤が、遺物に関する記述は黒田・佐伯が、第20次調査の

遺構および遺物の記述は黒田が、第21次調査の遺構および遺物の記述は調査担当者の原稿や実測図を

もとに佐伯が加筆 しおこなった。また金属器の一部と炭化物については中村が記述をおこなった。本

書の編集は黒田を中心として佐伯・内藤が共同でおこなった。

6.本書「第 1章」の図 4に使用した「摂州人部郡福原庄兵庫津絵図」、写真 8「座古屋久太夫居宅絵図」およ

び「第 6章」写真33「宮前町水帳絵図」の写真は所有者の承諾を得て神戸市立博物館より提供いただいた。

また写真図版 1の「摂津国名所港津図屏風」左隻 (部分)の写真については所蔵する堺市博物館の提供に

よるものである。

7.本書「第 5章」の動物遺存体の分析については、独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所に委託

し詳細な分析成果とともに、丸山真史氏、松井 章氏より玉稿を賜った。記して感謝いたします。ま    ・

た炭化材の樹種同定についてはパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

8,本書に使用した標高は東京湾平均海水面 (T.P。 )を 、方位座標については日本測地系第V系座標を使用し

ている。

9.本書に掲載した位置図は、国土地理院発行の25,000分の 1の地形図「神戸主部」。「榊戸南部」、神戸市発

行の2,500分の 1の地形図「神戸駅」・「兵庫」を使用した。

10。 発掘調査で出上した遺物および図面 。写真等の記録類は、神戸市教育委員会において保管している。

11.調査成果の報告としては、それぞれ「兵庫津遺跡第15次調査」F平成10年度榊戸市埋蔵文化財年報』(本書

第14次調査)、 「兵庫津遺跡第20次調査」『平成11年度神戸市埋蔵文化財年報』(本書第20次調査)、 「兵庫

津遺跡第22次調査」『平成11年度神戸市埋蔵文化財年報』(本書第21次調査)がある。その後の整理作業等

によって内容を変更した部分がある。本報告によって訂正する。

12.現地での発掘調査の実施については、それぞれの事業主である和田興産株式会社 (第 14次 。20次 )、 七

宮神社 (第21次)の ご協力を得た。

13.現地での調査、本書の作成については下記の方々にご教示を頂いた。記して感謝いたします。

赤松 和佳  大国 正美  太田 忠夫  大橋 康二  大村 敬通  小川 良太  岡田 章一

岡崎 正雄  川口 宏海  木南 弘  黒田 龍二  佐久間貴士  寒川 旭  高久 智広

問屋 真一  中部よし子  楢崎 彰一  長谷川 員  藤澤 良祐  藤日 明良  藤本 史子

水口 富夫  村上 裕道  森村 健一  山岸 常人  余合 昭彦         (五 十昔順)
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第 1節 調査に至る経緯と経過

第 1章 はじめに

第 1節 調査に至る経緯と経過

調査に至る経緯  今回報告する兵庫津遺跡第14次調査 (旧呼称15次調査)、 同第20次調査、同第21次調査 (旧

呼称22次調査)については、いずれの場所も神戸市埋蔵文化財分布図に記載されている兵庫

津遺跡の範囲内に所在しており、予定された建築計画に基づき試掘調査を実施した結果、埋

蔵文化財が確認されたために事業主と協議を行い、工事によって埋蔵文化財に影響を与える

部分について発掘調査を実施することになった。なお、調査原因については、第14次 。第20

次調査が共同住宅建設、また第21次調査については神社の社務所建設である。

これらの調査は、阪神 。淡路大震災の復旧・復興事業に伴う埋蔵文化財に関する特例措置

のうち発掘調査の費用を軽減することを目的とした、中小企業者に対する国庫補助封象の拡

大の結果、国庫補助事業として採択されたものである。

調査組織     発掘調査は神戸市文化財保護審議会の指導を得て実施した。それぞれの調査組織は、以下

のとおりである。

神戸市文化財保護審議会委員 (史跡・考古資料担当)

檀上 重光  前 神戸女子短期大学教授 (～平成19年 7月 14日 )

工楽 善通  奈良国立文化財研究所 埋蔵文化財センター長(平成10年度)

ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保護協力事務所研修部長 (～平成14年度)

大阪府立狭山池博物館長(平成13年度～)

和田 晴吾  立命館大学 文学部教授

教育委員会事務局

現地調査・遺物整理 (平成10・ 11年度)

平成10年度 平成悧年度

教育長 鞍本昌男 鞍本昌男

社会教育部長 矢野栄一郎 水田祐次

文化財課長 大勝俊一 大勝俊一

社会教育部主幹 奥田哲通

埋蔵文化財係長 渡辺伸行 渡辺伸行

文化財課主査 丹治康明・丸山 潔・

菅本宏明

丹治康明・丸山 潔・

菅本宏明

事務担当学芸員 安田 滋 。東喜代秀・

井尻 格

東喜代秀・井尻 格

調査担当学芸員 内藤俊哉 (第 14次調査) 黒田恭正 (第20次調査)

谷 正俊 (第21次調査)

遺物整理担当学芸員 平田朋子

保存科学担当学芸員 千種 浩 千種 浩 。中村大介
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遺物整理・報告書作成 (平成12～ 21年度)

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

教育長 木村良一 木村良一 西川和機 西川和機 小川雄三

社会教育部長 水田祐次 岩畔法夫 岩畔法夫 高橋英比古 高橋英比古

社会教育部参事

(文化財課長事務取扱)

桑原泰豊 桑原泰豊

文化財課長 大勝俊一 桑原泰豊 桑原泰豊

社会教育部主幹 渡辺伸行 渡辺伸行 渡辺伸行 渡辺伸行・宮本郁雄 渡辺伸行・宮本郁雄

埋蔵文化財調査係長 丹治康明 丹治康明 丹治康明 丹治康明 丹治康明

文化財課主査
宮本有卜雄・丸山 潔

菅本宏明

宮本郁雄(～12月 )・

丸山 潔・菅本 宏明

丸山 潔・菅本宏明・

千種 浩

丸山 潔・菅本宏明・

千種 浩

丸山 潔・菅本宏明

事務担当学芸員 山口英正 斎木 巌 内藤俊哉 内藤俊哉 東喜代秀

遺物整理担当学芸員 谷 正俊 黒田恭正 関野 豊 西岡誠司 谷 正俊

保存科学担当学芸員 千種 浩・中村大介 中村大介 中村大介 中村大介 中村大介

第 1章 はじめに

調査の経過

第14次調査

それぞれの調査の経過は、次のとおりである。

平成10年 5月 19日 より重機掘削を開始する。調査対象面積は約750だで西側の道路に面す

る部分に一部残土搬出用のヤードを120∬ほど残す (西 区)。 順次人力による遺構検出作業を

行い6月 25日 に第 1遺構面の写真撮影を実施する。

その後、第 2遺構面に伴う焼土層の掘削にかかった。焼土層の状態は良好で被災した町屋

群も検出された。この焼土層は、出土遺物などから記録に残る「宝永の大火」であると判断さ

れ、8月 4日 に神戸学院大学名誉教授 中部よし子先生、8月 ■日に京都大学大学院工学研

究科 (当時)の 山岸常人先生の現地指導を得て、この成果について8月 14日 に記者発表を行っ

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

教育長 小川雄三 小川雄三 小川雄三 橋口秀志 橋口秀志

社会教育部長 高橋英比古 大谷幸正 黒住章久 黒住章久 大寺直秀

社会教育部参事

(文化財課長事務取扱)

桑原泰豊 瓶木一孝 相木一孝 粕木一孝 相木一孝

社会教育部主幹 渡辺伸行・丸山 潔 渡辺伸行・九山 潔 渡辺伸行・九山 潔 渡辺伸行・丸山 潔 渡辺伸行

埋蔵文化財調査係長 丹治康明 丹治康明 千種 浩 千種 浩 千種 浩

文化財課主査 菅本宏明・安田 滋 安田 滋・山本雅和 丹治康明・安田 滋 ,

山本雅和

丹治康明・安田 滋 丹治康明・安日 滋・

斎木 巌

事務担当学芸員 東喜代秀 前田佳久・阿部敬生 阿部敬生・中谷 正 阿部敬正・中谷 正 中谷 正

遺物整理担当学芸員 黒田恭正 黒田恭正・佐伯二郎 黒田恭正・佐伯二郎

保存科学担当学芸員 中村大介 中村大介 中村大介 中村大介 中村大介
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第20次調査

第1節 調査に至る経緯と経過

た。引 き続 き、炭化物の記録や取 り上げ、遺構検出などの調査 を行い、 9月 5日 にラジコン

ヘ リによる全景写真撮影を実施する。 さらに10月 6日 より下層の調査に入 り、第 3遺構面に

おいて上面 と同様の町屋群 を検出し、11月 11日 にこの遺構面の全景写真撮影を実施 した。■

月16日 か らは、記録作業 と下層の調査に並行 して未調査の西区についても掘削を開始 し、順

次調査を行う。また11月 28日 には関西近世考古学研究会による現場見学が催された。12月 14

日には第 4遺構面の全景写真および西区の第 2遺構面の航空測量を実施した。記録作業後、

第 5遺構面への掘削・検出作業を行い12月 29日 に第 5遺構面のラジコンヘリによる空中写真

撮影を実施した。同日、通産省工業技術院地質調査所 (当時)寒川旭氏に第 5遺構面で検出さ

れたひび割れ状の追構の鑑定をお願いし、噴砂痕跡であることが確認された。

翌11年 1月 6日 からは、第 6遺構面への掘削・検出作業を行い、大型の礎石建物等を確

認、 1月 16日 に第 6遺構面の全景写真、さらに第 7遺構面への掘削・検出を経て 1月 24日 に

は第 7遺構面の全景写真撮影をラジコンヘリによりそれぞれ実施した。

その後、下層に堆積する砂層の東側にも遺構が存在することが確認されたため、第 8遺構

面として掘削・検出作業を行った。一方、 1月 27・ 28日 には、調査区北壁および南壁の一部

について土層断面の剥ぎ取り転写を実施した。

第 8遺構面の調査は 1月 29ま でに終了し、同時に埋め戻し作業にかかった。 1月 30・ 31日

に撤収作業を行い、 1月 31日 に完了してすべての現地調査を終了した。

なお事業主の協力により調査跡地に建築されたマンション1階のエントランスに展示スペ

ースが設けられ、「まちかどギヤラリー」として現地での出土品の展示が行われている。

平成■年6月 14日 より調査を開始する。調査面積は320だで、まず重機掘削および残土処

分作業を行う。人力掘削後、第 1遺構面として胞衣壺埋納遺構等の遺構を確認し、 7月 6日

までに図化・写真撮影等を行う。その後、焼土層上面で確認された第 2遺構面まで掘削し、

遺構を検出して7月 12日 に全景写真撮影を実施する。

この遺構の図化作業後に、焼土層を除去していき炭化物に覆われた町屋群を確認する。出

土した炭化材の検出・記録作業を行い、8月 12日 には炭化材検出状況の全景写真を撮影す

る。その後、炭化材や遺物を取 り上げて8月 23日 にラジコンによる空中写真撮影を実施す

る。遺構掘削や図化・写真撮影作業が終了した8月 30日 から町屋のベース層を掘削する。

写真 1 調査風景 (第 14次調査 ) 写真 2土層転写作業 (第 14次調査 )
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第 1章  はじめに

第21次調査

写真 3ま ちかどギャラリー (第 14次調査 ) 写真 4 トライやるウィーク受入れ (第 21次調査 )

調査区西部を中心として第 4遺構面を検出、 9月 9日 に写真撮影を行う。さらに掘削を行

い、第 5遺構面を検出し町屋群を確認する。10月 6日 に全景写真を撮影、同 9日 にラジコン

による空中写真を実施した。

図化作業後、10月 12日 より下層への掘 り下げを開始するが、10月 13日 に事業主・施工業者

との工期調整の結果、調査期間を10月 22日 までとすることが決定される。

このため平板測量を主とした記録作業を中心に、順次第 6。 7遺構面の調査を行い、10月

22日 には第 8遺構面の記録作業を終了、さらに下層の第 9遺構面を検出、記録作業ののち翌

23日 に調査を完了した。あわせて10月 28日 まで撤収作業を行い調査を終了した。

平成H年 9月 21日 より調査を開始する。調査面積は280∬ で、まず重機により既存のコン

クリー ト基礎の破砕後に掘削作業を行う。多量の攪乱坑埋土や廃棄石材を除去 して 9月 30日

より遺構検出・掘削作業にかか り、埋桶遺構や埋甕遺構などを検出する。

10月 14日 に第 1遺構面の全景写真撮影を実施する。その後、遺構の断ち割 り作業や記録作

業を済ませ、第 2遺構面への掘削を行う。検出作業の結果、礎石建物が確認された。10月 21

日に第 2遺構面の全景写真撮影を実施 して、10月 25日 には、全面調査を実施するGL-110cm

の工事影響深度までの掘 り下げを完了した。

さらに下層については、 トレンチを設定し調査を続行 し、礎石や暗渠を確認、11月 2日 に

第 3遺構面の全景写真を撮影、11月 4日 より下層へと掘 り下げ、第 4遺構面として土坑、落

ち込み等が検出された。11月 8日 に第 4遺構面の全景写真を撮影する。また11月 8日 より兵

庫県下で実施されている職場体験実習「 トライやるウイーク」で神戸市立福田中学校の生徒 6

名を受入れた (11日 まで)。

11月 9日 には、土堤によって造られた平坦面をもつ第 5遺構面の全景写真撮影、第 6遺構

面の遺構検出後、11月 16日 には、さらに下層の砂層まで掘 り下げて写真撮影を実施する。こ

の砂層を除去後に湧水がはじまる。11月 17日 には第 7遺構面ベース層を掘削して、さらに下

層の面で遺構 を確認 し、18日 に断面図等の記録作業をおこなった。翌19日 にも、T.P.-60

までの下層確認調査を実施して複数の遺構を確認する。その後はただちに埋め戻 し作業を開

始し11月 24日 に完了する。あわせて11月 22日 からは撤収作業も行い、11月 25日 にすべての調

査を終了した。
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第 2節 遺跡の位置と環境

第 2節 遺跡の位置と環境

兵庫津遺跡 兵庫津遺跡は、神戸市中央部の海岸部に位置する古代から近世にかけての複合遺跡であ

る。

古 くは「大輪田泊」と呼ばれ文献上にもたびたび登場する。とくに、平安時代後期に平清盛

により経ケ島が築造され日宋貿易の拠点とされたことは著名である。

中世になり兵庫 (島 )と 呼ばれるようになってからも、寺社勢力の庇護のもとに瀬戸内海運

の主要港として栄えた。このような背景のもと鎌倉時代には律宗の叡尊や時宗の一遍の活動

の舞台ともなっている。

廷慶元 (1308)年 に伏見上皇により東大寺への「升米」「置石」の寄進、さらに暦応元 (1338)

年には幕府による興福寺への「兵庫島商船目銭」の関料の徴収権が与えられたことによって南

北 2つの関が成立する。

また、室町時代前期には明との通商の窓口として整備され、『教言卿記』など当時の日記に

は、将軍足利義満の兵庫下向の記事がたびたび登場する。さらに義満は「兵庫土倉」「庫御所」

と呼ばれる貿易施設を建てたとされている。

このような兵庫の町の繁栄を示すものとして、応永27(1420)年 に応永の外冦の事後処理の

ため来日した朝鮮使節の記録には、「高低の板屋は蜂屯 (は ちのす)の ごとし」の記述がみられ

る。さらに、文安2(1445)年 の「兵庫北関入触納帳」に記載された多数の船や豊富な物資の取

り扱いからも窺うことができよう。

―
イー
＊
―
十 ふ ノ

ゞ
ガ

一

/

群蔀,

手マ
/r

∫
ツ

下

弐

―
―
―
―
―
‐―

‐
―

―
Ｉ
Ｌ

／
」

雪

図 1 兵庫津遺跡位置図
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第 1章 はじめに

遺跡の立地

周辺の遺跡

縄文時代

その後、15世紀半ばに起こる応仁 。文明の乱により港としての機能は一旦荒廃し、国際貿

易港としての機能を堺に譲るとされている。しかし、今回報告する調査をはじめとして近年

の発掘調査の成果によって、この時期に兵庫津の町の衰退を裏付けるにたる資料はみつかっ

ていない。

戦乱の世になると、兵庫津は商品の流通といった経済的な面ばかりでなく、兵員や軍需物

資の輸送などの兵靖的な面からも戦国大名達によって着目されるようになり、有力な豪商が

保護育成されていった。やがて天正 8(1580)年 に兵庫の町は織田信長方の軍勢による花熊城

攻めの際に攻撃される。この後は織田・豊臣の勢力下のもとで、町の城郭化が進められた。

現在の中央市場跡地周辺に兵庫城が築かれ、町を取り巻くように巡らされた都賀堤と掘割や

遺跡の北西にある寺町はこの名残とされている。しかし、前出の「入BAA納帳」にみられる地名

が江戸時代の絵図においても散見されることなどから、町割りは多分に中世の様相を残すも

のともいわれている。

慶長元 (1596)年 に京阪神地域を突如襲った「慶長伏見地震」によって大きな被害を受けたこ

とが『言経卿記』の「兵庫在所崩了,折節火事出来候,悉焼了,死人不知数了」の記載や須磨寺

の『当山歴代』の記述によって窺われる。

その後、復興した兵庫津は、豊臣家が滅亡した後、元和 3(1617)年 に尼崎藩領となって兵

庫陣屋が置かれ治められる。当時の経済の中心地で大消費地でもあった大坂の外港としてだ

けでなく、浜本陣などの制度も生み出され、朝鮮通信使の上陸地とされるなど港湾都市とし

ての重要性が高められていく。また西国街道の宿場町として、西国との人の往来、物資の流

通量の増加に伴って発展を続け、宝永8(1711)年 には人口2万人をかぞえる国内でも有数の

都市となる。

明和 6(1769)年 には幕府領になるなどの変遷をへて、やがて幕末の慶応 3(1867)年 に兵庫

(神戸)開港をむかえる。

明治時代になると初代兵庫県庁が兵庫陣屋跡におかれるが、新川運河の開削によって北西

の3分の1ほ どが削平され、現在はその姿を止めていない。一方開港に伴って整備されていっ

た遺跡東方に位置する波止場や旧居留地の建物などの歴史的景観は今なおミナト神戸のシン

ボルとなっている。

兵庫津遺跡は、北の湊岬と南の和田岬という砂嘴によって挟まれて形成された湾内に発達

した浜堤列とその間に存在する湿地の上に立地する遺跡である。湊川は、明治34(1901)年 に

現在の新湊川に付答えられるまでは湊岬へと流れ込んでおり、六甲山系から多量の上砂を

「自然の埋め立て事業」のために供給し続けていた。

現在、兵庫津遺跡とされているのは、」R神戸駅の南側から兵庫駅、和田岬駅にかけての

一帯南北2.Okm、 東西1.5kmほ どの範囲であり、これはほぼ、元禄 9(1696)年 に作成された「摂

州人部郡福原庄兵庫津絵図」(以下、「元禄兵庫津絵図」)に 描かれている町域に相当する。

周辺には、数多くの遺跡が存在することが知られている。各時代ごとに、主要なものにつ

いて紹介する。

縄文時代の遺跡としては、中央区の生田遺跡において、縄文時代後期後葉を中心とする住

居址状落ち込み等の遺構や土偶をはじめとする多量の遺物が出土した。また宇治川南遺跡の

河道内からも縄文時代早期～晩期の上器が出土している。
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弥生時代     弥生時代の遺跡は、すぐ北西に隣接して弥生時代前期の環濠集落として知られる大開遺跡

が存在する。また中央区と兵庫区にまたがる楠・荒田町遺跡は、弥生時代前期～中期の多く

の遺構や遺物がみつかっていることから、西摂の拠点的集落と考えられている。

そのほかにも、上沢遺跡や祇園遺跡、兵庫松本遺跡などでも弥生時代の遺構や遺物が確認

されている。

古墳時代     弥生時代に引き続き、上沢遺跡や楠 。荒田町遺跡、祇園遺跡、兵庫松本遺跡で古墳時代に

も集落が営まれる。また上沢遺跡においては、韓式系土器や多量の臼玉など石製品なども出

上している。

奈良時代以降   奈良時代～平安時代前期にかけては、上沢遺跡において掘立柱建物群や土坑、井戸などが

みつかっており、井戸からは銅鋭も出土している。これまでに確認された遺構・遺物から官

衡や工房が存在したと考えられている。

平安時代後半になると、遺跡は急速に増加していき遺構・遺物も多岐にわたる。

特記すべきは、楠・荒田町遺跡でみつかった12世紀後半の二重の壕や櫓跡とみられる遺構

である。また祇園遺跡においても、同時期の園地遺構や多量の土師器皿の廃棄遺構が確認さ

れており有力者の邸宅庭園の可能性が指摘されている。これらは福原京の関連遺構と考えら

れ、平氏政権による「大輪田泊」の修築と一連の開発のものであり興味深い。

さらに安土桃山時代には、花熊城が築かれるが、わずか数年で落城し廃城となっている。

遺跡名称として花限城跡と範囲指定されているものの、正確な位置については、現在確認さ

れていない。ただ第 1次発掘調査において、この時期の石垣が確認され城郭に関連する施設

の可能性が示されている。

周辺の調査    兵庫津遺跡においては、1985年における第 1次調査の実施より、これまでに50次以上の発

掘調査が行われており、多くの貴重な成果が確認されている。

これらの中から、注目すべき主な調査成果と今回報告する第14次 。第20次 。第21次調査区

の周辺の調査について、その概要をみていきたい。

まず、1988年に大手前女子学園調査団による第 2次調査は、兵庫津遺跡における本格的な

発掘調査の始まりとなったものである。この調査では遺跡の南西端部分において実施され、

15世紀後半の汀遺構と倉庫と考えられる礎石建物が確認されている。

その後、1997年に兵庫県教育委員会によって実施された第13次調査は、国道 2号線への共

同溝設置工事に伴うもので、廷長600mに わたって遺跡を北東から南西に横断する大規模な

ものであった。16世紀の石列を伴う倉庫と考えられる建物や掘立柱建物が確認され、遺跡北

西部域での遺構の分布状態についても知ることができた。

翌1998年 には第14次・第16次調査が、さらにその翌年には第20。 第21次調査が実施され、

近世の町屋群が累層的に確認されるようになった。2001年 に実施された第24次調査は、第14

次調査地の路地を挟んですぐ北東にあたるが、やはり6面にわたって近世の町屋群が確認さ

れている。

同年度には現在の真光寺に隣接する部分において第26次調査も実施され、「元禄兵庫津絵

図」に描かれたとおりの規模の旧境内に伴う堀や道路などが確認され、絵図の正確さについ

ても証明された。

さらに2002年 には蛭子神社の境内において第29次調査が実施され、近世の兵庫津における
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重要な施設である柳原惣門の跡が確認 された。

また2003年の第32次調査においては、奈良時代後期～平安時代前期にかけての港湾施設に

関係すると考えられる溝・柱穴などが確認 されて、いままで不明であった古代「大輪田泊」に

ついて考えるうえで貴重な手掛か りをもたらした。

2004年 の第35次調査では、兵庫陣屋に築かれた勤番所の北側の石垣が確認され、絵図の変

遷にみられる掘割の埋め立てと町場化について確認された。また掘割よりさらに古い17世紀

の溝 も確認されている。

2006年 には、第14次調査地より西に200mほ ど離れた第42次調査においても17世紀後半か

ら18世紀前半の遺物を伴う焼土層が検出され「宝永の大火」による焼土層の広が りが確認され

た。
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図3 今回の調査地と周辺の調査(S=1:2,500)〔番号は調査次数〕
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第 3節

位置関係

調査区について

今回報告する 3つ の調査地は遺跡の北東部にあた り、北から順に第21次調査、第20次調

査、第14次調査とほぼ南北方向に並んでいる。それぞれの距離は第21次調査地と第20次調査

地の間が50m、 第20次調査地と第14次調査が100mと なっている。

地形は北西から南西にかけて僅かに低 くなっていき、調査地周辺の標高はいずれもT.P.2.2m

前後を測る。

また、 3調査地とも現在の住居表示では「七宮町 2丁 目」に位置するが、これは1970年代後

半に実施された区画整理事業に伴って、町名の統合や新設が大規模におこなわれた結果であ

る。それ以前は、「元禄兵庫津絵図」にみられるように江戸時代の両側町の形態をとる町名が

よく残されていた。

これによると、第20次 。第21次調査地は「北宮内町」、第14次調査地は「宮前町」にあたる。

「元禄兵庫津絵図」は、非常に精度の高いことで知られてお り、記載の正確さについてもこ

れまでの発掘調査で裏付けられている。調査地周辺について現代の地図と照合 した結果第21

次調査地は七宮和社の境内、第20次調査地は北宮内町の中央の南側、第14次調査地は宮前町

の中央の南側にあたる。
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神戸市教育委員会 F楠 。荒田町遺跡Ⅲ』1990

兵庫県教育委員会「楠・荒田町遺跡」『平成15年度 年報』2005
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第 1節 第14次調査区の位置と基本層序

第 2章

第 1節

位 置

調査区の設定

基本層序

第14次調査

第14次調査区の位置と基本層序

/

第14次調査地区は、兵庫区七宮町 2丁 目にあたり、本書報告の 3調査区の中では一番南に

位置する。「元禄兵庫津絵図」や区画整理前の地図をみると、七宮神社の境内から南に伸びる

道が調査区の北側の街路の中ほどに取り付く。

調査区は南北20m、 東西40mほ どで敷地内の西端の一部を除くほぼ全域での調査を実施し

た。ただし第 6遺構面以下については工事の掘削の影響がおよぶ範囲に止めている。

使宜上、調査区を東西方向に3分割して、東部 。中央部・西部とした。また遺構番号につ

いては、報告にあたり新たに付け直した。

調査区の基本層序は、地表面(T.P.3.lm)よ り表上、盛土下に部分的に灰白色砂が堆積し赤

褐色の焼土層に至る。一部の遺構は、この灰白色砂をベースとしており、深度は概ねT,P.2.2m

を測る。焼土層は、火災により発生した焼土塊を多量に含んでおり、火災直後の整地層と考

えられる。この焼土層の下には、調査区の西及び中央から南東部分にかけて火災により焼失

した建物の建築材などの炭化物層が確認でき第 2遺構面となる。

第 2遺構面は、町屋建物群の基盤となっており床部分では薄く堆積する灰色土、また上間

部分では土間の構築上の数Inlllか ら数cmの版築状のタタキなどから構成される。以下整地上で

ある黄灰色砂を挟んで部分的に焼土層が堆積し第 3遺構面、さらに第 2遺構面同様の基盤層

となる整地層、部分的に堆積する焼土層を経て第 4遺構面となる。

第 4遺構面の基盤層以下においては上面で確認されるような明確な砂による整地層は認め

られず、焼上の混じったブロック状の上を含む暗褐茶色～褐灰色の上がそれぞれ20～ 30cm堆

積し、遺構面直上に部分的に焼上の堆積を伴い第 5。 第 6遺構面となる。

第 7遺構面のベースは調査区全体に堆積した灰色～暗灰色のシルト層であるが、調査区の

西に向かって厚く流れ込んでおり、この下面に存在する第 8遺構面を削っている。第 8遺構

面は、責灰色砂の砂堆上で検出された遺構面でT,P.0.Om前後を測る。この高さでほぼ湧水点

に達しているようで、遺構埋土を掘削すると内部には急速に湧水によって満たされる。黄灰

色層以下の堆積については、遺構や遺物は確認されなかった。

中央部 東 部

‐

」

ヽ

キ

ャ

―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

|□ 第6面以下の調査部分

10m

西 部
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図 5 調査区設定図
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第2章 第14次調査

第 1遺構面

町屋建物

SK101

SK102

第 1遺構面は、表土および盛土、旧表土

等の下に部分的に堆積する灰白色砂、およ

びその下層で調査区のほぼ全域を覆う焼土

混じりの整地層である赤褐色土を基盤とす

る遺構面である。

調査区の全域から町屋とこれに伴うと考

えられる土坑や埋桶遺構、井戸、炉跡遺

構、水琴窟状の遺構などが検出された。

調査区内に礎石と考えられる石が各所に

認められる。また、埋甕遺構や掘り矩撻と

思われる小型の炉跡なども検出されている。

おそらく最終段階の町屋建物に伴うもの

と思われるが、削平のためいずれも建物と

して確定することができなかった。

調査区東部の南西に位置する、南北0。9m、

東西0。7m以上、深さ0.75mの楕円形の土坑

である。断面形は台形で底部は平底で、北

寄りに発を逆位に据えている。

奏は底部が九く打ち欠かれており、漆喰

の痕跡がみられる。甕の内部は口縁部より

10cm前 後まで黒灰色粘土が堆積しており、

それより上は空洞であった。また水捌けを

考慮したためか、掘形は奏の設置面より下

には20cmほ ど掘下げられ暗灰色砂が敷かれ

ている。

いわゆる水琴窟様の遺構であるが上部の

施設の有無は削平のため不明であり、奏内

部にも貯・排水施設、反響施設等はみられ

ない。おそらく台所 (流 し)な どで使用され

る生活排水を、一時的に溜めておき自然に

浸み込ませて処理する施設と考えられる。

調査区中央部の東に位置する、南北α8m、

東西0,74mの 楕円形、深 さ0.59mの 土坑で

ある。断面形は台形で底部は平底で、南東

寄 りに養を逆位に据えている。

奏は底部が丸 く打ち欠かれてお り、内部

には黄灰色砂混 じりの黒灰色粘上が詰まっ

ている。また口縁部と遺構底面の間にはラ

ミナ状 に灰黒色粘上の堆積がみ られた。

2500m

1 暗灰黄色土

2 黄灰色土

3 暗灰色砂

4 黒灰色粘土

2500m

1 淡灰責色砂

2 灰黄色粘土

(淡灰黄色砂混じり)

3 黒灰責色砂質土

4 灰黒色砂質土

(炭混じり)

5 灰色砂

6 黒灰色粘土

(黄灰色砂混じり)

7 灰黒色粘土

-16-

図 9 SK102平面 。断面図



SK103

遺物

SK104

遺物

SK101同 様に、水琴窟様の遺構である。上

部の施設の有無は削平のため不明である。

調査区中央部の北に位置する、径0,75m、

深さ40cmの 円形の掘形をもつ埋奏遺構であ

る。断面形は悟鉢形で中央に琵を据えている。

埋土の下層20cmほ どは褐灰色砂質上で、上

層には比較的新しい盛上が流れ込んでいた。

図11-1は丹波焼の発底部である。

調査区西部の北に位置する、径0.53m、

深さ20cmの 円形の掘形をもつ埋奏遺構であ

る。断面は逆台形で、平坦な底部の中央に

発を据える。奏の上半部は上面からの削平

のため久損している。

図13は SK104出土の丹波焼と推定される

奏の底部である。

第 2節 第 1遺構面の遺構 と遺物

図10 SK103平 面・断面図

ｍ

一　
‐
ｈ
Ц
‐
‐
キ
‐
ヽ
劉一

0                              20cm
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図1l SK103出 土遺物



第2章 第14次調査

SK105

1 明黄白色粘質土

2 暗灰色上

3 灰色砂礫

ヤ

К

Ｉ

キ

2500m

9    qOCm ::誓 懸跡
土

図12 SK104平 面 。断面図 図13 SK104出 土遺物

、

一

調査区中央部の南東に位置する、径0,9m、 深さ40cmの 掘形をもつ埋桶遺構である。東側

約 3分の とを石組1011こ よって切 られている。掘形のほぼいっぱいに桶が据えられてお り、

内径は0。76mを測る。桶内部の埋上の下半には、砂が何層か堆積 している。

2200m

1 灰責色砂質土

2 灰色土

3 淡黄灰色シルト

4 灰色シルト

5 淡責灰色細砂

6 淡灰色粘砂

7 淡灰黄色細砂

8 淡褐色粘砂

9 褐黄色砂

10 淡黄白色細砂

11灰褐色砂質土

2200m

侯警縁香土
0             50cm

図14 SK105平面・断面図 図15 SK106平 面・断面図

埋桶遺構はこの遺構面においても何基か確認されているが、水が溜まっていた痕跡はほと

んどみられず、堆積土に魚骨が多く含まれている場合がみられることなどから、ゴミ穴とし

て使用されたと考えられる。

-18-



第 2節 第 1遺構面の遺構と遺物

ヤ 3

図16 SK105出土遺物

SK105出上の遺物には、土師器皿、丹波

焼壼、備前焼橋鉢や伊万里の碗・皿などが

ある。また新寛永通費や文字不明の銭貨が

出土した。

調査区中央部の西に位置する、径0。7～

0.75m、 深さ12cmの掘形をもつ埋桶遺構で

ある。掘形の北寄 りに径42cmの 木桶の底部

が検出された。残存状況は悪 く細部は不明

で、取 り上げも不可能であった。

＼翌

遺物

SK106

また、底板の周囲に1.0～ 1.5cmの幅で、側

板の痕跡と思われる坦上の浅い沈み込みが

認められた。

SK107     調査区西部の中央に位置する、長軸687m、

短軸0.8m、 深 さ30cmの 円形の掘形をもつ

埋桶遺構である。掘形の断面は逆台形で、

平坦な底部のやや北東寄 りに桶を据えてい

る。底板および東側の側板の痕跡が認めら

れた。桶の内部には魚骨を多 く含んだ砂や

砂礫が堆積 し、底板には錆びて固まった銭

の集積 もみられた。ゴミ穴 と考えられる。

‐

ヽ

―

キ

ー

2200m

1 淡灰色砂礫

2 明黄色砂礫

3 淡褐灰色砂礫

4 灰緑色砂

5 明黄緑色砂

図17 SK107平面・断面図

や 11~12

図18 SK107出土遺物
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第2章 第14次調査

遺物      SK107か らは土師器皿 。抱烙・鉢、京焼系の陶器婉、唐津焼刷毛 目婉や伊万里碗・仏飯器

などが出上している。この遺構からは多量の銭貨が出上したが、そのほとんどは銹化が激し

く、銭名を明らかにできない。また径631mllの 小型和鏡も 1面検出されている。

2200m

1 茶灰色細砂

(シ ルト混じり)

2 灰色ンルト

3 茶褐色粗砂

(ン ルト混じり・炭混入 )

4 炭層

！ゝ
ｄヽ卜、、キ、、
　．

ｔ・ｈｈｉ‐い、ぃ、‐、、キ‐、、、　　一

SK108

SK109

図19 SK108平面・断面図

調査区西部の西端 に位置す

る、径0.85m、 深 さ21cmの 円形

の上坑である。南東側を攪乱に

より削平 されている。掘形は、

垂直に近 く底部は平坦である。

埋土には薄い炭層や炭混 じりの

粗砂がみられる。木質等桶の痕

跡は確認できなかったものの、

形状は埋桶遺構に類似している。

調査区中央部の北に位置す

る、南北0.8m、 東西0.9m、 深

さ0,7mの精円形の上坑である。

掘形の西寄 りに曲物 と思われる

1 灰色土

(責灰色土混じり)

2 黄灰色粘質土

3 赤褐色土 (焼土 )

4 淡灰色土

5 灰色砂質土

6 炭層

7 灰色砂

8 淡黄色粘質土

9 黄褐色砂

10淡灰緑色土

11 淡赤褐色土 (焼土 )

12灰緑色砂質土

13淡灰緑色砂

14淡灰緑色砂質土

15暗灰色土

図20 SK109平面・断面図

木質の痕跡が認められた。曲物の径は45cmほ どで高さは40cmほ どが確認された。

この曲物の内側からは、数cmの炭層の下に完形の碗、蓋、皿、灯明皿と共に魚骨・鱗が多

量に出土した。出土状況から、これらの魚骨・鱗は食用とされたり、解体された残津が廃棄

されたものではなく、供献された魚がそのまま埋納されたものであると思われる。

また完形の灯明皿、脚付灯明皿が多く含まれていることなども考慮すると、何らかの祭祀

に伴う遺構であると考えられる。
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第2節 第 1遺構面の遺構と遺物

ヽ
×
２７

ヤ
20

ヤ
21

ヤ
22

ヤ
23

ジ
24

彰

25

0

醗
∪

遺物

SKl10

遺物

SKlll

図21 SK109出 土遺物

SK109か らは土師器皿、施

釉灯明皿 。同脚付受付皿、京

信楽系の塊の他伊万里の碗・

皿・蓋などが出上している。

調査区中央部の北西に位置

する、南北1.15m、 東西1.33m、

深さ18cmの 歪な楕円形の上坑

である。やや西寄りの部分か

ら径30cmほ どの範囲で土師器

皿が12枚完形で出土した。掘

形は、砂地に同質の砂の埋土

が入り込むため不明瞭であっ

た。もう少し、遺物の集中し

ている周辺に狭まる可能性も

ある。地鎮等の祭祀に伴う遺

構であると思われる。

SKl10か らは、土師器皿と

唐津焼の皿が検出された。

調査区東部の西に位置す 図22 SKl10平面・断面図

る、南北35cm、 東西40cm、 深さ20cmの隅円方形の掘形をもつ炉跡遺構である。構造は、底部

に瓦片を置いた上に、一部を打ち欠いて大きさを調整 した胞烙を据え、南側に平瓦を 1枚立

てて割れ口を塞 ぐ。残 りの部分にも小割 りにした瓦を立てて抱烙の周囲を囲み壁とする。さ

らに掘形との間に黄色粘土を充填 して完全に埋め込み、中央に径27cm、 深さ16cmの 円形の火

1 淡黄灰色砂

-21-



第2章 第14次調査

床を設けている。内部には炭

層の堆積がみられた。

小規模なものであり、それほ

ど高温になったような形跡も

ないことから、床下に設けら

れた掘り矩姥の炉と思われる。

遺物     図25-52は 土師器胞烙であ

る。口縁部にわずかに片口を

作 り出している。

~39  ~43

ヤ 40   ~44

~41   ~45

ヤ 42 く
電Ξ∃≡≡ア46

ヤ 47 ψ 49

W48ヤ 0

SKl12

0                              20cm

図25 SKlll出 土遺物

調査区中央部の南東に位置

する、南北α73m、 東西0,75m、

深さ45cmの掘形をもつ石組遺

構である。

イ

2400m

図23 SKl10出 土遺物

図24 SKlll平面

4

5

6

7

8

0                  10cm

図27 SKl12出土遺物

淡灰褐色粘質土

炭層

淡灰茶色土

灰黄色土

淡灰責色土

淡灰褐色土

灰褐色粘質土 (炭混入 )

責灰色粘土

断面図

0              50cm

図26 SKl12平 面 ・

l 灰黄色土 (焼土混じり)

2 炭層

3 灰責色砂質土

4 灰色土

5 灰色土 (炭混り)

6 黄灰色砂

断面図
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第 2節 第 1遺構面の遺構と遺物

遺物

SKl13

SKl14

遺物

SKl15

遺物

掘形に沿って、15～ 20cmの石を 3～ 4段ほど積み上

げて、内法南北30cm、 東西35cmの、深さ45cmの 隅円方

形に囲っている。

この石囲いの中には焼土や災層が堆積 してお り、底

部は砂層 となる。形状から炉跡と考えられる。

図27-53は 土師器蛸壷である。体部上半に円孔が穿

たれるが、僅かに残る程度である。

調査区中央部の北に位置する、南北32cIIl、 東西27cm

の隅円方形の掘形をもつ炉跡遺構である。断面は逆台

形で、深さ20cmを測る。上層の数cmに焼上がみられる

が、 以下 は砂 層 の堆積 であ る。規模 や形 状 か ら

SKlll・ 114の ような掘 り矩姥に使われた炉 と考えら

れる。

調査区中央部の北に位置する、一辺40cm、 深さ25cm

の隅円方形の掘形をもつ炉跡遺構である。構造は、四

方に瓦を立てて囲み、底は打ち欠かれた播鉢の底部を

置いている。さらに淡黄灰色粘質土をこれらと掘形の

間に充填 して完全に埋め込み、中央に径30cIIl、 深 さ

20clllの 平面が円形で、断面が椀形の火床 を設けてい

る。内部には、炭や灰、焼けて赤変 した土が入ってい

る。

SKlllと 同様、掘 り姫姥に使われた炉と思われる。

SKl14か らは土師器皿などが出上 した。

調査区東部の東に位置する、南北1.85m、 東西1.7m、

深さ0.75mの やや楕円形の上坑である。断面は逆台形

で底部は平坦である。形状から埋桶遺構だった可能性

もある。

また上面で桶の底板が出上し、別の遺構の切 り合い

も考えられたが明確な掘形は確認されず、底板自体や

や傾きもあるため、おそらく埋没の過程で投棄された

ものと判断した。

SKl15か らは土 師 器

皿、丹波焼火入れ・橋鉢

のほか伊万里の壷・碗 。

鉢や小郭などが出上して

いる。 また古寛永通費、

新寛永通費の他、所謂叶

手の元祐通費が検出され

た。

や 54

ヤ 55

ヤ 56

0             10cm

図30 SKl14出土遺物

1 淡灰色粘土

2 灰赤色土 (焼土 )

3 掲灰色土

4 淡灰赤色砂

5 淡灰責色砂

50cm

図28 SKl13平 面・断面図

炭層         4 淡灰色 シルト(炭混入 )

淡灰赤色ンルト(炭 混入)5 淡黄灰色粘質土

淡灰褐色シルト     6 淡褐灰色砂

0             50cm

図29 SKl14平 面・断面図

検出面

粘土除去後
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第2章 第14次調査

SKl16

SKl17

SKl18

SKl19

遺物

SK120

ヤ  57

調査区中央部の北東に位置す

る、一辺40cm、 深さ20cmの 隅丸

方形の上坑である。上層には淡

黄灰色砂、下層には淡茶褐色シ

ル トが堆積する。形状からは炉

跡に類似するが、えや灰の堆積

はみられない。

調査区中央部の南に位置する

南北0.8m、 東西0。9m、 深 さは

22cmの上坑である。埋土は褐灰

色砂質上である。

調査区中央部の北 に位置す

る、径0.58m、 深 さ20cmの 円形

の上坑である。断面形は浅い椀

形で、埋土には炭が混 じる。

調査区西部の東に位置する、

南北1.2m、 東西1.4m、 深さ30cm

の精円形の上坑である。西肩の

一部を小型のピットによって切 られる。

図36-67は唐津焼皿、681よ伊万里筒形碗である。

調査区西部の南東に位置する、南北2,8m以上、東西2.7mの上坑である。北東の一部を攪

乱によって削平され、南は一部調査区外へ拡がる。断面は椀形で、深さ1.2mを測る。灰責

色砂質土によって、一度に埋まったようである。

図32 SKl15出 土遺物

祥

К

上

弐

1 淡黄灰色砂質土

2 淡黄灰色砂質土

3 淡灰黄色砂質土

4 灰色土

5 暗灰褐色土 (黄灰色粘土

ブロック混じり)

6 暗灰褐色砂質土

7 黄灰色砂質土

8 褐色土

図31

9 灰褐色土

10暗灰色土

11淡灰褐色砂

12明黄褐色土

SKl15平面・断面図

訂

士
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一

1 責灰色粘土 (灰色土混じり)

2 灰色土 (炭混じり)

3 淡灰白色土

4 灰色粘土

50cm

第 2節 第 1遺構面の遺構と遺物

1 暗灰黄色砂質土

2 淡責灰色砂

3 灰黄色粘砂

2200m

―

・

1 淡黄灰色砂

2 淡茶褐色シルト

3 黄灰色砂

図33 SKl16平面 。断面図

図36 SKl19出 土遺物

図34 SKl18平面 。断面図

0             1m

0             1m

図35 SKl19平面・断面図

2200m

1 責灰色土 (灰色粘土ブロック混じり)

2 灰黄色砂質土

-25-

図37 SK120平 面・断面図
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第2章 第14次調査

遺物

SK121

SK120か らは」二師 器

皿・灯 明皿・蛸壺 。Jkt

烙、肥前系京焼風陶器婉

(有印)、 唐津焼水差や刷

毛目の鉢などが出上 して

いる。また土師器蛸壷に

は不明の墨書が見 られ

る。

調査区西部の東に位置

す る南 北1.24m、 東 西

1.lm、 深さ0.68mの 土坑

である。掘形は北側が上

面から45cmほ どの所で狭

い三 日月形の平坦面 を

持った後、底部まで15cm

ほ どを殆 ど垂直 に落ち

る。この部分で桶の側板

と思われる痕跡が僅かに

認められ、遺物も比較的

多 く出土している。底部

は平坦 で、埋桶遺構 で

あった可能性がある。

SK121か らは土 喜市器

図38 SK120出 土遺物

一

1 淡黄灰色砂

2 淡黄灰色粘土

3 淡灰色砂

4 灰色粘砂 (淡黄灰色粘土混じり)

5 淡灰色砂質土

6 黄茶色砂質土

7 淡灰黄色砂

8 淡責灰色細砂

9 灰色シルト

逹 ;

~72

0                            20cm

図39 SK121平面 。断面図

皿 。灯明皿、丹波焼悟鉢、唐津焼鉢、備前焼皿や伊万里の碗・皿などが出土 している。丹波

焼橋鉢は17世紀中ごろ～18世紀前半のものである。また政和通費が出土 している。

裏
藝

遺物
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第 2節 第 1遺構面の遺構と遺物

1 灰黄色砂質土

2 責灰色砂m 
ユ:優石岳督圭(炭混じの
5 黄灰色中砂

6 暗灰色土

7 灰茶色土

8 暗灰褐色土

9 黄灰色粘質土 (炭混 じり)

10浜灰青色細砂

図41 SK122平面・断面図

SK122

遺物

ST101

曖
∞

図40 SK121出土遺物

調査区西部の中央に位置する、南北1.38m、

東西1.5m、 深さ0.67mの 上坑である。断面形

は台形で底部は平 らである。西側で底か ら

20cmほ どの高さで平坦面をもち、東側が少し

深 くなる。埋土は砂、土、粘上が 5～20cmの

厚さで堆積する。底部には炭混 じりの粘質土

が見られる。

SK122か らは土師器皿・灯明皿 。Jkt烙・蛸

壷、肥前系京焼風陶器婉 (有印)・ 鉢、丹波焼

奏、唐津焼皿や伊万里の碗・皿などが出土し

ている。丹波焼奏は17世紀後葉～18世紀前半

のものと考えられる。また土師器蛸壷には記

号状の墨書がある。

調査区中央部の東に位置する、南北0.6m、

東西0.8m、 深 さ22cmの精円形の掘形をもつ

土坑である。掘形の東寄 りに灰釉の二耳壷 と

素焼の壷が正置で据えられている。

二耳壷には円盤状の焼締陶器を蓋としてい

る。素焼 き壺は蛸壷の転用されたもので口縁

部は削平のため久損 している。いずれの内部

からも遺物は出土しなかった。胞衣壷埋納遺構と考えられる。

後述するST107と 同様、幕末ころの美濃窯二耳壷で、産地不明の陶器の扁平な蓋が伴う。

調査区束部の中央に位置する、南北20cm、 東西23cm、 深さ7cmの掘形をもつ胞衣壷埋納遺

構である。掘形の南寄りに土師器蛸壷を正置している。上半部は削平されている。内部から

は何も出土しなかった。

遺物

ST102

（本”“一）
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ST103

ST104

遺物

ST105

- 90
＼ と 是 ラ

791

図42 SK122出 土遺物

調査区東部の西に位置する径 18cm、 深さ 8 cmの 円形の掘形をもつ胞衣壷埋納遺構である。

土師器蛸壷を正置するが、上面の削平を受けてお り非常に残 りが悪 く底部のみである。

調査区中央部の南東に位置する、南北27cm、 東西23cm、 深さ12cmの掘形をもつ胞衣壼埋納

遺構である。掘形の断面は逆台形で、平坦な底部の中央に蛸壼を正置している。上半部は削

平されている。

図47-108は土師器の蛸壷で体部外面に「山」と「土」を現 しているものと考えられる墨書が見

られる。

調査区中央部の北に位置する、南北27cm、 東西22cm、 深さ10cmの精円形の掘形をもつ胞衣

壺埋納遺構である。掘形の断面は椀形で、中央に土師器蛸壷を正置する。上半部は削平され

ている。内部からは何 も出上 しなかった。

調査区中央部の中央に位置する、径18cm、 深さ 5 cmの 円形の掘形をもつ胞衣壼埋納遺構で

ある。土師器蛸壼を正置するが、上面の削平を受けてお り、底部のみが確認された。

＼

④

ST106
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図44 S¬ 01出土遺物

0              10Cm

図48 S¬ 05出土遺物

0              10cm

図51 S¬ 08出土遺物

第 2節 第 1遺構面の遺構と遺物

図45 S¬ 02出土遺物

0              10cm

図49 S¬ 06出土遺物

0             10Cm

図52 ST109出 土遺物

2700m

白灰色砂

灰白色シルト砂

図43 S¬ 01平面・断面図

0             10Cm

図47 S¬ 04出土遺物

重
ヨ

一一一一一一一一一一一」一」」け」一」

≡
交
菩
図50 S¬ 07出土遺物
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ST107

遺物

ST108

ST109

イ③
イ

―

◎

一

ST103
ST105

、

一
ST1 02

2200m

,
l 淡灰色砂

2200m

ぐ
l 淡灰色砂

―
/

―

◎

―

ST1 06

-2200m

⊆勤_
ST109

調査区中央部の西に位置する、南北28cm、 東西32cIIl、 深さ20cmの楕円形の掘形をもつ胞衣

壷埋納遺構である。掘形の断面は逆台形で、平坦な底部の中央に灰釉の三耳壺を正置する。

検出時に皿状に窪んだ蓋も出土している。

壺の内部には上面の土が流れ込んでおり、内部からは特に何 も出上しなかった。

図50-112は 幕末ころの美濃窯産の三耳壷で、陶器の蓋を伴 う。ST101出上のものと同様の

作 りで外面下半をヘラ削 りした後、内面全面と外面の底部付近以外に施釉する。底部外面は

回転糸切 り後ロクロ削 りで調整 している。耳は等間隔ではない。蓋に使用された陶器は産地

不明で上面に白色の釉が掛かる。底部外面は回転糸切 りである。

調査区中央部でST107の 南に位置する、径 18cm、 深さ 7 cmの円形の掘形をもつ胞衣壷埋納

遺構である。土師器蛸壺を正置するが、上面の削平を受けてお り底部のみが確認された。

調査区西部の北壁際に位置する、径 18cm、 深さ12cmの掘形をもつ胞衣壼埋納遺構である。

掘形の断面はU字形で中央に上師器蛸壷を正置 している。内部からは何 も出土 しなかった。

掘形の西側の一部を攪舌とによって破壊される。

③
STl

ST1 07

1 暗灰褐色砂質土

図53 ST102～ 109平面・断面図

一

◎

一

ST1 08

1 淡黄灰色砂

1 淡灰色砂
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SE101

石組 101

遺物

蔵跡

調査区西部の南に位置する、長軸

2.75m、 短軸2.2mの 歪な掘形をもつ

井戸である。主に径40cm前後の花商

岩の自然石が使用される石組みの井

戸で、内径は約0,7mほ どである。

裏込めの上層には拳大～径30cmほ

どの石が多用されている。内部には

粘土と砂が互層になって堆積 してい

る。深 さ1.5m以上であるが調査区

の法面保護のため完掘で きなかっ

た。

調査区東部～中央部の南壁際に位

置する、南北5,7m、 東西4.2m、 深

さ0.75mの 掘形をもつ地下式倉庫で

ある。南東の約 4分の11よ 攪乱およ

び調査区外である。

切石積みの南北に長い長方形の室

の北東隅に東壁 に沿 って幅1.Om、

長さ1.Omの通路が取 り付いている。

石積みは、北辺、東辺および通路部

分に布積みが 3段確認された。西辺

および南辺については、切石が抜 き

取られたようで、栗石の含まれた裏

込め上が露呈している。

第 2節 第 1遺構面の遺構と遺物

1 暗灰黄色粘質土

2 暗黄灰色粘砂

3 暗灰色粘砂

4 責灰色砂

5 灰黄色粘質土

6 淡灰黄色粘土

7 淡黄灰色細砂

8 淡灰色粘質土

図54 SE101平面・断面図

内法は、南北4.Om、 東西3.Om程

度になると思われる。床面については特段の施設は認められなかった。

石組101か らは土師器皿、唐津焼皿や伊万里の皿などが出土 している。また天秤の皿と思

われる銅製皿や古寛永通費、新寛永通費、天保通費の他、恵比寿紋の絵銭が出土している。

調査区中央部の南壁沿いに位置する、南北3.5m、 東西5。5m、 深 さ1.lmの遺構である。断

面は箱形で、掘形は垂直にちか く底面は平坦である。北辺の縁 を攪乱により削平されてい

る。また検出面より40～ 60cmま では近現代の攪乱土が入 り込んでいた。

基底部では特異な基礎構造が確認された。まず底面には長辺に沿ってほぼ等間隔に4基 2

列 (う ち 1基は2石 )の礎石を据える。この上に繋ぎ目が礎石にしっかり乗るように長さを

各々調整した1.2～2.Omの 廷石を3本ずつわたす。延石の天端面とあわせて中央に大きな礎

石を据える。さらに延石の内側には、天端面まで土を入れる過程で、天端に合わせて南北の

廷石の間に30～ 50clllの 礎石を20基ほど適当な間隔で埋め込む。いっぽう廷石の外側は、掘形

との間に砂や砕石が入れられている。また天端面には漆喰の塗られた痕跡が散見されるほか

攪乱埋土までに堆積する土には漆喰壁の破片と思われるものが多く含まれていた。

９８
鬱

○
国
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遺物

図55 石組101平面・断面図

本遺構については、砂堆の上に立地する当地においても、かなりの加重に耐えられるよう

な構造をもつことから土蔵などの基礎地業が考えられるが、礎石から立ち上がる柱等の痕跡

は検出されておらず上部構造は不明である。

切 り合い関係や出土遺物などから、第 1遺構面の中でも新しい時期の遺構と考えられる。

蔵跡からは土師器皿、伊万里の皿・小皿 。蓋 。青磁釉筒形碗などのほかに、ベ トナム製の

焼締長胴壺の胴部破片が出土している。また皇未通費、紹聖元費、古寛永通費や新寛永通費

が出上した。

ヽ
。

Ｅ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
『

Ю
６
ｏ
ｏ
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、
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第 2節 第 1遺構面の遺構と遺物

~l朽
彰 16ヤ 17

0             10cm

図56 石組101出 土遺物

イ オ

図57 蔵跡平面・断面図
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第2章 第14次調査

第 1面遺物

反 Ξ ∃ 匡 ≡ フ 121

翌 122

10cm

図58 蔵跡出土遺物

第 1遺構面上からは多量の遺物が検出されたが、図59-128は その内丹波焼奏の胴～底部、

129は ベ トナム産の陶器壺の上半部である。胴部上半に波状紋 。直線紋を描 く。体部内外面

には格子目の当て具痕及び叩き痕が残る。口縁端部拡張部の上面は露胎で、重ね焼 き痕があ

る。内外面は施釉されているようである。胎土はこの種のものに特有の灰赤色と灰白色の土

が縞状となるものである。

図59 第 1遺構面上出土遺物①

-34-
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第 2節 第 1遺構面の遺構と遺物

0              10cm

―
(ζ

⑥

｀

)―
|

江 ヒ も 137

に

国

　

５Ｃｍ

138                     140                141

図60 第 1遺構面上出土遺物② (瓦・土製品類)

図60は 第 1遺構面出上の瓦、石錘、土錘、土製品である。1301ま SK120出土の軒丸瓦で巴

の尾部が互いに接 しており、やや古い文様を採用 している。

133は SK120出 上の結晶片岩製の大型石錘で、重さ1119.5gを測る。134は 土師質の上錘で

中央に 1条の凹線、その両側に計 4個の円孔を穿つ。第 2遺構面以下でも同様の形状のもの

が出上しているがこれに比 してやや長 くなるようである。

1織臆 養r

ｆ
◎
ズ
Ｍり

|

中

①
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第2章 第14次調査

::41[::::::::〕】二三二三二三三二三ここ:〕
152

図61 第 1遺構面上出土遺物③(金属器)

図61は第 1遺構面出上の金属器、キセル、銭貨である。146の銅製皿は石組101出上のもの

である。147の 鋼製和鏡は多くの銭貨などと共にSK107か ら出上した。148は SK120出上の扇

状の鋼製板状品で放射状に刻線を刻む。下端に柄様のものが延びるものと推定される。149

もSK107出土で銅製の半球形品で用途不明である。重さ3,9gで刻印などはまったくない。

一金

b31鶴

図62 第1遺構面攪乱内出土遺物

図62は撹乱内出上の土製品、小柄、銅製錘である。161は土師質の丁銀形土製品で、断面

は半円形となる。下面は無紋であるが上面には両端に「文」字、その間に「賓」字と大黒と恵比

寿を配している。上端近 くに 1孔を穿つ。163は茄子形の銅製錘で上端に 1孔がある。重さ

6.4gで ある。
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物
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キ   W_Oはサンプル番号

a。 、
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ヤ
鰯 炭化物 (材 )集中範囲
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第2遺構面炭化物出土状況図①
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物
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図65 第2遺構面炭化物出土状況図②
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第2章 第14次調査

第 2遺構面

炭層

町屋群

第 2遺構面は、調査区のほぼ全域を覆う炭や焼土塊の多量に含まれた整地層下において確

認された遺構面である。火事に被災した町屋群とこれに伴う土坑や石組遺構、埋桶遺構など

の遺構が多く検出された。

遺構面は高温によって赤変したり、黒く煤けた部分が拡がり、上面には炭化物の堆積など

もみられる。

第 2遺構面を覆う、火事によって焼け落ちた町屋の炭化物の堆積で層厚は数～20cm認 めら

れる。調査区の中央部から東にかけてと西端の部分において良好に検出された。

確認された炭化物には柱や畳などの建築部材や、下駄や草履、櫛、木箱、布、砧などの生

活用品などがある。

炭化物の堆積には殆ど片付けられず上から壁土などの焼土塊や整地上を被せられた部分も

存在する。このような部分では炭化物層の上に20～30cmの火を受けた石が散在しているのが

認められた。おそらく板葺き屋根に載せられた置き石であったと思われる。

また焼けた壁土も多く出土したが、これらは割られて整地用材として使われている。小舞

が残る破片は散見されたものの、壁の構造の詳細を観察できる破片は確認されなかった。

なおこの焼土層については、直下の第 2遺構面の出土遺物の時期から、宝永 5(1708)年 に

あったとされる「宝永の大火」によるものと思われる。

調査区の北壁に沿って密集して建ち並び、調査地の北側に現存する街路に取り付くと考え

られる町屋建物を7棟以上、さらに南側でも4棟を確認した。

さらに調査区の西側においても確定できなかったものの残された礎石や土間の痕跡等から

1～数棟の建物が存在したものと考えられる。

図66 第 2遺構面建物配置図
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物
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図67 SB201・ 202・ 203平面・断面図

調査区の北壁沿いの東端 に位置する町屋建物である。西壁面の礎

石列 を3.2m確 認 したが、大半が削平 されるため詳細 は不明である。

礎石 は密集する石列で西側 に面 を持つ よう並べ られている。

SB201の西に位置する町屋建物である。南北2,7m以上、東西3.lm

の規模で、調査区外の北側にさらに拡がる。礎石は壁側の西面およ

び東面については約0。9m間 隔となっている。西壁面においては 1

段上にもやや小振りの石列が認められた。補修等が行われたと考え

られる。

建物構造は、東側から1.4mま では、土間部分となっており版築

状に硬く叩き締められ、断面形が緩やかに蒲鉾状になっている。南

て 亜 璽 匡 ≡ 7164

北方向に貫通する通 り土間と考えられる。

西側から1.8mは、床部分 と考えられ、南面より2.4mで 東西の小さな礎石列がみられる。

この床部分の上面には、焼土層が良好に堆積 してお り、建築材 と共に下駄なども検出され

た。またサザエの殻が十数個かたまって出上している。

SB202の 上間からは土師器灯明皿や肥前系京焼風陶器の香炉などが出土 した。

SB202の 西隣に位置する町屋建物である。南北5,Om以 上、東西3.7mほ どの規模で、調査

２。。Ｏｍ
一．

SB201

SB202

遺物

SB203
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遺物

SK201

区外の北側にさらに拡がる。削平により西壁面の礎石は数基 しか確認できず、建物規模につ

いては不確定である。西は隣接するSB204と の境まで拡がる可能性 もある。

建物構造は、東側から1.8mが土間部分で硬 く叩き締められている。南北方向に貫通する

通 り上間と考えられる。上面には焼土層が良好に堆積 してお り、畳状の炭化物が多 く認めら

れた。北側の床部分との境で土製の置きカマ ドが出土している。カマ ドは馬蹄形の 2連の移

動式のもので、横幅0.7m、 奥行 き0.5m、 高さ21cmを測 り、燃焼部の径は24clllで ある。底部

の下に接 して板の炭化物 もみ られた事から底は板組みと思われる。なお、被災により破損

し、原型を保った取 り上げは不可能であった。また、土間床境からは下駄と草履又は草牲が

1個ずつ出土した。

西側1.9mについては、床部分 と考えられる。南壁面より0.5mほ ど南に張 り出してお り縁

等があったものとみられる。

SB203か らは」二師

器皿・灯明皿 。竃や

伊万里小邦などが出

上した。

SB203の 上間部分

の南東 隅に位置す

る、径0.75m、 深 さ

22cmの 円形の土坑で

ある。東側の約半分

を攪乱により削られ

る。土間部分の縁に

掘 り込まれているこ

とから礎石の抜き取

り穴の可能性 が あ

る。

SK201か らは土師

器皿・抱烙、肥前陶

器塊、丹波焼播鉢・

火入れ、唐津焼鉢や

伊万里の碗などが出

上している。

図69 SB203HEL遺 物

２０ｃｍ

‐６９

~166

~167

ψ 168

×三三三二塁至≡ラЪ71

遺物

図70 SK201出 土遺物

SB204     SB203の 西に隣接

する町屋建物である。南北10.2m以上、東西5.Omの規模で、調査区外の北側にさらに拡がる。

礎石は、西および東壁面については約1.0～ 1.3m間隔となっている。土間床境においては、

主要部に配した柱礎石間を月ヽぶ りの石列で繋いでいる。

建物構造は、東側か ら2.2mが土間部分 となってお り硬 く叩き締められている。南北方向

に貫通する通 り土間と考えられる。土間部分の中ほどには東壁に接 して埋奏遺構SK202・

203がある。さらに南端の部分には胞衣壺埋納遺構であるST201が存在する。

/´
オ ヽ

    、
/
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

また上面の炭化物の層からは、建築材に混じって直径 2～ 4 cmほ どの細い枝のような木が

かたまって出上している。半裁されたものもあり、燃料用の新とも考えられる。

西側から2.8mについては床部分と考えられ、南端より5。lmで部屋の仕切 りと思われる東

西の礎石列がみられる。また中ほどから土間側より幅0,9mほ どの礎石列があることから、

なんらかの仕切りがあつたと考えられる。この部分においても、建築材の戊化物が厚く堆積

していた。直径 6 cm程の九太材が直交した上に畳の炭化物が被った状態で出土した。
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´
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図71 SB204平 面・断面図
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遺物

SK202

遺物

SK203

遺物

ST201

SB205

遺物

SK204

SB204か らは土師

器皿・胞烙や唐津焼

の橋鉢・鉢などが出

土 している。また床

面か ら古寛永通費、

寛永通費文銭や新寛

永通費 が検 出 され

た。土間からは観音 図72 SB204HEL遺 物

や鶏を抱 く人物を表現 した土人形が出土 した。

SB204の土間部分の東側に設けられた南北0.64m、 東西0.7m、 深さ30cmの楕円形の掘形 を

もつ埋奏遺構である。断面椀形の掘形の】ヒ東に、奏の下半部が据えられている。上部は削平

されたと考えられる。奏の内部には焼土・炭が堆積 している。す ぐ南には、同様の埋甕遺構

であるSK203が存在する。

一般的に埋奏は トイレ遺構 とされる例が多いが、通 り土間の中ほどという位置からみて、

流 しなどに伴う水瓶と考えられる。

SK202出上の奏底部は丹波焼と考えられるものである。

SB204の上間部分、SK202の南に並んで検出された、径0.45m、 深さ32cmの掘形をもつ埋

奏遺構である。断面椀形の掘形のほぼいっぱいに据えられている奏は、上半部を削平のため

欠損 している。

奏の内部には、焼土・炭のほか底部には白灰色砂が堆積する。

SK203か らは丹波焼悟鉢、唐津焼皿のほか丹波産と思われる奏の底部が出土した。

調査区東部の西に位置する、径22cm、 深さ22cIIlの 円形の掘形をもつ胞衣壼埋納遺構であ

る。掘形の中央に土師器蛸壷を正置している。SB204の土間部分において検出された。

調査区の中央、SB204の 西に隣接する町屋建物である。南北5。8m以上、東西3.5m以上の

規模で調査区外の北側にさらに拡がる。削平により礎石の残存が悪 く、建物の規模について

は不確定である。

建物構造は、南側から1.Omがやや硬 く土間の痕跡かと思われる。中ほどに埋奏遺構SK204

が設けられている。

土間部分より北側は、床部分と考えられる。上面には、焼土層が良好に堆積 してお り、柱

や板材、畳などの建築材や下駄、箱状木製品などの炭化物が認められた。攪乱で削 られた部

分の底から胞衣壷埋納遺構ST202が検出された。

またSB204と の間に存在する幅0。9mほ どの部分にも硬 く締まった上がみられる。礎石等が

確認できないものの、この建物に付随する南北方向の土間になる可能性がある。

SB205か らは土師器皿・抱烙、備前焼小壺や伊万里碗・香炉などが出上した。

SB205の 東西方向の上間状痕跡に設けられている、径0.52～0.58mの 円形の掘形をもつ埋

奏遺構である。甕は掘形のやや南寄 りに据えられてお り、下から3分の 1が残存 している。

奏の内部には焼土・炭などが入っている。

SK204か らは丹波焼の奏上半部と底部が出土 した。前者は17世紀後葉～18世紀前半のもの

と思われる。

-1馴

ジ 1乾

0              10cm

遺物
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

a′

ゝ

ヤ

К

Ｉ

Ａ

SK202
1 炭層 (瓦礫含む)

2 淡灰色砂

SK203
1 赤褐色土

2 淡黄緑色砂 (炭・灰多く含む)

3 炭層

4 白灰色砂

5 灰褐色土 (細礫混じり)

SK205

遺物

SB205の 南西に位

置する、径45clll、 深

さ40 cmの 上坑 であ

る。隣接するSK229

を切っている。また

西側を攪乱によって

削平されている。埋

土 には焼土が混 じ

る。礎石の抜 き取 り

穴の可能性がある。

SK205か らは土師

器皿、丹 波焼火入

れ、伊万里皿などが

出上している。

図73 SK202・ 203平二面・断面図

あ＼＼、

�
/

a
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図74 SK202H上上遺物



第 2章 第14次調査

ST202     北壁にかかる攪乱の底部で検出された胞衣壺埋納遺構である。南北20cm、 東西24cm、 深さ

23cmの精円形の掘形をもち、東寄りに土師器蛸壺を据えている。位置的にはSB205の 床部分

にあたる。

第 2遺構面で検出した他の胞衣壷埋納遺構に比べてやや深く埋納されている。

遺物

図75 SK203出 土遺物

ST202の胞衣壺は土師器の蛸壷を転用 したもので、器高22.3cmを 測る。日縁部は直口気味

に立ち上がる。

調査区の中央、SB205の 西に隣接する町屋建物である。南北10,7m以上、東西4.8mの規模

で、調査区外の北側に拡がる。礎石は、東壁面では lm間隔で間をやや小ぶりの石をとない

し2個を用いて繋いでいる。ま

た西壁面の南端から3m程は幅

を揃えて小石を密集 して布基礎

状の形をとっている。建物内部

の土間床境においては、北側で

抜き取 り穴を利用 したと思われ

る廃棄土坑SK206・ 207が ある。

建物構造は、東側か ら2.Om

が上問部分となってお り硬 く叩

き締められている。南端部分を

攪乱により削平されているが南

北方向に貫通する通 り上間と考 図76 ST201平 面・断面図

-46-
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えられる。上間部分の中ほどに

は東壁に接 して石囲いが設けら

れ幅30cmの 溝が取 り付いてい

る。北に流れる暗渠になってい

たようで、中には小割にされた

丸瓦が並べられていた。

西側から2,8mは、床部分と考

えられ、南壁面より2Bmと 開m
の所に部屋の仕切りと思われる

東西の礎石列がみられる。

遺物      SB206か らは土師器皿、伊万

里碗・皿などが出土した。

また床面からは上下及び側面

に多くの小刻印を打った豆板銀

が出上している。第 2遺構面が

宝永大火層直下で検出されてい

ることから見て、慶長期のもの

である可能性が高いと考えられ

る。直径12.55× 13.171Hll、 厚 さ

4.9611ull、 重さ4.9gである。

ー
191

第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

図78 SB205平面・断面図

オ

1 淡灰色土 (炭混じり)

2 灰褐色土

3 暗灰色土

0             50cm

図80 SK204平面・断面図

ｇ詐

℃
ｌ
ｋ
＝

Ｓ
Ｔ

Ｉ

Ｌ

o              2m

図79 SB205出土遺物

SB206の 上間部分を切って掘

り込 まれ た南 北0.95m、 東西

0。88mの上坑である。掘形の断

面形は、緩い椀形で、深さ20clll

を測る。埋土には、焼土と共に

直径10～ 30cmほ どの火を受けた

石が多量に投棄されている。火

事の後片付けに伴う廃棄土坑と

考えられる。

SK206
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~198

ψ 199

十
~

図81 SK204出 土遺物

1 灰黄色砂

2 暗灰黄色砂

0              50cm

図83 ST202`平面 。断面図
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＼

10cm
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図82 SK205出土遺物
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

声‐レグ徽∞灸多彩←翠

図85 SB206平 面・断面図

SK206と 同様にSB206の上間部分に掘 り込まれている、南北1.lm、 東西0。75mの土坑であ

る。掘形の断面は逆台形で、深さ22cmを 測る。埋土には、焼土 とともに拳大～径25cmほ どの

火を受けた石が十数個投葉されている。礎石の抜 き取 り穴を利用 した、火事の後片付けに伴

う廃棄土坑と考えられる。

SK207か らは、伊万里碗の小片が出土している。

ヨ

SK207

０ヽ

Ｅ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
『

SK207

遺物
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、

一

、

　

一

Ｉ

Ｘ

Ｌ

弐

図86 SK206平面・ 断面図

~20と

~204

労́

図87 SB206出 土遺物 図88 SK207平面・断面図

207

0              10cm

図89 SK207出土遺物
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SB207

遺物

ST203

調査区西部、SB206の 西

に隣接する町屋建物であ

る。南北8,Om以 上、東西

43mの 規模で、調査区外

の北側にさらに拡がる。北

側を中心に削平を受けてお

り礎石は数基 しか確認でき

なかった。

建物構造 は、東側か ら

■9mが土間部分 となって

お り硬 く叩き締められてい

る。南北方向に貫通する通

り土間と考えられる。西縁

に胞衣壺埋納遺構ST203

が存在する。また西側から

2.4mは 床部分 と考えられ

る。

SB207か らは土師器皿・

灯明皿・施釉皿・危烙・蛸

壷、瓦質鉢、丹波焼発、肥

前 陶器婉、唐津焼坑・小

郭・皿、伊万里碗・皿のほ

か産地不明の白磁坑などが

出上している。また土間や

床面からは古寛永通費、寛

第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

0               2m

図90 SB207平 面 。断面図

詐

照

将

す

ゴ

岬
Ｌ

SB208

永通費文銭、新寛永通費が検出された。

SB207の 上間部分中央の西縁に位置する、径18～ 19cm、 深

さ18cmの 掘形をもつ胞衣壷埋納遺構である。掘形の断面はU

字形で、土師器蛸壷を正置 している。

調査区西部、SB207の 西に隣接する町屋建物である。南北

8.6m以上、東西4.2mほ どの規模で、調査区外の北側にさら

に拡がる。礎石は西壁面については約0.7～ 0,9m間 隔で、建

物内部の上間床境では、0,9～ 1.Om間 隔となっている。また、

東壁面の南側の礎石は天端面の高さが20cmほ ど高 くなってい

る。補修や増築がおこなわれた可能性が考えられる。

建物構造は、東側から1.8mが土間部分 となってお り硬 く

叩き締められている。南北方向に貫通する通 り上間と考えら

れる。

1 淡灰黄色砂

2 灰色砂

50cm
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~208 申 劉0

て  l~~209 ψ 劉1

ψ 212

く三三三::::::::::f;:::::!2

図92 SB207出 土遺物

土間部分の中ほどには東壁に接して埋奏遺構SK208が存在し、すぐ西側には平らな石を

貼ったように埋め込んでいる。また南壁面より2.lmで礎石によって区切られている。これ

より南側は、土間の厚みが薄くなっていて四角く区切るような石列がみられる。
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図93 SB208平面・断面図

第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

0               2m

上面には、炭化物が比較的良好に堆

積 している。特に北側では板材が多 く

みられた。また40cmほ どの範囲で炭化

した麦粒が散在 している部分も確認さ

れた。

西側か ら2.4mは 、床部分 と考えら

れ、南壁面 より1.2mと 2.Omと 4.9mの

ところに部屋の仕切 りと思われる東西

方向の礎石列がみられる。

くξ三二[三二二[:Ξ EEE写 4237

38
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図94 SB208出 土遺物



第2章 第14次調査

遺物

SK208

遺 物

SB209

遺物

SB210

SB211

SB208か らは土師器皿、肥前陶器坑、伊万里香

炉・皿などが出上 している。また土間からは古寛永

通費が検出された。

SB208の土間部分に位置する、南北0.54m、 東西

0。45m、 深さ28cmの 楕円形の掘形をもつ埋奏遺構で

ある。上半部を削平のため欠損 した奏が据えられて

いる。養の内部には焼土・炭が堆積する。SK202・

203と 同様に土間の中ほどに設けられていることか

ら水瓶と考えられる。

SK208か らは土師器胞烙、丹波焼橋鉢・奏、伊万

里碗・壷などが出土 している。丹波焼奏は完形で器

高46.2cm、 口径41.9cmで ある。外面胴部上半に施 さ

れる凹線は胴部の最大径部分より上にある。丹波焼

橋鉢・奏は17世紀中葉～後葉ころのものと思われる。

また古寛永通費、新寛永通費が出上している。

調査区の北西隅、SB208の 西壁面に接するように

礎石が 1基 と幅1.8mほ どの上間の痕跡が認め られ

た。南側は攪乱により削平されている。おそらく町

屋建物が存在すると考えられるが、詳細は不明であ

図95 SK208こ平面・断面図

る。

SB209か らは土師器灯明皿と唐津焼皿などが検出されている。

調査区東部の南東隅に位置する町屋建物である。南北2.5m以上、東西2.3m以上の規模で、

調査区外の東および南側にさらに拡がる。

建物構造は、北西部分に土間部分の痕跡が認められるものの、大半は攪乱によって削平さ

れてお り詳細は不明である。

調査区東部の南東に位置する町屋建物である。南北4.4m、 東西5.2m以 上の規模で、調査

区外の南東側にさらに拡がる。また攪乱によって東側が削平されている。礎石は南壁面につ

いては密集する石列である。北壁面は、抜き取 り穴が lm間隔で4基みられ、うちSK2091こ

ついては廃棄遺構に利用されている。

建物構造は、北側から1.3mが土間部分となっており硬 く叩き締められている。東西方向

に貫通する通り土間と考えられる。なお土間の裏に当たる部分は、南北棟のSB204の 東壁と

接しており出入りは不可能となっている。

南側から3.lmは 、床部分と考えられる。上面からは炭化した箱状木製品や直径2cmほ どの

細い枝の 7～ 8本の束などが出土している。

SB211か らは土師器勉烙、瓦質鉢、丹波焼括鉢や産地不明の陶器の茶入れなどが出上して

いる。また寛永通賓文銭も出土している。

SB211の土間部分北側の縁に掘り込まれている、南北0.58m、 東西0.65m、 深さ18cmの楕

円形の土坑である。埋土には、径 5～ 10cmの 火を受けて割れたような花筒岩が多く含まれて

いた。礎石の抜き取り穴を利用した廃棄遺構と考えられる。

ψ 劉

0                  10cm

図96 SB209出 土遺物

赤灰色土 (焼土 )

黒灰色土 (炭 層 )

3 暗灰色土

遺物
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245

ヽ
オ

ｒ

）

Ч

用

(,

淋 ＼ ミ
ヽ ヽ

247

SB212

図97 SK208出 土遺物

調査区中央部の南、SB205の 南に位置する町屋建物である。南北4.Om以上、東西4.8mの

規模で、調査区外の南側にさらに拡がる。礎石は東壁面については約0。9～ 1.Om間隔である。

また上下 2段の礎石があることから建替えがなされたと考えられる。

建物構造は、東側から1.8mが土間部分となってお り硬 く叩き締められている。南北方向

に貫通する通り土間と考えられる。北端の礎石際には胞衣壷埋納遺構であるST204が存在す

る。

西側から2.Omは 、床部分と考えられる。上面からは炭化 した畳や柱が多 く出土している。

柱材は直径 6～ 8 cmの 丸太が多 く使用され、建物の方向に沿って検出されている。

また北端には、一度掘 り込まれたと考えられる跡SX201が確認された。
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遺物      SB212の 西側の床面からは土師器皿、丹波焼悟鉢や伊万里仏飯器が、東側の土間からは土

師器皿・灯明皿、瀬戸美濃と思われる施釉陶器皿、肥前陶器塊・鉢、唐津焼刷毛目鉢、伊万

里の皿などが出土している。丹波焼橋鉢には18世紀中葉～末と思われるものを含むが、混入

品と解釈 してお く。

また土間・床面から決武通費、古寛永通費、寛永通費文銭や新寛永通費が検出された。
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図98 SB210。 211平面・断面図

図99 SB211出 土遺物
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SX201

遺物

ST204

遺物

調査区中央部の南に位置する、南北1.lm、 東西

■6m以上、深 さ20clllの 落ち込み状の遺構である。

北側はSB212の 東西石列の延長で、東側は土間に

沿って段状に落ちる。西側は攪乱によって削平され

ている。上面には建物の炭化物の堆積があり、焼失

時には埋没していたと見られる。建物に伴う掘 り込

みであると考えられる。

SX201か らは土師器皿・灯明受付皿、唐津焼刷毛

目塊・皿・鉢、伊万里碗などが出上している。

また元祐通費、古寛永通費、寛永通賓文銭、新寛

永通費など計30枚及び雁首銭が 2枚出上している。

調査区中央部の南東、SB2121こ伴う礎石列の内側

に接して検出された、胞衣壷埋納遺構である。土間

部分を切って径15cm、 深さ21cmの 円形の掘形を穿

ち、中央に土師器蛸壷を正置している。

ST204の胞衣壺は土師器蛸壷の転用である。器高

23.8cmで回縁部は端部で僅かに短く外反する。

第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

1 暗灰褐色砂質土

図100 SK209平面 。断面図

fシ
韓 爺 箸 賜

型
Ш000τ

図101 SB212平面・断面図

調査区中央部の南、SB212の 西隣に位置する町屋建物である。南北3.5m以上、東西4.Om

以上の規模である。礎石 1基 と抜 き取 り穴と思われるSK210・ 211が確認されたが、大半を

第 1遺構面の蔵によって削平されているため詳細は不明である。

「囀
′憔
ド
ー
鵜
Ｔ
ｋ
□
―
ム

」

O

SB213
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第2章 第14次調査

遺物      SB213か らは土師器皿・胞烙、丹波焼悟鉢、唐津焼鉢、伊万里皿の他にベ トナム製焼締長

胴壺などが出上している。

長胴壷296は 口径13.6cm、 残存高12.7cm、 胴部の最大径23.6cmを 測る。口縁端部上面に浅い

沈線が 1条ある。胴部外面にヘラ描 き沈線を 2条巡らしている。胎土はこの種のものに特徴

的な灰白色 と灰黄色の縞状となっている。

学
253

窮ア万ず
〃

r/

図102 SB212(床面)出土遺物

ψ 2y ψ 59ウ Ы

中 2醐 ウ 260シ 62

て下工68

図103 SB212(土 間面)出土遺物
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SK210

SK211

SB214

γ 4~2守学

~275   ~278

゛ 2発  9謳

里

第3節 第2遺構面の遺構と遺物

調査区中央部の南西に位置する径0.6m、 深さ14cmの やや歪な円形の土坑である。埋土に

は、焼土・焼けた石が堆積する。南に隣接するSK221を切っている。SB213の礎石の抜き取

り穴と考えられる。

SK210の南に位置する南北0。55m、 東西0.4m、 深さ17cmの楕円形の上坑である。北に隣接

するSK221を切っている。埋上の上層において焼けた石、瓦片などが多 く出土 した。SK210

同様、SB213の 礎石の抜 き取 り穴と考えられる。

9                                         20cm

図104 SX201出 土遺物

o              50cm

図105 SK204平 面・断面図

1800m

U
l 淡灰黄色砂

2 灰色砂

0             10cm

図106 ST204出土遺物

調査区西部の西端に位置する町屋建物である。南北8,Om以 上、東西7.6m以上の規模で、

調査区外の西および南側にさらに拡がる。削平のために礎石の纏まりの判別が困難で、さら

に明確な土間部分が存在 しないため複数の建物になる可能性 もある。礎石は概ね0.9～ 1.lm

間隔で間を小振 りの石で繋げるかたちを採る。

また西端で検出された南北方向の礎石列では、礎石の天端に粘土をのせ河ヽ割 りした平瓦を

並べて土台状のものを造っている状況が観察された。
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第2章  第14次調査

SK212

T19290

量 2

図107 SB213出土遺物

[ 赤灰掲色土 1 赤褐色土

図108 SK210平 面 。断面図 図109 SK211平 面・断面図

調査区東部の南西に位置する、東西1.45m、 南北1.3m以上、深さ38cmの 隅円長方形の掘形

をもつ埋桶遺構である。掘形の南側を攪乱によって削られている。掘形の中央に径0,71mの

木桶が据えられている。桶の側板の上端部より数～10cmま で焦げ痕が認められ、その部分の

埋土にも焼土が含まれてお り、火災時に開口していたことを伺わせる。これ以下の堆積につ

いては、魚骨や貝殻を含む砂層が堆積 している。SB211の 南に接する部分にあ り、ゴミ穴な

どの施設と考えられる。

SK212か らは土師器皿、丹波焼火入れ、産地不明の陶器茶入れ・香炉、唐津焼皿、伊万里

皿のほか須佐唐津の指鉢などが出土 した。古寛永通費、寛永通費文銭が出土した。

―ヽ
山
訃
―
キ
‐
‐

．
一

‐

」

―

キ

ー

0                  50cm

遺物
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物
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0              2m

図110 SB214平 面・断面図

調査区西部の東に位置する、径1.4～1.5m、 深さ0,85mの円形の掘形をもつ埋桶遺構である。

中央に内径0。96m、 残高0,7mの木桶が据えられる。桶の側板は、上端より底から10～ 20clllま

で炭化 し火災時に開口していたと考えられる。それ以下は(魚骨を多量に含む細かい砂が堆

積 し、火を受けた痕跡はみられない。最終的に開口していたと考えられる部分は、隣接する

SK214と 繋げられ火災後の整地による焼土塊、壁土、瓦などを投棄する土坑 として使用され

ている。SB206の 裏部分に接するように存在する。ゴミ穴と考えられる。
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第2章 第14次調査

遺物

SK214

遺物

~297

SK213か らは土師器

皿・灯 明皿・施釉 急

須、施釉陶器小皿、丹

波焼播鉢のほか伊万里

碗・皿などが出土 して

い る。 また古寛永通

費、寛永通費文銭 も出

上している。

調査区西部の東に位

置する、南北1.25m、 東

西2,7m、 深 さ0.7mの

細長い遺構である。火

を受けた陶磁器類 と共

に焼土塊や瓦などが多

量に投棄 されてお り、

火災の後片付けに伴う

廃棄土坑 と思われる。

遺構の東側半分ほど

は、隣接し火事の後に

開口していた埋桶遺構

のSK213を 掘 り崩 し、

繋げて利用している。

一

図11l SK212平 面・断面図

SK214か らは土師器皿、肥前系京焼風陶器婉 (有印)、 丹波焼火入れ、軒瓦などが出上して

いる。また新寛永通費が 2枚出上した。

2000m

1 淡褐灰色砂質土

2 赤褐色土 (焼土 )

3 淡責灰色砂

4 暗灰色砂

5 淡黄灰色4u砂

0

図112 SK212出土遺物

調査区西部の南東に位置する、南北3.lm、 東西0.78m、 深 さ0.6mの 細長い溝状の遺構で

ある。断面は箱形にちかく底部は平坦で、掘形の壁面はほぼ垂直である。

火を受けた陶磁器類 と共に焼土塊や瓦などが多量に投葉されてお り、火事の後片付けに伴

う廃棄土坑と考えられる。

/     ＼

(＼2)
ヽ 影

SK215
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

赤褐色土 (焼土 )

赤茶色土 (焼土含む)

明赤灰色土 (焼土塊多量に含む)

赤灰色土 (焼土含む)

炭層

淡責灰色砂

灰青色細砂

乳灰色砂質土

乳仄色砂質土・暗掲色細砂 (シ ルト混じり)互層

2200m
b′b

赤褐色土 (瓦多量に含む)

赤茶色土 (焼土含む)

明赤灰色土 (焼土・瓦含む)

2m

図113 SK213・ 21拝面・断面図

―
―
―

―
―
Ｉ

Ｌ

図114 SK213出土遺物
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第 2章 第14次調査

遺物

SK216

遺物

SK217

ヤ m  2

(三二三二三二三IΞEEEEE写
夕
320

~3劉 ⊂ 10cm

図115 SK214出土遺物

SK215か らは土師器皿・胞烙、肥前系京焼風陶器皿 (有印)、

唐津焼刷毛目婉 。刷毛目壼・銅緑釉皿、伊万里皿・十角皿・菱

形皿・大型皿 。大皿 。青磁変形大皿や中国製の青花皿などが出

土 している。図l17-3841よ 伊万里皿で見込み部に 2匹の龍を表

す。335～ 3381ま 型打ち成形による伊万里角皿でほぼ同紋の機模

様を表す。これ以外に破片で接合しなかったものがあり、本来

5個程度あったものと推測される。3891ま径21cmの 伊万里大型

皿で、柴垣梅 (?)樹を表す。高台内に「朱」と
・
「米」様の文字を合

わせた印章があ り、ハリ支え痕 (目 跡)が 2箇所残る。340は径

24.4cmの伊万里大型皿で、見込み中央に植物の葉に囲まれた 2

羽の鷺を現す。高台内面に 5箇所の目跡がある。図118-341は

径27.6cmの伊万里大型皿で内面周囲は四方に窓をとって松、鳥

を描 く。見込みには岩の上に止まる 2匹の鳥と草花を表す。高

台内面には 4箇所の目跡がある。342は径31cmを 測る伊万里製

の所謂芙本手の大皿で、見込みには岩に止まる 1匹の鳥と草花

を表現 している。周縁部には宝紋を表している。底部の残存状

ヽ

」

ヽ

キ

ャ

2000m

U
l 暗灰赤色土 (焼土塊 瓦等多く含む)

0             1m

図116 SK215平面 。断面図

態が悪いが 1箇所の目跡を確認できる。343と 344は径27.4cmの 同大で文様もほぼ同じ伊万里

の大型皿である。周縁部に波頭紋、見込みに滝を登る鯉を表現している。いずれも高台内面

に5箇所の目跡が残る。図■併345は伊万里の青磁釉の変形大型皿で長さ26.3cm、 幅27.2c皿を

測る。団扇を写したものである。高台内を蛇の目釉剥ぎにし、鉄銹を塗っている。346は中

国製青花大型皿で径26.6cmである。内面の周辺部に市松文様を帯状に巡らし、見込みに仙人

と思われる人物と瓢箪、下方に草花を表す。人物の上方には外面周囲に続くように植物の根

が表現されており、この人物が地下世界の住人であることを示しているとも思われる。高台

内面に目跡は見られない。また古寛永通費が検出されている。

調査区西部のSK215の東隣に位置する、南北2.92m、 東西0.95m、 深さ0.65mの細長い溝状

の遺構である。断面はU字形で上部がラッパ状に開く。SK215と 同様に焼土塊や瓦などが多

量に投棄されており、火事の後片付けに伴う廃棄土坑と考えられる。

SK216か らは土師器皿、肥前系京焼風陶器婉 (有印)や丹波焼火入れ、軒瓦、海鼠瓦などが

出土している。このうち海鼠瓦は近くに蔵建物の存在を推測させるものである。

調査区中央部の西に位置する、径0.85m、 深さ30cmの 円形の土坑である。南東の一部を攪

乱によって破壊されている。埋土には焼土状の上と共に拳大～径20cmの火を受けた痕跡のあ

る石が十数個含まれていた。火事の後片付けに伴う廃棄土坑と考えられる。
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

図117 SK215出土遺物①
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第2章 第14次調査

図118 SK215出 土遺物②
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0                            20cm

図119 SK215出 土遺物③

第 3節 第 2遺構面の遺構 と遺物

‐
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(焼土塊・瓦等多く含む)

0              1m

図120 SK216平面・断面図
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SK218

遺物

347

0             10cm

1 暗灰色砂質土

(粘土プロック・炭混入 )

2 黄褐色砂質土

3 暗黄褐色砂質土

(粘土プロック混入 )

4 暗灰色砂質土

5 暗黄掲色砂質土

(粘土プロック混じり)

6 灰褐色砂質土 (シ ルト混じり)

7 褐色粗砂

(シルト混じり 炭混入 )

8 灰色ンルト(粗砂混じり)

9 暗灰色 シルト

(細砂混じり・炭混入 )

10暗灰色 シルト

(細砂混じり,貝殻等多く含む)

H 暗黄褐色砂質土

1800m

48

図122 SK216世北上遺物

調査区中央部の南に位

置す る、南北2.3m、 東

西2.65m以 上の隅円方形

の土坑である。北東隅を

攪乱で削られている。掘

形の断面形は逆台形で、

底部は平らで掘形の傾斜

は緩 く直線的である。深

さは0.651mを 波よる。

中層からは10～ 50cmの

石や土器の大きな破片な

どが集中して出土 した。

また底部に径10～20cmの

貝殻が多 く含まれる堆積

が認められる。

東西 に並ぶ町屋 中の

SB205の 裏にあた り、ゴ

ミ穴等の施設が考えられ

るが、埋土中に火災によ

る炭化物が含まれないた

め、被災以前には埋め戻

されていたようである。

SK218か らは土 師器

皿・胞烙、肥前陶器婉、

瀬戸美濃皿、備前焼小

皿・橋鉢、丹波焼悟鉢・

火入 れ、唐津焼婉・小

郭・小鉢・銅緑釉塊・香

炉・皿・蓋 。鉢・括鉢・

壺、肥前系京焼風陶器婉

(有 印)、 須佐唐津橋鉢、

伊 万里碗・ 皿・蓋・小

-68-
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第3節 第2遺構面の遺構と遺物

郭・変形皿や同青磁皿、小柄、匙、キセル、土人形、土錘 などが出土 している。時期 的には

17世紀後半～18世紀前半を中心 とするもの と思われる。 また祥符通賓、古寛永通費、寛永通

費文銭、無文銭など13枚、雁首銭が 4枚出土 している。

学 Ы 中 53~3“ ψ 57    9
くて三こ三:正三:三:房

ンと61

W52中 3V申 3弱 学 58 -360

SK219

図124 SK218出土遺物①

調査区東部の南西に位置する、南北2.lm、 東西1.75m、 深さ0,8mの楕円形の上坑である。

断面形は逆台形で底部は平坦である。SB204の上間部分の下層において検出された。焼失 し

た建物以前の遺構である。

SK219か らは土師器皿・胞烙、美濃菊皿、丹波焼橋鉢、唐津焼皿、伊万里碗・皿 。青磁釉

碗・瓶などが出上 した。

調査区西部の西に位置する、南北0.83m、 東西1.8m、 深さ45cmの細長い土坑である。断面

形は台形で掘形は上部がラッパ状に広がる。北東隅部分でSK228を 切っている。径20cm前後

の石が多量に出土した。火事の後片付けに伴う廃棄遺構 と考えられる。

係＼∨  ″イ

ヽÅ

SK220
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咀 電   訂 393

遺物

SK221

遺物

=遡

図125 SK218出土遺物②

SK220か らは伊万里皿の小片が出上している 。

調査区中央部の南西に位置する、南北0,9m以上、東西0.68m、 深さ40cmの土坑である。北

側をSK210、 南側をSK2111こ よって切 られる。焼土混 じりの土が堆積 している。

SK221か らは土師器lkt烙、唐津焼橋鉢、丹波焼幡鉢・奏、伊万里皿や同青磁香炉などが出

土 している。丹波焼括鉢・奏は17世紀後葉～18世紀中頃に属す ものと思われる。
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物
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図126 SK218出土遺物③
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SK222

遺物

SK223

遺物

イ

2000m

暗黄褐色粗砂

(細砂混じり 炭含む)

暗黄灰色粗砂 (細砂混じり)

黄掲色砂質土

暗黄灰色砂質土

暗黄褐色粗砂 (シルト混じり)

黄灰色砂質土

暗灰色シルト(粗砂混じり)

暗褐色粗砂 (細砂混じり)

イ

2000m

灰色砂

暗灰色砂

暗灰色砂礫

図127 SK219平面・断面図

図129 SK219出土遺物

調査区東部の西、SB204の土間部分を除去 した下層で検出された、

の土坑である。断面形は椀形で、深さ30cmを測る。

SK222か らは伊万里皿の高台部の小片が出上 している。

調査区東部の西、SB知の床部分の下層で検出された、南北0.5m、

東西1.Omの楕円形の土坑である。

SK223か らは須佐唐津橋鉢と丹波焼火入れが出土 している。

図128 S K220平 面 。断面図

ミEEttEE三]Ξ三三三三三号夕427

臼 34

南北0.85m、 東西0.55m

＼  |>て /4♂
0              10cm

ヽ
＼

＼
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

―

 ― ――

イ

一

SK224

遺物

SK225

遺物

イ

一

図131 SK221出土遺物

調査区中央部の北に位置する、南北0,7m、 東西1,03mの上坑である。西側に平らな段をも

ち、深さ45clllを 測る。SB204の 下層で検出された。焼失した建物以前の遺構である。

SK224か らは土師器皿が出土している。

調査区中央部の中央に位置する、径0.9m、 深 さ24cmの 円形の土坑である。断面形は逆台

形で、埋土には焼上を含んだ上が多 く混じる。隣接するSK218の北西コーナーの一部を切っ

ている。

SK225か らは土師器皿 。灯明皿 。蛸壺、須佐唐津括鉢、肥前陶器坑や産地不明の陶器の油

壷などが出上 している。
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第2章 第14次調査

1 暗灰色砂質土

2 暗褐色細砂

(ンルト混じり)

3 暗灰色砂質土・

暗黄褐色砂質土互層

0              50cm

1 灰責色砂

2 暗灰責色砂質土

3 淡灰色粘砂

4 暗灰黒色砂質土
0              50cm

図132 SK222平面・断面図

0             10cm

図133 SK222出土遺物

オ

2000m

患慾
質土

3 黄褐色砂質土

4 淡黄色砂質土

0             50cm

図134 SK223平面・断面図

図135 SK223出土遺物

~447

0             10cm

図137 SK224出土遺物

ｍ

一
―

脚一

図136 SK224平面・断面図

O
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イ

2000m

第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

2000m

SK226

遺物

0              50cm

図138 SK225E平 面・断面図

調査区中央部の西に位置する、南

北1.15m、 東西0。9mの歪な楕円形の

上坑である。断面形は逆台形で、深

さは1,2mと 深い。坦土は、ほとん

ど砂層で南方向に沈んでいく、傾い

た堆積を示している。

SK226か らは砂目を残す唐津焼の

皿が出上している。また古寛永通費

が 6枚出土している。 図140 SK226平面 。断面図

1.暗責灰色砂

2 暗責褐色砂

3 暗灰色砂 (シ ルト混じり)

4 責褐色砂

5 暗責褐色砂 (炭混じり)

6.暗灰色砂

7 資褐色砂

8 暗灰褐色シルト質砂
0              50cm

認
~4硝

図139 SK225出土遺物

図1 41 SK226出 土遺物
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第2章 第14次調査

SK227

遺物

調査区西部の南東に位置する、南北0.52m、 東西

0。72m以上、深さ 6 cmの 浅い土坑である。西側の一

部を攪乱により破壊されている。SK215を切って造

られている。

SK227か らは伊万里小碗・仏飯器などが出上 して

Vヽ る。

―

10cm 0             50cm

図 142 SK227平面 。断面図図143 SK227出土遺物

図144 SK228`平 面 。断面図

調査区西部の北に位置する、径0,95～ 1.05m、 深さ10cmの 円形の上坑である。西側の一部

がSK220に よって切られている。東の掘形に落ち込むように石臼が出上している。

SK228か らは石臼と共に17世紀末頃と思われる丹波焼橋鉢が出上している。

祥

ヽ

Ｉ

Ｉ

遺物
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第3節 第 2遺構面の遺構と遺物

1000m
a′

図145 SK228出 土遺物

a

o                              2m

σ
l

‐

ヽ

Ｌ

Ｒ

図146 石組201平面 。断面図
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第2章 第14次調査

Ш

Ⅵ

l 暗褐色細砂 (シルト混じり)

2 暗灰色細砂 (シルト混じり)

3 灰色粘土

4 淡灰色粘土

5 淡褐灰色砂

6 褐色砂

7 黄褐色砂質土

8 暗灰色粘土

9 褐責色砂

10灰黄色砂 (灰色粘土混じり)

図148 石組202平面・断面図
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

図149 石組202出土遺物

調査区西部の南壁際に位置する、南北2.6m以上、東西2.95m、 深さ1.18mの掘形をもつ石

組遺構である。南恨1の一部が調査区外へ拡がる。火災に伴う廃棄土坑SK215お よびSK216の

すぐ南に構築されている。

②
４７３

（∪

-79-

石組201



第 2章 第14次調査

遺物

T耳れ巳202

遺物

石組みは側面のみになされ、底面は素掘りのままである。長辺30～ 50cm、 短辺20cmほ どの

自然石を横長に6段ほど積み上げ、間に小ぶりの石を充填する丁寧な仕上げである。内法

は、南北0.8m、 東西1.6m、 深さ1.05mである。

埋土には粘土や砂が互層となって堆積しており、火災に伴う焼土等は認められない。第 2

遺構面の最終段階までには埋め戻されていたようである。

石組201か らは伊万里碗が出土し、また古寛永通費、寛永通費文銭も出土している。

調査区西部の西に位置する、南北1.9m、 東西1.3m、 深さ0.6mの 隅円長方形の掘形をもつ

石組遺構である。北肩の一部を攪乱により削られている。内法は南北1.Om、 東西0,8mを測

り、平面は長方形である。

石組みは南北両辺の側面にみられ、東西の側面にはみられない。代わりに板張りが施され

ていたようで木質の残痕が数力所認められた。おそらく横に渡した板材を留めていた金具の

打ち込まれた部分が鉄錆により固まり残ったと思われる。東辺の掘形の天端には南北方向の

石列が組まれており、これが建物の礎石を兼ねていた可能性がある。

また石組みは、北側では1.Om～ 1.2mの直方体に近い大きな石を3個積み上げて丁寧に仕

上げているが、南面では30～70cmの石をやや乱雑に積み上げている。

底部は素掘りのままで、何かを敷いたり加工したような痕跡も無かった。また埋上の状況

から水が溜まっていた様子も認められなかった。掘形や礎石の位置関係から建物と同時に造

られたと考えられ、貯蔵庫のような施設と思われる。

石組202か らは土師器Jkt烙・蛸壷、丹波焼橋鉢、堺明石橋鉢、唐津焼坑・皿・三島手大皿、

瀬戸美濃徳利、伊万里碗・蓋・香炉・鉢・猪口・小郭・皿などが出上している。

図150 焼土層①出土遺物①

0                              20cm

-80-



焼土層①

第 2面遺物

第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

焼土層①からは陶磁器類、土製品、金属器を初め、多量の遺物が出上しているが、時間的

制約からごく一部の遺物を紹介する。

図150-494は丹波焼養で17世紀後半～18世紀前半のものと考えられる。図155-589は仏陀立

像を表す土人形であるが、背面の下部に2行 4文字が見られ、通院、口誉と読める。

銭貨は古寛永通費、寛永通費文銭、新寛永通費で構成され、中国清代、1662年初鋳の「康

熙通賓」が含まれる。

○

1                      1               0               5cm

0                0507

図151 焼土層①出土遺物②(含 2～ 3面 金属器)

第 2遺構面からは、土師器胞烙、産地不明の鉢、唐津焼皿・銅緑釉皿・括鉢・刷毛目鉢、

備前焼壷、伊万里花生・碗・小郭・仏飯器 。青磁釉灰落とし・皿、丹波焼奏のほか、多量の

瓦類、石硯、水滴、土錘、土製品、金属器類などが出上している。伊万里皿には手描き及び

コンニャク印による五弁花紋が見られ、碗にはコンニャク印を用いた文様がある。所謂土人

形はこの第 2遺構面及び次の第 3遺構面にほぼ限定され、以下の面からは大形の上製品など

が出土している。

この他の土製品には多量の上錘があるが、各形式の代表的なもののみ提示する。銅製品に

は匙、蓋、毛抜きなどのほか、SK218か らはガヽ柄が出土している。

第 2面の遺構に伴う銭貨も基本的に焼土層①と変わりなく、古寛永通費、寛永通費文銭と

新寛永通費で構成されている。また宋・明銭も僅かではあるが残存している。639は鋳造時

のセキ痕が残り模鋳銭と考えられる。SB206床面から出土した豆板銀は注目される。
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図152 第2遺構面上出土遺物①

-82-



第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物
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第 3節  第 2遺構面の遺構と遺物

578

05弱 ど豊当5笛謁

図155 第2遺構面上出土遺物④(土人形)
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図156 第2遺構面上出土遺物⑤(金属器・豆板銀)
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第 3節 第 2遺構面の遺構 と遺物

〇〇鬱⑬◇⑬◎⑬⑬⑬⑬

◇鰻⑬O∞◇蔭⑬蔭O③
621

の建⑬⑬鰻⑬鰻③ 韓③③

Ⅷ⑬鬱鬱嬢鬱③⑬ ⑬鰻鬱
637         638        639          640

餞⑬⑬◇鬱鱒⑬⑬⑬餞鰻
惟鱒⑬鬱⑧鰻⑬鱒鬱◇◇

649        650        651

謗⑬鬱鬱⑬⑬

動餓鬱鬱③⑬
654        655        656 657        658        659

③鱒⑬③④⑬簸餓③③鰻
餞◎甥鬱蔭堪鬱鰻鬱⑬③

660        661 662        663        664        665        666        667         668

0                                      10Cm

図157 焼土層①。第2遺構面。第2～ 3面出土遺物(銭貨)
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ヤ

図159 第 3遺構面建物配置図

図160 SB301・ 302平面・断面図

_-1500m
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第 4節 第 3遺構面の遺構 と遺物
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第2章 第14次調査

第 3遺構面 第 3遺構面は、第 2遺構

面直下に堆積する盛土 (砂 )

と考えられる白灰色砂等の

下に部分的に焼土層を伴い

ながら存在する。第 2遺構

面同様の町屋群 とそれに付

随すると考えられる土坑や

石組遺構、埋桶遺構、胞衣

壷埋納遺構などの遺構を検

出した。

町屋群     第 2遺構面に引き続 き調

査区の北壁に沿って密集 し

て建ち並ぶ町屋建物を 7棟

以上、南東部分でも2棟を

確認した。さらに調査区の

西側においても、確定でき   a

なかったものの残存する礎

石や土間の痕跡等から数棟

の建物が存在 したものと考

えられる。なお、各建物に

おいて、下層の整地土 (砂 )

ヤ

ヽ

ェ

ム

１

２

３

４

５
　
“

灰色極細砂 (灰 層 )

茶灰色極細砂 (粗砂混じり)

暗茶灰色シルト(細 砂混じり)

黄色粘土

黄褐色砂質土

6 黄茶色シルト(粘 土混じり)

7 黄褐色砂質土

8 黄灰色シルト(粘 土混じり)

9 黄灰色粘土0        50cm

―
図161 カマ ド301・ 囲炉裏301平面 。断面図

までに存在する土間や床の構築上については、ベース土として遺物を取 り上げた。建替えな

どの時期を示すものを含むと考えられる。

SB301     調査区の北壁沿いの東端に位置する町屋建物である。南北2.3m以上、東西3.2mの規模で、

調査区外の北側にさらに拡がる。礎石は土間床境では比較的残存するものの、東および南壁

面で数基を確認 したのみである。

建物構造は、東側か ら1.4mま では、土間部分 となってお り版築状に硬 く叩 き締められて

いる。南北方向に貫通する通 り上間と考えられる。また土間部分のさらに東半分は、若干窪

められて方形に石で囲われてお り、カマ ド301が設けられている。周囲には陶磁器や拳大の

石が散在 している。

西側から1.8mは、床部分と考えられ、中央部で土間部分に接 して囲炉裏が切 られている。

また西壁に沿った部分には胞衣壷埋納遺構であるST301が存在する。

この建物の東側にある石列についても町屋建物の礎石と思われるが、さらに東側が削平さ

れており詳細は不明である。

籍母
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カマ ド301

SK301・ 302

遺物

囲炉裏301

SB301遺物

蔚

第4節 第3遺構面の遺構と遺物

SB301の 上間部分の北端で検出されたカマド施設である。石列によって土間部分の東半分

を南北2.Om以 上、東西0.8mほ どの長方形に区切ってカマドを設けたようで、南側には土器

等の遺物や拳大の石の散乱もみられる。

ψ 671

677

683

図162 SB301・ SB301ベ ース土出土遺物

石囲いの内側に南北 2連以上の半地下式のカマ ドが検出された。東側に焚口を設けてい

る。黄灰色粘土で馬蹄形に構築されている。北側の南北18cm以上、東西32cm、 深さ20cmの

SK301と 南側の南北33cm、 東西44cm、 深さ15cmのSK302か らなり、さらに調査区外北側に拡

がる可能性がある。燃焼部分には灰や炭の堆積が認められた。うちSK3021こ は底部に土師器

製の規炉が埋め込まれていたが、熱によって赤変し劣化していた。

SK302か らは銭貨が出上しているが、細片で銭名等不明である。

カマ ド301と 土間を挟んで西側に位置する、一辺0,75m、 深さ25cmの 隅円方形の炉跡であ

る。周囲を厚さ20cmほ どの責色粘土で囲い、底には粘土混じりの責灰色シルトを敷いてい

る。

上面には灰が薄 く溜まってお り、火が使われた痕跡がみられた。床部分に割 り込んで造 ら

れてお り、形状から囲炉裏等である可能性が高い。

図162671～ 6801よ SB301か らの遺物である。土師器皿、須恵器悟鉢、肥前陶器婉、産地不

明の陶器壺、伊万里碗 。青磁碗・皿・青磁釉筒形香炉と朝鮮王朝産と思われる碗などが出土

した。また銭貨では古寛永通費や元祐通費が検出されている。

図162-681～ 684はSB301の ベース土から出土 したものである。産地不明の鉢、伊万里碗、

瀬戸美濃稜皿と朝鮮王朝の皿が出土した。

SB301の 床部分の北西に位置する、南北18cm、 東西22cm以上、深さ12cmの精円形の胞衣壼

埋納遺構である。掘形の東寄 りに土師器蛸壺を正置するが、上部 3分の 2は削平のため欠損

している。

ST301
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第2章 第14次調査

遺物      ST301は土師器蛸壷を転用したもので、墨書など特徴的なものはない。

oヽ―

メcI三,そ「≧灰色砂
2 暗灰色砂

0             50cm

SB302

図163 ST301平面・断面図

SB301の 西隣に位置する町屋建物

である。南北3.6m以上、東西4.Om

ほどの規模で、調査区外の北側にさ

らに拡がる。削平により礎石は数基

しか確認できず、建物の規模につい

ても残存する土聞部分や後続の第 2

遺構面の建物によって想定するのみ

である。西は隣接するSB303と の境

まで、南についてもSB309の 近くま

で拡がる可能性もある。

建物構造は、東側から1.8mが土

間部分となっており硬く叩き締めら

れている。南北方向に貫通する通り

上間と考えられる。土間部分のさら

に東半分は、若干窪められ石で囲わ

れた痕跡もみられる。内部は陶磁器

類が散在し玉砂利を敷いた集石301

などの遺構も存在する。また西側に

はカマ ドの可能性のあるSK303・

304がある。

西側2.2mに ついては、床部分と

考えられ南壁面より3.4mで部屋の

仕切りと思われる東西方向の礎石列

がみられる。

図164 ST301出土遺物

SK304
0              50cm

図165 SK303・ 30坪面 。
,断面図

１

／

1 暗灰色土 (炭混じり)

SK304

SK303

l 暗灰色土 (炭混じり)
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SK303

遺 物

SK304

集石301

SB302遺物

第 4節  第 3遺構面の遺構と遺物

SB302の 土間部分の中央

に位置する、南北0.5m、 東

西0.92m、 深さ20cmの土坑

である。同規模のSK304と

並んで土間面の西縁を切っ

ており、埋上には炭が混じ

る。

壁を構築する粘土などの

痕跡がみ られないことや、

床部分と土間部分の境に存

在してお り、位置的にやや

疑問は残るものの、削平さ

れたカマ ドの底部と考えら

れる。

SK303か らは、肥前系京

焼風陶器坑 (有印)や丹波焼

悟鉢などが出土 している。

橋鉢は17世紀中頃～18世紀

前半のものと考えられる。

SK303の南側に並んで検

図166 SK303出 土遺物

0            1m

図167 集石301平面図

出された、南北0.53m、 東西0.95mの土坑である。埋土には炭が混 じる。SK303と 同様カマ

ドの可能性がある。

SB302の 土間部分に浅く掘 り込まれた、段状の落ち込みの中に位置する集石遺構である。

径26cmの 円形のピットSP301の 西側を取 り囲むように南北0。7m、 東西0.4mの半円状の範囲

に径 2 cm前 後の玉砂利が薄く敷かれている。玉砂利は硬質の滑らかなもので色は白色、暗青

灰色、赤灰色、黄灰色が混じる。掘形は不明瞭であるが、深さ20～30cmま で土器の混じる土

が入り込む。

東側の円形のビットは深さ 5 cmと 浅いが灰黄色粘土が詰まっており、掘形の壁面は垂直に

ちかい。奏等が据えられていた可能性がある。

なお今回検出された同様の集石遺構では、土間部分に設けられていることや、甕などの据

えられていた痕跡を伴うことは殆ど共通しており、炊事などで水を使用するための流し場の

施設と考えられる。

図168-688～699はSB302の 土間。床面から出土した遺物で、土師器皿 。lkt烙、瀬戸美濃皿、

丹波焼悟鉢、肥前陶器婉、唐津焼皿、伊万里碗、産地不明白磁碗やベ トナム産陶器壷などが

出土した。ベ トナム産の陶器壷は接合しない 2片を図上復元したもので、推定器高22.Ocm、

口径16cmである。口縁端の拡張部上面には重ね焼き痕が残る。内外面は施釉され底部外面に

自然釉が付着する。体部外面は細かい凹凸が見られ、内面には格子状の当具痕が残る。胎土

は灰赤色と黄灰色の縞状となり、ベ トナム陶器特有のものである。

図168・ 700～710は集石301か らの遺物で、土師器皿・胞烙、丹波焼橋鉢、志野菊皿、唐津

√
ヤつr)`

集石301遺物
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第2章 第14次調査

焼皿のほか、朝鮮王朝の碗、皿も検出されている。

SB302か らは陶磁器以外に元祐通費、元符通費、熙寧通費、皇朱通費などの宋銭及びその

模鋳銭や古寛永通費などが出土している。 しかし、出土銭貨中に寛永通費文銭以降のものは

含んでいない。また銅製の錘やキセルなども出土 している。

~688 く員[EEE三二三[:三二EEEラク690

Ψ 6働

6餌

SB303

7∝X肇 ア

図168 SB302・ 集石301出土遺物

調査区中央部の東寄 り、SB302の西に隣接する町屋建物である。南北8.6m以上、東西5.Om

の規模で、調査区外の北側にさらに拡がる。礎石は良好に残 り、柱間隔に関しては、壁側の

西面および東面については約0。9m間隔、建物内部の上間床境では1.8～2.Om間 隔となる。さ

らに西側では柱礎石間を小ぶ りの石列で繋いでいる。

建物構造は、西側から2.2mが土間部分で硬 く叩 き締められている。南北方向に貫通する

通 り上間と考えられる。南辺は浅い溝SD301に よって区切 られている。また土間部分の中ほ

どには西壁に接 してカマ ド302が設けられてお り、さらにその南には玉砂利を敷いた遺構、

集石302が存在する。

東側か ら2.8mが床部分 と考えられ、南面より5.9mで部屋の仕切 りと思われる東西方向の
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第4節 第3遺構面の遺構と遺物

礎石列がみ られる。 また礎石が 2段 になった り埋 め込 まれた りしている部分があることか

ら、建替えや補修があった もの と考えられる。南 よりの部分 にはSK305がある。

ち

侭

ｒ

ヾ

照

‥

辞

て

斗

上

騨

ｋ

梢

―

，

点

ド

に‐
．ド

Ｌ

Ｅ
Ｏ
Ｏ
め
一

′Э                     Э

Ш0091

|ち

0               2m

図169 SB303平面・断面図

SB303の 床部分に位置する、南北1.25m、 東西1.08m以 上、深 さ25cmの 隅円方形の掘形を

もつ上坑である。

掘形の下半部は径15～ 30cmの石で囲われている。石組みは粗雑で、途切れている部分もみ

られる。貯蔵施設のような遺構と思われる。

SK305
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第2章 第14次調査

カマ ド302 SB303の 土間部分の西側に設けら

れたカマ ドである。南北 3連の半地

下式のカマ ドで、東側に焚口を設け

ている。各燃焼部分について北側か

ら ,頃 にSK306・ 307・ 308と し た。

各 々 の燃 焼 部 の 規 模 は北 側 の

SK306・ 307の 2基 が幅40clllと ほぼ

同規模で、南のSK3081ま 幅30clllと や

や小さい。壁は幅10cmの黄色粘土に

より馬蹄形に構築されている。

さらに南 には、南北0。9m、 東西

1.lm、 深 さ23cmの 上坑状の掘 り込

みSK309が 隣接 してお り、埋上には

災・灰 などが多 く含 まれることか

ら、廃棄されたカマ ドもしくは灰溜

めの遺構 と考えられる。

1 茶褐色シルト質細砂

2 灰色シルト質細砂

3 暗炭色シルト質細砂

4 赤灰色シルト

=

1500m
a_ヽ

__<c_か (コ 咀
― 一 一 ―

a′

1 責褐色粘土

2 暗灰色シルト(粗砂混じり)

図171 カマ ド302平面・断面図

SB303の 土間部分の南端を画する東西溝である。断面は緩いU字型で幅30cm、 深さ 8 cmを

測る。

SD301か らは施釉陶器 (唐津焼 ?)鉢、丹波焼橋鉢、伊万里皿などが出土 した。
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⑮二 ＼＼~マ三=上里堅D「
FT13

20cm

図172 SD301出 土遺物

SB303の 上 間部分、カマ ド302の

南に位置する集石遺構である。南北

■8m、 東西0,7mの 範囲で径 2 cm前

後の玉砂利が薄く敷かれている。玉

砂利は硬質の滑らかなもので色は白

色、暗青灰色、赤灰色、黄灰色が混

じる。

浅 く掘 り窪めた中に石を入れたよ

うで、全体に土は汚れているものの

深い掘形は確認されなかった。

また西側で 2ケ 所ほど砂利が幅

0.5mほ ど丸 く快 られている部分が

ある。明確な掘形は確認できなかっ

たが、奏等が据えられていた可能性

がある。

図175714～ 7331まSB303か らの遺

物で、土師器皿・蛸壷、丹波焼楯

鉢・火入れ、肥前系京焼風陶器坑、

瀬戸美濃皿、志野皿、唐津焼婉・

皿・香炉、青花皿や朝鮮王朝の皿な

どが出土した。銭貨には無文銭、熙

寧通賓、紹聖元賓、皇宋通費などの

朱銭やその模鋳銭のほか、永楽通費

の模 鋳 銭 や古 寛 永 通費 が あ る。

SB302同 様寛永通費文銭以降の銭貨

を含まない。鋼製の錘やキセルも検

出された。734～743はSB303の ベー

ス土出上の遺物である。唐津焼婉・

皿、志野丸皿がある。唐津焼皿の高

台内に「×」の墨書がある。

第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

図173 集石302平面図

集石302

SB303遺物

a

-97-

図174 SB304平面・断面図



第2章 第14次調査

ヤ 14(~ウ 715て下 7716くΞ Iワ 刊7
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SB304

=二
十庇

=三

院

図175 SB303・ 303ベ ース土出土遺物

調査区の中央、SB303の西に隣接する町屋建物である。南北5。8m以上、東西5,Omほ どの

規模で調査区外の北側にさらに拡がる。SB302と 同様、削平により礎石は数基 しか確認でき

ず、建物の規模についても残存する土間部や後続の第 2遺構面の建物によって想定するのみ

である。建物構造は、西側か ら1,lmが土間部分 となってお り硬 く叩 き締められている。南

北方向に貫通する通 り土間と考えられる。土間部分の南寄 りには西壁に接 してカマ ド303が

設けられている。

東側から3.9mが床部分と考えられる。南西隅にはSK310が掘 り込まれている。また北寄 り

の部分には胞衣壷埋納遺構であるST302・ 303が存在する。
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l 暗灰色シルト(細砂混じり)

2 暗褐色シルト(細砂混じり)

3 暗赤褐色土 (焼土 )

4 暗黄褐色粗砂 (ンルト混じり)

第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

1 暗灰色細砂(シルト混じり)

50cm

図177 SK310平 面・断面図

くてE三塁EEEIΞttΞΞΞラフ″744
0                  10cm

図178 SK310H上上遺物

SK311

「
℃ 豆 剪 K尾

言

ω K3

「
≪

轟
及 1

ヤ… 0

カマ ド303

図176 カマド303平面 。断面図

SB304の 上間部分の西側に設けら

れたカマ ドである。南北 4連の半地

下式のカマ ドで東側に焚口を設けて

いる。各燃焼部分 を北端か ら順 に

SK311・ 312。 313・ 314と した。

SK311は平面形がC字形で、燃焼

部の径0。55m、 深 さ22cmの 石組みで

ある。奥には縦長の石を 1個据え、

両側に径10cm前後の石を 2段に積ん

でいき、隙間に黄褐色粘質土を充填

している。壁の内面は熱を受け明褐

色に変色 している。SK311か らは寛

永通費文銭が出上 している。

＼

図179 ST302・ 303平面・断面 図

SK312。 313・ 314の 3基は、幅35cIIl、 奥行き0.5m前後、深さ15～ 20cmで、いずれも底部の

みの検出で、南端のSK314で は南裾に石が残るが、壁の粘土材の痕跡等は認められない。燃

焼部分には炭や灰が堆積し壁は熱を受けて暗茶褐色に変色している。

1 暗褐色砂質土

2 褐色砂質土

ノ              Om

1 暗責褐色粘質土 (粗砂混じり)

2 暗赤掲色シルト(粗砂混じり)

3 灰褐色シルト

理 Om
b                     b′

1 暗灰色粘質土(粗砂混じり,災混入)

2 灰色シルト
3 灰褐色シルト(焼土)

C′

1 暗黄灰色粘質土

(粗砂混じり 炭混入 )

1500m2 暗赤褐色シルト

d′    (極 細砂混じり・焼土 )

3 暗灰色シルト

4 黄褐色シルト(炭混入 )

lm

理 Om

1500m

1 暗掲色砂質土

2 褐色砂質土

50cm

-99-



第2章 第14次調査

SK310

遺物

ST302

遺物

ST303

SB304の上間部分の縁に掘 り込まれている、南北0.65m、

東西0.5m、 深 さ18cmの 楕円形の上坑である。礎石の抜 き取

り穴の可能性がある。

SK310か らは土師器皿が出上している。

SB304の床部分の北西に位置する、径26～ 28cm、 深さ20cm

の掘形をもつ胞衣壷埋納遺構である。椀形の断面の中央に土

師器蛸壷を正置する。壷の内部にアワビの貝殻が落ち込むよ

うに出上した。蓋 として使用されたものとも考えられる。

ST302か らは胞衣壺に転用された土師器蛸壷 と、唐津焼と

思われる陶器小杯が出土した。

SB304の 床部分、ST302の す ぐ北西に位置する、径22cm、

深さ25cmの 円形の掘形をもつ胞衣壼埋納遺構である。掘形の

東寄 りに中央に土師器蛸壺を正置する。掘形内から焙烙の破

片が出土 した。

0             10cm

図180 ST302tH=上遺物

シ 7

ツ 48

図1 81 SB304出 土遺物

SB304か らは土師器皿・灯明皿、瀬戸美濃折縁皿・天 目婉、唐津焼皿と丹波焼括鉢が出土

している。全体の遺物の時期は17世紀前半から18世紀前半とされるものである。このほか治

平通費が検出されている。

調査区の中央、SB304の 西に隣接する町屋建物である。南北7.2m以 上、東西5,Omの 規模

で、調査区外の北側にさらに拡がる。礎石は南側の床部分の南壁において比較的良好に残存

していた。柱間隔は0。9～ 1.Om間隔で、さらに礎石を覆う土からは礎石の軸に沿って釘が垂

直方向に打たれた痕跡が帯状に認められた。礎石の上に土台を据えていたものと考えられ

る。また南辺は浅い溝SD302に より区切られている。

建物構造は、東側から2.Omが土間部分で、硬く叩き締められている。南端部分を攪乱に

より破壊されているが、南北方向に貫通する通り上間と考えられる。土間部分の中ほどには

東壁に接してカマド304が設けられている。

SB304遺物

SB305
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第4節 第3遺構面の遺構と遺物

西側か ら3.Omは 床部分 と考えられ、中央部で土間部分 に接 して囲炉裏302が切 られている。

また南寄 りの部分 には胞衣壷埋納遺構であるST304・ 305'306が存在する。

戸
~        

、岬
m

戸      畔
m

図182 SB305平面 。断面図

SB305の 土間部分の東側に設けられたカマ ドである。南北 6連の半地下式で、黄灰色粘土

により構築されてお り、裾部分を共有し西側に焚口を設けている。東側を第 2遺構面の礎石

列の掘形によって削平を受ける。各燃焼部分について北端か ら順にSK315～ 320と した。北

側のSK315・ 316の 2基は、平面形 C字形で燃焼部の幅40cm、 奥行 き0.7mほ どで裾部も大 き

い。これより南に位置するSK317～ 320の 4基については、平面形は馬蹄形で、奥行 きはす

べて40cmほ どであるが、幅は北側から2基が35cm、 次の 1基が30cm、 南端が24cmと 順次小型

になる。また両端のカマ ドの壁から幅15cmほ どの粘土で前庭部を区切っている。

SK315。 316については不明瞭であるが10cmほ ど下層にも、ほぼ同規模の範囲で粘土や焼

上の痕跡が認められた。上器等を含む土で埋められていることから見て、造 り替えが行われ

たものと思われる。

ヤ

ヽ

Ｌ

弐

0              2m

カマ ド304

３０４

　

　

　

一
ｂ
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囲炉裏302

SD302

遺物

ST304

遺物

ST305

‐

ヽ

Ｉ

ム

“
ｍ
ｏ
ｏ
ヨ

∞
く
＼，
ｒ
＼
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影
に
Ｌ
ド

1 黄灰色粘土

2 黄灰褐色シルト(炭 混入 )

3 黒灰色シルト(炭 混入 )

4 暗灰色シルト

5 赤灰色シルト

∵

Om

1500m
a′

SK317

d′

SK318

e′

SK319

f′

SK320

士

b′  1 黄灰色粘±       4 灰色シルト

2 暗黄灰色シルト(細 砂混じり)5 灰褐色シルト

3 暗灰色ンルト       6 赤掲色土 (焼土 )

?Om

2 暗茶褐色シルト(炭混入 )

3 暗黄褐色シルト

4 暗褐色シルト

d轟嘉講墨爵ご
°m

3 暗茶褐色シルト(炭 多く含む)

4 暗褐色シルト(極細砂混じり)

5 暗褐色シルト

e 1 黄灰色粘土

2 黄褐色シルト

3 暗茶褐色シルト(炭多く含む)

4 暗褐色シルト

5 暗褐色シルト

1 黄灰色粘土

2 暗黄褐色シルト(細砂混じり)

3 暗茶褐色シルト(炭多く合む)

4 暗褐色シルト(粗砂混じり)

5 暗褐色シルト(炭混入 )

図183 カマド304平面・断面図

SB305の 床部分に土間に沿って設けられた南北1.3m、 東西1.Om、 深さ25cmの 隅円長方形

の炉跡である。掘形の深さは33cmで、底に褐灰色砂質土を敷き、周囲を淡黄灰色粘上で囲っ

ている。南辺の粘土には切れ目がみられる。火を使用 した痕跡がみられ床部分に設置されて

いることや、形状などから囲炉裏と考えられる。

SB305の 南端を画する東西溝である。幅0.6m、 深さ10cmを 測る。東側を攪乱 によって破壊

されている。

SD302か らは土師器胞烙、丹波焼橋鉢、唐津焼皿、伊万里碗・皿などが出土 した。唐津焼

の皿は砂 目が残る。丹波焼悟鉢は17世紀中葉～18世紀前半とされるものである。

SB305の 床部分中央に位置する、径25cm、 深さ18cmの 掘形をもつ、胞衣壺埋納遺構である。

後述するST305お よびST306と 共に 3基が密集して検出された。容器には土師器蛸壺が利用

され、それぞれ正置されている。

ST304か らは胞衣壷に転用された土師器蛸壺が出土した。口縁部を欠失し現高20.5cmで ある。

SB305の 床部分でST304の西に隣接する、径14～ 18cm、 深さ16cmの掘形をもつ胞衣壺埋納

遺構である。
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第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

遺物 ST305か らは胞衣壷に転用された

土師器蛸壷が出土 した。器高23.3cm

を浪Jる 。

SB305の 床部分、ST304・ 305の 北

に位置する、径20cm、 深さ20cmの掘

形をもつ胞衣壷埋納遺構である。

ST306か らは胞衣壷に転用された

土師器蛸壷が出上 した。器高22.8cm

を浪↓る。

SB805か らは土師器皿・灯明皿・

抱烙、備前焼播鉢、丹波焼盤・悟

鉢、唐津焼の三島手鉢・皿や伊万里

碗などが出土した。土師器胞烙には

平行タタキが残る。丹波焼悟鉢は17

世紀中葉～18世紀前半 と思われる。

唐津焼皿は砂目を残 している。金属

器では小柄、銅製匙、キセル、銅鈴

等が検出された。また銭貨も多 く出

土した。開元通費、太平通費、祥符

通費、天薦通賓、天聖元賓、皇宋通

費、嘉祐通費、元豊通費、元符通

費、聖宋通費などの宋銭や洪武通

賓、永楽通費の明銭及びそれらの模

鋳銭、古寛永通費に関しては計約60

ST306

遺物

SB305遺物

枚出土している。しかし寛永通費文銭以降の銭貨は見 られない。

SB305ベ ース遺物

この住居址のベース土からは、土師器皿・蛸壺、唐津焼婉・皿・盤、丹波焼火入れ、伊万

里皿の他、中国製青花皿などが出上した。唐津焼の皿には胎上日と砂 目のものが混在する。

可

ゑ

Ｉ

Ｌ

o                                        20cm

1 淡黄灰色粘土

2 暗黄灰色シルト(炭混じり)

3 赤灰色ンルト

∝ m::ぞ

ヨ塾 焼ぎ .麟 灰色粘土ブロック混痢

7 褐灰色砂質土

図184 囲炉裏302平面・断面図

△
Ⅷ
▼
瓦

図185 SD302出 土遺物
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第 2章 第14次調査

SB306

４

Ｔ３０６

０
ｓ

一

、

一

キ

◎一

ム

Ｔ３０４

◎
ｓ

一

1500m

1 灰色砂

2 灰白色砂

図186 ST304～306平面・断面図

図187 ST304出土遺物 図188 ST305出土遺物 図189 ST306出土遺物

SB305の 西隣に位置する町屋建物である。南北7.8m以上、東西4.5mほ どの規模で、調査

区外の北側にさらに拡がる。残存する礎石は東壁面では1.Om間隔をもち、西壁面では密集

した布基礎状の形を採る。また、礎石の天端面の高さが 1石分、西壁側の方が高くなってい

る。上部構造の違いによるものか、あるいは断面観察により土間や床部分の造り替えを窺え

ることから、新旧2時期の礎石である可能性が考えられる。

建物構造は、東側から2.2mが土間部分となっており硬 く叩き締められている。南端部分

は削平を受けるものの南北方向に貫通する通り上間と考えられる。土間部分の中ほどには東

壁に接してカマド305が設けられている。さらにその南には、玉砂利を敷いた集石303が存在

する。また南端には、土器溜りSX301がみられる。

西側から2.3mは床部分と考えられ、中ほどには仕切 りに伴うと考えられる礎石がみられ

る。

醐］　Ｏｃｍ

働勒
灰

灰

764

0            10cm

十一一十
一
十
一
十
一
十
一一
一
」

十
一
Ｊ

0             10cm

十一十一　一　一

0              10cm
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鯵

第 4節 第 3遺構面の遺構 と遺物

0             10cm

図190 SB305出 土遺物

図191 SB305ベ ース土出土遺物
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第2章 第14次調査

カマ ド305

燭

煎

Ｎ

￥

―

い

図192  SB306平 面・断面図

SB306の 上聞部分の東端に設けられたカマ ドである。南北 4連の半地下式で、黄色粘上に

より構築され、裾部分を共有 し、西側に焚口を設けている。東側の奥壁にあたる部分は、第

2遺構面の礎石列の掘形によって削平を受けている。各燃焼部分について北端から順に

SK321・ 322,323・ 324と した。

北端のSK321は、平面形 C字形で燃焼部の幅0,5m、 奥行 き0.6mほ どで裾部 も大きい。南

のSK322・ 323。 324の 3基については、平面形は馬蹄形で、奥行 きはすべて0.5mほ どである

が、幅はSK322が 47cm、 次のSK323が 33cm、 南端のSK324が 27cmと 順次小型になる。

SB306の 土間部分を切って掘り込まれている、径0.75m、 深さ 3 cmの 浅い土器溜まり状の

遺構である。西側の一部を攪乱によって削平されている。

D む
0

/    ω

SX301
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0           50cm

―
図193 カマ ド305平面 。断面図

0            1m

第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

図194 集石303平面図

SK323

SK324
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図195 SX301出土遺物①

∞
　
轟
灘
討
岱
曽
導
（ぐ
ャ
ア討
０
３

卜
　
黒
鴻
蔚
０
ぐ
マヽス
滸
討
Ｃ
じ 刊 弩鑓饉 :'

(ηa蟹破畔)t4rム 9Mtt I

①
彩

-107-



第 2章 第14次調査

遺物

図196 SX301出土遺物②

SX301か らは土師器皿、唐津焼皿、丹波焼火入れ 。橋鉢、伊万里小イ・仏飯器・皿などの

他、丹波焼の大型奏の破片が出上した。丹波焼播鉢・奏は17世紀前半～18世紀前半に属すも

のと思われる。また、ここからは寛永通費文銭が検出されている。

SB306の 上間部分、カマ ド305のすぐ南に位置する集石遺構である。径45cmの 円形の土坑

SK325の北側を取 り囲むように南北0.5m、 東西1.Omの範囲で径 2 cm前後の玉砂利が薄く敷

かれている。玉砂利は硬質の滑らかなもので色は白色、暗青灰色、赤灰色が混じる。集石

302と 同様に、浅く掘 り窪めた穴に石を入れた遺構で、周囲の土は汚れているものの集石範

囲より広がるような掘形は確認されなかった。

0                              20cm

舅こT]303
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ψ  806

SB306遺物

第4節 第3遺構面の遺構と遺物

SK325は深さ 5 cmと 浅いが灰黄色粘土が詰まってお り掘形の壁面は垂直にちかい。SB302

の施設である集石301と 同様に、奏等が据えられていた痕跡 と思われる。ここからは銭貨、

元□通費が検出されている。

耳

優]197

SB306か らは土師器皿 。焼塩壷、丹波焼火入れ・橋鉢・鉢、備前焼盤、唐津焼婉・皿、伊

万里碗・皿と朝鮮王朝産と思われる皿が出土している。丹波焼楯鉢は17世紀中葉～18世紀前

半のもの、備前焼盤は口縁部外面に指圧痕を巡らし全体を花形とする。唐津焼皿及び推定朝

鮮王朝の皿は見込みに砂 目を残 している。唐津焼皿の高台内には「 ×」の墨書が見られる。

銭貨は皇宋通賓、紹聖元費、祥符通費、元祐通賓、熙寧元費のほか古寛永通費がある。

革コ〓一
一
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彰 26

〈
E三三三Ξ三]「三三三ニラそ″827

Ⅲ 6

◎  ○

図198 SB306ベ ース土出土遺物

SB306ベ ース遺物

SB306のベースからは土師器皿・焼塩壷・抱烙、丹波焼火入れ、瀬戸美濃皿、志野菊皿、

唐津焼塊・郭・皿・鉢、唐津産と思われる火入れ、伊万里鉢と朝鮮王朝産の皿が出上 してい

る。土師器lkt烙 には外面に平行タタキが残る。唐津焼皿の見込みに砂目が見られ、高台内に

「 ×」「レ」の墨書がある。志野菊皿は16世紀末～17世紀初め、瀬戸美濃皿は17世紀初頭 と思

われる。

SB307     調査区西部、SB306の 西に隣接する町屋建物である。南北7,7m以 上、東西4,2mほ どの規

模で、調査区外の北側にさらに拡がる。

建物構造は、東側から2.Omが土間部分 となってお り硬 く叩き締められている。南端部分

を攪舌とにより削られているが、東西方向に貫通する通 り上間と考えられる。さらに土間部分

は南端で同じ幅で折れ曲がりL字形の配置となり、集石304が設けられている。西側から2.2m

は、床部分と考えられる。
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第4節 第3遺構面の遺構と遺物
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図199 SB307平面 。断面図
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0            1m

図200 集石304平面図
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第 2章 第14次調査

集石304

l 黄色粘土

2 灰色細砂 (灰層 )

3 灰色極細砂 (灰層 )

4 暗褐色シルト質細砂

5 灰色シルト

6 黄灰色ンルト(黄色粘土ブロック混入 )

7 暗灰色シルト質細砂

8 暗黄灰色シルト質砂質土

＼

一一

／

ヽ

―

十

１

‐

／

‐

図202 カマ ド306平面・断面図

1 茶灰色砂質土 (シ ルト混じり)

2 暗灰褐色砂質土 (シ ルト混じり)

3 茶褐色砂質土 (シ ルト混じり)

4 暗灰色砂質土 (シ ルト・責褐色砂質土混じり)

5 黄褐色砂質土

6 暗灰褐色砂質土 (シ ルト混じり)

7 黄褐色砂質土

8 茶灰色砂質土

図203 SK329f平 面 。断面図

0            1m

くこ三ΞttEEEI三三三三二ら7,848

く正三三三三三三::3::::;::::'そそ6

甘 55

図204 SK329出 土遺物

SB807の 上間部分に浅く掘 り込まれた段状の落ち込みの中にある集石遺構である。南北

40cm、 東西45cmの九みを帯びた三角形の範囲に浅い掘り込みを設けて、径 2 clll前 後の玉砂利

を薄く敷いている。玉砂利は硬質の滑らかなもので色は白色、青灰色が混じる。西辺に接し

て径22～ 30cm、 深さ5 cmの ビットが存在する。集石301や 303と 同様に奏等が据えられていた

痕跡と推定される。
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0             1m
6 暗灰掲色砂質土 (シルト混じり)

7 暗褐灰色砂質土 (シルト混じり)

8 暗黄褐色砂質土

9 暗灰色ンルト質粗砂

図205 SK330。 331平面・断面図

図206 SK330出 土遺物

1 淡灰緑色砂

2 灰黄色砂質土

8 暗褐色砂質土

4 暗掲色シルト(粗砂混じり)

5 暗灰色シルト質粗砂

~ 857

ψ 858

鬱
甘 863

3

SK331
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ヤ V7

ウ 878

くξE三三二三三三IEEEEE:ラク879

耳に郵

SB308

図207 SK331出 土遺物

調査区東部の南東隅に

位置す る町屋建物 であ

る。南北2.lm以 上、東

西4.6m以 上 の規 模 で、

調査区外の東および南側

にさらに拡がる。

建物構造は、北側から

■2mが土間部分 となっ

てお り硬 く叩き締められ

ている。西端部分を攪乱

により削 られているが、

東西方向に貫通する通 り

上間と考えられる。土間

部分の中ほどには北壁に

接 してカマ ド306が 設け

られている。さらにその

東には玉砂利を敷いた遺

構である集石305が 存在

する。南側から1.Omは、床部分と考えられる。

SB308の 上間部分に位置するカマ ドである。全長1.05m、 幅1.25mで 東西 3連の半地下式

で裾部分を共有 し、南側に焚口を設けている。各燃焼部分について東側か ら順にSK326。

327・ 328と した。

甲cm  】:簿乗福色彰;レ 1穐雛称混じり) :1悪簗侯欝ヽ緑輔鋏電ヒηl

3 暗灰色シルト(細砂混じり)   7 暗茶色シルト(魚 骨多く含む)

4 暗褐色シルト(細砂混じり)   8 灰色砂質シルト

図203 SK332平 面・断面図

カマ ド306
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第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

各々の燃焼部は幅、奥行きとも22～25cmと ほぼ同規模で、壁は幅10cmの 責色粘上により馬

蹄形に構築されている。この黄色粘上の壁は、さらに東の側面から幅10cmほ どでL字状に焚

口を囲うように延ばされ前庭部を区切っている。

図209 SK332出 土遺物

SB308の 上間部分、カマ ド306のす ぐ東に位置する集石遺構である。南北45cm、 東西45cm

の範囲で径 2 cm前後の玉砂利が薄 く敷かれている。

調査区東部の南東隅に位置するSB308の 西に隣接する町屋建物である。南北3.Om以上、東

西3.Om以上の規模で、調査区外の南側と西側にさらに拡がる。

土間等の痕跡は確認されず、建物構造の詳細については不明である。

調査区東部に位置する、南北1.65m、 東西1.5m、 深さ0,6mの楕円形の上坑である。中央

部分が径約0.85mの 円形に、深さ15～ 35cmほ ど垂直に窪む。木質などは確認できなかったが、

形状や埋上の状況から埋桶遺構であった可能性が高い。

SB301の す ぐ裏にあたり、ゴミ穴などの施設であったと考えられる。

SK329か らは土師器皿・抱烙、肥前陶器婉、唐津焼皿、伊万里碗・皿などが出上している。

調査区東部の南西に位置する、南北1.4m、 東西1.2m、 深さ24cmの 上坑である。東に隣接

するSK331を切る。掘形の中央に、内径0.77～0.88mの 木桶 を据えたと考えられる痕跡がみ

られ、内部には魚骨を含んだ砂層が堆積 していた。また、径 15～ 20cmの火を受けた石や瓦片

も出上した。後述のSK331と 共にSB303の 裏の部分にあたり、ゴミ穴などの施設であったと

考えられる。SK331の使用後に造 り替えられたものと思われる。

SK330か らは土師器皿・香炉・抱烙、丹波焼橋鉢、肥前系京焼風陶器皿、唐津焼皿、伊万

里碗・皿・青磁釉碗・皿などが出土した。丹波焼悟鉢は17世紀後半～18世紀前半のものであ

る。唐津焼皿には砂 目が残る。また古寛永通費が検出されている。

集石305

SK329

遺物

SK330

遺物
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SK331

遺物

SK332

遺 物

SK333

調査区東部の南西に位置する、南北

■4m、 東西1.2m、 深 さ45cmの掘形をも

つ埋桶遺構である。西側の一部をSK330

によって切 られている。底部には、木桶

の底板の痕跡が認められる。掘形の中央

にある、内径0。9～0,94mの桶内部と考え

られる埋上部分には、魚骨を含んだ砂の

堆積がみられる。

SK331か らは土師器皿・抱烙、丹波焼

悟鉢、施釉陶器婉、伊万里瓶 。碗・皿・

仏飯器などが出土 した。また皇朱通賓、

古寛永通賓、寛永通費文銭が出土した。

調査区東部の南西隅に位置する、径

■3m以上、深 さ30cmの掘形 をもつ埋桶

遺 構 で あ る。 北 側 を撹 乱、 南 側 を

SK330。 331に よって切 られている。

中央に内径1.Omの 桶 を据える。内部

には砂混 じりのシル トが堆積するが特に

最下層の暗茶色 シル ト(砂混 じり)とこは、

多量の魚骨が含まれていた。

SK332か らは土師器 Jkt烙、備前焼悟

鉢・壺、肥前陶器婉、唐津焼壺・皿、伊

万里碗・皿などが出土した。土師器Jkt烙

は外面に並行タタキを残 している。備前

焼壷の底部外面にはヘラによる記号が見

られる。唐津焼の縁溝皿は内面に砂 目を

残 している。

調査区中央部の南に位置する、南北

0,8m以上、東西1.95m以上、深さ40cmの

土坑である。第 1遺構面の蔵によって南

側を破壊 されている。埋土には、径数～

l 暗黄褐色砂質土

2 暗灰色砂質土 (シ ルト混じり)

3 黄褐色細礫

4 暗褐色砂質土 (シ ルト混じり)

図210 SK333平 面・断面図

30cmの石や土器が多量に含まれている。中には火を受けて赤変した石も認められる。第 2遺

構面でもみられた火災の後片付けに伴う廃棄土坑 と考えられる。

遺物      SK333か らは土師器皿・抱烙・蛸壼・火鉢、肥前陶器壺・皿、唐津焼片口鎌・皿、丹波焼

橋鉢、伊万里瓶 。皿や須佐唐津の橋鉢が出上した。上師器胞烙の内906は胴部外面に平行タ

タキをなで消 した痕跡が見 られる。丹波焼悟鉢は口縁部の形状に各種あるが920は17世紀中

頃～18世紀前半のものと思われる。唐津焼の縁溝皿は見込み部分に胎土目が僅かに残ってい

る。921は径28.6cm、 器高12.lcmを 測る須佐唐津製の指鉢 と考えられる。伊万里は17世紀後半

頃のものと思われる。

-116-



第4節  第 3遺構面の遺構と遺物

彰 04

図21l SK333出 土遺物
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SK334

遺物

SK335

遺物

SK336

2000m

1 暗灰色細砂 (シ ルト混じり)

1 暗灰色細砂(シルト混じり)

0             50cm

図214 SK335平 面・断面図図212 SK334平 面・断面図

や 9塞

0             10cm

図213 SK334趾 上上遺物 図215 SK335出 土遺物

調査区西部の中央に位置する、南北1.Om、 東西1,25m、 深さ10cmの浅い土坑である。掘形

の南縁に沿って拳大の石が並べられたように出土したが、底面から浮いている石もあり、後

から投棄されたものと思われる。建物の礎石掘形などを切って造られており、整地時に周囲

の石等を廃棄した土坑と考えられる。

SK334か らは土師器灯明皿、産地不明の陶器橋鉢が出土した。

調査区西部の西に位置する、南北0.8m、 東西0。5m、 深さ7 cmの 楕円形の土坑である。径

15cm前後の石が十数個、密集した状態で出土している。整地時に石等を投棄した土坑のよう

である。

SK335か らは土師器蛸壷の胴部～底部が出土している。

調査区東部の南端に位置する、南北2.3m以上、東西1.Om以上、深さ15cIIlの土坑である。

東側は調査区外へ拡がる。また南側を攪乱によって削平されている。径20cm前後の石や橋鉢

などの大きい破片が投棄されている。
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3 暗灰色シルト(細砂混じり)

4 黄褐色砂質土

図218 SK339・ 340平面・断面図

1800m

第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

1800m

1 灰褐色土

2 淡灰黄色粘土

3 褐黄色砂

4 暗灰色砂 質土

5 淡黄灰色砂

6 灰褐色粘砂

7 暗灰色粘砂

8 灰色粘砂

9 灰茶色粘質土 (責灰色粘土混じり)

10暗灰茶色砂質土

H淡 灰責色砂質土

12淡灰緑色粘砂

図216 SK336平 面・断F面図

1500m

l 暗黄灰色ンルト質粗砂

2 暗灰色シルト(粗砂混じり)

3 暗黄褐色シルト(粗砂混じり)

0             1m

図217 SK337平 面・断面図

SK340

1 暗責灰色砂質土 (シ ルト混じり)

2 褐色砂質土

-119-

図219 SK341平面・断面図



第2章 第14次調査

ウ
927

一
928

オキ

ヽ

ヽ

、

―

―

‐
　

　

　

　

　

‐
―

１

／

‐

／

堰塁42

S

図220 SK336出 土遺物
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第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

一 950
一

952

6

9ダ

叩泌
″

図221 SK337出 土遺物①
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遺物

SK337

遺物

〔三::::]::::''1980

□ 2u3

図222 SK337出 土遺物②

SK336か らは土師器皿・抱烙 。規炉、丹波焼壺・播鉢・火入れ、唐津焼瓶・橋鉢・坑・皿、

備前焼括鉢、伊万里碗・皿 。青磁釉大皿 。皿などが出上 した。丹波焼播鉢は17世紀中葉～18

世紀前半のものと思われる。937の唐津焼溝縁皿は内面に胎土目を残す。伊万里碗 。皿類は

17世紀中頃～後半のものと考えられる。

調査区東部の東に位置する、南北1.Om以上、東西1.2m、 深さ35cmの 土坑である。北側を

攪乱によって削平されている。

SK337か らは土師器皿・抱烙・蛸壷・鉢、瓦質羽釜、丹波焼悟鉢・火入れ、肥前陶器婉、

肥前系陶胎染付瓶、須佐唐津悟鉢、瀬戸美濃皿、唐津焼婉・皿、伊万里碗・皿・青磁釉皿な

どが出土 している。丹波焼悟鉢は様々な口縁部型式を含むが16世紀後葉～18世紀前半に位置

づけられる。図222-975は 瀬戸美濃の輪禿皿で17世紀中頃と思われる。同図の981・ 9831ま唐

津焼皿で見込みは蛇の日釉剥ぎし後者には砂 目が残る。981の高台内には平行する 2本の墨

書が書かれている。982は唐津焼皿で見込みには胎土 目がある。

//~＼＼、

① )

③
咎

③
＼
＼_ノ

ノ
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SK339

遺物

調査区中央部の東に位置する、南北0.37m、 東西0.62m、 深さ

17cmの楕円形の上坑である。断面は深い椀形である。北に隣接す

るSK340、 および西に隣接するSK341を 切っている。

SK339か らは外面に菊弁を現す伊万里碗 と底部の破片が出上し

ている。ここからは古寛永通賓も検出された。

第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

図223 SK339出 土遺物

シ ∞
Ⅷ 匡」 財軍 平 羽

面 蚕 冒 百

正

訂 1001鷺
襄 萎 婆 垂 ゴ 蛯

遺物

SK341

0∞

図224 SK340出 土遺物

調査区中央部、SK339の北に位置する、南北1.2m、 東西1,03m、 深さ15cmの土坑である。

底部は、平坦で南に向かって低 くなる。南に隣接するSK3391こ 南の掘形の一部を切 られ、西

に隣接するSK341を 切っている。

SK340か らは土師器皿・蛸壷・抱烙 。浅鉢、丹波焼悟鉢・火入れ、肥前陶器婉、唐津焼皿、

伊万里皿・青磁釉碗などが出上した。丹波焼悟鉢は17世紀後半～18世紀後半に編年されてい

るものである。唐津焼の皿の1006は 内面～口縁部外面に施釉 し、見込みに砂 目を残 してい

る。1007は 口縁部の内外面のみ施釉 し、見込みに砂 目が見られる。

調査区中央部の東に位置する、径1.7m、 深さ0。7mの円形の上坑である。掘形壁面は垂直

にちかく、底部は平坦である。粘土や砂の薄い堆積により埋まっている。北東の肩をSK339・

340に よって切 られている。

SK341か らは土師器皿・抱烙・蓋・火鉢・蛸壷、施釉陶器婉、瀬戸美濃皿、陶器指鉢、丹

波焼奏・播鉢・盤・火入れ、備前焼指鉢、須佐唐津悟鉢、唐津焼婉 。皿、伊万里瓶子・碗・

盃・皿・大皿、産地不明瓶及び推定東南アジア製壺などが出上した。

1019の 土師器蛸壷は外面に墨書が見られる。1021は 瀬戸美濃折縁皿で大窯 4期、16世紀後

SK340

遺物
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学 1飢 0

と ∃
=r1011

ψ Ы2

硬 Ξ 亜 ≡ 71013

半～末頃のものと思われる。1022は 瀬戸美濃の鉄絵皿で17世紀代と考えられる。1025の 丹波

焼の奏は口縁部の小片だが17世紀前半、橋鉢は17世紀後半から18世紀にかけてのものと思わ

れる。1031の唐津焼溝縁皿は内面に 4箇所の砂 目を残す。1033は 同じく唐津焼の婉で内面に

は胎土目が見 られる。図226-1043は 伊万里皿で内面に「成」「製」の文字が残る。「太明成化年

製」と推定される。1044は 高台内面に「宣製」の銘がある。1048は 陶器瓶で胎土は唐津焼とは

やや異なり口縁端部は玉縁状に折 り返す。外面に褐釉を掛ける。1049も 産地不明の焼締陶器

壺である。日径10.4cm、 器高18.7cm、 低径15.Ocmで ある。外面胴部下端に浅いヘラ削 りを施

す。

醜

0

r― /ヽょ偉ミ豊∫塑

h ⅢI

1037

0                                 20cm

図225 SK341出 土遺物①
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調査区中央部の南東に位置する、

南北1.9m、 東西1,85mの土坑である。

断面形は椀形で、深さ0.92mを 測る。

下層には粘土が堆積 している。

SK342か らは瓦質羽釜、備前焼悟

鉢、丹波焼悟鉢、唐津焼大皿や盤と

推定されるものなどが出上した。瓦

質羽釜は15世紀～16世紀代、備前焼

悟鉢は14世紀後半代のもので混入が

あるものと思われる。丹波焼橋鉢は

17世紀後半～18世紀前半と思われる。

調査区中央部の南に位置する、南

北1.Om、 東西0.8m、 深 さ15cmの 楕

円形の土坑である。後述する石組

301の上面において検出されたが、

同遺構の埋上の最終堆積の可能性 も

ある。埋土は暗褐黄色砂質土であ

る。

図226 SK341出 土遺物②

第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

l 淡黄灰色砂

2 淡灰褐色土

3 淡灰色粘質土

4 灰色砂質土

5 灰色粘土

6 淡褐灰色粘砂

7 灰黄色粘土

電
◎

SK342

遺物

SK343

、

一

0            1m

座
≡
≡
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SK344

SK345

―

図228 SK342出 土遺物

茶灰色砂質土

暗責灰色砂質土 (シ ルト混じり)

暗灰色砂質土 (シ ルト混じり)

一

1800m

1 暗褐色粗砂

(シルト 黄褐色粘土混じり)

2 暗灰色粗砂

(シ ルト・責色粘土混じり)

図229 SK344平 面 。断面図

調査区中央部の中央、SB305の

南 に位置す る、南北1.4m、 東西

■25m、 深 さ32cmの 円形土坑であ

る。北側でSD302を切っている。

調査区西部の中央に位置する、

南北0.64m、 東西0.8m、 深さ20cm

の楕円形の土坑である。SB306の

南にあたる。

SK345か らは丹波焼奏の口縁部

～胴部の上半部が出上 している。

17世紀後半～18世紀前半代と考え

られる。また古寛永通費も出土 し

ている。

彊]230 SK345平面・断面図

遺物
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図231 SK344出 土遺物



第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

0                               20cm

図232 SK345出 土遺物

ヤ

ヽ

Ｉ

Ａ

r褐色粗砂

2届
ルト・黄褐色粘土混じり)

f灰色粗砂

9          50cm        (シルト責色粘土混じり)
1 暗灰色細砂(シルト混じり・炭少量含む)

図233 SK346平 面・断面図 図234 SK349平 面・断面図

調査区西部、SK345のす ぐ西に位置する、南北0,9m、 東西0,75m、 深さ37clllの 不整円形

の土坑である。断面は椀形である。

SK346か らは産地不明の陶器皿・揺鉢、唐津焼皿、丹波焼養や伊万里碗などが出上してい

る。丹波焼の奏は17世紀前半のものと思われる。また古寛永通費も検出されている。

調査区西部の西に位置する、南北1.lm以上、東西α9m、 深さ18cmの不整楕円形の土坑で

ある。北側を攪乱により削 られる。断面は緩い椀形で、埋上の暗灰色シル トには炭が混 じ

る。

0             50cm

SK349
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∞

∞

遺物

迎 杉

図235 SK346出 土遺物

SK349か らは土師器tkt烙・蓋、丹波焼悟鉢、備前焼橋鉢、志野菊皿、唐津焼坑・皿、陶器

(備前焼 ?)壺や産地不明の盤などが出土 した。土師器抱烙は外面に平行タタキを残す。土師

器蓋は三脚付鉢の可能性 もある。丹波焼橋鉢は16世紀後葉～17世紀中頃、備前焼指鉢は17世

紀初め、志野菊皿は17世紀代と思われる。1075・ 1077の内面には胎土目が残る。1076の 盤は

口径35.6cm、 器高7.5cmで 、胎上に黒色鉱物粒を多 く含む。内外面は施釉され、僅かに残る底

部の外面にまで釉が及んでいる。口縁端部の拡張部の上面は露胎で、重ね焼き痕が残る。

ヨ

図236 SK349出 土遺物
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調査区西部の北西に位置する、南北1.7m、 東西0,95m以 上、

深さ28cmの上坑である。北および東側を攪乱によって大きく削

られる。

SK350か らは備前焼橋鉢の口縁部と唐津焼皿の小片が出上し

ている。橋鉢は16世紀後半頃のものと思われる。

調査区西部の西壁沿いに位置する、南北1.05m、 東西2.17m、

深さα6mの隅円長方形の上坑である。断面は逆台形である。北

東隅を攪乱により削られている。埋土下層には、えが含まれる。

SK351か らは土師器Jkt烙、唐津焼皿と白磁皿などが出上した。

抱烙は外面に平行タタキ痕が残る。

調査区西部の西壁沿いに位置する、南北1.Om、 東西1.5m以

上の上坑である。西は調査区外に拡がる。掘形の断面はU字形

で、壁面は垂直にちか く、深さは0,97mを測る。

図240 SK351出 土遺物

第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

2000m

1 暗灰色土

2 暗灰掲色シルト

0             1m

図241 SK352二平面・断面図

20cm

一

一

暗黄褐色砂質土

暗黄灰色粗砂

(シ ルト混じり)

黄褐色砂質土

黒灰色シルト質粗砂

(炭少量含む)

暗茶褐色シルト質粗砂

(炭少量含む)

暗灰色シルト

(粗砂混じり・炭少量含む)

0             1m

図239 SK351平 面 。断面図

1

2

3

4

5

6

―

―

―

―

Ｉ

Ｌ

l 暗灰色細砂(シルト混じり・黄色シルト混入)

0             1m

図237 SK350平 面・断面図

図238 SK350出 土遺物

SK350

遺物

SK351

遺物

SK352
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遺物

SX302

遺物

ST307

遺物

ST308

Fl―
1086

SK352か らは備前焼小壷 と丹波焼火入れ

が出土した。壷内面には鉄分が付着してい

る。ここからは未銭 と共に新寛永通費が出

上しており、第 2面以降に属す可能性もある。

調査区西部の東に位置する、南北1.75m、

東西2.3m以上、深 さ20cmの東西に長い落

ち込み状の遺構である。東西両端を攪乱に

より削られる。遺構の東側に土器類が集中

して出上 している。SB306の 裏部分にあた

る。

SX302か らは土師器皿、丹波焼火入れ・

括鉢、唐津焼皿、須佐唐津橋鉢、施釉陶器

婉、伊万里碗や産地不明の火入れなどが出

土 した。丹波焼橋鉢は17世紀後半～18世紀

代 と思われる。施釉陶器婉1093の外面には

鉄絵が一部残る。1088の火入れは丹波焼の

それとは形状が異な り、胎土は唐津に近

ヤヽ。

1 灰黄色粘砂

2 灰色砂
0            1m

図243 SX302平 面・断面図

図244 SX302出土遺物

調査区西部の南に位置する、南北0.8m以上、東西1.3m以上、深さ20cIIlの 落ち込み状の遺

構である。東西両端を攪乱によって削られる。

調査区西部の西に位置する、径 17cm、 深さ10cmの円形の掘形をもつ、胞衣壷埋納遺構であ

る。中央に上師器蛸壺を正置するが上半部は削平を受け欠損している。

ST307か らは胞衣壷に転用された土師器蛸壷の底部～胴部が出上した。

調査区西部の南西に位置する、径27cm、 深さ15cmの 掘形をもつ胞衣壷埋納遺構である。容器

には土師器蛸壺が利用されている。南に隣接する同様のST309と 切り合うが、砂地で接近し

すぎているため、前後関係は不明である。

鬱

6課

!躯

一瓢
一
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第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

ST308

1 暗灰黄色粘上

2 灰色砂

0             50cm

図245 ST307～ 310平面・断面図

調査区西部、ST308と 切 り合って検出された胞衣

壷埋納遺構で、径20cm、 深さ24cmの 円形の掘形をも

つ。容器には土師器蛸壷が利用され、少し南に傾い

て出上した。

ST309か らは胞衣壼に転用された土師器蛸壷 と丹

波焼火入れ、その他、土師器橋鉢の小片や成平元賓

が出上した。

調査区西部の南西に位置する、径37cm、 深さ23cm

の円形の掘形をもつ胞衣壷埋納遺構である。断面は

す り鉢状で、中央に土師器蛸壷を正置する。

調査区中央部の南に位置する、南北1,64m、 東西

1,13m、 深さ48cmの 掘形をもつ石組遺構である。石

組みは粗雑で北・南・西の三方のみである。使用さ

れる石 も小さく側面も凹凸があり、整形面を持たな

い。内法は南北1.lm、 東西0.6mの 長方形で埋土中

に崩れた石を含む。また町屋の方向軸よりやや西に

振った西辺に沿って石列が約 2m確認されている。

石組の上部が構造物で囲われていた可能性がある。

石組301か らは土師器皿・胞烙、丹波焼播鉢・火

入れ、唐津焼皿・鉢、伊万里碗・皿・小邦 。青磁釉

香炉などが出土した。土師器胞烙の外面には平行タ

タキ痕が残る。丹波焼橋鉢は17世紀中葉～18世紀中

頃までのものを含んでいる。唐津焼鉢は胎土 目を、

溝縁皿はいずれも内面に砂 目を残 している。また銭

貨も出土しているが状態が悪 く銭名は明らかではな

ヤヽ。

ST307

1500m

l 黄褐色砂

2 暗褐黄色砂

3 褐灰色砂

オ
1500m

＼くやi:鬼責側
2 灰白色砂

3 暗褐灰色砂

図246 ST307出 土遺物

ST309

遺物

ST310

石組301

遺物

′―ザー′ｒ的出河＝刃ｆｒ月
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1 暗灰色細砂

(シルト混じり)

2 暗黄褐色砂質土

(シルト混じり)

3 責褐色砂質土

(シルト混じり)

4 灰褐色シルト 0              50cm

図248 石組301平面・断面図

-1100

Wl101

―

―

巧

図249 石組301出土遺物
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第4節 第 3遺構面の遺構と遺物
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図250 石組302平面 。断面図

T三准巳302 調査区中央部の西に位置

する、南北1.5m、 東西14m

以上、深さ42cIIlの 掘形をも

つ石組遺構である。内法は

一辺0,8mの 方形の石組み

である。長さ20cm前後の石

を中心として 3段程度が積

まれている。天端面は、丁

寧に石を並べるが下段の側

面については、石積みは粗

雑で、抜けている部分もみ

られる。底部は素掘 りのま

まで特段の施設はみられな

い。内部には、砂層が堆積

しており上器や魚骨が多く含まれる。

どの施設と考えられる。

1偲

一

樹 檸    1脩

図251 石組302出土遺物

SB305の すぐ裏で、この建物に伴う貯蔵庫やゴミ穴な

〔
南 専
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里 年
身クぅノぅノr

一 ・

∩

図252 第 3遺構面上出土遺物①

石組302か らは土師器皿、丹波焼橋鉢 と伊万里碗・蓋が出上した。丹波焼播鉢は17世紀中

葉～17世紀末と思われる。この遺構からは古寛永通費 と共に寛永通費文銭が検出されてい

る。混入或いは、この遺構の時期が第 2面 となる可能性を残 している。

彎
　
ぴ

鈴
鶴

遺 物
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第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

5   46

已 50 翌 1鬱

図253 第3遺構面上出土遺物②

ダi

0

図254 第3遺構面上出土遺物③(瓦 )

|

宝ィ.亀 擦

竜い暉 一
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図255 第3遺構面上出土遺物④(石硯・土錘・土人形類)
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第 3面上

第4節 第3遺構面の遺構と遺物

第 3遺構面上からは土師器灯明皿・Jkt烙、丹波焼悟鉢・盤・火入れ、肥前陶器婉、備前焼

悟鉢、唐津焼婉・皿・蓋・刷毛 目鉢・悟鉢、伊万里碗・皿・仏飯器・小郭や朝鮮王朝坑・

皿、ベ トナム焼締長胴壺、産地不明の施釉陶器婉などが出土している。備前焼悟鉢は17世紀

中頃のもの、丹波焼楯鉢は17世紀後半～18世紀前半代と考えられる。

図252-1130～ 1136は 唐津焼皿で1131が胎土日である以外は砂 目を残 している。1130'■ 31

は鉄釉による文様があり、1131の高台内には墨書がある。■36の底部外面は回転糸切 りのみ

で高台を削 り出していない。伊万里碗・皿などは17世紀中頃～後半代のものと考えられる。

1153・ 1156は 胎土から朝鮮王朝産と思われる。1154は ベ トナムの焼締長胴壷である。口縁部

外面に 2条の沈線が巡るが、上端の 1条 は口縁端部を外方に折 り曲げることで生じたもので

ある。胎土はこの種に通有のもので、褐灰色 と褐色が縞状となる。1155は産地不明の施釉陶

器婉で胎上に多量の黒色鉱物粒を含むことは、朝鮮王朝のものと共通する。高台を除く内外

面に施釉 し、高台外面にカンナ痕が残る。

鼈 剰 1憎 7

で  胞
華

凸し
珂 1195

1185

□ 1憎。凹 1樹

□硝9

:

F正三=___J
l199

‐８６⑬

嬢
‐２。。

‐‐９２惟
］
‐２０‐０

９３鱒

簸
‐２０２

簸∞◇蔭

1204 1205

10cm

⑬∞鮎∽
1203

図256 第3遺構面上出土遺物⑤(金属器・銭貨)

第 3遺構面からは瓦、石硯、石筆、土錘、土人形、土製品や金属器なども多量に出土して

いる。図254-1157は SK349出土の軒丸瓦で、推定28個の珠文を巡らしやや古い形を残す。丸

瓦の端面にはカキロが施されるものと見られる。丸瓦凹面にはコビキBが観察される。
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図257 第 3遺構面上出土遺物⑥ (銭貨)
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第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物
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E]258 第3～ 4遺構面出土遺物①
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第2章 第14次調査

同図1158は推定珠文数12個 のもので、丸瓦の端面にはカキロが施されるものと見 られる。

九瓦凹面はコビキBである。集石304か ら出土 した。第 3遺構面出上の丸瓦については、一

瞥する限 りにおいてすべてコビキBで、コビキAも あるが混入品として存在するものと思わ

れる。

SB303出土の石硯 (図 255-1162)は 色調が灰赤色で赤間石製と思われるものである。同1163

はSD301か ら出土し、灰～暗灰色の粘板岩で高島石製と考えられる。

土錘の内図255-1165。 ■66は 第 2遺構面でも同型式のものが見 られたが、やや長めの形状

となっている。備前焼の土錘はこの時期には確実に登場する。所謂土人形はこの遺構面から

登場する。1179は SK337出土で三猿である。1180はSK327で 聞か猿、1181は SB303出上で天

神を表している。

図256-1184は 小柄でSB305か ら出土 した。無紋の簡素なものである。1185は SB308の ベー

ス土から出土した第である。1187は用途不明のものであるが、上下面に各 3個の車輪文が刻

まれる。布痕が両面に付着している。■89は焼土層②出上の銅製錘で側面に「天下一」「二文

目」銘がある。1190はSB302出 土の同様の錘であるが無紋である。1191は SB303出 上で中央に

円孔が穿たれ、一側面にそれに繋がる溝を切っている。前 2者同様、錘と考えられる。1194

はSB303出土のキセル雁首で火皿下端に補強体がある。1196はSB302出 土のキセル吸口で断

面六角形となる。

1306

図259 第3～ 4遺構面出土遺物②
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第 3～ 4面

第 4節  第 3遺構面の遺構と遺物

各町屋のベース土以外で、第 3～ 4遺構面からは瓦器婉、土師器三足付鍋、丹波焼括鉢、

唐津焼婉 。皿・鉢、瀬戸美濃丸皿・反 り皿、伊万里碗・皿・小郭 。盤、中国製青花皿、朝鮮

王朝皿、ベ トナム産焼締長銅壷のほか、東南アジア産といわれる壼などが出上している。

丹波焼悟鉢には16世紀後葉～17世紀末までのものがある。唐津焼皿の内1273～ 1279は 胎土

日、1282～ 1288は砂 目を残すものである。1275～ 1277・ 1279。 1284の 高台内には記号様の墨

書がある。1290・ 1291の 見込みには胎土目が残る。1294の瀬戸美濃反 り皿は第 1段階第 3～

4小期で17世紀第 3四半期である。図2591301は 伊万里の芙容手大型盤で径27.2cmである。

③

‐薗 1鮒

鬱鰻鰯◎⑬◇◇③嬢
∞噂巖∞鰻∞鬱鯵鬱

1320

◎⑬鯵鯵③⑬③③⑬
餞蔭鱒¨③鬱鬱鬱③

図260 第3～ 4遺構面出土遺物③(瓦・金属器・銭貨類)
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第2章 第14次調査

第 5節 第 4遺構面の遺構 と遺物
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第 5節 第4遺構面の遺構と遺物

図262 第 4遺構面建物配置図

第 4遺構面 第 3遺構面の構築上の下に堆

積する整地上 (砂 )を取 り除 くと

第 4遺構面となる。遺構面の各

所に火を受けたと考えられる赤

変した部分が認められ、焼土層

の堆積 している部分もあった。

この面においても、第 2・ 3

遺構面と同様の町屋群とこれに

伴う遺構が検出された。

また第 3遺構面から第 4遺構

面の整地層中において、土錘が

集中して出土する部分を3箇所

検出した。いずれも明確な掘形

が検出できず、遺構面より高い

位置であることから、整地する

図263 SB401平 面・断面図

過程で廃棄されるなどして入ったものと考えられる。

町屋群     第 3面に引き続き調査区の北壁に沿って密集して建ち並ぶ町屋建物を7棟確認した。この

遺構面においても町屋建物の間口にはほとんど変化がみられない。さらに調査区西部の

SB407の 西側や、調査区中央部のSB404の南においても、町屋の建物 と考えられる礎石列が

確認されており、平面として確定できなかったものの、数棟の建物が存在 したものと考えら

れる。
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SB401

遺物

ヤ 1鶴2

調査区の北壁沿いの東

端に位置する町屋建物で

ある。南北4.Om以上、東

西2.8mの 規模 で、調査

区外の北側にさらに拡が

る。礎石には一石五輪塔

の転用もみられる。

建物構造は、東側から

■4mま では、土 間の痕

跡が認められる。南北方

向に貫通する通 り上間と

考 え られ る。西側か ら

1.4mは 、床部分 と考 え

られる。

SB401か ら は土 師 器

皿、丹波焼悟鉢、瀬戸美

濃 天 目婉、唐 津 焼婉・

皿・鉢、伊万里皿、中国

製青花皿 な どが出土 し

た。

図264 SB401出 土遺物
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第 5節 第 4遺構面の遺構と遺物

明 匡

図266 SB402出 土遺物

0             10cm

丹波焼播鉢は17世紀中

葉～末頃と思われる。瀬

戸美濃天目婉は第 1段階

第 1小期で17世紀初め頃

と思われる。唐津焼鉢1339

は径誘clllの大型品である。

唐津焼皿1340に は胎土目

が残る。伊万里皿1387は

見込みに「虫」文 を描 き、

周囲に網目を巡らす。青

花皿1338は高台内に放射

状のカンナ痕を残す。

SB401の西隣に位置す

る町屋建物である。南北

6.Om以 上、東西4.5mほ

どの規模で、調査区外の

】ヒ側にさらに拡がる。残

存する礎石から東壁面お

よび西壁面、土間床境ラ

インともα9～10mの 間隔

図267 SB403平面 。断面図

をもっている。上面には、焼土層の堆積が認められた。

建物構造は、東側か ら1.8mが土間部分 となってお り硬 く叩

き締められている。南北方向に貫通する通 り上間と考えられ

る。西側2.8mについては、床部分 と考えられ南壁面 より2.9m

で部屋の仕切 りと思われる東西の礎石列がみられる。
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遺物

SB403

遺物

SB404

SB402か らは土師器皿・Jkt烙、丹波焼悟鉢、唐津焼塊・皿や伊万里碗などが出土している。

土師器Pkt烙 は外面に平行タタキ痕を残している。丹波焼悟鉢は17世紀中葉～18世紀前半のも

のと思われる。唐津焼皿1344は 内面に胎土目を残す。この他元祐通費が検出されている。

SB402の西に隣接する町屋建物である。南北5.5m以上、東西4.Omの規模で、調査区外の

北側にさらに拡がる。礎石は比較的良好に残る。礎石の間隔は、東壁面および西壁面、土間

床境 とも1.2～ 1.5mである。

建物構造は、東側か

ら1.8mが土 間部分 と

なってお り硬 く叩き締

められている。南北方

向に貫通する通 り上間

と考えられる。

東側 か ら2.2mに つ

いては、床部分と考え

られ南面 よ り1.Omで

仕切 りと思われる東西

の礎石列がみられる。

SB403か らは瀬戸美

濃折縁皿が出上してい

る。16世紀末～17世紀

初頭 の もの と思われ

る。

また元豊通費、洪武

通費、古寛永通賓が検

出されたが、洪武通費

は径 18.511ullで 郭 と背の

輪が消失 してお り模鋳

銭である。

調査区の中央、SB403

の西に隣接する町屋建

物 であ る。南北4.Om

以上、東 西5。8mほ ど

の規模で調査区外の北

側にさら1こ拡がる。肖U

平により礎石は数基 し

か確認できず、建物の

規模についても残存す

る土間部や第 2・ 3遺

構面の建物によって想

a

図269  SB404平面・断面図
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図270 SB404出 土遺物

土間痕跡
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遺物

SB405

第5節 第4遺構面の遺構と遺物

定するのみである。

建物構造は、西側から1.8mま では土間の痕跡が認められる。南北方向に貫通する通 り土

間と考えられる。東側から4.Omは、床部分と考えられる。

SB404か らは土師器皿、瓦質鉢、唐津焼婉・皿などが出土した。唐津焼の皿の内図27C11353

は胎土 目が認められる。また、大形土製品や、嘉祐通費、祥□通費などが出上 している。

―コ宅Zヶ―――望み___<髭珍多庁~~~~~―、_IZ滲-l ooom

a                                    a′

0              2m

図271 SB405平 面・断面図

調査区の中央、SB404の 西に隣接する町屋建物である。南北7.8m以 上、東西4,8mの規模

で、調査区外の北側にさらに拡がる。礎石は西壁面において比較的良好に残存 していた。柱

間隔は北端から中央付近まで0.9～ 1.Omで、それより南は0,7mと なる。

建物構造は、東側から1.9mが土間部分となってお り硬 く叩き締められている。

南端部分を攪乱により削られるが、南北方向に貫通する通 り土間と考えられる。

西側から2.9mは、床部分と考えられる。南半部分において上錘や銭などが出上している。
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第2章 第14次調査

遺物

また南面より2.Om

で仕切 りと思われる

東西方向の礎石列で

区切 られ、 中央 に

0,7m四 方の浅 いえ

溜 ま りが確認 され

た。

SB405か らは古寛

永通費が計 8枚検出

されている。

σ
l

0               2m

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｓ

♪

十
一Ж
５
ヨ

ヽ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
へ
Ｎ
Ｎ
Ｗ
Ａ
儲
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｎ
〕
Ｔ
Ｉ
Ｉ
ｋ
§
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｓ
ｌ

　
σ
、

1500m
a                  a′

図272 SB406平 面 。断面図
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1 黄色粘上

2 黄褐色砂質土

3 茶色シルト

4 黄仄色シルト(炭混じり)

5 灰色シルト

6 茶灰色シルト(細砂混じり)

7 炭層

1500m

l 黄色粘土

2 白灰色シルト灰層

3 暗灰褐色シルト灰層

4 暗灰色シルト質細砂

5 黄灰色粘土プロック
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第 5節 第 4遺構面の遺構と遺物

SB406

囲炉裏401

囲炉裏402

SB405の 西隣に位置する町屋建

物である。南北7.8m以 上、東西

46mほ どの規模で、調査区外の

北側にさらに拡がる。残存する礎

石は東壁面では0。9～ 1.Omの 間隔

をもち、一石五輪塔の転用された

ものが存在する。また土間床境に

は石臼を転用 した礎石 もみ られ

た。

建物構造は、東側か ら1.9mが

土間部分となってお り硬 く叩き締

められている。南北方向に貫通す

る通 り上間と考えられる。

西側か ら2.6mは、床部分 と考

えられ、北寄 りの部分で土間部分

に接 して囲炉裏401が切 られてい

る。また南西隅にも同様の四炉裏

402が存在する。南面より2.Omで

仕切 りと思われる東西の礎石列が

み られる。南壁面 よ りさらに南

0.5mに も礎石が存在するため縁

などが取 り付 くと考えられる。

SB406の 床部分に造 られた、一

辺0.5m、 深 さ14cmの 隅円方形の

四炉裏である。垂直にちかい壁面

をもち、内部には炭層や炭混 じり

の埋土が溜まる。壁は更に一回り

大きい一辺0.65mの 掘形の周囲に

黄色粘土を貼って造られている。

SB406の 床部分の南西端に位置

する、南北1.15m、 東西1.Om以上、

深 さ20cmの掘形 をもつ炉跡であ

る。上面の削平が激しく東側のプ

ランは不明確である。

掘形の底に砂を敷き、周囲に黄

色粘上で壁を造っているようであ

る。内部には灰層が堆積する。位

置的に疑問も残るが、囲炉裏であ

ったと考えられる。

彰 3部 ヤ 3“ 彰 3弱

図275  SB406出土遺物
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1 黄色粘土

2 茶灰色シルト(細砂混じり)灰 層

3 黄灰色シルト(細砂混じり'焼土含む)

4 暗黄褐色シルト(粘土混じり)    ~
5 黒灰色極細砂 (シ ルト混じり)

6 暗灰色シルト(細 砂混じり)灰 層

7 暗黄褐色シルト(細 砂混じり)

8 暗灰褐色シルト(細砂混じり)

0

SB406遺物

SB407

SB406か らは土 師器皿、

唐津焼皿などが出土してい

る。1357の 唐津焼溝縁皿は

砂日、1358の 皿は胎土目が

見られる。この他、政和通

費、古寛永通費が検出され

た。また土間除去中に小柄

が出土している。

図277 カマ ド401平面・断面図

ψ l笛9

図278 カマ ド401出土遺物

調査区西部、SB406の西

に隣接する町屋建物である。南北8.4m以 上、東西3.6mほ どの規模で、調査区外の北側にさ

らに拡がる。中央部付近に天端面の高さが他より15～20cm高い礎石が存在する。建替え等が

あった可能性がある。また部分的に礎石間を繋ぐように幅10cm前後の帯状の黄灰色粘土が観

察された。心材等はみられなかった。

建物構造は、東側から1.4mが土間部分となっており硬 く叩き締められている。東西方向

に貫通する通り上間と考えられる。さらに土間部分は西側の床部分の中央を割り込むように

2.2mの幅で配されてT字形の配置となる。南北方向の上間の北端にはカマド401が、西に張

り出す土間にはカマ ド402がある。

西側から2.2mは、床部分と考えられる。前述のように南面より2.5mで 区切られ北側が土

間となる。南で区切られた部分の北寄りに囲炉裏403がある。

SB407の 上間部分の北側に造られている。 2連以上の半地下式のカマドと、すぐ北に接す

る単独の半地下式のカマド1基からなる。北から順に燃焼部分をSK401・ 402・ 403と した。

カマ ド401
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第 5節 第4遺構面の遺構と遺物

SK401は、奥行 き0.55m、 幅

0.5m、 南 側 のSK402・ 403は、

奥行 き40cIIl、 幅0.5m以 上で南

側 を攪乱により破壊 されてい

る。ともに黄色粘土により馬蹄

形に構築され西側に焚口を設け

ている。

カマ ド401か らは土師器皿 。

胞烙、丹波焼橋鉢や唐津焼壷の

底部などが出土している。土師

器胞烙の外面には平行タタキ痕

が残る。丹波焼橋鉢は17世紀中

葉～末頃の もの と思 われ る。

SK401か らは元祐通賓が出土 し

ている。

床部分の通に割 り込む土間に

造られている、カマ ド施設であ

る。西側の 3連 1組の半地下式

の カマ ド(SK404～ 406)と 、 向

かい合って東側にある独立 した

1基のカマ ドSK407よ りなる。

西側の 3連のカマ ドは、黄色

粘上により馬蹄形に構築され裾

部を共用する。東側に焚口を設

1

2

0               50cm

ｍ‐５。。
一〆

黄色粘土

暗灰色シルト

暗黄褐色細秒

(ン ルト混じり 黄色粘土混入 )

4 黄白色粘土

5 暗灰色ンルト(細 砂混じり)

6 黄褐色砂

7 暗褐色細砂 (ン ルト混じり)

遺 物

カマ ド402

a a′

=

黄灰色砂 (シ ルト混じり)

暗灰色細砂

b

b

図279 カマ ド402平面・断面図

けており、断ち割 りの断面観察から2回以上の造 り替えがされたことが判る。

東側のSK407は 、幅0.55m、 奥行 き0.65mで 、側面に径10～ 20cmの石が据えられている。

壁の粘土等の痕跡はみられなかった。

1364

図280 カマ ド402出土遺物

カマ ド402か らは土師器抱烙、丹波焼悟鉢、唐津焼坑・皿などが出土している。土師器抱

烙の外面には平行タタキ痕が見られる。丹波焼矯鉢は17世紀中葉～末頃のものと考えられる。

唐津焼皿1366。 1367は何れも胎土目を残すものである。1366は 高台内に「十」の墨書がある。

遺物
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口炉裏403

遺物

SB407の床部分に位置する、一辺0.5m、

深 さ12cmの 隅円方形の土坑である。埋土

は、上層はシル ト状の灰、下層が炭混じり

のシル トで、内部には拳大の礫が数個みら

れた。SB407の 床部分にあり、囲炉裏 と考

えられる。北辺に接するように建物の南壁

面の礎石列が通る。

囲炉裏403か らは丹波焼盤 と括鉢などが

出上 している。丹波焼悟鉢は17世紀中葉～

末頃のものと思われる。

調査区東部の西に位置する、南北0.97m、

東西0.85m、 深 さ0.55mの 楕円形の掘形 を

もつ埋桶遺構である。断面逆台形の掘形の

中央に内径0.5mの桶が据えられる。

SK408

底板および側板

の痕跡が確認され

たが、残存状況が

悪 く、取 り上げは

不可能であった。

北辺の一部を除い

た、上半部の大半

を攪舌しにより削られている。

SB402・ 403の 裏にあたる部分 に設け ら

れていることから、ゴミ穴として使用され

ていたと思われる

遺物      SK408か らは土師器皿、唐津焼皿や志野

菊皿などが出土している。志野菊皿は17世

紀初め頃のものと思われる。

預 Ξ 覇 エ ラ
フ

1370

図284 SK408出土遺物

調査区東部の南西端に位置する、南北

1,9m、 東西1.45m、 深さ43cmの不整楕円形

の土坑である。断面は緩い椀形で、埋土の

上層には炭を含む。

1 灰色細砂 (シルト混じり)灰 層

50cm  2 
暗茶褐色極細砂 (シ ルト混じり)

図281 囲炉裏403平面・断面図

二 祗

図282 国炉裏403出土遺物

1 淡灰色砂

2 灰色砂質土

3 灰黄色粘質土

4 灰褐色粘質土

5 黄灰色砂

6 黄褐色砂

SK409
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遺物

SK410

遺物

SK411

遺物

SK412

第 5節 第 4遺構面の遺構と遺物

SK409か らは瓦質鍋・火鉢、東播系須恵器捏鉢 と丹波焼揺鉢、伊万里碗などが出上 した。

瓦質鍋は14世紀代、丹波焼悟鉢は17世紀中葉～末頃と思われる。伊万里碗1378は高台無釉の

ものである。中世の遺物は下層からの混入と考えられる。

調査区中央部の北東隅に位置する、

南北0.8m、 東西0,9m、 深 さ25cIIlの 楕

円形の上坑である。拳大の石が十数個

出上 した。SB403の 床部分を切ってお

り、整地の際に掘 られた土坑の可能性

がある。

SK410か らは明代の大中通費が出土

している。

調査区中央部の西に位置する、長軸

2.3m、 短軸1,75m、 深さ45cmの 不整精

円形の上坑である。東側の一部を攪乱

によって削られている。断面形は、逆

台形で平坦な底部をもつ。埋土には径

10～ 20cmの礫が含まれてお り、一石五

輪塔の破片も含まれていた。 図285 SK409平 面・断面図

=

暗灰責色細砂

(シルト混じり・黄灰色粘土混じり)

乳黄色砂質土

暗灰掲色シルト質粗砂

暗黄灰色ンルト質粗砂

(黄灰色粘土混じり)

図286 SK409出 土遺物

SK411か らは土師器皿・胞烙・鍋、瓦質鍋、備前焼括鉢、唐津焼皿、中国製白磁皿 。青

花碗などが出土している。土師器tkt烙 の外面には平行タタキ痕が残る。備前焼悟鉢は16世紀

末頃と思われる。唐津焼鉄絵皿には胎土目が残る。

調査区西部の西端に位置する長軸1,75m、 短軸1.45m、 深さ0。5mの土坑である。西側の掘

形にいったん平坦面をもつ。埋土には炭が含 まれている。南側の一部を攪乱により破壊され

る。

調査区中央部のSB405の す ぐ裏にあたる部分において、銅銭が重なった状態で出土 した。

掘形は明確ではなかったが、地鎮などの祭祀に関連する遺構 と考えられる。

SX401
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遺物

図287 SK411平 面 。断面図

暗黄灰色シルト質細砂

黄褐色砂質土

暗責褐色砂質土 (シ ルト混じり)

1

m     :

2 黄灰色細砂 (シ ルト混じり)

3 黄褐色砂質土

4 責灰色粗砂 (シ ルト混じり)

5 責掲色砂質土

6 暗褐色粗砂 (シ ルト混じり)

SK412平面 。断面図

くミ三ξ三ミ:こここ:][:::::'''7子
`80

膠1383:::::三::;,,テ

482

移 71387

図288 SK411日日土遺物

SX401は至道元費、天聖元賓、皇宋通費、嘉祐元費、治平通費、熙寧元費、元豊通費、元

祐通費、紹聖元賓、元符通費から構成され、明銭や古寛永通費以降の銭貨を含 まない。第 4

遺構面を朱銭十古寛永通費の段階と考えるならば、SX401は古寛永通費を意識的に除去した

ものとも思われる。

調査区中央部の中央に位置する、径 1.5m、 深さ0.8mの掘形をもつ石組遺構である。内法

は一辺約1.Omでやや丸みを帯びた方形 となっている。石組みは、長さ20～30cmの 石が 4～

5段積まれているが、下段ほど大きな石を使用している。また隙間には拳大の石を充填させ

石組401
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遺物

第5節 第4遺構面の遺構と遺物

ている部分 もみ られる。底部は平坦であるが、素掘のままで、 とくに加工 はされていない。

埋土は殆 どが土や砂であ り、滞水 していたような痕跡はみ られなかった。

SB404の 裏に構築 されてお り、第 2・ 3遺構面の石組み遺構 と同様 に、貯蔵庫やゴミ穴な

どの施設であった と考えられる。

図290 石組401平面・断面図

石組401か らは土師器胞烙・播鉢・蛸壷、瓦質羽釜、備前焼悟鉢、丹波焼橋鉢、陶器壷、

唐津焼皿、瀬戸美濃皿や青磁碗などが出土している。土師器播鉢は口縁部外面の段が消失し

ている。瓦質羽釜は15世紀代、備前焼括鉢は16世紀末～17世紀初め頃と思われる。唐津焼皿

1395は 胎土目が残る。瀬戸美濃折縁皿の見込みは内禿となり、底部の内外面に輪 トチ痕が残

る。17世紀初め頃と考えられる。
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5

1396

3認

     1田

磯
~ 1393

正三れ巳402

狂三判巳403

遺物

98

図291 石組401出土遺物

調査 区西部の中央 に位置する、一辺 1.4m、 深 さ0.7mの掘形 をもつ石組遺構である。北東

隅を攪乱 によ り破壊 されている。内法は、南北0.7m、 東西45cmの 長方形で、掘形のやや東

よりに造 られている。

石組みは、長さ10～ 45cmの石が 4～ 6段分積まれているが、やや粗雑である。また使用さ

れている石の大 きさも形も様々である。掘形との間隔が広い西側では、石組みと同程度の石

によって裏込めがなされている。底部は平坦であるが、素掘 りのままで、特段の施設はな

い。埋土はほとんどが砂層の堆積であ り、石組401同様に滞水 していたような形跡はみられ

ない。

SB407の 裏にあ り、第 2・ 3面の石組み遺構 と同様、貯蔵庫やゴミ穴などの施設であった

と考えられる。

調査区西部の西に位置する、南北2.33m、 東西1.87m、 深さ0.9mの 掘形をもつ石組み遺構

である。内法は南北0.8m、 東西0.65mの長方形で、掘形のやや東よりに造られている。

石組みは、長さ20～50cmの石が 4～ 5段分積まれてお り、隙間には小ぶりの石や割 り石等

が充填されている。底部は素掘 りのままでとくに加工されていない。また裏込めには、拳大

～径20cm程度の石が多 く使用されている。

貯蔵庫やゴミ穴などの施設であったと考えられる。

石組403か らは土師器皿 。Jkt烙、丹波焼揺鉢・火入れ、備前焼悟鉢・壷・奏、唐津焼婉・

皿、伊万里碗、中国製青花碗などが出土している。土師器Jkt烙 の外面には平行タタキ痕があ

る。丹波焼橋鉢は16世紀後葉～17世紀中葉のものと思われる。備前焼括鉢は15世紀後半～16

世紀末までのものである。唐津焼皿1413・ 1424に は胎土 目が、1416・ 1425に は砂 目が残る。

丹波焼橋鉢、瀬戸美濃皿・小天目婉、唐津焼婉・皿・鉢、伊万里碗や中国製青花盤などが

出土 した。また軒丸・軒平瓦を含む瓦類については、九瓦の内面にコビキAが見られるもの

第 4面遺物
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もあるが、コビキB類

がそれを凌駕するもの

と思われる。銭貨では

祥符通費、天虐通費、

皇宋通費、治平元賓、

熙寧元賓、聖宋元賓、

元祐通費、洪武通費や

古寛永通費があり、そ

の他開元通費、元符通

費の模鋳銭と見られる

ものも存在する。第 4

遺構面上及び遺構内か

ら出土した銭貨に寛永

通費文銭以降のものは

含まれていない。第 4

遺構面上からは砂岩製

の茶臼の破片や小柄な

ども検出されている。

第 5節 第 4遺構面の遺構と遺物

1500m

1 灰色砂質土

2 灰色粘質土

3 暗灰色細砂 (粗砂・シルト混じり)

4 茶灰色細砂 (シルト混じり)

5 淡灰色粗砂 (シ ルト混じり)

図292 石組402平面・断面図
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第 5節 第 4遺構面の遺構と遺物

Ψ 4∞ ウ 4劇 彰

1409

目乳剛
姻   セ 3

4解

図294 石組403出土遺物
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第 5節 第 4遺構面の遺構と遺物

観 屍
V璽 笠3

|

0             10cm

1462 1463              1464

|

91469

△ ―⑩ ―
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14和   宅

図296 第4遺構面上出土遺物②(瓦・土製品・金属器)
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第2章 第14次調査

嬢鬱噂の軽③⑬③③餞嬢
鬱鬱∞鯵 鯵∞③韓鬱嬢鬱

1472         1473      1474      1475        1476       1477         1478         1479         1480       1481        1482

⑬③③③鱒③⑬⑬⑬③⑬
③⑬⑬∞畿欝⑬惟鍮鬱鰻

1483        1484        1485        1486       1487       1488       1489       1490        1491        1492       1493

鰺鬱@鬱簸⑬③③鬱の鬱

鱒畿⑬餞鱒簸蔭鰺∞建鱒
1494       1495       1496       1497       1498       1499       1500        1501        1502       1503       1504

③餞⑬鬱嬢鱒③簸⑬翰鬱

⑬建鬱鯵⑬鰻鬱惟∞鱒簸
1505       1506       1507       1508        1509        1510       1511        1512        1513       1514       1515

O③⑬③⑬⑬鱒⑬嬢◎
餓鰹簸鰺◎⑬鯵∞∞噂

図297 第4遺構面上出土遺物③(銭貨)
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第 4～ 5面

第5節 第4遺構面の遺構と遺物

第 4～ 5遺構面間か らは、土師器、瓦質土器、常滑、瀬戸美濃、丹波焼、備前焼、青磁、

白磁、青花、朝鮮王朝製磁器、瓦、土製品、銅製品などが出上している。

土師器皿1526は回転糸切 り底で、体部は内湾 し、口縁端部内面に段を持つ。土師器皿1527

は回転糸切 り底で、体部は直線的に外へのびる。口縁部に煤の付着が見られる。土師器大皿

1528は 外面がハケロ調整である。

土師器橋鉢1529は内湾する体部で、口縁部の段が消滅する段階のものである。

土師器胞烙1530は 外面に格子 ロタタキが残る。日縁部外面に煤の付着が見られる。

瓦質羽金1531は体部外面がヘラケズリで、内面は口縁部がハケロ調整、体部は右下がり方

向のナデ調整である。

瀬戸美濃は天目婉1533、 1534の ほか、黄瀬戸筒形婉1535や九皿・反 り皿・折縁皿などが出

土している。

瀬戸美濃皿1538は 見込みと高台内は無釉であるが目跡が確認できない。瀬戸美濃皿1542は

高台内のみ輸 ドチ痕が残るが、その他の1536か ら1546は見込みと高台内に輸 ドチ痕が残る。

いずれも大窯第 2段階あるいは第 3段階から大窯第4段階後半の資料 と思われる。志野丸皿

1547は 見込みに輪 ドチ痕が残 り高台内は露胎である。大窯第 4段階後半と思われる。志野菊

皿1548は 畳付から高台内は露胎である。志野菊皿1549は高台内の釉をふき取 り、見込みと高

台内に目跡が残る。

彰 27

蓄 5弱     7   5“
   9   。

44     45

46  47  8  9  0

図298 第4～ 5遺構面出土遺物①

申 5莉
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第2章 第14次調査

丹波焼は括鉢と鉢が出土している。橋鉢は、内面の指 り目がヘラ描きのものと櫛描 きのも

のが出土 している。1554は口縁部内面に炭化物が付着している。1551と 1553は口縁部がにぶ

い橙～赤褐色あるいは灰赤色に変色 している。1552の見込みの信 り目は放射状で、1555の見

込みの悟 り目は十文字のヘラ描きである。1556は 内面に斑点状の自然釉がかぶる。

備前焼は壺・水指・悟鉢・盤などが出上している。備前焼壷1561は外傾する口縁端部に凹

図299 第4～ 5遺構面出土遺物②

【　一一一一章

一一
一一一クイ て

一≡

卦
|
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第5節 第4遺構面の遺構と遺物

線がめ ぐり、底部にヘラ記号が見 られる。 15631ま 備前焼水指である。

1564～ 1566は備前焼橋鉢で、日縁帯が板状 に上方にのびるものか ら、口縁部の器壁が厚 く

な り下端部が張 り出す ものが見 られる。

唐津焼は婉・皿が出上している。唐津焼皿1571、 1572は 、体部下半から高台内にかけて露

胎である。わずかに兜巾が見られる。唐津焼皿1573は、体部下半から高台内にかけて露胎で

ある。高台内に墨書が見られる。唐津焼皿1576～ 1580は見込みに胎土目跡が残る。唐津焼皿

1581は、見込みに砂 目跡が4ヵ 所あり、底部は回転糸切 りで 4ヵ 所の砂目除去痕が残る。

1575に も見込みに目跡が残る。

陶器播鉢15841よ、断面台形の高台を持つ。体部外面下端から高台内にかけて露胎で、内面

はヘラ描きによる橋り目が入る。

和   5を   3

図300 第4～ 5遺構面出土遺物③

青磁皿1585は、畳付から高台内は露胎である。青磁皿1586は、畳付のみ露胎である。

白磁は小郭と皿が出土 している。1587は 白磁小杯で、直線的に開く体部から口縁部が外反

する。畳付のみ露胎である。白磁皿1588は、畳付から高台内は露胎である。高台内にツメ状

圧痕が残る。白磁皿1589は 、畳付のみ露胎である。高台の外側面には砂粒が付着 し、見込み

には砂粒のかたまりが付着する。白磁皿1590は畳付から高台内が露胎で、高台内に墨書 と思

われる痕跡が認められる。白磁皿1591は陶質の粗い胎土で、淳州窯のものと思われる。白磁

皿1592は畳付のみ露胎である。

青花は壷・碗・皿が出土している。1593は青花壷で胎土は粗い。青花碗 1595、 1598は畳付

のみ露胎である。青花皿1601、 1602、 1606は、畳付が露胎で砂粒の付着が見られる。

1609はベ トナム製焼締長胴壺で、口縁端部を外方に折 り曲げて成形したことによる沈線と

その下にもうと条沈線が入る。肩下方にも2条ずつの沈線が 2本入る。

1610は中国製褐釉四耳壺で、口縁上端部は露胎で重ね焼 き痕が見られる。肩部外面には施

釉後のヘラ記号が見られる。1611は 磁州窯壺 と思われる。

朝鮮王朝製磁器は碗 と白磁皿が出上している。それぞれ、見込みと畳付に砂 目跡が残る。

1624白 磁皿は見込みに砂 目跡が残るほか、畳付は全面に離れ砂が付着する。

ヒ _
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図301 第 4～ 5遺構面出土遺物④

軒丸瓦1627は「西」の異体字を文字文とする。1631は 降り棟用の鬼瓦と思われるもので、右

側面に「三左衛門」と銘が見える。

石硯1633は 高島石と思われるもので、両端に硯池部を作る。背面は平坦である。

土製有孔円盤は 2点 とも上下面は摩滅 している。

キセル1637は 雁首部分で、脂返しの湾曲は大きいが、補強帯は見 られない。鋼製錘1640は

2側面に刻印があり、7.68匁 を量る。

銭貨は、開元通賓が 1点 と、太平通費や永楽通費などが出土している。

ア
‐６‐７1616

曳   朝 21
二三二Ξ三]:,,F戸子:22
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第 5節 第 4遺構面の遺構と遺物
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第 5遺構面

SB501

第 6節 第 5遺構面の遺構と遺物

第 5遺構面は、全体に遺構の残存悪く、礎石等についても上面の遺構面に比べると少な

い。部分的に火を受けた痕跡が認められる。第 4遺構面まで確認できた町屋群についてはこ

の遺構面においては確認することができなかった。かわりに礎石列や石敷きを伴う大型の礎

石建物が現れる。その他に上坑や坦桶遺構、石組遺構などが検出された。

また、この遺構面においては、地震痕跡である噴砂が認められた。

調査区中央部の北に位置する礎石建物である。南北24mの密集した礎石列があり、東側

に小振 りの礫が沿えて並べられている。さらに1.4mほ ど空いて南側にも礫群がみられるが、

ここまで礎石列が延びるかもしれない。

礎石列から西に向かって2.8mほ どの範囲でバラスが敷かれており、中に小振りの礎石が

いくつか認められる。この部分が建物本体にあたると考えられる。おそらく西側にも礎石列

があり内側全面がバラスでおお
―
われていたものと思われるが削平されている。

0

O

―
――
ヽ
―
キ
ー

薔瑾墨鶯

図304 SB501平 面・断面図
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第2章 第14次調査

SB502

このため建物の規模等は不明である。下層の第 6遺構面で確認された礎石建物の構造に類

似しており、倉庫などの施設であった可能性がある。

調査区東部の北に位置する礎石建物である。南北2.Om以上、東西3.2mで コ字状に礎石列

を確認したが詳細は不明である。さらに調査区外に拡がる可能性もある。なお、東辺の礎石

列の下層で溝状遺構SD501を検出しており、建物に伴う可能性がある。

1 暗灰色土

0            1m

図305 SB502平 面 。断面図

調査区東部の東に位置する、東西幅0.7～

0.4m、 長さ3.Om以上、深 さ数～ 8 cmの南北

方向の溝である。SK5141こ 西肩の一部を切 ら

れ、北は調査区外へ延びる。

SB502の 残存する礎石に潜り込むように検

出され、方向も同じであることから、礎石列

の布掘り状の掘形と考えられる。

土師器皿・揺鉢、瀬戸美濃皿が出土してい

る。

調査区中央部に位置する、径0。55m、 深さ

24cmの 円形の土坑である。肩は、ほぼ垂直で

あ り底部は平坦である。壁や底部の掘形いっ

図306 SD501平 面・断面図

SD501

遺物

SK501

くく更昌三EΞ ttΞこΞEEEEEZ71666

667

68

1670

0
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図308 SK501平面・断面図

第 6節 第 5遺構面の遺構と遺物

イ

0800m

1 灰褐色シルト質砂

2 暗灰色シルト

50cm

図309 SK502平 面・ 断面図

1 淡灰白色極細砂

2 淡灰黄色細砂

3 黄灰色砂

4 灰色土 (魚骨多く含む)

5 灰色粘土

7

図310 SK501出 土遺物

ぱいに木質の痕跡が散見され、桶等の木製容器が据えられていたようである。内部には、拳

大～15cm程度の石や土器とともに魚骨が多く含まれている。

SK501か らは土師器橋鉢、備前焼悟鉢、唐津焼鉢・婉・皿が出上している。唐津焼皿には

胎土目が見られる。

調査区西部の中央に位置する、径0。61m、 深さ3 cmの 円形の掘形をもつ埋桶遺構と考えら

れる。SK528の 下層で底部のみが検出された。内径0.56mの 木桶が据えられている。底板と

僅かに底板を巻く側板の痕跡がみられた。

調査区西部の西に位置する、南北0,7m、 東西0.7m以上、深さ33clllの 掘形をもつ埋桶遺構

である。西側を攪乱によって削られている。掘形ほぼいっばいの大きさで、桶が据えられて

いる。

桶 は内径 0。6m以上 を測 り、底板 を巻 く形で側板が組 まれた もので、土圧のため全体 に楕

円形に歪んでいる。他の埋桶遺構 と同様に、 ゴミ穴等の施設であった と考えられる。

遺物

SK503
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第2章 第14次調査

SK504     調査区西部の西に位置する、南北 1.25m、 東西1.3m以上、深さ0.45mの 楕円形の上坑であ

る。東側を攪乱により破壊されている。掘形の壁面は垂直にちか く底部は平坦である。

内部に桶の木質等は確認できなかったが、形状や埋土の状況から埋桶遺構であった可能性

がある。

／

一

1 淡黄灰色砂

2 灰褐色土

3 灰黄色粘土

4 灰色粘土

5 暗灰褐色砂

図31l SK503平 面・断面図

調査区中央部の北に位置する、一辺0.5m、

深 さ10cmの 丸みを帯びた方形の土坑であ

る。北に存在するSK506と 連続する遺構で

あり、一回り大きな掘形の周囲を幅 2～ 6 cm

ほどの黄色粘上を充填 し、さらに中央を区

切ることによって形成されている。埋上に

は炭が含まれてお り、炉跡かと思われる。

調査区中央部、SK505の北に繋がる南北

32cm、 東西40cm、 深さ 8 cmの 方形の上坑で

ある。前述のとおり、共に黄色粘土により

SK505と 区切 られてお り炉跡 と考 えられ

る。

調査区東部の南西隅に位置する、一辺

0,45～ 0.5m、 深さ15cmの隅円方形の掘形を

もつ土坑である。掘形の周囲に黄色粘上が

貼 り付けられ内法一辺40cmほ どで壁がつ く

られている。底部は丸 く炭が 3 cIIlほ ど堆積

している。形状から炉跡と考えられる。

1 淡灰掲色砂

2 暗灰色ンルト

3 淡灰褐色砂 (淡灰黄色粘土混じり)

4 淡褐灰色砂

lm

図312 SK504平 面・断面図

オ

SK505

SK506

SK507

1200m

1 黄色粘土

2 灰色細砂 (シ ルト混じり)

3 黄灰色シルト質細砂 (災混じり)

4 暗黄灰色シルト(炭含む)

5 暗灰褐色シルト質細砂

５

船ヽテ
ー

．／ｓＫ５０
/

イ

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ヽ
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図313 SK505・ 50岬面・断面図



一

第 6節 第 5遺構面の遺構と遺物

暗褐色砂質土

明茶褐色砂質土 (焼土混じり)

0             50cm

図315 SK508二平面 。断面図

図316 SK508出 土遺物

調査区の西部に位置する、南北α5m、 東

西0。72m、 深さ 8 cmの長方形の上坑である。

掘形は一部赤変し、底部の中央がさらに径

32cmの 円形に深さ 4 cmほ ど窪んでいて、焼

土が溜まっている。炉跡と考えられる。

SK508か らは土師器皿 。橋鉢、青花皿が

出上している。

調査区西部の中央に位置する、0.95m XO。 8m、 深さ0.5mの 隅円方形の上坑である。掘形

の南東部分の中ほどに幅15cmほ どの平坦面をもつ。上層～中層にかけて、径数～40cIIlの 石が

多量に投棄されている。廃棄土坑 と考えられる。

SK509か らは土師器皿・壷・鍋、瓦質茶釜、丹波焼指鉢、備前焼橋鉢・壷、青磁碗、青花

皿が出土している。

ｍ

８。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２０

SK508

遺物

SK509

1 暗灰色シルト質粗砂

0           50cm     2 暗褐色シルト質細砂

図317 SK509平 面 。断面図

・・・・・”・̈̈̈
・・・・・̈・・・・・・・・・ヽヽヽ
．

　
　

． 一・・
　
　
　
　
一

1 責色粘土

2 暗灰色細砂 (シルト混じり)

3 暗黄掲色粗砂 (シルト混じり)

4 灰色細秒 (シルト混じり)

5 炭層

遺物
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第2章 第14次調査

ヤ
1682

ヤ
1685

隅 H6∞

SK510

遺物

91

図313 SK509出 土遺物

調査 区西部の南西 隅 に位置す る、南北

1.Om、 東西0,74m、 深 さ38cmの 歪な楕円形

の上坑である。上面 を径数～ 15clllの礫で隙

間なく埋められている。また埋土の上層に

炭を含む。西側においてSK531を切る。

図320は青花碗で、体部外面に刻線が施

される。

ヤ

К

Ｉ

キ

1200m

図321 SK511平面・断面図

図319 SK510平 面・断面図

1∞ 4

10cm

重 ―

緑灰色細砂 (シ ルト混じり)

暗褐色シルト質細砂

暗灰色砂 (シ ルト混じり)

暗茶灰色砂 (シ ルト混じり)

図320 SK510出 土遺物
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SK511

遺物

SK512

SK513

SK515

第 6節  第 5遺構面の遺構と遺物

調査区東部の東に位置する、南北1.lm、 東西0.5m以上の土坑である。拳大～径約15cmの礫

や土器片等が多 く出土した。底部は平坦で深さ12cmを測る。東半部を攪乱によって削られる。

SK511か らは唐津焼鉢、瀬戸美濃皿、丹波焼火入れが出土 している。瀬戸美濃皿には高台

内に墨書が見 られる。

調査区東部の南東に位置する、南北1.Om以上、東西1.2m、 深さ30cIIlの 土坑である。北側

を攪乱により削られる。また西側に隣接するSK513を切っている。

調査区東部、SK512の西に隣接する、南北0.7m、 東西0.5m以 上、深さ15cmの 上坑である。

西肩の一部をSK5121こ よって切 られている。

調査区東部の北西に位置する、南北1.Om、 東西1.2m以上、深さ18cmの 土坑である。西側

を攪乱によって削られる。径10cm前後の火を受けた石が数個出土した。なかには五輪塔の破

片もみられる。
イ

SK512

1000m

色紗 9琳混助

0             1m

1 暗黄褐色細砂

2 黄褐色砂質土

3 暗灰色シルト質細砂

2 暗灰色細砂 (シルト混じり)

lm    3 暗灰褐色粗砂 (シ ルト混じり)

図324 SK515平 面・断面図図323 SK512・ 513平面 。断面図

図325 SK515出 土遺物

-175-



第2章 第14次調査

遺物

SK516

SK517

SK518

SK515か らは土師器Jkt烙、丹波焼揺鉢、

備前焼橋鉢、陶器壺が出上 している。

1702は 中国産の褐釉 四耳壷 と思われ、

1703は推定東南アジア産の焼締壷と思わ

れる。

調査区中央部の北東に位置する、径

0。8～ 0.84m、 深さ20cmの 円形の土坑であ

る。掘形の壁面は垂直にちかく、底部は

平坦である。

調査区中央部の東に位置する、御 .8m、

深さ30cmの不整円形の土坑である。断面

は台形であるが、西側の底部が 5 cnほ ど

窪んでいる。埋土は砂層であり、上層に

少量の炭を含んでいる。

調査区中央部の東に位置する、長軸

1.lm、 短軸0,98mの 六角形にちかいやや

角張った楕円形の上坑である。なだらか

な丸底で、深さ14clllを測 り、埋土の一部

に入が含まれる。また上面に黄灰色粘土

塊がみられることから、カマ ドであった

可能性 もある。

一

一

1 暗褐色シルト質細砂
2 暗灰色シルト(細砂混じり)

3 暗灰色シルト質細砂
0 50cm

」

優]326 SK516平面・断面図

1200m

2 暗黄灰色細砂 (シ ルト混じり)

50cm       ! 蒸各争挙|口奪hよ4 暗灰色シルト質細砂

5 責褐色砂質土

6 暗灰色ンルト質細砂

図328 SK518平 面・断面図

0              50cm

1 暗灰色シルト質細砂

2 暗黄褐色砂質土

3 黄褐色砂質土

4 暗黄褐色砂質土

1 黄褐色砂質土

図327 SK517平 面・断面図
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SK519

遺物

SK520

遺物

SK521

SK522

遺物

SK523

遺物

第6節 第5遺構面の遺構と遺物

調査区中央部の南に位置する、長軸1.05m、 短軸0.65m以 上、深さ22clllの 上坑である。西

から南西部分を攪乱により破壊されている。

SK519か らは瀬戸美濃天目婉が出上 している。

調査区中央部の北に位置する、南北0,8～ 1.Om、 東西1,Om、 深さ18cmの隅円方形の土坑で

ある。底部は平坦である。

SK520か らは土師器皿・鍋が出上している。

ヤ

К

Ｉ

、

一

1 暗灰色粗砂 (シ ルト混じり)

2 暗褐色シルト質粗砂

0            1m

図331 SK520E平 面・ 断面図

1 黄灰色細砂

2 灰色細秒

3 暗灰色細砂 (シ ルト混じり)

0             50cm

図329 SK519平 面・断面図

1706

0               10cm

図330 SK519出 土遺物 図332 SK520出 土遺物

調査区の中央部に位置する、南北1.4m以上、東西1.2m、 深さ0.6mの不整楕円形の土坑で

ある。断面は椀形である。北側を攪乱により削られており、西側でSK522を切っている。

調査区の中央部に位置する、南北1.4m、 東西1.3m以上、深さ20cmの 隅円方形の土坑であ

る。底面は凹凸がみられる。東肩の一部をSK521に よって切 られている。

SK522か らは上師器皿・胞烙・橋鉢、瓦質火舎、丹波焼括鉢、備前焼壺、唐津焼塊・皿、

白磁碗が出上している。

調査区中央部～西部の中央に位置する、南北0.4m以上、東西1.Om、 深さ 5 cmの 隅円方形

の土坑である。南側を攪乱により削平されている。

SK523か らは唐津焼皿、ベ トナム産焼締長胴壷が出上した。唐津焼皿は胎土日である。
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SK524

SK525

｀```
＼く《Ξ三二三!!!Jl,,,''|;08

0            1m

1 黄褐色砂質土

2 黄仄色砂質土 (シルト混じり)

3 暗責灰色砂質土 (シルト混じり)

4 暗褐色細砂 (シルト混じり)

5 暗仄色粗砂 (細砂混じり)

6 暗黄褐色/1B砂 (シルト混じり)

7 暗灰色シルト(粗砂混じり)

8 暗褐色粗砂 (シルト混じり)

図333 SK521・ 522平面 。断面図

0                   10cm

図335 SK523出 土遺物

くくく正三三三二三三三5房てF42

722

図334 SK522出 土遺物

調査区西部の南東に位置する、南北47cm、 東西35cm、 深さ4 cmの 隅円方形の土坑である。

埋土の上層は灰の溶けたシルト状の上が、下層は砂が堆積している。

壁が少し赤変していることや形状から炉跡と考えられる。

調査区西部の北壁沿いに位置する、南北0.72m、 東西0.5m、 深さ9 cmの 隅円長方形の上坑

である。掘形の南、北、西の 3方向の壁は垂直にちかい。

SK525か らは土師器鍋・壺、備前焼壷・悟鉢・盤、青磁碗、粉青沙器が出上している。遺物
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第 6節 第 5遺構面の遺構と遺物

l 暗茶灰色シルト(細砂混じり,炭層 )

2 黄褐色砂

0              50cm

図336 SK524平 面 。断面図

豆

0800m

l 暗褐色砂質土

0

ー
_ OCm劇

匿]337 SK525平面 。断面図

1発3

80                  0Cm

図338 SK525出 土遺物
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SK526

遺物

SK527

調査区の西部に位置する、南北0。75m、 東西0.65mの 五角形の土坑である。深さ 6 cmを 測

り、底部は平坦である。

SK526か らは丹波焼悟鉢、備前焼橋鉢、唐津焼皿、瀬戸美濃皿、朝鮮王朝皿が出土 してい

る。唐津焼皿は胎土目が残る。

調査区西部に位置する、南北1.3m、 東西1.35mの隅円方形の土坑である。深さ22cmを測 り

底部は平坦である。

オ

0800m

‐

吐

―

キ

ー

1 暗褐色砂質土

0            1m

1 淡灰黄色粘土

2 黄灰色砂

3 淡灰緑色粘土

4 暗灰色粘質土

5 灰褐色砂

図339 SK526`平面・ 断面図

91租

図340 SK527平面 。断面図

38

図341 SK526出 土遺物

SK527か らは備前焼播鉢が出土 した。その他、

図化には至らなかったが、軟質胎土の津州窯系碗

の細片が出上している。

遺物
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遺物

SK529

遺物

第6節 第5遺構面の遺構と遺物

調査区西部に位置す る、南北 1.4m、 東西3.4m、 深 さ10～ 20cmの 不整形の上坑である。東

側 に隣接する落ち込みSX502を 切 る。

SK528か らは土師器皿・抱烙、瓦質奏、丹波焼括鉢、備前焼括鉢・壷・水屋奏、瀬戸美濃

婉・皿、白磁邦、朝鮮王朝白磁碗・皿が出土している。このうち白磁郭の高台内には不明の

墨書が見られる。

彰 42謝 43

電 5

~1754

757            0Cm

図343 SK528出 土遺物

調査区西部の南に位置する、南北0。7m、 東西1.6m、

深さ30cmの細長い土坑である。埋土には焼上が多 く含ま

れている。

SK529か らは土師器鍋、青花皿が出土している。

氏馬ミ三:::::]~~~「::'ラ子;59

―

1200m

¬〔正三二I15ラ
π~｀

1 暗褐色細砂

lm

図345 SK529出 土遺物

lll lア プ|ノ

1760
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SK530

遺物

SD502

―

・

1200m

1 茶掲色シルト質細砂

2 灰色細砂

3 茶灰色細砂

0             1m

図347 SD502平面・断面図

くて三三[三二ことこここニララ多4762

0                              20cm

図348 SK530出土遺物

調査区西部の南西に位置する、南北1.3m、 東西2.lm以上、深さ20cmの 上坑である。攪乱

によって大半が破壊されてお り、南辺および西辺の一部を残すのみである。南西の隅部で径

15cm前後の石が数個出上 した。埋土には、炭が含まれる。

SK530か らは土師器皿・鍋・胞烙、備前焼悟鉢、青磁碗が出土 している。

灰色土

彰 69

調査区西部の中央に位置する、東西幅0,9m、 長さ2.3mの 南

北にはしる溝状遺構である。断面形は、緩いU字形で深さ18cm

を測る。

SD502か らは土師器皿が出土している。

―

キ

ー

く

Ｖ

Ｉ

遺物
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SX501

遺物

SX502

遺物

ST501

ST502

ST503

調査区西部の東に位置する、南北1.4m、

東西2.9m、 深さ12cIIlの落ち込み状の遺構で

ある。北から南に向かって遺物を含んだ土

が溜まってお り南側の肩は不明瞭である。

SX501か らは土師器壺 。Jkt烙 、備前焼橋

鉢、唐津焼鉄絵皿が出土 している。

調査区中央部から西部の南に位置する、

南北5.Om、 東西7.Omほ どの浅い落ち込み

状遺構である。北側から南に向かって 5 cm

ほどの段を持ち、暗褐灰色砂質上の堆積が

みられる。南側の肩は明瞭でない。

SX502か らは土師器皿・鉢 ?、 陶器壼が

出土している。

調査区東部に位置する、径25～30cmの掘

形をもつ胞衣壺埋納遺構である。検出面は

若千低 くなっているが、深さに関しては、

完形で出上している蛸壺の全長の21cm程度

はあったと考えられる。

調査区東部の南西に位置する、径20cm、

深さ10cmの 円形の掘形をもつ胞衣壷埋納遺

構である。内部には蛸壷が正位で据えられ

ている。

調査区西部の北に位置する、径 15cm、 深

さ10cmの 円形の掘形をもつ胞衣壺埋納遺構

である。上師器蛸壺が据えられているが、

削平のため底部のみが検出された。

第 6節 第 5遺構面の遺構と遺物

イ

1200m

0            1m 1 暗灰褐色土

図350 SX501平面・断面図

彰 70

図351 SX502出 土遺物

図352 SX501出 土遺物
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1000m

1 暗灰色細砂

2 灰色砂

1200m

2 暗褐色細砂

0              50cm

図355 ST50坪面・断面図

~¬

＼E皇グラ
Tl 

暗灰色細砂

1000m

。 1願 色醜
2 暗褐色細砂

0                  50cm

図357 ST50解面・ 断面図

1000m

0                  50cm

図353 ST501平 面 。断面図

図354 ST501出 土遺物

石組501    調査区西部の北東に位置

する、南北15m、 東西α%m、

深さ16cmの隅円方形の掘形

をもつ石組遺構である。削

平が激 しく久損 している部

分もあるが、径10～ 30cmの

石で四んでいる。裏込めの

上も明確でなく、石の据え

方などからも上部に何段も

石を組んでいたとは考えら

れない。

一三

〓

〓

こ

-184-

図358 石組501平面 。断面図

1 灰褐色土



遺物

T三判巳502

遺 物

第6節 第5遺構面の遺構と遺物

石組501か らは土師器皿、備前焼甕底部が出上 している。

調査区西部の南東に位置する、南北2.lm、 東西幅0.5m、 深さ15cmの溝状の石組遺構であ

る。径 5～25cmの 自然石の平 らな面を内側にして東西および南壁を囲んでいる。

現存で 2段積まれた部分があり、内側に崩れた石もみられるため本来は何段かの石積みが

なされていたようである。

備前焼悟鉢が出土している。

%V80

o                            20cm

図359 石組501出 土遺物

o                            20cm

図361 石組502出 土遺物

― |

0              50cm

1 暗灰色細砂 (シルト混じり)

2 黄褐色砂質土

3 灰色細砂 (シルト混じり)

4 暗灰色シルト
仲 爛

0500m

l 褐灰色土

2 淡灰黄色砂質土

3 褐灰色砂質土 (炭混じり)

4 灰色シルト

5 黄灰色砂

図360 石組502平面・断面図 図362 噴砂痕跡平面・断面図

調査区中央部の北で、地震による噴砂現象の痕跡が検出された。調査区の北壁付近から南

西方向へ径1.Omの攪乱を挟んで幅 1～数cm、 長さ1.7mに およぶ小規模なものである。約

0。95m下 に存在する黄灰色砂層が液状化現象によって噴出したものと考えられる。

この噴砂現象を引き起こした地震については、16世紀末頃という遺構面の時期を考慮 して

慶長伏見地震 (1596年 )であった可能性が高い。
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第 5遺構面    第 5遺構面上からは土師器皿・鍋・悟鉢・蛸壺、瓦器塊、瓦質橋鉢、丹波焼悟鉢、備前焼皿・

橋鉢、瀬戸美濃塊・皿、唐津焼皿などのほかに、瓦、石硯、土錘、銭貨などが出土 している。

唐津焼皿1815,1816に は砂 目が見 られる。瀬戸美濃折縁皿は大窯第 4段階前半、稜皿は大

窯第 4段階後半である。瓦1823に は焼成後の「コ ロ (郎 力)四郎 六□三郎」銘が見 られる。

これらは一部に古い遺物が混入 しているが、およそ16世紀末～17世紀前半頃と思われる。

X1789

嘲 7y

f貢
=雨

==¬

ヽ 1788

799

斑

一
1786

∠圧こhr『〓め

図363 第5遺構面上出土遺物①
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第 6節 第 5遣構面の遺構 と遺物
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第2章 第14次調査

第 5～ 6遺構面出土遺物

第 5～ 6遺構面 間か らは、土師器、須恵器、瓦質土器、

花、銭貨などが出土 している。

く更〔ここEEEI::::''Zテ子を45

1閉

丹波焼、備前焼、瀬戸美濃、

'■

852

60

第5～ 6遺構面出土遺物①
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第6節 第5遺構面の遺構と遺物

土師器は、皿・蛸壷・鍋 。羽釜・抱烙が出土している。

土師器皿1844は 底部から短 く立ち上がる。内外面ともナデ調整である。

土師器皿1845は 口縁部が肥厚 し、外面調整はユビオサエである。乾燥時のヒビが顕著であ

る。土師器皿1846は 対角の 2箇所に煤が付着する。

土師器皿1847は 口縁部がヨコナデ調整、体部から底部はユビオサエである。

土師器皿1848は 底部が若千 くぼむ。土師器皿1849は体部上半がヨコナデ調整、下半はユビ

オサエで底部は未調整である。

1850は 土師器蛸壼の下半部である。ロクロ成形痕が顕著である。

土師器鍋1851は くの字に曲がる短い口縁部で、端部は水平な面を持ち若干内側に肥厚す

る。

土師器羽釜1852は 体部～口縁部は直立し、短い鍔がつ く。体部外面はユビオサエ、内面は

細かいハケロ調整である。

土師器羽釜1853は 内湾する口縁部外面に弱い凹線が 3条入る。体部外面はヘラケズリで煤

は付着していない。

土師器鍋1855は 突帯と口縁部を一体に成形している。

上師器鍋1856の 底部内面は器表面の剥離が見られる。底部は型で成形したようである。口

縁部内面にヨコナデによる凹部がわずかに見られる。

土師器鍋1857は 体部から口縁部が内湾 し、口縁端部は内傾する面を持つ。

1858は土師器抱烙で外面に格子ロタタキが残る。

須恵器は婉 と奏が出土している。1860は 須恵器婉で口縁端部は九 く肥厚する。1859は 須恵

器奏で口縁端部に凹線が入る。口縁部内面から肩都外面にかけては自然釉がかぶる。内面は

器表面が荒れる。

瓦質土器は鉢・羽釜・火鉢・茶釜が出土している。1861は 瓦質鉢で内面は細かいハケロが

施される。1862は 瓦質悟鉢で体部外面はヘラケズリ、内面はクシ描きの楯 り目がわずかに見

られる。

1864は 瓦質羽釜で口縁部外面は 3条の弱い凹線がめぐる。体部外面はヘラケズリ、内面は

ハケロ調整である。瓦質羽釜1865は 口縁部外面に 3条の弱い凹線がめぐる。鍔は先端部がや

や上方を向く。体部外面はヘラケズリ、内面は横方向のナデで調整されている。

瓦質火鉢1863は 平面形が方形をなすもので、口縁部は内面に突出する。外面には上端に 2

条、下端に 1条の突帯を持つ。概 して丁寧なナデで調整されている。

1867は 瓦質茶金で直立した口縁部を持ち、耳を貼 り付ける。体部内面に指オサエが残 り、

外面の鍔以下はヘラケズリである。瓦質茶釜1868は口縁部がやや内傾 し、体部内面をハケロ

調整する。肩部に線刻が入る。1866は 瓦質茶釜の口縁部と思われるもので、外面に印花文が

ある。図示はしていないが、線刻を持つ肩部から鍔部にかけての瓦質茶釜片が出上 してい

る。

1869は 丹波焼橋鉢で外傾する口縁端面を持つ。悟 り目はヘラ描きである。

備前焼は橋鉢 と水屋奏が出土している。1870は 備前焼橋鉢で口縁端部が上下に拡張する。

1871は備前悟鉢で口縁帯が板状の作 りをなす。1872備前焼橋鉢は口縁部の器壁がやや厚 くな

り、端面は内傾 してわずかにくぼみを持つ。1873は 備前焼橋鉢の底部で、見込みには括 り目
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は見られない。

1874は備前焼水屋発で貼付文部分のみである。

1875は瀬戸美濃折縁皿で内禿である。高台内には薄い鉄釉がかかり、輪 ドチ痕が残る。大

窯第 3段階後半と思われる。1876は瀬戸卸皿で卸し目がわずかに見られる。後Ⅲ期と思われ

る。

青花は碗・皿・盤が出土している。1877は青花碗で内外面の文様は滲んでいる。畳付は施

釉されるが、高台内は露胎である。口縁部内面に砂が付着する。淳州窯と思われる。1878の

青花碗はやや甘い焼成である。津州窯である。1879青花皿は高台のみ露胎である。1880青花

盤は畳付から高台内が露胎 となる。淳州窯のものである。

1881は青銅製の飾金具で図の右側は下に短く折れ曲がる。 3ヶ 所の孔があり、そのうち lヶ

所には鋲がついている。

銭貨は元豊通賓と祥符元賓が出土している。

。 。 )◎

0                              20cm

図366 第5～ 6遺構面出土遺物②
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図367 第5～ 6遺構面出土遺物③
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第7節 第0遺構面の1通樽と遺物

第 7節 第 6遺構面の遺構と遺物
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図369 SB601平 面 。断面図
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第 6遺構面

SB601

第 7節 第 6遺構面の遺構と遺物

第 6遺構面は、第 5遺構面である焼土混じりの整地層の下で検出された遺構面である。調

査区の全体に火を受けたと考えられる痕跡が散見される。

礎石建物や石敷建物をはじめ、土師器皿の集積遺構や火災に伴う廃棄遺構、炉跡、埋奏遺

構などが確認された。

調査区東部の西に位置する、礎石建物である。南北&Om、 東西盈3mの規模で、幅20～ 30cm

の平らな石を用いた石列を 1列ないし2列で南北方向に15～ 50cmの 間隔で並べて配置し、そ

の間をバラスで覆う構造をとる。

さらに、北側半分の下層においては、南北4,7m、 東西6.6m、 深さ30～40cmの 範囲で粘質

土や礫混じりの粘上を入れた地業が認められる。中央部分において礎石が確認できない状況

とあわせて、南北 2棟の建物を想定してよいかもしれない。

また東側で確認されている2列分の石列についても、少し間隔が空いており、使われてい

る石も若千小振りであり、さらに上面を覆うバラス層も認められなかったことから、別の建

物の一部になるかもしれない。

北側には、小礫の含まれる土の変色部分が、ごく浅い溝状になって検出された。雨落ち溝

と考えられる。

す

図370 SB601下 層 (地業)平面図
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第 2章 第14次調査

建物の東側のSD502は、幅40cm、 深さ15cmで南北方向に3mほ ど確認されたが、建物に付

随する溝もしくは礎石列の掘形 (抜取り跡)と 考えられる。

西側のSD5031こ ついても、調査区の南壁際において幅0.5m、 深さ20cmで lm分が確認され

ており、方向を同じくすることから、建物に伴う溝であったと考えられる。また、石列の間

にいくつかみられるピットについては、礎石の据え痕や抜き取り穴と考えられる。

周辺からは瓦の出上が比較的多く、この建物を切る遺構SK6061こ は赤変した石や瓦などが

多く投棄されており、この建物は瓦葺きであった可能性がある。

また、ベース面にも火を受けた痕が認められ、建物が焼失した可能性がある。

◇  ⑬
Q

⑥D

鞘

ぐ
廟 守 靱

1000m

―

―
――

ヽ

―

十

１

兆
涸
め

＼

弾

　

＞

一 ＠

ｏ♂
窮

咆 Ｄ
⑫

図371 SB602平 面・断面図
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第 7節 第 6遺構面の遣構
―と選物

一

[⑥ ――

‐ アミ螂 分i覇辮 勝

0                            2m
llLEiEEIEEEI出 LEEEEEIIEEEEEEこと

=ILEEEEEEEEEEEEEEEEEEttEEEJ

図372 SB603平 面 ,断面図
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第2章 第14次調査

SB602

SB603

遺物

この遺構については、密集した並行する礎石列や土台部分へのバラスの敷き込みなど通常

の礎石建物とは違う特異な構造をもっている。礎石列は加重に耐えるため、バラス敷きは防

湿の効果を期待したものと思われ、倉庫ではなかったかと考えられる。

なお、類似の構造をもつ遺構は、平成 9年度に実施された県教育委員会による調査におい

ても確認されている。

調査区中央部の北西から調査区西部の北東で、南北4.Om以上、東西5,8m以上の範囲で礎

石と考えられる石材が検出された。残存状況は良好ではなく、南北方向に並んでいるように

みえるものの、若干東へ振った方向に並びそうな礎石もあり、 1棟の建物として確定できて

いない。

礎石は径15cm～40clll程 度の大きさで、天端面のレベルは概ねT.P.1.Omを測るものの、 1基

ずつ間隔をあけ据えられている部分や、SB601の ように密集した石列状になっている部分が

ある。

調査区中央部の南に位置する、南北4.Om以 上、東西7.Om以上の規模で南は調査区外に拡

がる石敷遺構である。

上面は削平を受けており石の認められない部分もあるが、残存の良好な部分では、浅い掘

り込みの中に拳大～径約20cmの川原石が敷き詰められており、隙間にも礫がつめられる。

また北辺には、1,9m～2.3mの 間隔で径20～ 30clllの 礎石が 4基確認された。おそらく礫群

と関連するものと考えられる。

この建物についてもSB601同 様、倉庫施設などであったと考えられる。

土師器皿・鍋、須恵器捏鉢、瓦質鍋、瀬戸美濃婉・皿などが出土している。

SK601

遺物

SK602

くてくてこ::::ζ:[ラ
ラ房子と84

頂垂通ラ唸吉言==平
~~~沖

1路8

図373 SB603出 土遺物

調査区西部の西端に位置する、埋甕遺構である。掘形は、径0,7～ 0.8m、 深さ33cmの 歪な

円形である。備前焼の大奏が据えられている。上半部は削平のため欠損している。同様の埋

養遺構であるSK602と 南北に 2基並んで検出された。内部には焼土や炭混 じりの土が入 り込

んでいる。

瓦質羽釜と備前焼甕が出上している。羽釜の口縁部には焼成前の穿孔が見 られる。

調査区西部の西端、SK601の南に隣接する埋甕遺構である。掘形は、径0.51～0.54m、 深

さ45cmの 円形の上坑である。SK601と 同様に備前焼の大奏が据えられている。

1題
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第 7節 第 6遺構面の遺構と遺物

ー

0               50cm

1 暗灰色細砂(シルト混じり)

2 赤褐色極細砂(焼土)

3 黒褐色種細砂(災多く含む)

4 暗灰色細砂 (シルト混じり)

図374 SK601・ 602平面・断面図

｝ン
）
ィ．
ム

／
も
）ノ
」-7-― ―

ぺヽ 、

図375 SK601出 土遺物
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第 2章 第14次調査

遺物      図376は備前焼甕の肩部以下である。底部には窯詰めの際に敷いたと思われる陶器片の溶

着が見られる。

図376 SK602出 土遺物

SK603

遺物

調査区中央部の南に位置す

る、南北0,7m、 東西0。 95、 深

さ35cmの 精 円形の上坑であ

る。西側の上面を一部削平さ

れている。土師器皿の集積遺

構であり、埋上の上層～中層

にかけて上師器皿が多量に投

棄されていた。

土師器皿と白磁皿が出上し

ている。土師器皿は、口縁部

の形態より、内湾するもの、

直線的にのびるもの、外反す

るものなどに分類される他、

へ そ皿 も見 られ る。 また、

1943～ 1945は 、内面がハケに

より調整されている。

一

0             50cm
2 淡灰色細砂

3 淡責灰色中砂 (土師器皿多量に含む)

4 暗仄色細砂 (炭混入 )

SK603平面・断面図

―

ピぎ
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SK604

遺物

ψ
1898

ヤ
1904

調査区中央部の北に

位置する、南北1.6m、

東西1.65m以 上、深 さ

24cmの上坑である。東

半部を攪舌とにより削ら

れる。遺構の北よりの

部分を中心に土師器皿

が多量に出土した。埋

上には炭や焼土が混 じ

る。SK603と 同様に上

師器皿を大量に投棄し

たと考えられる遺構で

ある。

土師器皿の多 くは細

片で図化できなかった

が、 その他 に土師器

鍋、須恵器握鉢、瓦質

鍋・火消 し壺蓋、備前

焼壺などが出上してい

る。

第 7節 第 6遺構面の遺構と遺物

に
芦

図378 SK603出 土遺物

責灰色シルト質細砂

(黄褐色粘土混じり)

黄灰褐色砂 (ン ルト混じり)

灰褐色細砂 (シ ルト混じり・

土師器皿多量に含む)

茶褐色細砂 (焼土含む)

暗灰色シルト質細砂

-199-
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第2章 第14次調査

遺物

SK606

調査区東部の北に位置する、南北0,9m、

東西0,9m、 深 さ15cmの 不整形の土坑で

ある。北西を中心に15cm前後の石が十数

個出土した。廃棄土坑 と考えられる。

瓦器皿が出土している。

0                  10cm

図382 SK605出 土遺物

調査区東部の西に位置する、径1.6m、

深さ20cmの歪な円形の土坑である。南の

一部 を攪 乱 に よ り削平 されてい る。

SB601の 礎石列 を切 ってお り、SK607・

608と 同様に、火を受けた石や瓦等が投

棄されていることから、焼失した建物の

片付けに伴う廃棄土坑と考えられる。

土師器鍋 。胞烙、備前焼悟鉢、青花皿

が出土している。

(1957

8く
;〔

::::::::::::::::::::|::it:::::!::::::::::;'1959

0                              20cm

図380 SK604出 土遺物

50cm              l 暗灰色シルト

図381  SK605平面・断面図

釉
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一

Im 3 暗灰色粘質土 (細砂混じり)

第 7節 第 6遺構面の遺構と遺物

1 茶灰色細砂 (シルト混じり)m ζl峯霧糧忌
細砂

図384 SK607平 面・断面図

―

・

1000m

l 暗灰色細砂 (シ ルト混じり)

2 暗茶褐色シルト(細砂混じり)

図383 SK606平 面・ 図
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賄
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‐
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図385 SK606出 土遺物
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図386 SK607置上上遺物
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第2章 第14次調査

SK607

遺物

遺物

SK610

遺物

SK611

遺物

調査区西部の東に位置する、南北1.8m、 東西1,8m、 深さ45cmの歪な円形の土坑である。

断面は橋鉢形である。埋土中にえを含み、拳大～径30cmの石が多量に含まれていた。

またこれらの石は火を受けたと考えられ、表面が赤変したり、黒く焦げたようになってい

るものが多く存在している。火災による後片付けに伴う廃棄土坑の可能性がある。

土師器蛸壺・鍋、瓦質鍋、備前焼悟鉢、常滑焼奏、陶器奏、青磁碗・皿、白磁皿、青花碗

が出土している。

調査区西部、SK607の すぐ北に位置する、南北1.7m、 東西1.8m以 上、深さ30cIIlの 隅円長

方形の上坑である。西側を攪乱によって削られる。断面は緩い椀形で、埋土には拳大～径

30cmほ どの石、瓦片などが多く含まれている。

SK607同様、火を受けたものが認められることから、火災による後片付けの廃棄土坑と考

えられる。

土師器皿・鍋・播鉢、瓦質土器、瀬戸鉢、備前焼壷・橋鉢、青花碗・皿、ベ トナム白磁碗

などが出土している。

調査区東部の東端に位置する、南北0,8m、 東西1.Om、 深さ15cmの 楕円形の上坑である。

掘形の壁面は垂直にちかく底部は平坦である。西側でSK610を切っている。

1 暗灰色細砂 (シ ルト混じり)

0           1m    2 
茶灰色シルト質細砂

図387 SK60解 面・ 断面図

1 暗褐色シルト質細砂0             1m

図388 SK609平 面・断面図

調査区東部、SK609の南西に位置する、南北1.lm、 東西0,95m以 上、深さ30cmの歪な円形

の上坑である。東側をSK6091こ 切 られている。

SK610か らは土師器蛸壷・鍋、備前焼皿・括鉢が出土している。

調査区東部の東に位置する、長軸1.6m、 短軸1.2mの楕円形の土坑である。断面は逆台形

で、深さ35cmを 測る。

土師器鍋、備前焼悟鉢が出土 している。
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第 7節 第 6遺構面の遺構と遺物

1朗

／

１

ヽ

ヽ

煮薫茎耳電5  5軒預フな

9                                      ?OCm

図391 SK610出 土遺物

∞
　
　
０

図389 SK608出 土遺物

1000m

l 黄褐色細砂 (粗砂混じり)

2 灰色粘土 (炭 混じり)

3 暗黄褐色極細砂 (炭 混じり)

lm

くてξ:::E三三]「
~~~::'''1003

一｛一一一

図390 SK610平 面・断面図
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第2章 第14次調査

Ｒ
Ч

ＩＩ
ガ

1000m

1 責褐色細砂 (粗砂混じり)

2 黄褐色lFd砂

3 暗黄灰色極細砂

図392 SK611平 面 。断面図 図393 SK611出 土遺物

1000m

(醐

lm

2 灰色粗砂

3 責灰色砂

4 褐色細砂 (粗砂混じり)

図395 SK613平 面 。断面図

黄褐色細砂

黄褐色細砂 (粗砂混じり)

褐色細砂 (粗砂混じり・焼土多く含む)

暗赤色土 (焼土 )

褐色粗砂
0             50cm

図394 SK612平 面・断面図
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SK612

遺物

SK613

遺物

SK614

第7節 第6遺構面の遺構と遺物

調査 区東部の北東 に位置する、長軸 1.28m、 短軸0.96m、 深 さ0.66mの 楕 円形の上坑であ

る。断面はU字形で、中層には焼上が多量に含まれている。

土師器皿 。鍋 。壷、備前焼捕鉢、青磁碗などが出土 している。

調査区東部に位置する、南北1.6m、 東西1.5m以上、深さ30cmの 不整形の土坑である。北

側の肩をSK612、 西側をSK615に よって切られている。

SK613か らは土師器皿・鍋、瓦質羽釜、備前焼橋鉢、陶器壷、青磁碗が出土した。

―
E- 2008

く<ミくここここ:[正三二房ラフ
″

2009

図396 SK612出 土遺物

鬼裕導電

―

            ″

"ロ

ロB 2023

図397 SK613出 土遺物

調査区東部の北に位置する、南北1.8m、 東西1.05m、 深さ34cmの細長い楕円形の土坑であ

る。掘 り込みは垂直に近 く、底部は平坦である。底部から径10～ 20cmの礫が数個出土 した。

埋土には僅かに炭が混 じる。

土師器皿・鍋、瀬戸皿、備前焼橋鉢、青花碗、青磁碗が出土している。瀬戸折縁深皿は古

瀬戸後期 Ⅱ期 と思われる。

遺物
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第2章  第14次調査

SK615

遺物

SK616

0800m

(脚砂腿 の

50cm 2 
灰黄褐色砂

／

ｔ

ｒ

羊

―

詫 く頭匡要と骸6頂¬ /

己 0鉤
2031

1000m
章
~¬

/2032

2

l 暗褐色細砂 (炭少量含む)

。           lm 2 暗灰色細砂 (炭少量含む)

図398 SK614平 面・断面図 図399 SK614出 土遺物

調査区東部に位置する、径1.3m、 深さ20cmの ほぼ円形の上坑である。掘形の壁面は、垂

直に近 く、底部は平坦である。埋土の上層には炭が含まれている。南側 4分の 1ほ どを攪乱

により破壊されている。

土師器鍋、備前焼橋鉢、白磁碗が出上している。

033

¨勢 予
2033

20cm

図401 SK615出 土遺物

1000m

l 暗黄灰色シルト質細砂

(炭少畳含む)

2 責褐色細砂

(粗砂混じり。炭少量含む)

3 黒褐色シルト質極細砂

4 黄灰色極細砂

図400 SK615平 面 。断面図

調査 区東部の北西 に位置す る、長軸0.65m、

短軸0.5m、 深 さ10cmの楕 円形 の土坑 であ る。

断面は緩い椀形で、褐色細砂 と灰黄褐色砂が押

し込め られたように堆積 していた。

―
―

_‐  
‐

_
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図402 SK616平 面 。断面図



SK617

遺物

SK618

遺物

SK619

遺物

調査区東部の北西隅に位置する、南北0.8m、

東西0,7m、 深 さ25cmの 楕 円形の土坑である。

西側の掘形の壁面は急で、東側は中ほどより上

方は緩 くなる。

SK617か らは土師器皿が出土している。

調査区中央部の南東隅に位置する、径0.5m、

深 さ20cmの 円形の土坑である。底部は平坦で、

掘形の壁面は垂直に近 く、北西部分は少しオー

バーハングしている。埋土には土器片が多 く含

まれている。

土師器皿・鍋が出上している。

調査区中央部の南東に位置する。南北1.6m、

東西1.3m、 深 さ20cmの 水滴形の上坑である。

埋土には径10cm前後の礫を含む。

土師器皿・鍋、青磁碗、白磁碗・皿が出上し

ている。

調査 区中央部の南 に位置す る、南北1.4m、

東西1,Om、 深 さ40clllの 楕 円形の上抗である。

断面は椀形で、埋上の上層に小礫を多 く含む。

また単体ではあるが、人の大腿骨が出土してい

る。

1000m
1000m

第 7節 第 6遺構面の遺構と遺物

図403 SK617平 面・断面図

1000m

0             1m

1 暗黄灰色細砂

2 暗責灰色細砂 (粗砂混じり)

3 暗責灰色シルト

ィ

川

淋

―

十

１

0              50cm

38

図404 SK617出 土遺物

一

ヤ

ヽ

Ｉ

、一

祥

К

Ｉ

弐

~lEIEIテ

イ:責褐色細砂 1 暗責褐色細砂(粗砂混じり)

0             1m

図406 SK619平 面 。断面図

責褐色細砂 (粗砂混じり)

責灰色細砂 (粗砂混じり)

図405 SK618平 面・断面図
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第 2章 第14次調査

遺物

SK621

遺物

Ⅲ~~ヽ
2040

0                            20cm

図408 SK618出 土遺物

現 4渥

▼
~¬

石2046

(~¬  ‰ 7 Dフ廻
0                              20cm

図409 SK619出 土遺物 図410 SK620出 土遺物

SK620か らは土師器皿・鍋、丹波焼橋鉢が出上した。2051、 2052は 同一個体と思われる。

調査区中央部の北に位置する、南北0.55m、 東西1.2m、 深さ25cmの細長い楕円形の土坑で

ある。東側は、いったん幅40cmほ どの平坦面をもって、さらに10cmほ ど落ち込んで底部に達

する。

土師器鉢・鍋が出上している。

一

‐

ヽ

Ｉ

Ｉ一

1000m

1000m

l 褐色極細砂 (細砂混じり)

0            1m

図413 SK622平 面・断面図

彰 055票 竃 ∃ ≦ ラ 宅056

屁 57  

ξ`ミ三三:「
E:EEEEE「

::::旨:::;'ラ
ラ

`i58

1 暗灰色細砂 (シルト混じり)

2 黄褐色砂

0            1m

図41l SK621平 面・断面図

図412 SK621出 土遺物

煮要≡≡≡正三三房房亀049
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図414 SK622出 土遺物



SK622

遺物

SK623

遺物

SK624

遺物

第7節 第6遺構面の遺構と遺物

調査 区中央部の北壁沿いに位置する、南北 1.6m、 東西0.7m、 深 さ20cmの細長 い精 円形の

土坑である。断面は椀形で、埋上に僅かに炭が混 じる。

上師器皿・鍋、瓦器婉が出上 している。

調査区中央部、SK622のす ぐ南に位置する、南北

0.7m、 東西2.2m、 深さ20cmの 細長い溝状の上坑で

ある。断面は緩い椀形で、東側に向かって深 くな

る。埋土下層の黒褐色極細砂には炭が混 じる。

土師器皿、須恵器捏鉢、陶器皿が出上 している。

くて昌三三EEEEEEEラララタ2059
鬼 60

1000m

62 A巡多数f~】 i豪鍛諮

―

3 黒褐色極細砂

(細砂混じり・炭含む)

図416 SK623出 土遺物 図415 SK62解面・断面図

調査区中央部の北壁沿いに位置する、南北0.55m、 東西0.75m、 深さ23clllの 楕円形の土坑

である。断面は椀形である。埋土中からは壁上の塊が出土している。

土師器鍋が出土している。

一

図418 SK624LH_L遺物

―

1000m

0              1m

黄灰色シルト質細砂

暗灰色細砂 (シルト混じり)

1 暗灰色シルト

2 暗茶褐色細砂

(ンルト混じり)

0              50cm

図417 SK624平 面・断面図
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第2章 第14次調査

SK625

遺物

SK626

遺物

SK627

遺物

SK628

遺物

SK629

調査区西部の北東に位置する、径60cm、 深さ20cmの ほぼ円形の

土坑である。肩は垂直にちか く、底部は平坦である。埋土の上層

には礫が入る。

土師器皿が出土 している。

調査区西部の北に位置する、南北W5m、 東西∞ m、 深さ20cIIlの

土坑である。断面は逆台形である。SK625のす ぐ南西に位置する。

土師器皿、白磁碗が出土している。

調査区西部の南壁沿いに位置する、南北1.55m、 東西1.4m、 深さ15cmの土坑である。中央

部が径50cmほ どピット状に窪む。

陶器婉 と青花皿が出土している。

くてて冨三三三]ヽこニララ
'ア

2065

学 066

一

図423 SK626出 土遺物

1000m
1000m

2 暗茶褐色細砂

(シルト混じり)

図421 SK626平 面 。断面図     図422 SK627平 面 。断面図 図424 SK627出 土遺物

調査区西部の中央に位置する、南北1.5m、 東西

■6m、 深 さ25clllの 土坑である。底部近 くで15cm前

後の石や瓦片などが少し纏まって出上している。南

西の肩の一部を攪乱により破壊されている。

SK628か らは、土師器皿・鋼・壺、須恵器捏鉢、

瓦質羽釜、備前焼細頸壺、白磁皿、磁器皿などが出

土している。

調査区西部の北西に位置する、南北0.7m、 東西

0,7m以上、深さ12cmの 土坑である。西は調査区外

に拡が り、東側を攪乱によって削平される。

0             10cm

、

一

ψ 2∝4

0               10cm

図420 SK625出 土遺物

2068

0             10cm

▼ lM鋤

0            1m

0             1m
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図425  SK628平面・ 断面図



- 2069

調査区西部の北西に位置する、南粕 鶴 m、

東西0.55m、 深さ24cmの 歪な楕円形の土坑

である。

土師器鍋が出土 している。

第7節 第 6遺構面の遺構と遺物

1000m

1 灰色細砂 (シルト混じり)

50cm

図429 SK631平 面・ 断面図

I N12078 

く
二:[]:::そ i÷

°79

深さ38cmの 上坑である。西

‐‐ｈ‐‐ЦＦ、‐．■１、
　　一

ヤ 2田

く〔三三::::ユニ::EEラテタ2070

071

SK630

遺物

SK631

2072

図426 SK628出 土遺物

調査区西部の北西端に位置する、南北1.4m、 東西0.8m以上、

側半分ほどを攪乱で削 られる。

土師器皿 。鍋、備前焼橋鉢、青磁皿、青花皿の他

に、華南三彩 と思われる小皿が出土している。

0             1m

1 黄灰色XIB砂 (粗砂混じり)

2 黄灰色粗砂

3 暗黄灰色粗砂 (シ ルト混じり)

図427 SK630平 面 。断面図

A~l 焉 5頂竃π瓦ん0“

~LOy

0                              20cm

図428 SK630出 土遺物

遺物

-211-

図430 SK631出 土遺物



第2章 第14次調査

SP601

遺物

SD601

第 6遺構面

調査区中央部の北東に位置する、径30cm、 深さ10cmの土坑

である。北西側の一部を攪乱により削 られる。土師器の皿

が、正位置で10枚重ねられた状況で出土 した。地鎮関連の遺

構 と思われる。

土師器皿、瓦質鉢、陶器坑などが出土 している。

一

呪 90   

くく〔:~~~~~~~~―
―――――――

F=====二

=三=~~E==二

写,,″

0                            20cm

図432 SP601出 土遺物 図431 SP601平 面 。断面図

調査区東部の南東端に位置する、幅35cm、 深さ12cmの溝である。断面形は緩いU字形で埋

土は暗黄褐色細砂 (粗砂混 じり)で炭を含む。両端を削られてお り北西から南西にかけて1.3m

が検出された。

第 6遺構面上および焼土層からは、土師器、須恵器、瓦質土器、丹波焼、備前焼、瀬戸美

濃、青磁、白磁、ベ トナム製陶器、瓦、石製品、土製品、銅製品などが出土している。

上師器は皿・橋鉢・蛸壷・鍋・羽釜・Jkt烙 が出土している。

ヤ 2093彰
0銘V2∞ 5    0∽ 彰 2∞7    0∝

V2∞ 9ヤ 1∞ 彰 1餌 ヤ 劉 骸     03    1餌

Vl∝
覗 06彰 1げ ζ08  o9  0

噌 111彰 112

→＼ )

2089

鰤釣

第6遺構面上出土遺物①

-212-
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第7節 第6遺構面の遺構と遺物

土師器皿は口径が 8 cm前 後のものと、15cm前後のものがある。2111、 2112は ヨコナデによ

る調整を行わず、指オサエ・指ナデにより調整 している。その他の土師器皿も外面にはほと

んどヨヨナデが及ばない資料が目立つ。2093、 2095、 2098は 口縁部に煤化痕が残る。2106は

口縁部から縦方向に粘土接合痕が残る。

上師器播鉢2116～ 2118は、口縁部外面の段が消失する段階のものである。

土師器鍋2123、 2124は外面に著しい煤化痕を残す。羽釜2125、 2126は外傾する口縁端部を

もつ。2127は体部外面をヘラケズリで調整する。2128、 2129は 鍔以下に煤化痕が見 られる

が、2130は煤化痕がない。

抱烙2138は 、格子 ロタタキが残 り、16世紀末～17世紀初頭のものと思われる。

苧童≡零  協25

澄 6

、
/二

 ヽ

＼ィ
~｀

ヤ́r
＼_

ヽ́

ヽ″

ヽ

こ

｀ 舛 33

劉伊
図434 第6遺構面上出土遺物②
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第2章 第14次調査

9

~~劉 45 <――引 夏妻 え16 49

屹1詢

8

2152

2154

邑ノa狛

図435 第 6遺構面上出土遺物③

須恵器は鉢・奏が出上 している。

捏鉢2140は、口縁端部を面取 り状に整形する。鉢2143は櫛描 きの指 り目をもち、口縁端部

内面が肥厚する。

瓦器・瓦質土器は皿・婉・括鉢・鍋・羽釜・奏・火鉢が出上 している。

瓦器婉2146は、内面に圏線状の暗文が入るが炭素の蒸着は不良である。橋鉢2147は クシ描

きの悟 り目を入れる。鍋2149は、体部の状況は不明だが L字状の口縁部をもつ。2150は、外

傾する口縁端部をもち鋭利な印象を受ける。

丹波焼・備前焼は悟鉢・壺・養・建水などが出土している。

丹波焼橋鉢は、ヘラ描きの指 り目が施される。一部に自然釉がかかる。

備前焼壷には、口縁端部が丸 く収まるものと玉縁状の口縁をもつ個体が見られる。2166は

備前焼花生 と思われるもので、外面はヘラケズリ調整である。内面には自然釉がかかる。

2165は水屋奏である。備前焼橋鉢は、口縁部が端部に面を持つ ものから上部に立ち上がるも

-214-



第7節 第6遺構面の遺構と遺物

のまで見 られ、かな りの時期幅が考えられる。また、2170、 2173の備前焼橋鉢には自然釉が

かかる。

2176、 2177は備前焼建水で、2176に は貼 り付け文が 1ケ 所のみ残 る。

釧働

劉鬱

図436 第 6遺構面上出土遺物④
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第2章 第14次調査

瀬戸美濃では、天目婉 。平婉・皿・大皿・香炉が出上 している。

天 目婉の2178は、大窯第 4段階前半である。灰釉平塊2180は後期 Ⅱ期で1400年前後であ

る。2181は筒形香炉で大窯 1～ 3段階である。内面の釉には黒色鉱物が溶出した斑点が多量

に見 られる。志野丸皿2189は高台内に墨書があ り、目跡が 2ケ 所残る。大窯第 4段階末の17

世紀初頭のものである。

緑釉月ヽ皿2182は、後期 I期で砂 目が lヶ 所残る。2183卸皿は後期Ⅳ期古である。2184端反

皿は大窯第 1段階後半で、高台内に輪 ドチ痕が残る。2185は 内禿皿で大窯第 3段階後半であ

る。2186は灰釉丸皿で大窯第 3段階と思われる。2187丸皿は大窯第 3段階後半、2188折縁皿

は大窯第 4段階前半である。見込み中央に菊印が見られる。

2190灰釉折縁深皿は、後期 Ⅱ期で1400年前後である。直縁大皿の2192は後期 Ⅱ期で15世紀

初頭、2191は後期 I～ Ⅱ期で14世紀後半～15世紀初頭、2193は後期Ⅲ期で15世紀前半の時期

が与えられる。

その他の陶器のうち、2196はベトナム焼締長胴壷である。底部には、粗砂が付着する。

-2181

ζ82｀(=葺鱒~九
83

2

2

劉餡ハ 頒
増 刺

      9

図437 第6遺構面上出土遺物⑤

2200～ 2206は 青磁碗、2207、 2208は 青磁皿、2209は 青磁盤である。このうち碗の2200、

2203、 2205と 皿・盤には、釉直下に白色の化粧上がある。

2210～ 22121ま 中国産天目婉である。2211の 口縁端部は釉に光沢が見られない。22121ま 内外

面に2次的被熱が認められる。

白磁は皿と郭が出土している。皿2217は見込みの一部が露胎で、4ヶ 所に目跡が見られる。

青花碗・皿のうち、2221、 2224～ 2227、 2231、 2232、 2236、 2238は 洋州窯 と思われる。
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第7節 第6遣構面の遺構と遺物

2232は 見込みに魚文を貼 り付ける。2230青花皿は内外面 とも 2次的被熱のためか器表面がざ

らつ く。2231は高台畳付 まで施釉が及ぶ。

2237は磁州窯系 と思われる鉄彩壺である。化粧上の上に鉄彩 を施 し透明釉 をかけているも

の と思われる。内面には鉄釉の流れが見 られる。

2磁

2劉 0

16

qくくやや
iiiiRi「〔〔ii::::::::::;||=======―

―――
=―

――
==iiii'I::::1

2238

＼ ど員 | ノ

遜 2密

辺 2畑 建 吟
刺 ~f2231~2麗
∞ ⑬  饉

叢 234     韓 235    -2236 2237

0                           20cm

図438 第 6遺構面上出土遺物⑥
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図439 第 6遺構面上出土遺物⑦ (瓦 )
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第 7節 第 6遺構面の遺構と遺物

2矧

10cm

図440 第 6遺構面上出土遺物③ (瓦類・石製品)

瓦は、第 6遺構面上 とSK608、 SK606か ら出土 している。軒丸瓦には巴文 と文字文 (「福」

の字)がある。軒平瓦には、唐草文と波状文が見 られる。

軒丸瓦2239、 2240と 丸瓦2249～ 22511こ はコビキAが見られる。また、埠2252に もコビキA

が見られる。

また旧称SK168出上の2253は鬼瓦の下顎部と思われる。

石製品には石鍋、石錘、石硯がある。2259は石鍋の転用と思われる滑石製石錘である。石

硯はいずれも粘板岩系の石材を使用 し、特に2261は使用によるくぼみが認められる。

土製品には土錘、有孔円盤、ミニチュアの鉢・瓦質羽釜、土人形がある。土錘は、管状土

錘と有溝土錘が出土している。22631よ 須恵質の焼成である。

有孔円盤は、上面が摩滅している。

銅製品は、鋲と金具が出上している。

銭貨は未～明代のものである。
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第 7節 第 6遺構面の遺構と遺物

第 6～ 7遺構面出土遺物

第 6～ 7遺構面間からは、土師器、瓦質土器、丹波焼、備前焼、瀬戸美濃、青磁、白磁、

青花、中国製褐釉陶器、瓦、石鍋、石硯、銭貨などが出土している。

土師器鉢2300は 口縁端部に外傾する面をもち、外面に突帯がめぐる。内面は土師器悟鉢に

∈

員Fτ
≡≡≡≡

昇

=====F7を

:14

図443 第6～ 7遺構面出土遺物①

辰
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第 2章 第14次調査

似たヨコハケを施す。

瓦質幡鉢2301は 口縁端部外縁が垂下し、端面はヨコナデにより若干 くぼむ。外面はヘラ

ケズリで、内面はクシ描きの指 り目が施される。瓦質羽釜2302は体部から口縁部までほぼ直

立し、口縁端部は外傾する。外面はユビオサエの後ヨコナデ調整し、内面は細かいヨコハケ

を施す。

丹波焼盤2303は外側に開く体部から口縁部が上方へ折れ曲がってつ く。内外面ともロクロ

ナデが施される。

壺2304は備前焼 と思われる。肩部に耳がつ くが個数は不明である。口縁端部は丸 く収ま

り、色調は灰色を呈す。備前焼盤2305は体部が内湾 し、口縁端部は緩 く内傾する面をもつ。

色調は灰赤色である。備前焼悟鉢2306は 口縁上端部が上方へ立ち上がる。内面は 8本のクシ

描き悟 り目を施す。日縁部外面は自然釉が付着する。

瀬戸天目婉2307は 口縁部の褐色釉の下に白色釉を施す。中Ⅲ期と思われる。

瀬戸灰釉浅婉2308は体部下半が露胎でロクロケズリが顕著である。後 I～ Ⅱ期に比定され

る。瀬戸灰釉浅坑2309は 内面に目跡と思われるものがわずかに認められ、後 I～ Ⅱ期に比定

される。

瀬戸美濃天目塊2310は器壁がやや厚 く、大窯第 4段階後半と思われる。

瀬戸卸皿2311はやや深い器形を示す。底部回転糸切 りで、外面は口縁部から体部にかけて

釉が剥落している。前Ⅱ期と思われる。瀬戸卸皿2312は底部回転糸切 りで、外傾する口縁部

端面はごく浅 くくぼむ。施釉は雑である。中 I期かと思われる。瀬戸卸皿2313は 口縁端部に

浅い沈線が1条巡る。卸 目はわずかに確認できた。後 I期 と思われる。瀬戸卸皿2314は残存

状況が悪 く、卸目は確認できなかった。中Ⅱ期と思われる。

2316は瀬戸灰釉折縁深皿で、内外面とも釉が浅 くムラがある。中Ⅱ期と思われる。

2317瀬戸緑釉小皿は底部回転糸切 りで体部から口縁部にかけて外反する。施釉は口縁部の

みである。後Ⅲ期と思われる。2319は瀬戸美濃灰釉端反皿で、灰釉直下に白色の化粧掛けが

施される。高台内に目跡がある。大窯第 3段階後半と思われる。2318は瀬戸美濃鉄釉折縁皿

で、高台は半周分が削 りだされていない。内禿げの見込みと高台内に輪 ドチ痕がある。大窯

第 4段階前半と思われる。

2320は瀬戸合子で、外面体部下半と底部は露胎である。前Ⅲ～Ⅳ期と思われる。

2321は瀬戸灰釉四耳壼で、内面肩部には強いユビオサエが残る。外面の釉はムラがあり筋

状に流れる。前Ⅱ期 と思われる。

2322は 瀬戸鉄釉水注で肩部に凹線が 1条入る。下端部はサビ釉である。後Ⅳ期と思われる。

2323は瀬戸灰釉柄付片口であるが柄の部分は出土 していない。後 Ⅱ期と思われる。

青磁碗2324は外面釉に黒色の斑点が見られる。23251ま 龍泉窯系青磁蓮弁文碗で、体部がわ

ずかに内湾し口縁端部は九 く収める。2326は龍泉窯系青磁雷文帝碗で、体部は内湾し口縁端

部は九 く収める。2327龍泉窯系青磁碗は体部が内湾し、線描きの細蓮弁文を施す。2328龍泉

窯系青磁蓮弁文碗は口縁部が水平にのびる。体部外面に 1条の沈線が入る。

2329は青磁盤で、弱 く内湾する体部から口縁部が外反したのち上方へ立ち上がる。青磁盤

2330は、口縁下端部が断面三角形状に肥厚する。高台内は露胎である。

青磁香炉2331は体部外面に沈線が 2条入る。 3足 と思われ、脚先端部のみ露胎である。
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第 7節 第 6遺構面の遺構 と遺物

2似    2閉
   3密   27

【竃垂F電34     36 ＼華≡〒
~ア

39

図444 第6～ 7遺構面出土遺物② (貿易陶磁)

2332は 白磁碗で内湾する体部から口縁部が外反する。器壁は薄い。

2333は 白磁小郭で内湾する体部から口縁部が外反する。外面体部下半は露胎である。

白磁皿2334は、高台にえぐりが 3箇所ある。外面体部下半から底部にかけて露胎である

が、畳付には釉が残る。見込みに目跡は認められない。白磁皿2335は外面体部下半か ら底部

にかけて露胎である。白磁皿2386は見込みに日跡があり、高台にえぐりが 4箇所ある。外面

体部下半から底部にかけて露胎であるが、畳付に釉が残る。白磁皿2337は畳付のみ露胎である。

白磁皿2388は 内湾する体部から口縁部が外反する。

2839は 青花碗で、胎土は粗 く陶器に近い。呉須の発色 も悪い。青花碗2340も 胎土が粗い。

日縁端部は九 く収まる。青花碗2341は高台畳付のみ露胎である。

2342は青花皿で口縁部が外反する。高台は露胎である。

2343は 中国製褐釉梅瓶である。底部も施釉 されるが、周縁部は砂が付着する。

2344褐釉壺底部であるが、産地は不明である。低い蛇の目状高台の畳付は露胎である。

2345は磁州窯壷で、胎土・色調等は第 7遺構面SK728出上の2610と 同様である。

軒丸瓦2347は「西」の異体字を文字文とする。珠文は推定15個 で、瓦当径は推定15.8cmで あ

る。体部内面には布目が残る。

装飾瓦2348は外面に鱗状の装飾を施す。第 6遺構面SK606出上の2255、 2256と 同一個体の

可能性が高い。

軒平瓦2349、 2350は瓦当上端部に浅い面取 りが施される。図化 した瓦はすべて燻瓦である。

石鍋2351は突帯上にも粗いケズリ痕が残る。石鍋2353、 2355の外面には煤が付着する。ま

た、2354の 断面の一部には平滑面があり、転用加工途中と思われる。

石硯2356は粘板岩系で赤間石 と思われる石材で、墨堂部のみ残存 している。
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第 2章  第14次調査

金属器は目貫2357が出土している。表面には鍍金が残る。

銭貨は未通元費や永楽通費などが出土している。そのうち淳熙元賓は背の穿の上下に

「十六」の文字がある。また大宋元賓には背の穿下に「二」の文字がある。
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簸

饉
塩

鬱

箸

⑬

の
２３６８

簸
欝
２３６‐
⑬
⑬
２３６７

③
③
２３６０
０
②
〒

◎
◎
２３５９
◇

⑬
２３６５

⑬
⑬
２３５８
⑬
０
２３６４

図445 第6～ 7遺構面出土遺物③(瓦 。石製品。銭貨)
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第2章 第14次調査

第 7遺構面

SK701

遺物

SK702

遺物

第 7遺構面は、第 6遺構面の基盤層の下で検出された遺構面である。土坑や大型の落ち込

み状遺構、ピットなどを検出した。また、第 6遺構面に引き続き土師器皿の集積遺構が 3基

検出されている。

調査区中央部の南に位置する、長軸0.68m、 短軸0,4m以上、深さ15cmの 楕円形の上坑であ

る。南西部分を攪乱によって削られている。

土師器皿の集積された遺構で、掘形の南西部分に偏って、土師器皿が大量に投棄されていた。

土師器皿が出上している。

調査区西部の商壁沿いに位置する、南北1.5m以上、東西1.2m以上、深さ30cm以上の上坑

である。東側を攪乱、西側を砂溜まり状の遺構により削られてる。また、南側は調査区外へ

と拡がっている。

土師器皿の集積された遺構で、中層の南側を中心 として、土師器皿が多量に投棄されている。

土師器皿、東播系須恵器捏鉢、瓦質鍋が出土 している。土師器皿は口径で大小 2種に分類

でき、すべて手ず くねである。

調査区西部の北西端に位置する、南北0.6m以上、東西1.4m、 深さ45cmの上坑である。北

側は調査区外に拡が り、南肩の一部を攪乱によって削平されている。断面は台形である。

土師器皿の集積された遺構で、中層の南側を中心に土師器皿が多量に投棄されている。

土師器皿と瓦質羽釜が出土している。

1 赤褐色砂質土

2 赤褐色細砂～極細砂

図447 SK701平面 。断面図

、,//
2373

1 灰色粗砂 (小礫含む)

2 灰色粘砂 (土師器皿多量に含む)

0                          1m

図448 SK701出 土遺物
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第 8節 第 7遺構面の遺構と遺物
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図450 SK702出 土遺物

を420                           21

承 � TH、 湘 桁 439

2419

⇒ 4引
    4弱

ご(」 、 ト

1 褐灰色砂質土

2 赤褐色細砂 (土師器皿 )

3 赤褐色細砂 (粗砂混じり)

4 暗責褐色綱砂 (シ ルト混じり)

図451 SK703出 土遺物

2449
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第2章 第14次調査

SK704

遺物

遺物

SK706

遺物

調査区中央部 に位置す る、南北1.2m、

東西2.5m以上、深 さ0.6mの 隅円長方形の

土坑である。西肩の一部が調査区外へと拡

がる。掘 り込みは垂直に近 く底部は平 らで

ある。埋土には径10～ 20cmの 角礫が多量に

含まれる。

土師器皿と備前焼奏あるいは壷の口縁部

が出土している。

盈51彰 52

図454 SK704出 土遺物

調査 区東部 の東 に位 置 す る、径0.7m、

深 さ20cmの 円形の上坑である。北西部分 を

SK7091こ よって切 られている。

土師器皿 と須恵器捏鉢が出土 している。

くてく三三::::::::]:::::::::ラ ラフを455

0                              20cm

図455 SK705出 土遺物

調査区東部、SK705の南に接する、南北

0.5m、 東西0.6m、 深 さ10cmの楕円形の土

坑である。南にあるSK707の掘形を僅かで

あるが切っている。

土師質の鉢が出土 している。

7

イ

SK705 赤褐色粗砂 (炭僅力ヽ こ含む)

暗黄褐色粗砂～細砂

黄灰色細砂～極細砂

0            1m

図453 SK704平面・断面図

1 褐色細砂～極細砂

2 責褐色細砂

3 黄掲色細砂 (粗砂混じり)

4 明黄褐色細砂～極細砂

謎

ー

図456 SK706出 土遺物
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SK707

遺物

SK708

遺物

第8節 第7遺構面の遺構と遺物

調査区東部、SK706の南 に位置す る、南北0.8m、 東西 1.2m、 深 さ40clllの 隅円方形 にちか

い土坑である。断面は椀形である。SK706に よって掘形の一部 を切 られている。

土師器婉・鍋、東播系須恵器捏鉢、備前焼奏口縁部が出土 している。

調査区東部の東壁にかかる、南北

2,4m、 東西1.5m以上、深 さ40cmの

歪な楕円形の上坑である。北側の一

部をSK7071こ 切 られている。

土師器皿・悟鉢・壺・鍋、備前焼

皿 。壷・甕・悟鉢、青磁碗、白磁必、

青花皿が出土 している。2472悟鉢は

備前焼とは異なる胎上・色調を示す。 図458 SK707出 土遺物

ヤ 4骸

:]:目言」:::F「I,463

て耳あZ説9配
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2468
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2475

べ「ヽい~~1~~~「
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図459 SK708出 」ヒ遺物
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第2章 第14次調査

SK709

遺物

調査区東部の北東に位置する、南北1.6m以上、東西2.Om、 深さ0.66mの 隅円長方形の上

坑である。掘形は比較的垂直に掘 り込まれてお り、底部は平坦である。

埋土は、ほとんどが砂層であり中に径20cm前後の石が含まれている。南側の一部を浅い土

坑によって切 られている。

土師器皿・鍋、瓦質鍋、備前焼橋鉢、褐釉陶器壺が出土 している。

1 黄色極細砂 (粗砂混じり)

2 責灰色細砂 (粗砂混じり)

3 暗黄灰色細砂 (粗砂混じり)

4 暗黄灰色細砂 (粗砂混じり)

5 暗責褐色粗砂

6 暗灰色極細砂

図460 SK708平面・断面図 図461 SK709平 面・断面図

―
――

朴

―

キ

ー

0             1m

78

図462 SK709出 土遺物
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SK710

遺物

調査区東部の北 に位置す

る、一辺0,8m～ 1.Om、 深 さ

45cIIlの 隅円方形の上坑であ

る。断面は逆台形で、埋土の

上層に災を含んでいる。南西

隅部分を直径40cmほ どの浅い

土坑SK7341こ よって切 られて

ヤヽる。

土師器皿・鍋、瓦質火鉢が

出上している。

第 8節 第 7遺構面の遺構と遺物

1 褐黄色粘土

ワ 褐灰色細砂

3 褐茶色細砂

彰 弔 4    5
0800m

1

2

3

20om     4

SK711

遺物

琉     4飩

一

ィ
刀
く
―
―
す
―

淡黄灰色極細砂 (粗砂混じり)

淡黄灰色粗砂

図464 SK710出 土遺物 図463 SK710E平 面・断面図

調査区東部の北に位置する、南北0,75m、 東西0.65m、 深さ25cmの 上坑である。断面形は

椀形である。

土師器皿 。鍋、白磁碗が出土している。

２４９０　ヽ
、ヽ＝〃〃〃灯″〃″『　　２０Ｃｍ

0              50cm

図466 SK711平 面・断面図図465 SK711出 土遺物
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2章 第14次調査

SK712     調査区東部に位置する、南北1.lm、 東西0,9m、 深さ32cmの 上坑である。断面は椀形であ

る。

遺物      土師器皿、東播系須恵器捏鉢、瓦質羽釜、白磁皿などが出上している。

495

平

２

1 暗灰色土

2 暗灰色砂質土

3 灰黒色粘質土

図467 SK712平 面・断面図

調査区東部の西に位置する、南北0,75m、

東西0.8m、 深 さ14cmの 歪な円形の上坑であ

る。底部は平坦で、南西側の掘形は緩い。

土師器皿が出土している。

くミ
::::::::::[:::::::'ラ そ

`:98

0             10cm

図470 SK713出 土遺物

図468 SK712出 土遺物

1 灰褐色砂質土

(黄灰色粘土プロック混入)

2 褐灰色砂質土

0             50cm

図469 SK713平 面 '断面図

調査区東部の西に位置する、直径0.9～ 1.Om、 深さ30cIIlの 不整円形の上坑である。北側の

掘形壁面が急で、南へ緩 く立ち上がる。後述するSK715を切る。

上師器皿・鍋、東播系須恵器握鉢が出土している。

調査区東部、SK714の南に隣接する、径1,Om、 深さ30clllの 円形の土坑である。断面形は緩

い椀形をしている。北側をSK7141こ 切 られる。

土師器皿・鍋、東播系須恵器捏鉢、瓦器婉が出土している。

SK714

遺物

SK715
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第 8節 第 7遺構面の遺構と遺物

＼劉 k差 5Ы

(ミ三三三三「三][E:三ニラララク2502

ここここEE:EE;ィテ
'2503

学
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0

夢
2504

20cm

図472 SK714出 土遺物

≪〒鬼5班06乳 07

ミ嘲奮兆 09

図471 SK714・ 715平面・断面図 図473 SK715出 土遺物

調査区中央部に位置する、長軸0。7m、 短軸0。6m、 深さ25cIIlの 楕円形の上坑である。西側

でSX701の肩を切っている。

土師器皿、東播系須恵器捏鉢、養、備前焼橋鉢、白磁皿が出上している。

調査区中部の南壁沿いに位置する、径0.7m、 深さ30cmの 円形の上坑。北側をSK7351こ 切 ら

れている。埋土は褐色シル トである。

彰 ЫO~2Ы l彰 Ы2    割3

く
要〔≡≡≡[正三ラ房密!14 盈15   6

灰責色シルト

淡黄色細砂

晴灰色シルト

淡黄灰色細砂

暗灰色細砂

灰黄色細砂

SK716

遺物

SK717

く

頭
ご

~…

1~~二 万互&8

Ы9

図474 SK716出 土遺物

0500m

SK714
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第2章 第14次調査

SK718

遺物

SK719

調査区中央部の南西隅に位置する、南北

0,75m以 上、東西0,9m以 上、深さ15cmの隅円

方形にちかい土坑である。底部は平坦で15cm

ほどの礫がみられた。南西部分を攪乱により

大きく削 られる。

土師器皿・鍋、須恵器奏・捏鉢、備前焼橋

鉢、灰釉陶器婉、青磁皿が出上している。

調査区西部に位置する、南北1,2m、 東西

0.7mの隅円長方形の上坑である。深さは15cm

を測 り、底部は平坦である。

土師器皿 。鍋、須恵器塊・捏鉢、瓦器坑が

出土している。上師器皿は、口径が大小の 2

種類存在する。須恵器塊は底径が大きく、杯

状の器形である。瓦器婉は内面に圏線状の暗

文が見 られる。

図477 SK718出 土遺物

孔
″
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帥
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睡廟魏

ヤ 538  ヤ 2539          2540

記 4

0            1m

~1赦 色泌 鱒 混じの

遺物

0             50cm

図476 SK718平 面・断面図

Ψ 5舛 シ 22           4     5

6   7   28   29

図473 SK719出 土遺物
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図479 SK719平 面・断面図



SK720

遺物

SK721

SK722

遺物

調査区西部の東に位置する、長軸1,35m、

短軸1.lm、 深さ10cmの楕円形の上坑である。

断面形は浅い逆台形をなす。

東播系須恵器捏鉢が出土している。

図480 SK720出 土遺物

調査区西部の東端に位置する、南北1.8m、

東西2.Omの不整形の土坑である。深さは18cm

で、掘 り込みは緩 く底部は平坦である。

調査区西部、SK723の東に隣接する、南北

0.8m以 上、東西0。75m、 深さ27cmの長方形の

上坑である。断面は逆台形をなす。西側で

SK723を切っており、北側はSK7211こ よって

切られている。

土師器皿、須恵器捏鉢・奏、瓦質鍋、青磁

碗が出土している。

1 黒褐色細砂 (粗砂混じり)

図483 SK722E平 面・断面図

第 8節 第 7遺構面の遺構と遺物

淡鶏 蜘 砂 触 醐

2 淡黄灰色粗砂

図481 SK720平 面・断面図

‐

ヽ

Ｉ

Ｉ

―

・

0            1m

0              50cm

色粘質土

図482 SK721平 面・ 断面図

2 灰色粘質土
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図484 SK722出 土遺物



第2章 第14次調査

SK723

遺物

調査区西部の東端に位置する、南

北0。9m、 東西1.Om以 上の土坑であ

る。深さは17cmを 測 り、埋土は砂層

である。掘形は垂直にちか く底部は

平坦である。東側をSK7221こ よって

切られている。

土師器皿・鍋、東播系須恵器捏

鉢、瓦質鍋・羽釜・火鉢、備前焼

壷、陶器小皿、青磁碗が出土してい

る。

生_人 ′

オ

1 責灰色細砂 (粗砂混じり)

2 黒褐色粗砂

3 黄褐色細砂 (粗砂混じり)

図485 SK723平 面・断面図
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レ
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 2580

図486 SK723出 土遺物
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第 8節 第 7遺構面の遺構と遺物

SK724

遺物

SK725

遺物

調査区西部の北壁沿いに位置する、南北

■5m、 東西1.6m、 深 さ25cmの不整形の上

坑である。底部は平坦で、東側の掘形は垂

直にちかい。南北の肩の一部をそれぞれピ

ットによって切 られている。

土師器鍋、東播系須恵器捏鉢、瓦質鍋が

出土している。

調査区西部の中央に位置する、南北0.8m、

東西1.8m、 深 さ20cmの 上坑である。断面

は浅い逆台形である。西側をSK7271こ 切 ら

れている。

土師器皿、須恵器奏、備前焼奏が出土し

ている。

―

・

87

図487  SK724平面 。断面図

5鵠

SK724出土遺物

0500m

砂質土
2 褐灰色細砂

3 褐茶色土

~2591

三=====i「「
F月!!92

覗 3

図490 SK725出 土遺物

2589

歴]488

暗灰色砂質土

0             1m

図489 SK725平 面・断面図
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第2章 第14次調査

SK726

遺物

SK727

遺物

調査区西部の中央に位置する、南北1.2m、 東西0,7mの歪な楕円形の上坑である。深さは

18cmを 測 り、断面形は逆台形である。埋上の上層は、暗灰黄色粘質土で炭を含む。

土師器鍋・羽金、備前焼指鉢が出上 している。

調査区西部の中央に位置する、南北2.Om以上、東西1.8m、 深さ15cmの 隅円方形にちかい土

坑である。南西部分を攪乱によって削 られる。掘形の壁面は比較的急で、底部は平坦である。

土師器皿、瓦器坑、備前焼橋鉢、丹波焼奏が出上している。

ｌ
ｄ
ｌ
ｌ
十
１

色的 醐
2 灰黄色粘砂

1 淡灰色砂質土

図491  SK726平 面・断面図 図493 SK727平 面・断面図

図492 SK726出 土遺物 図494 SK727出 土遺物

調査区西部の南壁に沿いに位置する、南北2.Om以上、東西3.Om、 深さ15cmの土坑である。

周囲は、深さ数～ 8 cmほ どと浅くなっているが、中央部では、南北1.lm、 東西1.3mほ どの

楕円形に一段深く落ち込む。埋上には焼土混りの上が45cmの深さで入る。

上面においてレンズ状の焼上の堆積が認められた。

土師器皿・悟鉢、備前焼橋鉢、青花碗・皿、磁州窯壷が出土している。磁州窯壷は、文様

を深く彫りだした白掻落である。

0            1m

SK728

遺物
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図495 SK728LH■遺物

調査区西部に位置する、南北0,9m、 東

西0.75m、 深さ14cmの歪な楕円形の土坑で

ある。断面形は、浅い逆台形である。

調査区西部の南に位置する、南北1.8m

以上、東西1,35m、 深さ20cmの 楕円形の上

坑である。北側が未調査部分に一部拡がっ

ている。底部は平坦である。埋上の上層

は、暗灰褐色上で焼上が混 じっている。

土師器皿・鍋、東播系須恵器捏鉢、瓦質

鍋、備前焼橋鉢、白磁皿が出土 している。

第 8節 第 7遺構面の遺構と遺物

掲茶色土 (焼土混じり)

焼土

掲茶色土 (焼土混じり)

SK729

SK730

遺物

一　　ャ
代
ヽ
ャ
、
下
ャ

　一

図496 SK728平 面・断面図

0800m

1 暗灰褐色土 (焼土混じり)

2 淡灰黄色土 (淡黄色粘上混じり)

0            1m

図498 SK730平 面・断面図

~~＼
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そFgを色粗砂～細砂
2 淡黄灰色極細砂

3 暗灰褐色極細砂
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図497 SK729平 面・断面図
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第2章 第14次調査

彰 611

2餡

図499 SK730出 土遺物
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図500 SK731出 土遺物
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SK731

遺物

SK732

遺物

SX701

調査区西部の北西に位置する、一

辺1,7m、 深さ0.6mの隅円方形の土坑

である。遺構の南東隅部分をSK732

によって切 られている。断面は逆台

形で、埋上の上層の褐赤色土および

中層の褐色土に焼上が混 じる。

土師器皿、土師器鍋・羽釜、須恵

器塊・捏鉢、瓦器婉、備前焼橋鉢 。

壺、白磁碗が出上している。

調査区西部の北西に位置する、南

北0。7m、 東西1.3mの 楕 円形の土坑

である。深さは20cIIlで 、断面形は浅

い椀形である。北側においてSK731

を切っている。

上師器皿、須恵器婉、備前焼橋鉢

が出土している。

調査区の中央部に位置する、南北

5.4m、 東西6.6m、 深 さ 5～ 15clllの

方形の浅い掘 り込みである。

一

1000m

第 8節 第 7遺構面の遺構と遺物

0800m

1 褐赤色土 (焼土混じり)

2 褐茶色砂質土

3 褐灰色砂質土

4 褐色土 (焼土混じり)

5 淡灰色砂質土

図501 SK731平面・断面図

ヽ

ヽ

上

弐

掲色細砂(粗砂混じの

一

図502 SK732平 面・断面図

ヤ 2642

43

0500m

l 灰黄色粘土 (礫混じり)

2 責灰色粘土 (礫混じり)

図503 SK732出 土遺物
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第2章 第14次調査

遺物

南東部分を中心に約 3分の 1が未調査部分である。埋土は上層が灰黄色粘土で下層が黄灰

色粘土で共に礫を含んでいる。中央部分と北西隅部分とが攪乱により削 られる。

土師器皿 。鍋・羽釜、須恵器婉・捏鉢、瓦質羽釜、備前焼奏、常滑焼奏、白磁皿などが出

土している。

ヤ 2留5

47

:正

(~~千〒刊
~~~~~腿

55

鬼 57

■ 59

半 引 九6∞

石組701

図505 SX701出 土遺物

調査区西部の西端に位置する、径1.8m、 深さ40cmの 円形の遺構である。東側約半分の掘

り込みの部分においては、径10～ 30cmの石が貼り付けられたように積まれている。埋土にも

同様の石が含まれており、西側については、崩れた可能性がある。

下半には灰褐色シルトが堆積しているが、滞水してはいなかったようである。西側におい

てSK733を切っている。

遺物      土師器皿・鍋、瓦質鍋が出土している。土師器鍋2665は片口状に開く口縁部の内面に、横

方向の耳状突起を持つ。

ヤ 26創

越 」 く́

2662

え6伊 子          68
図506 石組701出土遺物
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T三准巳702

遺物

0            1m

図507 石組701平面・断面図

くてこここここEIEE三二ニラ房夕2669

キ
i:i:iii「::i:::||12670

第8節 第7遺構面の遺構と遺物

調査区西部の西端で検出された石組遺構である。南北2.Om、 東西1.5m以上で、西側は調

査区外に拡がるものと思われる。径10～30cm程度の石を2段積んだ石列で四角 く囲い、さら

にその中を区切っている。掘形等は確認できず、石室状の遺構ではないかもしれない。礎石

建物の一部である可能性 も考えられる。

土師器皿・鍋・三脚鉢、丹波焼壺、備前焼悟鉢・甕、青磁碗などが出上している。

淡灰褐色砂質土

灰褐色シルト

図508 石組702平面・断面図

図509 石組702出土遺物
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第2章 第14次調査

第 7遺構面 第 7遺構面からは、土師器壺、須恵器捏鉢・奏、瓦質羽釜、褐釉陶器壷、龍泉窯花生、青

磁皿、白磁皿、瓦、石製品、土製品、銅製品などが出土 している。

2679は小型の須恵器捏鉢である。褐釉陶器壷2683は 中国産と思われる。花生2684は貼付文

を施す。白磁皿2687は 口禿である。

86

0                                      20cm

図510 第7遺構面上出土遺物①

瓦は、軒平瓦と隅軒平瓦2690が ある。

石製品は、石鍋、硯、石錘が出土している。石鍋は、外面に煤が付着する。2692の石鍋は

一方の断面を平滑にしており、加工の途中と思われる。石硯はシル ト岩系の石材で完形品で

ある。2695の石錘は滑石製で、貫通孔の両端を結ぶ溝が上端に彫られている。

土錘はすべて管状土錘である。

明

範 為
鶉

図511 第7遺構面上出土遺物②(瓦類。石製品)
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第8節 第7遺構面の遺構と遺物

銅製品は、蓋、刀装具 (切羽)、 第が出土している。蓋はつまみを付けるため、中央部に直

径 4 11ullの 穿孔がある。

銭貨はSK70と、724、 731か らの出上である。開元通宝以外は宋銭である。
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図512 第7遺構面上出土遺物③(石硯・土錘・金属器。銭貨)
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第2章 第14次調査

第 7～ 8遺構面出土遺物

第 7～ 8遺構面問からは、須恵器、瓦質土器、丹波焼、備前焼、瀬戸美濃、青磁、白磁、

青花、瓦、石鍋、石錘、土錘、銅製品、銭貨などが出土している。

須恵器婉2715は 口縁部を内側に折 り曲げる。27201よ 須恵質でクシ描きの橋 り目を施し、第

6遺構面上出上の2143に類似する。鉢2721は高台を有 し、体部外面はロクロケズリである。

内面は使用による摩滅が見られる。

備前焼悟鉢は口縁端部に外傾 した面を持つ。2730については口縁部が上方に立ち上が り口

縁帯をなす。またナナメ悟 り目も見 られるため、他とは時期を違える。鉢2731に は内面下方

にわずかに橋 り目状のものが見られる。

23

減 5

図513 第7～ 8遺構面出土遺物①

鬼4
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第8節 第7遺構面の遺構と遺物

瀬戸灰釉四耳壷2732は 前 Ⅲ～ Ⅳ期、卸皿2734は後 Ⅱ期、2735は 中 I～ Ⅱ期、卸 目付大皿

2736は後 Ⅲ期である。

青磁は碗・皿が出土 している。碗2744は見込みに刻花文を施す。
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図514 第7～ 8遺構面出土遺物②
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第2章 第14次調査

す

F匡
＼

|

図515 第 7～ 8遺構面出土遺物③

白磁は碗・皿・小郭が出上 している。碗はⅧ-3類である。皿2753は見込みに龍の型押 し

浮文があ り、枢府白磁 と思われる。皿2750の 内面には雷文と思われる型押 し浮文がある。皿

2751,2752は 口禿皿である。

青花は碗が出上している。2758は見込

みに童子を描いてお り、高台内には「□

命富□」の銘がある。

軒平瓦は波状文である。導2761,2762

には赤色顔料が付着する。

石錘は滑石製と砂岩系と思われるもの

が出土している。土錘2770は瓦質の焼成

である。滑石製品2772は片面に木の葉支

を彫 り、片面は凸帯に貫通孔を 3ヶ 所あ

けている。

銭貨は祥符元費や聖宋元賓などが出土

している。
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第2章 第14次調査

第 8遺構面

SK801

遺物

SK802

遺物

第 8遺構面は、黄褐色砂の砂堆上で検出された遺構面

である。ベース面が砂層のため軟弱であり全体に遺構の

残存悪 く、調査区の西側においては、砂層が落ち込んで

いき湿地状の暗灰色シル トの堆積 となるため、遺構はほ

とんど検出されなかった。

なお、この黄褐色砂を20～30cm掘 り下げると湧水点に

達する。またこれ以下の上層において、遺構や遺物は確

認されなかった。

調査区東部の北東隅に位置す る、南北0.64m、 東西

0!42m、 深さ15cmの精円形の上坑である。底部はやや丸

みをおびる。

上師器皿が出土している。

調査区の東端に位置する、南北2.4m、 東西1.lmの 隅

円長方形の土坑である。深さ15clllを 測 り、底面は平坦で

ある。

土師器悟鉢、陶器皿が出土している。2780の土師器指

鉢は16世紀前半の資料 と思われ、遺構面の考えている時

期と飢齢をきたす。

ィ

川

淋

―

十

１

灰色シルト

図518 SK801平面 。断面図

7発

＼
て三夏更∃ E互三うフイ 79

0             10cm

図519 SK801出 土遺物
‐

К

上

弐

業 ―卜 死 馴

0200m

l諏 色麒 紗 混動

0            1m

図520 SK802平 面・断面図

図521 SK802出 土遺物

調査区東部の北壁沿いに位置する、南北0,7m以 上、東西0.8mの 楕円形の土坑で、北側が

調査区外に拡がる。断面形は逆台形で、深さは30cmを 測る。

土師器皿・鉢が出上している。遺物
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0              50cm

図522 SK803平 面・断面図

=

1 淡灰色シルト

0             1m

図525 SK8051平 面・断面図

第 9節 第 8遺構面の遺構と遺物

必786       0Cm

SK803出土遺物

図524 SK804こ平面 。断面図

84 覗 5

SK804

SK805

遺物

SK806

0200m

l 暗褐色粗砂～細砂

lm

0                            20cm

図526 SK805出 土遺物

調査区東部の中央に位置する、長軸1.5m、 短軸0.9mの精円形の上坑である。断面形は逆

台形で、深さ40cmを測る。

調査区東部の北に位置する、南北1.Om、 東西1.lm以上、深さ10cmの土坑である。西側の

一部を土坑によって切 られている。

土師器皿、瓦質鍋、備前焼壺底部が出土 している。

調査区東部の中央に位置する、南北0.5m、 東西0.75m以上、深さ13cmの上坑である。北に

隣接する土坑を切っている。埋土は淡灰褐色シル トで炭が混 じる。東側を攪乱によって破壊

される。

1 褐灰色ンルト
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第2章 第14次調査

SK807

遺物

SK808

遺物

SK809

遺物

SK810

遺物

調査 区東部 に位置する、南北0.6m、

位置するSP803を 切 っている。

上師器皿が出上 している。

ー

1 黒褐色7ftH砂 ～極細砂
50cm

図527 SK807平 面・断面図

(電≡≡璽三≡≡フク2790

図528 SK807出 土遺物

調査区東部に位置する、径0。8m、 深 さ20cm

のやや歪な円形の土坑である。掘形の壁面は垂

直にちかく、底部は平坦である。東側を円形の

上坑SK8231こ よって切 られている。

上師器皿・羽釜が出土している。

調査区東部の中央に位置する、径0.5m、 深

さ10cmの 円形の上坑である。西側をSK8101こ 、

北側をSK824に切 られている。

土師器皿が出土している。

調査区東部のSK809の 西に隣接する、径0.5m、

深さ10cmの円形の土坑である。SK809を 切る。

上師器皿が出土している。

東西0.55m、 深さ30cmの精円形の上坑である。南東に

0000m

1 淡灰色ンルト
0              50cm

図529 SK808平 面・断面図

図530 SK808出 土遺物

SK810

0000m

1 暗灰色シルト

2 淡灰色シルト

0200m

―

・
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図531  SK809・ 810平面 。断面図



第 9節 第 8遺構面の遺構と遺物

彰 94
ヤ

ヽ

Ｉ

Ｉ

0             10cm

SK811

遺物

SK812

遺物

SK813

SK814

図532 SK810出 土遺物

調査区東部の中央に位置する、南北0。6m、

東西0,磁m、 深さ10cmの精円形の土坑である。

掘形は垂直にちかく、底部は平坦である。

土師器皿が出上している。

SK813の 東に位置する、径0.7m、 深 さ

15cmの円形の上坑である。西側をSK8131こ

切 られている。

土師器皿 。鍋が出上している。また、図

化 した以外にも、東播系須恵器捏鉢体部や

備前焼悟鉢・壺などが出上 している。

調査区東部のSK812の西に隣接する、径

0.64m、 深 さ15 clllの 円形 の上坑 であ る。

SK812お よび西側のSK814を 切っている。

調査区束部の西に位置する、南北1.4m、

東西0.8m、 深 さ15cmの 不整形の上坑であ

る。SK8131こ よって切 られる。

図534 SK811出 土遺物

~28Ы 調

湯
　
　
　
　
図

<∈員三[三三三:三ここ5ラ場ンを797

0                               20cm

図536 SK812出 」ヒ遺物

0            1m
灰勤

2 灰色シルト

3 黄灰色シルト

図535 SK812～ 814平面・断面図
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第2章 第14次調査

SK815

遺物

SK816

遺物

調査区東部の西端に位置する、径0.62m、 深さ10cmの 円形のピットである。掘形は緩 く、

底部は九みをもつ。埋土は、暗灰褐色シル トである。上師器の皿などがまとまって出上 し

た。

土師器皿が出土している。口径は約 8 cmと 約llcmの 2種類が存在する。

~ 
ゝ屋餅粋 〃

~    (≡
匡冤8∝

1 暗灰褐色ンルト
0             50cm

図537 SK815平 面・断面図

調査区東部の西端SK815のす ぐ南に位置する南北1,Om、

土坑である。

土師器皿、東播系須恵器捏鉢が出土している。

0             50cm

図539 SK816`平 面・断面図

2810

、ヽ
｀
  、

2812

図538 SK815出 土遺物

東西 1.lm、 深 さ15cmの不整形の

ヤ 馴 4 V2馴 5

司 割 7

図540 SK816出 土遺物
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第 9節 第 8遺構面の遺構と遺物

SK817

遺物

SK818

遺物

調査区東部の西端に位置する、南北

■6m、 東西1.lmの歪な隅円長方形の

上坑である。深さは26cmを測 り、底部

はやや丸みを帯びる。

土師器皿、東播系須恵器捏鉢、瓦器

坑、瓦質火舎 ?が出上 している。

図542 SK817平面・断面図

調査区東部の南 に位置する、長軸

2.2m、 短軸1.3m、 深 さ30cmの楕円形

の上坑である。断面は逆台形で、埋土

の上層に僅かに炭を含む。

土師器皿・壷、東播系須恵器捏鉢、

瓦質鋼、青磁碗、白磁皿が出土してい

る。土師器壷 は陶器 に近い焼成であ

る。

0                              20cm

図541 SK817出 土遺物

オ

1 灰色粗砂～細砂 (炭僅かに含む)

!m  2 赤褐色細砂

図543 SK818:平面・断面図
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図544 SK818出 土遺物
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第2章 第14次調査

SK819

遺物

調査区東部の南西端に位置する、南北0。9m、 東西0.65m、

底部の南東部分が径18cm、 深さ10cmほ どの円形に窪む。

土師器皿、瓦器坑が出上している。

深さ16cmの楕円形の土坑である。

0000m

1 褐色細砂 (粗砂混じり)

SK819平面・断面図

遺物

ヤ
2842

0                   10cm

図546 SK819出 土遺物

調査区中央部の北に位置する、南北鵬 m、

東西45clll、 深さ17cmの 楕円形の上坑であ

る。掘形の壁面は垂直にちか く、底部は平

坦である。

土師器皿、東播系須恵器捏鉢、瀬戸瓶子

が出上している。また、図化以外にも瓦器

塊や瓦質風呂釜、備前焼奏などの小片が出

上している。

イ

図547 SK8201平面 。断面図

翌 844 一
予
＼
＼

0                            20cm

図548 SK820出 土遺物

0000m~~‐ムく三正三正三三二三正三二三二正三二三三二三二三二三三三正三三二三二三三三万そ「:灰色粗砂
0             1m
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図549 SK821平 面・ !断面図



SK821

遺物

SK822

遺物

第9節 第8遺構面の遺構と遺物

調査 区中央部の南壁沿いに位置する、東西3.2m、 南北3.2m、 深 さ20cmの楕 円形 で比較的

大 きく浅い、落ち込み状の上坑である。底部は平坦で淡灰色粗砂が堆積する。

土師器皿・羽釜・鍋、東播系須恵器捏鉢・奏、瓦器婉、瓦質羽金、備前焼奏、青磁壺が出

上 している。

く「
::::F:::::::「 :::::[:::::::::::::::ili「

!852 鬼 53                2854

図550 SK821世上上遺物

調査区中央部の南壁沿いに位置する、径0.55m、 深さ20clllの 円形の上坑である。断面は逆

台形で、底部は平坦である。

土師器皿、須恵器捏鉢・壺、青磁碗、白磁合子が出土 している。

=

~2860

8鬱

ヤ 2閉

0200m

1 黒褐色細砂 (粗砂混じり)

50cm 2 暗灰色細砂 (粗砂混じり)

岨

図551 SK822平 面・断面図
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第2章 第14次調査

SP801

遺物

SP802

遺物

第 8遺構面

調査区東部の北東隅に位

置す る、直径23cIIl、 深 さ

13clllの 円形の ピッ トであ

る。断面は椀形で埋土は暗

灰色シル トである。西に隣

接するピットを切っている。

土師器皿が出土 してい

る。

調査区中央部の南壁沿い

SK822の西に位置する、南

】ヒ28cm、  東西32cm、  深 さ

10cmの 楕円形のピットであ

る。断面は椀形で埋土は黒

褐色粗砂混 じりの細砂であ

る。

土師器皿、瓦質鍋、青磁

碗が出土している。

遺構面上からは土錘 と石

鍋が出上している。

0200m

~も
/1M剪

0             50cm

図555 SP802平 面 。断面図

0                  50cm

図553 SP801平 面・断面図

1 黒褐色細砂

(粗砂混じり)

2解3

4

10cm 10cm

図554 SP801出 E上遺物 図556 SP802出 土遺物

O
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第10節 鉄製品

鉄製品

1)漁労具

第10節 鉄製品

鉄製品および鉱津などの製作関連遺物は出土総点数が5016点、その内遺構から出上したも

のだけで3023点 を数える。特に今回の調査地は水産物取扱業者の居住域にあたることが絵図

から推定され、これに関連する鉄製品が多く見られることも特徴的である。しかし、埋蔵環

境はこれら鉄製品に決して良好とは言えず、腐食し損壊したものが多い。ここでは比較的残

存状態の良い遺物から確認できたことを器種毎に記述する。

漁労具は釣針が総数で370点出土しているが、その内298点がSK218、 34点がSK212よ りの

出土である。第 7面出上の大型品以外は規格性に富み、形状、法量により分類できる。以下

に各類型の特徴を記述する。

A類)(2881～ 2902)

B類)(2903～ 2910)

C類 )(2911～ 2916)

D類 )(2917,2918)

E類 )(2919,2920)

F類)(2921,2922)

腰と針先付近で屈曲し、針先は軸側に内向する。

腰の最下部でのみ屈曲する。A類に比して屈曲の角度が深い。

A類に類似するが、針先が外向する。

屈曲点がなく、全体に丸みを帯びた形状。

軸断面が方形。

大多数にグルーピングできない大型品。

これらは針金を曲げ、焼入れされて製作されてお り、材料 となる針金の太さは1.61Mll前 後

のものと1.911ull前後の 2種類が多 く、規格性が認められる。そしてSK218か らは、針状品 (直

針)が472点出土している。これらは欠損品がほとんどであるが、先端を尖らせたもの、また
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第 2章 第14次調査

遺構面 出土遺構 遺物番号 分類 高 さ(mm) とヽころ(mm) 軸径 (m耐

第
２
面

型輝一２４３４一紳一２２９２一２２８２一２２２５一２２０２一２‐３２一２０９３一２０７８一脚一‐９５一‐９４‐一

駿一‐‐３３一則一６２４一９２９一９３６一７‐３一９２８一８０５一‐０６５一獅一６２５一９２６一６８６一

‐９９
一‐５８
一‐６７
一‐６２
一‐６８
一‐８３
一ｍ
一ｍ

2884

2888

A
Ａ
一Ａ
一Ａ
一Ａ2887
A

融一‐６８一‐６４一‐６‐
一‐５９
一‐２３一‐４６一‐５一‐６３
一‐５５
一ｍ
一‐２２一‐７６一‐６５
∵

2886

2889

2890

2895

Ａ
一Ａ
一Ａ

A
Ａ
一Ａ
一
∝
Ｒ 一″一２３２７一２０５９一朋一２０６９一２３７８一棘一

828
737
73と

733

２９０５

一２９０４

一２９‐３

一Ｂ

2918

一Ｄ
一Ｄ
ヽ

Ｓ

Ｋ

２

１

８

４
Ａ 一２４‐７一２３９７一２３５３一２３４４一器一２３３一２３‐８一２３‐５一２３‐４一２３０６

翌
ぉ
一３３
一９７

Ｗ
９
一Ю
一‐０

μ２‐５一２‐２一‐８９一‐８一‐４９一‐８２一‐８４一‐６５一‐５２一‐８７一‐６一‐６３一‐８８一ｍ一‐９５一‐４６一‐４８一２‐９一璃一‐４２一‐６３

2894

‐６

一
７８

一８７

A 955
93A

A
９‐２一８６２一９７５一９３３一班一８３６一９‐一９３３一８８２一９７５一７２６一６７‐一７７‐

一２３一２２７９一２２５７一２２‐一２‐７５一２‐７一２‐３８一２‐３７一�一２‐２８一２‐０‐一２０９５一２０８５一２０７６一２０７３一舛一２０２５一２０２４一２０２４一２０‐９�

2895

2896

Ａ
一Ａ
一Ａ

2906

2898

2899

A

2900 A
A ‐７‐

一‐６７
一‐５８
一‐７９
一‐８８
一蝸
一‐６３
一‐８７
一‐７‐
彬

５ ‐

一
１９

一
７８

2907 A
‐５
一９４
一４３
一２‐
玄

遺構面 出土遺構 遺物番号 分類 高 さ(mm) とヽころ(mm) 軸径 (mm)

第
２
面

Ｓ

Ｋ

２

１

８

2891
埜
８５
一‐２
一

”
‐６
一‐４
一

‐４‐一‐０７一‐８９一‐３‐一‐４５一‐６３一鴎一‐３７一‐３‐一‐７４一２０８一恥一判一‐９８一‐６４一‐７２一‐３４一甑一‐７３一・４２一２０‐一１２‐わ

一７ ６５

一
７ ３５

一８ ２７

一７ ９２

一７ ３５

一８ ‐４

一
７ ９７

一７ ９‐

一７ ７７

一
０

一
働

一
０

一
〇

一
０１

一
０１

一
０

一
働

一

一Ａ
一Ａ
一Ａ
一Ａ
一Ａ
一Ａ
一Ａ
一Ａ
一

２３５３一２２５７一２２４４一２‐５８一解一朋一２０４２一げ一２２４７一糊一２０４２一‐９３２一皿

一７４９一９３９
一９０６
一帥
蒟

2908

2916 γ
０８
一‐６
一〇８
一〇５
一４
一

４
２３
一２２
一２２
一２〇
一■
一

218
188
153
171
157

2915

８８
一”
一〇２
一７
一１８
一２６
一

９
一９
一Ю
一８
一Ｈ
一１〇
一

‐４
一‐３９
一‐５９
一‐６５
一‐５
一馬
”

2579
994

2917

間

面

上

床

響２９０２一　一２９０‐一２９０９赫

ф
４６
一４‐
一器
一８９
ア

４
２‐
一２‐
一１９
一２２
茨

172
179
162
17

寅ori AR、

A
A

９７
一８２
一４９
一４３
茨

８
一７
一７
一略
「

一Ｂ

第 3面

勲

ＳＢ３０６

一ＳＫ３３〇

一ＳＫ３３‐

一ＳＫ３‐‐

一〕

芭
２５
一９４
一８
一６２
一

Ｗ
‐９
一‐５
一２４
一２２
一

・６‐
一‐４７
一‐５７
一‐７６
一盤
前

μ
一５５
一９８

９
一Ю
一８

一２８８２

一２８８３

一

第 4面 カマ ド40] 2911 174～
～837～ 19

第 7面
3895～ 144

表 1 出土釣針一覧

明らかに欠損品でないもので切 り放したままのものがある。製作跡が未発見ではあるが、こ

れらは釣針の素材である可能性も考えられる。

釣針の対象魚を考えるためには、高さとふところ(針先と軸の間隔)か ら推定することが最

も妥当と考える。表 1は比較的破損の少ないものについての法量計測結果であるが、数値は

腐食等により多少の誤差が生じていると考えられる。

高さとふところの関係をグラフにプロットし、現代の釣針との比較を行なった (表 2)① 結

果、出土品各類型に対応すると考えられる現代釣針の例を挙げることができた (図 559)。 こ

れらに共通する特徴は、汎用的に多 くの魚種 を対象 とした釣針 ということである。特に、

「袖」、「丸セイゴ」、「伊勢尼」は特定魚種を選ばない汎用性に富んだ製品である。ただしこれ

らはあくまでも法量を根拠としたものであり、対応関係については一概に断定することはで

きない。魚類は種ごとに捕食対象や捕食形態が異なるため、針と対象魚の関係は法量だけで

なく、形状が密接に関連すると考えられるためである。いずれにせよ、今回紹介 した出土釣

針はかなり規格性に富んだものであり、近世中期における漁具生産の高度な技術を垣間見る

ことができよう。

参考文献 i1976直 良信夫 F釣針』法政大学出版局

2009株式会社がまかつ編 F釣具総合カタログ』株式会社がまかつ
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表2 釣針法量分布

図559 ‐出土釣針に対応する現代品

2)農工具    Sk218イ低 第3～ 5面の包含層から4点出土しており、全て刃鎌と考えら|れる。

鎌(2940～ 2942)2940はSK218出上である。棟が弧を描く力ヽ 刃は先端でやや内湾するもののほぼ直線的で

ある。全体に平坦で捻りはほとんどない。茎は幅約10mの断面長方形で、組く直線1的 に作

り出される。また茎尻から刃部根元にかけて本質が銹着するが、柄の残欠ではないと思われ

る。刃最1大朧 ,4clll、 棟の厚さ47mmを測る。

2941は刃部|の み第3遺構面上より出上したものである。2940に比して棟厚さ5,9mmと 厚み
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第 2章 第14次調査

刀子・包丁

(2943～2952)

鳶口 (2953)

火打金 (2954)

ヤ リガンナ

(2955)

があり、刃幅も3.3cmと 細身である。また刃部半ば付近にゆるい捻 りを加えている。また刃

部根元から半ばにかけて藁縄状の繊維束を巻 きつけている。縄の用途については不明であ

る。

2942は第5遺構面上出上の基のみの残欠である。茎中央部付近の幅が2940に比 して2.lcmと

幅広である。また茎尻を細 く作 り出し、釣状に曲げる。これに類似する製品は広島県草戸千

軒町遺跡の14世紀の遺構から出土しており、2940に比べて古い属性であると考えられる。

これらは13点確認されている。包丁は細かくは調理具に分類できるが、刀子との明確な形

態差を提示するに至らず、工具に包括することとしたい。今回出土の内、2943～2946はいわ

ゆる刀子 とは形状が異なり、スケールの差はあるが、平面形状は現代の包丁に近い。これは

通常の工具としての刀子とは機能を違えるものと考えられる。

2943は SK331出土で、棟はわずかに内湾する。厚さ4.411ullと 薄 く幅がやや広い刃部 (最大幅

2.6cm)に、関付近の幅1.2cmの 細い茎が付 く。関は刃関で、段差は1.lcmと 大 きく作 り出され

る。

2944は 第 3遺構面出上で、形状は2943に類似する。刃は厚さ3.81mll、 最大幅2.8cm、 茎幅9.OIHll

を浪よる。

2945はSK218出土で、上記 2点に比べて刃部の幅/長 さの比率が大きく、より幅広の印象

を受ける。刃最大幅は3.4cmを測る。また茎もやや太めで、幅1.2cmあ る。

2946は第 3遺構面出上の大型品(全長23.4cm以上)である。棟は直線的で、刃は久損するが

直線で、菜切包丁的な形状を呈する。刃の厚みは薄く(2.3111111)、 刃幅も広い(最大幅5.6cm)。

茎は短かく(2.9cm)、 針葉樹を使用した柄の木質が残存している。

2947は第 3遺構面の出土で、細身(刃 幅1つcm)のいわゆる刀子形を呈する。茎も関部分で

幅1.3cmと 上記 4点に比して幅広である。

2948も 第 3遺構面出土で、細身の刀子切先である。刃幅は1.7cmで、厚さは3.7111111と やや厚

めである。全面に針葉樹材が付着残存しており、鞘の可能性がある。

2949はSK409出上で、厚さ1.2111111、 刃幅1.9cmの刀子刃部破片である。

2950は SB305出 土の細身の刀子である。切先を欠損する。刃の厚さ3.2111111、 幅2.2cmで、関

は欠損のため定かでない。

2951(第 2遺構面床面出土)、 2952(第 5遺構面出土)は、厚さ3,7～ 54111111で幅が共に2.8～3.lcm

を測る片刃の刃物で、細長い刀剣状を呈する。

鳶口はSX201よ り出土している。全体に厚い重厚な作 りで全長は13.5cmを 測り、長さ7.8cm

の爪に直径5。7clllの柄を差し込む環が付く。環の内径は約4.2cmで柄の太さを反映している。

SB305か ら出土した完形の火打金である。カスガイ形で、打撃部中央は使用によって快れ

ている。上半を台木に打ち込み固定しており、本品にも台木の木質が一部残存している。木

質を検鏡観察した結果、樹脂道の存在が認められず、分野壁孔がヒノキ型を呈すること、仮

道管のらせん肥厚が存在しないことなどから、日本産針葉樹としては、ヒノキ属・ツガ属な

どが挙げられる。打撃部幅は7.3cm、 同厚さ3.51mll、 打ち込み部の厚さ2。4111111を 測る。

幅 9111111、 厚さ 3 11ull前後の鉄板を打ち伸ばし、1.5111111の 弧状に刃部を作 り出しており表側に

は鏑も見られる。また基部は先端を細く、内湾させている。刃部は両側を片刃に加工してい

ることから、ヤリガンナと考えられる。現存長5.2cmを測る。

-262-



第η節 鉄製品

_En

「
〔
Ψ

釣

〔:‖  2945

１０

も  2955        出rt 'V 2956

図560 鉄製品 2

-263-

0                            10cm



第2章 第14次調査

鋏 (2956)

3)建築具

釘

(2957-2984)

A類 )

(2957-2964)

B類 )

(2965-2972)

C類 )

(2973～2984)

カスガイ

(2989、  2990)

釘状品

(2991、 2992)

4)そ の他

棒状鉄製品

(2985-2988)

第 2面東西土間より出土した鋏である。基部と先端を欠損するが、U字状基部を持つ握 り

鋏とわかる。現存長6.4cmを 測る。

鉄釘は第 1～ 8の全ての遺構面で出上しており、もっとも普通的な鉄製品と言える。今回

の調査では遺構出土品だけを計数しても、約700点 に上る。ただし、その用途は千差万別で

あり、ここでは便宜上建築具と分類 してはいるが、建築物以外にも多 くの器物の結合等に使

用されることは言うまでもない。中でも船釘と呼ばれる一群は文字通り、造船に伴う資材と

して知られ、今回の調査においても最も目立つ部類に入る。以下に各分類の詳細を述べる

が、腐食による変形、欠損品が多い。したがって典型的なもの、また遺構出土品のみを取り

上げることに終始しており、分類しがたいものも多い。

頭部が横方向に薄く大きく広がるもの。大型品が多く、全長は最小5.2cm(1,72寸 :完形)

から最大で23.2cm(7.66寸 :欠損)である。また表 3に見るように、身の断面は長方形で、厚

みはバリエーションがある。また大型品には身部を反らせるものがある。これららは船釘の

内「トオリクギ」と呼ばれ、主に和船の底板と外板 (側板)の結合に用いられる。各遺構面から

出上しているが、第 2、 第 3遺構面からの出上が多い。木質の残存するものが多く、観察で

きたものには針葉樹材が使用されていた。

頭部を打ち伸ばさず折り曲げた、「カイオレクギ」と呼ばれるもの。大型品は船釘 (特 に「ヌ

イクギ・オトシクギ」)と して、外板同士をつなぎ合わせるのに用いられたと考えられる。

A類同様、船釘には針葉樹材が付着、残存している。全長は2.5cm(0.83寸 )～9.lcm(3寸 )ま

で様々で、断面形は表 3に見るように正方形に近いものが多いが、大型品は長方形になる傾

向がある。

「頭巻釘」と呼ばれるもの。頭部を平たく打ち伸ばし、手前に巻き込んである。打ち込まれ

た際に頭部がつぶれ、材になじむ構造。小型品が多い。身の断面形は正方形が中心となる。

今回の調査で確認された釘は以上の3分類が可能である。遺構出土のみの状況としては第

2遺構面からの出土が突出して多い。分類毎の出土点数ではC類が337点 と約半数に上る。

A類 (65点 )・ B類 (65点 )は 同数の出上である。それ以外は頭部を欠損するため分類不能であ

った。A類およびB類の大型品については、先述のとおり船釘であると考えられ、港湾都市

遺跡の特徴を如実に表しているといえる。

2989は第 1遺構面から出土した全長13.9cmの カスガイで、長さ2 cm前 後の両脚を斜め下方

に折 り曲げた形状である。断面形は長辺1.3cmの 長方形で、厚さは7.2mmを 測る。2990は第 2

遺構面の町屋床面から出土したもので、全長5.6cmを 測 り、断面形は長辺8.8mmの 長方形で、

厚さは3.21Mllを 測る。

2991は第 2遺構面、2992はSK731か ら出上している。これら2点は、断面方形で先端を尖

らせた釘状の鉄製品を直角に折り曲げたもので、身に環状の部品が付属するものである。用

途として材に打ち込まれて使用したもの、錐などの工具が考えられるが、詳細は不明であ

る。身の大さは2991が一辺7,71Hll、 2992が 5,9mmを 測る。

これらは棒状の鉄製品で、10点前後が出土している。使用目的は定かではないが、断面が

方形のもの(2985、 2987)と 円形のもの(2986)が ある。また2988は 中央部を境に両側が円形と

方形になる。
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第2章 第14次調査

鍵(2993)   クルル釣(じ ょう)と 呼ばれる、蔵の扉などを開錠するための鍵である。第1遺構面から出

上している。図右側が手元で、本来木製の把手が付く。長辺の長さ21.8cIIlを測る。

錠前(2994)  SB303よ り出上した。幅6.5cm、 高さ3.Ocm、 厚さ1,4c血 を測る。片側側面に鍵を挿入する孔

が開口している。

鉄皿(2995)  第 5遺構面から出上した、浅い皿状容器である。破片のみであるが、復元される直径は

12cnで、器高1,2cm、 器壁の厚さ4811ull前 後を測る。

鉄鏃(2996)  焼土層 5か ら出土している。全長10,5clllを 測り、先端から刃部、頸部、茎で構成される。

刃部の平面形は卵型で、長さ2.5cm、 幅1.5cm、 厚さ3.3cILを測る。頸部は断面が隅丸の方形で、

長さ2.8cm、 太さ7.511ullで ある。墓は断面方形で長さ5.lcmを 測る。

石突(2997)  1第 2遺構面の町屋床面から出土している。三角錐形を呈する中空品で、先端はやや平坦に

つぶれている。開口部の直径は46cm、 全高5.4clllを 測る。

吸口(2998)  SX701出 上のキセル吸口である。今回の調査でも多数のキセルが出土しているがヽほとん

どが鋼製であり、鉄製品は1点のみの出上である。長さは4.9cmを測る。

鉄銭      鉄銭は4点出上している。いずれも寛永通費の鉄銭と考えられるが、銭文は明らかでな

(2999～3002)い。直径は2999(SB302出 土)力認。4cn、 3000(第 1遺構面出土)力認.7clll、 3001(第 1遺構面出土)

が2.9cm、 3002(第 2遺構面土間出土)が2.lcmを測る。

不明品     3003は 第2遺構面出土で、長さ2.lcmの 釘状部に幅6211ullの 弧状の部品が付くδ弧状部品は

(3003、 3004)欠損するため、環になる可能性もある。3004は厚さ7 11ull前後の不定形の鉄板で、中心に弧状

を描く稜があり、本来は円形であったものかもしれない。
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第2章 第14次調査

第11節 有機質遺物

1)出土遺物    出上 した有機質遺物 には動物遺存体、大型植物化石、食膳具、服飾具、建築部材 などがあ

る。これらのうち、動物遺存体を除く他は全て第 2面上の焼土層からの出土である。これら

は一様に火災によって炭化 してしまっている。ここでは木材、草本を用いた加工製品のみに

ついて記述し、動物遺存体、大型植物化石については第 5章を参照されたい。

加工製品の内訳は、食膳具は盆 (1点 )、 椀 (4点以上 )、 服飾具は櫛 (4点 )、 下駄 (9点 )、

草牲 (3点 )、 建築部材は畳、九材、角材などが出上している。椀は極小片または漆塗膜のみ

の出土、また建築部材は樹種同定サンプルを採取 したのみであ り、今回は図示できていな

い。また、これらはいずれも炭化 した際に破損、変形をきたしてお り、計測値については本

来の数値を反映していない。

下駄      3005～ 3007は差歯下駄、3008、 3009は連歯下駄である。3005は陰卯下駄で台 。歯共にヒノ

(3005～3009)キ 製である。台は全長21.Ocm、 幅6.3cmを 測る。台の平面形は長楕円形で、下面の前後端に

「のめ り」を施 し、横断面が台形を呈する。台の厚さは2.4cmで 歯を差 し込む溝が彫 り込まれ

る。前緒穴は直径9.OlnHlで、台の中央に穿たれる。後緒穴は後歯の前に穿たれる前穴式で、

直径は8,OInlnを 測る。

3006は露卯下駄で台 。歯共にケヤキを使用している。破損 してお り、台の全長は21.7cm～ 、

幅7.5cmを 測る。台の平面形は長方形で、下面前後の「のめ り」と両側の面取 りが施され、横

断面は低い二等辺三角形を呈する。台の厚さは2.9cmを 測る。歯を差 し込む溝には収める相

穴を 2個ずつ穿っている。これらの相穴は台表面にまで達し、歯の相上面が露出する。前緒

穴は直径6.Olnllで 、台の中央に穿たれる。後緒穴は後歯の後に穿たれる後穴式である。

3007は陰卯下駄で破損 し後半のみ遺存 している。歯のみ樹種データがあり、モクレン属を

使用 している。台の残存長5.8cm、 幅6.7cmを 測る。台は下面前後の「のめ り」、両側の面取 り

が施され、横断面は低い台形を呈する。台の厚さは2.9cm、 歯は台形で、幅8。9cm、 台下面か

らの高さ9.5cm、 厚さ1.4cmで ある。

3008は連歯下駄でヒノキを使用 している。平面形は長方形を呈し全長17.8cm、 幅7.9cm、 厚

さ1.7cmを測る。歯は前歯が厚さ1.9cm、 台下面からの高さ7.Omm、 後歯は厚さ2.2cm、 高さ7.Omm

を測る。前緒穴は直径7.5nlmで 、台の中央に穿たれる。後緒穴は後穴式である。

3009も 連歯下駄で、ヒノキを使用 している。前後を欠損するため平面形は不明であり、全

長15.6cm以上、幅7.4cm、 厚さ1.4cmを 測る。歯は前歯が厚さ2.8cm以上、台下面からの高さ6.5mm、

後歯は厚さ3.4cm、 高さ9.51mを測る。後緒穴は後歯の後に穿たれる後穴式で、直径は10cmを 測る。

草牲 (3010)  残存長は20.9cmで、幅は約10.Ocmを 測る。藁と思われる横編み材で編まれた台の平面形は

楕円形で、縁には無段 2条 R撚 りの、太さ約1.Ocmの 縄が巡っている。この縄は台の表面に

露出しているので、横編み材を編みつけた縦縄ではなく、緒あるいは「かえし」と考えられ

る。ただし緒と台の接合部が残存せず、爪先と踵の区別は定かでない。

盆 (3011)   盆が確認されたのはこの 1点のみで、食膳具が載せ られた状態で出土 した。厚さ約1.lcm、

縦横33.3cm× 33.8cmの ほぼ正方形の底板上に側板が乗る。側板は対面する長側板の内面に狭

りを入れて短側板を組みつける形をとる。また一方の長側板はさらに外側にもう一枚の板材

を設置し、 2重構造となる。側板は底板下面より鉄釘で固定されている。材は底板のみヒノ

キと判明 している。
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第2章 第14次調査

櫛 (3012)

2)遺物の取り上げ

と保存処理

①範囲の設定

②遺物の養生

・梱包

③保存処理

櫛は確認されているだけで 4点出土しているがいずれも小片のため、図示できたのは 1点

のみである。これらは4点全てがイスノキ製の横櫛で、炭化 している。3012は残存幅3.lcm、

高さ3.2cm、 上部が緩やかに弧を描いた峰は厚さ7.5mmを 測る。歯は長さ2.lcmで 、 l cm幅 当り

の密度は16本/cmで ある。遺物が焼けているため、左の数値は原状を反映していない可能性

はあるが、流櫛と見てよいと考えられる。他の 3点 も流櫛と考えられる。

図版159上 。中段は第 2遺構面で出上 した炭化 した植物製品で、火災などにより焼けた畳

表であることがわかる。図版159下段 。図版160上段 も同様の状況をあらわしている。

図版160中 ・下段は第 2焼土層上面において検出されたもので、炭化 したムギ粒の集合を

上壌ごと持ち帰ったものである。周辺からはこれに付随する遺物は出上していないため、ど

のような状況で存在 していたのかは不明である。

上記の遺物はいずれも炭化し、細片に割れているものが殆どであった。これらは単純に取

り上げるだけでは出土時の形状を保つことが困難であったため、保存科学的手法を用いた取

り上げ法をとる必要があった。このように取り上げた代表的遺物として、木製盆の取り上げ

について以下に記す。

取り上げに際しては遺物の破損を防ぐため、遺物そのものに加えて周辺土壌を同時に切り

取る必要がある。そのため遺物周囲数cmと 下部の土壌を残し、周りを掘り下げていく。

取り上げには発泡ウレタンフォームでの梱包を用いた。そのため、遺物と樹脂の接触を防

ぐために紙・アルミホイルで養生を施した。その後、スプレータイプの発泡ウレタンフォー

ム(商品名 :イ ンサルパック)を 吹き付け、梱包した。梱包後、遺物下部の土壌にヘラ状工

具・スコップを差し込み、取り上げた。

埋蔵文化財センターに持ち帰ったこれら遺物は開梱後、遺物下面の土壌を除去、洗浄し

た。遺物は脆弱化しており、強化措置としての樹脂含浸作業の必要がある。そのためエタノ

ールを散布含浸しつつ脱水を行なった。脱水後、アクリル系合成樹脂 (商 品名 :パ ラロイド

B72)の 5%溶液を数回にわたって滴下、含浸させて強化措置とした。破片どうしの接合は、

エポキシ系接着剤 (商品名 :ア ラルダイトラピッド)で行ない、欠損部の補填にはパテタイプ

のエポキシ系合成樹脂 (商品名 :姫子パテ)を使用した。補彩にはアクリル絵の具を用いた。

写真 6 木製盆取 り上げ作業
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第12節 まとめ

本調査が実施された平成10年 の時点において、兵庫津遺跡では13次におよぶ調査が実施さ

れていたが、遺跡の縁辺部であったリガヽ規模であったり、また上面の攪乱が激しかったりし

たために、その実態は不明な点が多く、とくに江戸時代の町屋の遺存状況についてはまった

くの未知数であった。しかし第14次調査においては、28を 入の収納コンテナに約500箱 にお

よぶ多量の遺物と共に8面の遺構面を確認することができ中世から近世へと連綿と続く遺跡

の様相を解明する上で貴重な成果となった。以下、これらを概観することによって本章のま

とめとしたい。

各遺構面について まず、各遺構面について、主な検出遺構と兵庫津の歴史との関連についてみていきたい。

第 1遺構面においては、建物の確定はできなかったものの、埋桶や掘り姫撻と考えられる小

型の炉跡、水琴窟状の排水施設、胞衣壺埋納遺構など町屋に伴う遺構を多数検出した。

また、井戸は盛土直下や旧表土で検出される近世～近代の遺物を含む瓦組の井戸をのぞ

き、確実に遺構として確認できたのは第 1遺構面のSE101の 1基のみであった。

江戸時代中期の享保年間に、北浜地区においては家数に対して井戸が極端に少なかったと

いう記録も残されており、このことを裏付けるものといえよう(1ち

第 2遺構面においては、建ち並ぶ町屋群や埋桶、石組遺構などとともに、これを覆いつく

す焼土層と焼土面が確認された。

この焼土層は、大規模な火災が原因によるものと判断された。この火災は、第 2遺構面の

下限が、出土遺物から18世紀初め頃と考えられるため、これまで断片的に記録に残されてい

た「宝永の大火」②を裏付けるものといえる。この「宝永の大火」とは、宝永 5(1708)年 に発生

したとされる火災で、鍛冶屋町の有力な商家であった北風荘右衛門家が大火によって焼失し

たという記録によるものである。

第 3遺構面においては、第 2遺構面をほぼ踏襲するかたちで町屋群が検出された。ほとん

どの町屋建物には土間部分にカマドが造りつけられていることが半J明 した。

第 4遺構面でも、同様の町屋群が検出され、礎石には五輪塔などの転用もみられた。

第 5遺構面においては第 2～ 4面 まで続いた町屋群は確認できず、バラス敷 きの建物

SB501が検出された。ただ埋桶遺構や炉跡、胞衣壷埋納遺構なども検出されている。

また、調査区の北西部において地震による噴砂痕跡が検出されており、遺構面の時期から

「慶長伏見地震」によるものと考えられるぃる第 5遺構面は焼土面がみられ整地層にも焼土が

多 く含まれることから『言経卿記』ωや須磨寺の『当山歴代』oの記録などが想起される。

なお、第 5遺構面のベース層以下については堆積層が複雑で遺構が判別しにくいことから

混入遺物が含まれているものと考えられる。

第 6遺構面においては、礎石建物、石敷建物など倉庫と考えられる施設を検出した。

従来、兵庫津は15世紀後半の文明・応仁の乱により荒廃したとされてきた。しかし第 6遺

構面の様相をみるかぎり、大型の礎石建物などの遺構が存在し、また瀬戸美濃窯や備前焼な

どの上器をはじめ中国製の陶磁器も多量に出上しており、町の著しい衰退は認められない。

おそらくは、依然として国内の重要な商品流通や兵靖拠点として機能していたと考えられ

る。兵庫津では16世紀前半より、時の権力者達から保護を受け特権を与えられ、土倉も営ん

だ豪商の正直屋が輩出したことが知られており、これはやはりこのような港町の繁栄が背景
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にしていた可能性が高い。

また、天正 8(1580)年には、織田信長軍による花熊城攻めの際に兵庫津が焼 き討ちされた

との記事もあり、第 6遺構面の焼土面や廃棄遺構などの存在 との関連も考えられる。

第 7遺構面においては、建物は確認されておらず、土坑や落ち込み状遺構 とともに土師器

皿の集積遺構が検出されている。

第 8遺構面は、調査区東側の標高ToP,0.00m前 後の砂堆上で確認された遺構面でピットや

土坑が検出された。遺構の残存は悪 く、深さ10～数cmの ものが殆どであった。砂堆は東側に

下っていくことから、南北に伸びる浜堤の縁にあたると考えられる。

主な遺構について 次に検出された特徴的な遺構について検討したい。

胞衣壺埋納遺構 胞衣壷埋納遺構は、第 1・ 第 2・ 第 3・ 第 5遺構面において検出されている遺構で、本報

告では便宜上STの遺構名称で表記した。

直径30cm前後の掘形をもつ遺構で、中に壷が正置されている。兵庫津遺跡内の町屋跡にと

もなって多 く検出されている。

通常、土師器の蛸重が容器として使用されているが、本調査区では、第 1遺構面でも新 し

い時期に属するST101お よびST1071こ ついては美濃窯産の壷が用いられている。

また蛸壷を使用する場合、蓋は確認されない。今回の調査でも先のST101お よびST107が

蓋を伴っていた以外、ST302が アワビの貝殻によって蓋をされていた可能性があるだけであ

る。

他遺跡では、胞衣を埋納 したと考えられる遺構からは容器内や掘形から墨や筆、銭などが

入れられている場合があるが、今回検出された遺構では、すべて内部から遺物は確認されな

かった。

出土状況をみると、遺構はほとんどが建物の土間部分や床部分などに位置し、坦納後きれ

いに埋め戻されている。また複数個が切りあって存在する場合も確認されている。このよう

な出土状況は、火消し壷を転用し墨や筆などの埋納もみられる兵庫県伊丹市の伊丹郷町の

例oな どと類似することから、今回出土した蛸壷を埋納する遺構を胞衣壺埋納遺構と判断し

た。

石組遺構    石組遺構中、第 2遺構面～第 4遺構面において確認された石組201,202、 石組301・ 302、

石組401・ 402・ 403については、方形もしくは長方形に近い平面プランをもち、側面のすべ

て、あるいは2面か 3面に自然石を組んで積上げた遺構である。

いずれも建物に隣接する屋外に位置しており、内法の面積は0.5∬ ～1.3∬ で、深さは約0.4

～1.Omを測る。

同様の遺構は、周辺の兵庫津遺跡内の調査においても、第42次調査(めのSX602や第44次調

査(働のSX401お よび402な どが確認されているほか、関西各地の中世～近世にかけての遺跡

においても類例が報告されている∞ぉ

この遺構の用途については、主に貯蔵庫、水溜め、使槽などがあげられている。

今回検出された遺構についてみると、底面にはとくに加工はみられず、埋土などから滞水

していた痕跡は認められない。さらに、本調査地においては、整地のための砂層が何層も堆

積しているため、石組みの隙間から水分は周りに染み出していくと考えられる。このため、

石組内に水を溜めることは不可能と考えられる。また同様の理由で、敷地を汚染することな
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どから便槽としての機能も考えにくい。

このようなことから、おそらく貯蔵庫などとして使用されたものと思われる。ただ石組

302の ように底面に堆積した砂層に魚骨が多く含まれる例もあり、転用された場合も含めゴ

ミ穴として使用されたこともあったようである。

埋桶遺構    埋桶遺構は、第 1遺構面のSK105。 106。 107、 第 2遺構面のSK212・ 213、 第 3遺構面の

SK329。 330。 331・ 332、 第 4遺構面のSK408、 第 5遺構面のSK501・ 502・ 503が確認されて

おり、また桶は出土していないものの、形状からその可能性がある遺構もさらに数基存在する。

構造は、円形の掘形をもち、底部に桶を据えるもので、桶の内径は42～100cmを測り、い

ずれも建物に隣接する屋外に位置している。

第 2遺構面のSK212お よび213で は、桶の側板部分が底部に堆積する砂層より上で火事に

よる火を受けλ化している状況が観察できることから、通常は開口した遺構であったと考え

られる。

また底部に堆積する砂層には魚骨が多く含まれており、ゴミ穴などとして使用されたもの

と考えられる。ただSK107か らは多量の銭貨や小型和鏡も出上していることから他の用途に

ついても、今後検討する必要がある。

町屋建物について 第 2遺構面～第 4遺構面において確認された町屋建物については、検出された建物で明確

なものについては、ほとんどが、間口が狭く奥行き深い平面プランである。

まず、平面構造をみると、片側にば表から裏まで貫通する土間をもち、反対側に床貼りの

2～ 3部屋の間取りをしている。

土間部分には、付属する施設として、まず第 2遺構面のSK202・ 203や SK204、 SK208の よ

うに埋奏が据えられたり、第 3遺構面の集石301～305の ように、甕の据え跡の可能性のある

土坑を伴った玉砂利敷きの遺構が設けられたりしている。これらは、貯水のための水奏や排

水施設の流し(は しり)な どと考えられる。また第 3遺構面のほとんどの建物と第 4遺構面の

図564 第44次調査 石組遺構
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第2章 .第 14次調査

/‐  ・   異 H

図565 第 2遺構面SB204を 基にした復元図

SB407に おいてはカマドが造り付けられている。

床貼 りの部分では、第 3・ 4遺構面において囲炉裏が切られた建物が確認されている。さ

らに第 2遺構面の炭化物層からはタタミ状の炭化物も出土しており、畳敷きの部屋であった

ことがわかる。

このような構造については、時期は少し下るものの、同じ北浜に属する島上町の江戸時代

後期の居宅絵図llol(写真 8)にみられる建物の平面ブランと比較した場合、片側が土間で反対

側に3部屋の間取りをしていること、さらに土間には竃や走 りが設けられていることなど、

基本的にほとんど同じである。

次に建物の上部構造については、調査ではほとんど不明であるが、第 2遺構面のSB201～

208の周辺に堆積する炭化物層の上層部で径20～数十cmの川原石が散在した状態で検出され

ている。いずれも火を受けており、出土状況から屋根に置かれた「置き石」と考えられ、屋根

は板葺であった可能性が高い。

ただ、第 2遺構面西部のSB214は規模の大きな建物となる可能性があり、付近のSK214や

SK215、 SK216の廃棄土坑からは多量の火を受けた瓦が出上しており、町屋の一部には瓦葺

の建物も並存したようである。さらに廃葉遺構SK215か らは、火事に伴うゴミとして捨てら

れたと思われる、火を受けた痕跡のある中国製や伊万里の大皿や揃いの角皿などが出上して

おり、瓦葺の建物は富裕な商家の存在を窺わせる。

…274-

写真 8 座古屋久太夫居宅絵図



第12節  まとめ

町屋の配置

礎石建物

調査区の北側にある街路

に取 り付 くと考えられる町

屋建物は、密集した形で建

てられている。

両壁の礎石は接する部分

などもみられるものの、そ

れぞれが独立した上屋をも

っている。このことか ら、

今回確認された町屋は発生

時から、いわゆる長屋の形

態はとらずに独立 した建物

として造られていたと考え

ることができる。

また、建物の裏には、埋

桶遺構や石組遺構、土坑な

どがみられ、町屋建物に付

随するゴミ穴や貯蔵庫など

の施設と考えられる。

一方で明確な便所遺構に

ついては確認できなかった。

第 6遺構面の礎石建物

SB601については、遺構の記

述でも触れたが兵庫県教育

委員会による第13次調 allぅ

18区の石組遺構SX81と ほぼ

同様の構造をもっている。

本調査区か ら西に200m

ほどの距離の位置で、標高

はT,P,-0.3m前後で検出さ

れてお り、時期は16世紀前

半と位置づけられている。

今回検出されたSB601か

らは直接時期を決定できる

遺物は出上していないもの

の、遺構面の時期が15世紀

から16世紀であり第13次調

査の石組遺構 と前後 した時

期に存在 していたものと思

われる。

ヽヽ
一

に
訊

構壇爆

第 5遺構面
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図566 建物変遷図



第2章 第14次調査

建物の変遷

またすぐ西には、やはり倉庫施設と考えられる石敷建物も存在しており、蔵を何棟も所有

する有力な商家の存在を窺わせる。

以上のように今回の調査では、第 2～第 6遺構面において建物遺構が確認された。その変

遷をみていくと、第 2～第 4遺構面においては、北側および西側を通る街路に間口の狭い奥

行きも接した町屋建物が取り付くものである。第 4遺構面において確定された間口の規模は

踏襲され、第 2遺構面までの度重なる建答えにおいても変化はみられない。このように間口

の固定化がおこなわれるなかで、奥行きについては、あるていどフレキシブルであり、時代

を経るにしたがって長大化する傾向が認められる。さらに、第 2遺構面では街路に接しない

敷地の奥にも、町屋建物が顕在化し、いわゆる裏店の密集した空間が復元でき、まさに近世

的な町並み景観を現すものである。

いっぽう、それ以前の第 5遺構面においては、倉庫と考えられるSB501は 存在するものの

炉跡や埋桶遺構、胞衣壷埋納遺構なども複数確認されており、削平された町屋建物の存在が

推定される。おそらく町屋建物への変換期とも考えられる。

さらに古い第 6遺構面では、SB601やSB603の倉庫群と礎石建物SB602がやや離れて配置

されるというやや違った空間が現れる。

兵庫津の町割りについては、従来より近世的な町割に比べて、背割り線が見られないこと

や l筆あたりの敷地面積が狭くばらつきがあること、また中世の『兵庫北関入船納帳』にみら

れる地名が残されていることなどから中世の様相が色濃く残されたとの指摘されている|〕。

天正 8(1580)年 以降におこなわれた池田恒興による兵庫城の築城と城下町の形成がどのよう

なかたちでおこなわれたのかなどを含め、今後これらを明らかにしていく上で、今回の調査

成果は一つの手掛かりとなるものと考える。

註
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第 1節 調査区の位置と基本層序

第 3章 第20次調査

第 1節 調査区の位置と基本層序

基本層序

第20次の調査区は兵庫津遺跡の北東部

に位置する七宮神社の南にあり、前記 し

た第14次調査の北方、後述する第21次調

査の南側にある。元禄 9年の兵庫津絵図

の「北宮内町」に相当する。当地に計画さ

れた共同住宅建設に伴い、埋蔵文化財に

影響を及ぼす範囲、約320∬ について発

掘調査を実施 した。

調査地のG.LはT.P2.97mで 、約0.6mの

現代盛土と戦災時の焼土層があ り、T.P

約2.4mで幕末頃の第 1遺構面に達する。

T.P約 2.lmで宝永時の焼土層上面、第 2

遺構面となる。宝永時の焼土層を除去 し

た段階の遺構面が第 3面で、町屋上面で

の標高は約1.5～2.Omで ある。これ以下

は基本的に細砂～粗砂の海砂を基盤とす

る町屋群が継続的に建設されている。よ

って第 3面の遺構面を除去すると第 3面

のベース上である細砂～粗砂層が現れ、

その直下に第 4遺構面が検出される。第

4面以下もこれと同様である。第 4遺構

面の町屋上面での標高は約1.5～ 1.7m、

第 5面 では約 1～ 1.7m、 第 6面 では約

■2～ 1,3m、 第 7面 では約 1～ 1.2m、 第

8面 では約0.7～ 1.2m、 そ して最終の第

9面 では約0.6～ 0,9mと なる。各面で遺

構面の数値が重複するのは、後述するよ

うに個々の町屋のレベルに高低差が存在

するためである。なお、現地では調査期

間の確保が困難な状況であったため、第

1面及び第 6面～第 9面 に関しては 1/

50の平板実測図の作成で満足せざるを得

ず、ここで必要かつ十分な遺構について

の報告をすることができない。また当調

査区に関しては「年報」などで報告してき

たが、建物規模や構造、時期などはこの

報告で修正した部分がある。
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第3章 第20次調査

第 2節 第 1遺構面の遺構 と遺物

胞衣壺

図568 第 1遺構面平面図

0                  10cm o               5cm

図570 丁銀形土製品実測図図569 胞衣壺実測図

調査区南東隅で計10基の胞衣壺と考えられる遺構を検出した。ただし、これらに伴う町屋

の区画などは後世の撹乱などで明確ではない。胞衣壺検出の標高は約2.4mで ある。図569-

1。 2は胞衣壺に転用された土師器蛸壺・丹波焼壷である。

土師器壺・陶磁器のほか調査区東半部で完形の丁銀形土製品が 1点出上しているが、これ

らの胞衣壷に伴うかは明確ではない。丁銀形土製品は土師質のもので、長さ7.8cm、 幅3.3cm、

厚さ8.41Hllである。下面は無紋であるが中央付近に刺突痕が多 く見られる。上面には両端に

「文」字、その間に「賓」字と大黒と恵比寿を配している。上端近くに 1子とを穿つ。元文または

一」に一十一　一十一十一一
I

「
一〓
≡ヨ
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第2節 第1遺構面の遺構と遺物

文政期の丁銀 を模 した もの と考 えられる。

第 1面ベース土  また第 1遺構面のベース土である責色砂質土層か らは土錘、土人形、キセル、銅製匙や銭

貨が出土 している。銭貨 には洪武通費、新寛永通費 などがある。

力 7カ 8 9

露 垂ョ 10基筆3
―  _

＼
＼ _孝 デ デ デ ≠ ガ

夢
13

図571 黄色砂質土層出土遺物

なお、北側道路部分の撹乱穴から丁銀形土製品を

含む近世遺物と共に、瓦塔の破片が出上した。丁銀

形土製品は土師質のもので、下端部を欠 く。現長

7.6cm、 幅3.3cm、 厚 さ9.6mmで 文様は第 1遺構面上面

検出のものと変わらないが、裏面に刺突痕がなく

「文」字が押される。

瓦塔は屋蓋部の破片で、全体の約 1/4程度を残

す。一辺25,4cmの方形 と推定され、中央に径6.7cm程

度の円孔があるもの と考えられる。隅棟が 2本残

り、先端近 くにそれぞれ 2基の鬼瓦が表現される。

瓦棒の表現は九様で、刻み目を入れ丸瓦の接合を表

現 している。瓦棒の間もヘラにより段差を作 り出し平瓦を表している。側面から屋蓋部を見

ると、水平ではなく隅棟に向かって上がる勾配が表現されている。裏面には角垂木が切 り出

されてお り、隅垂木の下面には風鐸を吊るすための子とが斜め方向に開けられている。隅垂木

の先端は三角形に尖ってお り特異な形状を示 している。この破片には下面に組物が付けられ

た痕跡が全 くなく、塔の第 1層 目とは思われない。撹乱内からの出土でもあり、瓦塔の所属

0               5cm

図572 攪乱内出土遺物
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

SK201

SK202

SK211

SK219

嘔

時期は不明であるが、隅棟に残る鬼瓦の形態は室町時代以降の形態と思われる。また色調は

灰黒色で、焼成も燻 し焼された瓦に近いものである。

図573 攪乱内出土瓦塔

後述する宝永大火層の上面で検出した生活面で、竃、土坑などを確認した。焼土層の上面

は第 3遺構面の各町屋の高低差を反映して、SB304の範囲が他より最大約0.6m高 くなってい

る。第 2遺構面の標高は約2.lmで ある。

直径約 lm、 深さ約40cmの不整円形土坑で、施釉土師器皿、新寛永通費が出上している。

長径約 lm、 短径約0.8m、 深さ約40cmの楕円形土坑で、丹波焼火入れなどが出土 してい

る。丹波焼火入れは17世紀前半と思われ、下層からの混入品と考えられる。

東西約 lm、 南北約0.8m、 深さ約10cmの上坑で、12枚の銭貨が銹着状態で、 1枚の絵銭

が単独で出上した。絵銭は所謂「紋切銭」と思われるが、模糊として明確ではない。

直径約1.2m、 深 さ約15cmの 円形土坑で、美濃の黄瀬戸菊皿、銭貨が出上 した。菊皿は18

世紀前半のものと思われる。銭貨は計皿枚出土したが、殆どが銭名不明である。

竃は 2基検出したが、これに伴う町屋の区画などは明確でない。

このほか第 2遺構面上からは、銅製錘なども出土 している。銅製錘は一辺約14.8811111、 重

さ52.8gで「天下一」と「□四郎」の文字が側面に鋳出される。
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第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物
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図574 第 2遺構面平面図
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⑬⑬③∞
|

③③@� 山留30         31

図575 SK201・ 202・ 219出土遺物

o                           10cm

図576 SK201・ 211、 第 1焼土層上面出土遺物

第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

宝永 5(1708)年 の大火によるものと考えられる焼土層で覆われた遺構面で、 9区画の町屋

群 (SB301～ 309)を 検出した。17世紀第 4四半期～18世紀第 1四半期頃に属すものと考えら

れる。SB301、 304、 306、 307、 3091よ 北辺ラインを一致させ、北側の東西方向道路と平行し

て建てられている。SB802・ 303と SB306。 307は各々壁を共有して建っていたものと思われ

る。またSB304～ 309に 囲まれた場所は、SB301、 302間 に殆ど間隙がないことより、東に抜

ける通路または共有地であったと思われる。この場所では井戸や便所などの施設は検出され

なかった。
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第3章 第20次調査

SB301 南北約7.5m、 東西約 4m以上で、調査区

の西辺に南北方向の上間の一部を検出した。

町屋北側に東西方向の道路が走ることより、

戸口はこの土間の北端にあると考えられる。

SB301は 南接 す るSB302に 対 して約20cm低

く、東接するSB304に 対 して約0.6m低い。上

面の標高は約1.5～約1.7mで ある。北辺で幅

約10cmの東西方向の壁の基部 と、礎石上に

8 cm角 の柱材の下端部が炭化 して残ってい

た。東辺に東西方向の丸太材を約40～50cm間

隔で置き、その上に南北方向に篠竹を密に並

べた上に、莫産状の敷物を敷いた施設が炭化

して残存 していた。莫産状のものの上にはホ

ゾ穴のある角材 も残っていた。このえ化材遺

存箇所の北端で石臼が、南端付近で土人形

(仏像 )や丹波焼指鉢などが出土した。竃や囲

炉裏などの施設は検出されなかった。 この

SB301が、南のSB302と 壁を共有するかは不

明確 な点があるが、SB302の 北辺石列の北、

0

図577 第 3遺構面平面図
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遺物

SB302

約20cm離 れた所で、幅約20cmの東

西方向の白色粘上が約0.6m残 っ

てお り、これをSB301の 南壁 とす

れば、SB302と の間には僅かな隙

間があったことになる。

SB301か らは土師器皿・胞烙、

瓦質火鉢、丹波焼悟鉢、伊万里

碗・小郭・扇形小皿・蓋・青磁釉

皿・同香炉やキセル、砥石などが

出土した。丹波焼橋鉢は17世紀末

頃と思われる。銭貨では、元豊通

費、古寛永通費、寛永通費文銭や

新寛永通費が見られる。土人形で

は仏像以外に相撲 (人物と猿 ?)を

表したものがある。また埋木製と

見 られる数珠玉や、高島石製の硯

も床面上で出土した。なお、この

SB301を 覆う焼土層からガラス製

容器の破片も出土している。

南北約4m、 東西約3.5m以 上

で、北辺と東辺で礎石列を検出し

た。東辺の石列は中央付近で内側

に折れ曲がり、南半はやや西側に

低 くなる傾斜面をなす 2列の石組

となる。

上面の標高は約1.6mで ある。

町屋の西半部中央やや南で炉壇を

検出しており、SB302は 茶室遺構

と考えられる。これから考えれ

ば、東辺南半の 2列の石組は建物

の礎石ではなく、茶室に伴う庭な

どに関するものとも思われる。こ

れの直下で検出されたSB402で

は、町屋北辺に東西方向の土間が

第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

一 丹波スリ鉢

図579 SB301炭 化物出土状況図

あ り、SB302も これを踏襲したとすれば、戸回は西にあ り、茶室は町屋の最奥部に建てられ

たと思われる。

炉壇は一辺約45cm、 残高約17cmで、内部に灰白色の灰が詰まっていた。炉壁の厚 さは約 5

～10cmを 測 り、町屋の壁と同じく内部に竹を組んで作 られているものと思われる。

竃や囲炉裏などの施設は検出されなかった。
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第3章 第20次調査

この町屋からは桟瓦が出土している。他の町屋が石置きの板葺き屋根と見られる事から、

SB302は 特異な町屋と思われる。

ヤ 35

~36

ヤ 37

~38

9

牛

昭 頼

導(∩
学 5

図582 SB302・ 303炭化物出土状況図図581 SB302・ 303`平面図
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遺物

SB303

SB302か らは土師器

皿、志野菊皿や土製円

盤 な どが出上 してい

る。また新寛永通費が

1点出上している。

SB302の 南に接 して

検 出 された南北1.Om

以上、東西2.5m以 上

の町屋で、その一部が

調査範囲に含 まれる。

SB302と 壁を共有 して

いたと考えられる。ま

た床面の高低差も両者

間で殆 どない。

上面の標高は約1.6m

である。南辺で、南北

方向の丸太材の上に東

西方向の篠竹を敷き並

べた施設が炭化 して残

存 していた。SB302が

独立 した町屋なのか、

あるいはこのSB303と

一体の町屋 なのかは、

茶室遺構を考える際に

重要な点となるが、現

時点では何れとも断定

ができない。

SB303か らの遺物は

少なく、伊万里赤絵油

壺、古寛永通費、寛永

通費文銭などが検出さ

一

200m

第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

ウ 50

図584 SB302H上上遺物

1 灰白7/0～ 6/0シ ルト

2 にぶい黄橙10YR
6/4

3 灰白10YR7/1シルト

4 黄灰25Y4/1細砂

5 灰白25Y8/2
6 暗灰黄25Y4/2中 砂

7 黒褐25Y3/1～ 3/2

ンルト

8 黒褐10YR3/2粗砂

図583 SB302炉 壇平面・断面図
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遺物 彎

図585 SB3041平 面図

れたのみである。

SB304      南北約7.8m、 東西約5.5mで、床面に数個の礎石 と見 られる石が残る。北辺に東西方向の

幅約10cmの 壁の基部が検出された。南半東部には内側に倒れた状態で壁の一部が出上 し、竹

の木舞も見られた。南半中央よりやや東よりに南北方向の上間の一部が残る。これより町屋

の東半が土間部、西半が床部と推定されるが、東半部に篠竹を南北方向に敷き並べた施設が

炭化 して残ってお り、SB301か ら考えれば東半部が床部と見ることもできる。陶磁器類など

も東半部から大半が出上してお り、この点から見ても東半が床部であった可能性がある。東

部南端には胴最大径約40cmの丹波焼甕が据えられていた。

⑨

◎

０

◎

躍 甕 賂
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図586 SB304炭化物出土状況図

また中央部や東辺には礎石 を抜 きとった跡 と思われる土坑が検出され(SK303。 304・

308)、 焼土と共に土師器、陶磁器の破片や土人形 (仏陀)な どが出上した。おそらく大火後に

礎石を取ったものと推定される。町屋の戸回は北の道路に面 して設けられていたと考えられ

る。篭や囲炉裏などの施設は検出されなかった。この町屋はSB301に 比 して約0,6m、 SB306

に比して約20cm高 く、台状になっている。上面の標高は約1.8～ 2.Omで ある。

SB304は 約40～50cm下で確認したSB503で も他の町屋よリー段高いという特徴を持ってい

る。またそれ以下の第 8面SB802で もほぼ同規模の町屋が検出されている。第9面では町屋

の範囲を明確に把握できなかったが、竃及び西に分布する礎石や遺物の広がりから、この面

でも同様の規模の町屋を復元することもできる。他の町屋に規模の変化や消長が見られるに

対し、このSB804は、後述するように第9遺構面は16世紀末を中心とする時期と考えられ、

その時期から少なくとも18世紀初頭まで約120年 に亘り営まれた町屋ということができよう。

0
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第4節 第3遺構面の遺構と遺物

この町屋のベース土の下底近 くで、20枚弱の上師器皿 (図 587-56～ 61)が集中して置かれた

所があり、地鎮遺構 と考えられる。

遺物       SB304か らは土師器皿 。灯明皿、丹波焼奏、唐津焼鉢、陶器壷、瓦質火鉢や銅製警などが

出土 している。丹波焼奏は胴部以下ではあるが、長谷川分類のⅣA2a類 と思われ17世紀後

半～18世紀前半に編年されるものである。銭貨では古寛永通費 と永楽通費の模鋳銭が検出さ

れている。

~52

守 53

~54

55

~56

く
(三二Ξ三三]EE三三三Eンタ57

~58

ヤ 59

図588 SB305平 面図

~60

~61

図587 SB304出 土遺物

~66

~67

~68
10cm
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SB305

09さ

図590 SB305炭 化物出土状況図
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南北約 3m以上、東西約5.5m

で、西辺 は溝、東辺 は幅20～

30cmの壁の基部と見られる土質

変化部で限られる。北辺につい

ては明確ではないが、土間が途

切れる所 とした。炭化 した屋根

材 と屋根の上に載せていたと考

えられる川原石を検出した。戸

口は北側あるいは町屋の南に東

西方向の道路を想定すれば南に

あった可能性 もある。今回の調

査では断定ができない。東半部

が土間となってお り、 6個の礎

石が残存 していた。上間と床部

との境界に壁の基部が見 られ、

土間と床部の間には一部仕切 り

があったものと思われる。この

町屋 はSB302・ 303に 比 して最

大約20cm高 くなっている。上面

の標高は約1.8mで ある。
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第 4節  第 3遺構面の遺構 と遺物
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遺物

彰 69

くミ冠E三三三]ΞΞΞ:ララク70

~71

SB305か らは土師

器皿の他、土錘、土

人形、桶、針金や植

物繊維の紐状品など

が出土した。銭貨で

は新寛永通賓が出土

した。また土間北辺

において土間を除去

した時点で、正立し

た状態の土師器蛸壷

が 2個 出 土 し た。

SB305に 伴 う胞衣壺

と考えられる。

南北約 9m、 東西

約 3～3.5mで 東 側

約 1/3が土 間 と考

えられる。戸口は北

側にあったものと思

図593 SB306出 土遺物
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第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

図596 SB308出 土遺孝勿

∂

図595 SB308平 面図

璽

鶴中一
三三 三

=ミ ミ 三

0                                         2

図597 SB308炭 化物出土状況図

われる。

炭化 した屋根材と屋根の上に載せていたと考えられる川原石や、莫産状のものなどが炭化

して残っていた。壁の基部は西辺・東辺に一部残存 してお り、その幅は約10cIIlである。西辺

では壁基部と共に礎石を抜 き取ったと思われる土坑 (SK319,320)が1.5m間 隔で南北に並ん

でいた。土坑内には焼土が含まれ、SB304と 同様に大火後に礎石を取 り去った ものと考えら

れる。土間の上面には壁の一部が内側に倒れた状態で検出され、竹の木舞も見 られた。この

町屋には南端にも幅約 lm、 長さ約1.5mの東西方向の土間状遺構があるが、性格は不明で

ある。周辺から陶磁器、銭貨などが出土 し、町屋内部の施設と見 られる。SB306は 西接する

SB304よ り最大約20cm低 くなってお り、西壁はSB304と 共有はしていなかった ものと見 られ

る。上面の標高は約1.8mである。竃や囲炉裏などの施設に関しては検出されなかった。

また、床面掘 り下げ中に直径約25clll、 深さ約 5 cmの小ピット(SK321)を検出 し、内部から

計25枚の銭貨が出土した。地鎮遺構の可能性がある。

なお、このSB306と 東側のSB307と は第 5遺構面段階では 1軒の町屋であ り、第 3遺構面

の時期に東西 2軒に分割された事が判明した。
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第3章 第20次調査

遺物

SB307

遺物

SB308

遺物

SB309

土師器皿、丹波焼火入れ・橋鉢、唐津焼皿、須佐唐津指

鉢、伊万里小郭、砥石や櫛などが出上している。丹波焼橋

鉢は17世紀後葉～18世紀中頃とされるものである。土人形

では仏像、船が出土 している。銭貨では古寛永通費、寛永

通費文銭、新寛永通賓や雁首銭が出上 している。SK321か

ら出土した銭貨は嘉祐元賓、叶手の元祐通賓の他は古寛永

通費、寛永通費文銭と 1枚の新寛永通費である。

東西約 3m、 南北長は南端の撹乱穴で不明だが、SB306

とほぼ同規模 と思われる。SB306と は壁を共有していたも

のと見られる。また上面のレベルも両者ほぼ同一で、標高

約1.8mで ある。西半部が土間と思われるが、残存状態が

悪 く断定できない。戸口は北側にあったものと思われる。

災化材 も少なく、丸太材や莫産状のもの、櫛などが残るの

みである。西壁際から土人形 (女神像)が検出された。竃、

囲炉裏などの施設に関しては検出されなかった。

SB307か らは土師器皿 。十能、伊万里碗・瓶、皿、土錘、

土製円盤などが出土した。伊万里碗は口縁部外面に雨降り

文を描 く。皿は蛇の目釉剥ぎである。17世紀末頃のものと

見られる。銭貨は古寛永通費 と寛永通費文銭が出土した。

南北約 2m以上、東西約5.5m以上で上面の標高は約

■8mである。東半部が土間と思われる。町屋の北辺には

礎石 と東西方向の壁の基部が残 り、その断面に木舞が見 ら

れる。屋根や床材 と思われる炭化材が残るが量は少ない。

SB308の 戸口に関しては北側、南側何れにあったかは明確

にできない。ただこの町屋の直下で検出したSB405に 関し

ては、308の位置を踏襲して建てられているが、北辺はすべて壁の基部が残っており、これ

から考えればSB308の 戸口は南側にあった可能性がある。篭や囲炉裏などの施設は検出され

なかった。

SB308の 床部や土間から陶磁器、土師器皿 。蛸壺、草履、砥石や土錘が出土した。

南北約9.5m、 東西約 2m以上で、北の東西方向に並ぶ礎石から北側床面に硬化が見られ

この範囲が土間と考えられる。これを他の町屋と同様に通り上間とすれば、戸口は東側にあ

り、その前に南北方向の道路があったことになる。また北側の道に面して戸口設けられたと

すれば、町屋北側に土間が作られたことになる。

この町屋は西接するSB3071こ 比して約20cm低い。上面の標高は約1.6mで ある。壁も西辺に

この町屋の礎石があり、SB307と 共有はしていなかったと考えられる。南辺には幅約10cmの

壁の基部が残る。竃や囲炉裏などの施設は検出されなかった。

SB309か らは、土師器皿、磁器香炉、銭貨15枚、土製円盤 1枚、石製円盤 3枚、キセルな

どが土人形 (鳥帽子猿)と 共に検出された。銭貨は古寛永通費、寛永通費文銭と新寛永通費で

ある。

o              2m

図598 SB30坪 面 図

遺物

-292-



第 4節  第 3遺構面の遺構と遺物

道路状遺構

103

104

0                   5cm

図599 第 3遺構面出土遺物

調査地区の北辺は厚さ約 1～ 2 cmの 土を幾層にも積み上げて造成した道路である。南北最

大幅3.5m、 東西検出長約15mである。

道路上面の標高は約1.6mで SB301に関しては北辺の壁基部検出レベルとは一致するが、床

面はこれより約10cm低 くなる。SB304で は上面レベルより最大約40cm道路面の方が低 くなる。

SB306で も床の高さが道路に比較 して約10数 cm高 くなっている。SB309では土間面 と道路面

の高さはほぼ同一であるが、この町屋の戸口が北に設けられたとは断定できず、道路と出入

り回の関係は不明である。特に道路面から低い町屋に関しては、雨水処理の施設が必要とな

ろうが、町屋と道路間にこの面では明確な構造物を検出できなかった。

この道は元禄 9年の「元禄兵庫津絵図」|こ ある七宮神社参道から東に派生する東西方向の小

道に相当するものと考えられる。なおこの道は戦前まで盛土を重ねつつ使用されていたもの

である。
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第3章 第20次調査

第 3～ 4面遺物  第 3遺構面ベース土からも多量の土師器、陶磁器、小柄、銭貨、鉄淳などが検出された。

銭貨では開□通□、熙寧元賓、叶手の元祐通費、古寛永通費、寛永通費文後、新寛永通費や

新寛永通費背「元」などが出上している。このうち背「元」の寛永通費は寛保元(1741)年 初鋳と

いわれており、遺構面の年代観とは醜船をきたし混入の可能性が考えられる。
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図600 SB301～ 309出 土銭貨

109

120

0              5cm

145
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第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物
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図602 第 3～ 4遺構面出土銭貨
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第3章 第20次調査

第 5節 第 4遺構面の遺構と遺物

図603 第 4遺構面平面図

0                 10Cm

図605 SB401出 土遺物
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第 5節 第4遺構面の遺構と遺物

SB301・ 302・ 303。 305お よび308の生活面の直下で

新 たな生活 面 を検 出 した(SB401～ 405)。 17世 紀 第

4四半期を中心 とする時期と考えられる。なおこの時

期にSB304。 306。 309の下層に町屋が存在 したであろ

うことは容易に想像されるが、明確に把握することが

できなかった。

SB401      SB301の直下で検出した町屋で南北約 6m、 東西約

4m以上である。北・南 。東辺に礎石を据え置く。南

半床面に硬化部分があり東西方向の上間と思われる。

上面の標高は約1.5mである。南にあるSB402と の間に

は幅約1.5mの 通路がある。東西方向に土間が検出さ

れたことからすれば、戸口は西にあったものと推定さ

れる。

また土間の南東部で土間構成上中に土師器蛸壷 (図

605-212)が正立状態で検出された。胞衣壷の可能性が

遺物

SB402

遺物

SB403

遺物

SB404

SB405

図606  SB402・ 40解面図

考えられるが、断定できない。篭や囲炉裏などの施設は検出されなかった。

床面から土師器灯明皿・蛸壷、キセル雁首、銭貨やヘラ状骨製品などが出土した。銭貨は

古寛永通費と寛永通費文銭である。また南辺石列付近から輔羽口が出土している。

SB302直下で検出した町屋である。これと同規模であるが、東辺石列 (礎石を含む)は直線

となっている。北半部に土間面がある。戸口は西側に設けられていたものと推定される。上

面のレベルは南に接するSB403と ほぼ同じで約1.6mで ある。竃や囲炉裏などの施設は検出さ

れなかった。

古寛永通費が 5枚、その他に鉄器が出上した。

SB303直下で検出した町屋である。北辺の石列は 2基の礎石を含んでいる。北辺の壁は

SB402南辺部と共有しているものと見られる。

古寛永通費が 1枚出上している。また壁土中で鉄製刀子とガラス製の数珠玉が 1点出土し

た。

SB305直下で検出した南北方向の石列から復元した町屋である。上記例から考えて、この

石列から西に町屋が存在したものと想定される。南北4.3m以 上、東西6.5mで ある。石列上

面での標高は約1.5～ 1.6mでSB402・ 403と ほぼ同じ高さの床面であったと考えられる。

SB308直下で検出した町屋である。北東部にL字状に曲がる壁土と、その内側に焼土を確

認した。北辺の西半部には壁が残存しておらず、段 となっていた。また西端は明確ではな

く、よって束西規模は不明である。北・東辺の直下から礎石が検出されている。上面の標高

は約1.6mで ある。

SB405か らは土師器胞烙、肥前系京焼風陶器婉 (有印)、 唐津焼捕鉢や伊万里赤絵碗などが

出上している。陶器塊は「清水」E「 を高台内に押す。唐津焼橋鉢は17世紀後半のものと考えら

れる。

このほか、第 3遺構面のSB804・ 306。 307・ 309の 直下か らは明確 な生活面 は検出されな

かったが、SB807～309のベース土除去中に南北方向の浅い溝 (SD401)と 、その東側 に土 間

遺物
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と思われるやや硬化した面を検出した。ただこれに伴う建物の範囲などに関しては、明確に

把握することができなかった。土間上面の標高は約1.6mで ある。

5∞
0

図607 SB405出 土遺物

SD401      SD401は 第3遺構面のSB307のベース上を除去する過程で検出したもので、これに沿うよ

うに東側に土間を検出した。町屋の範囲に関しては明確に把握できなかった。またSD401か

らは土師器片、丹波焼悟鉢、伊万里皿や骨などが出土した。丹波焼橋鉢は17世紀後葉～18世

紀中頃とされるものである。

第3章  第20次調査

SK422

図608 SD401出 土遺物

SK422は直径 1.3m、 深 さ0.5mの 円形土坑である。土師器蛸壷・胞烙、

土人形 (仏像)やキセルなどが出土 した。

唐津焼刷毛 目皿、

図609 SK422出土遺物

SK423      SK423は SB402の ベース上を除去する過程で検出した土坑である。直径1.5m、 深さ45cm

で土師器灯明皿、瀬戸美濃天目婉、唐津焼皿、伊万里鉢、瓦片、古寛永通費やキセルなどが

出上 した。天目塊は17世紀中頃と考えられる。伊万里鉢は口径18.2cmで、外面に鳳風・龍文

を見込に簡略化された荒磯文を描 く。17世紀後半のものである。

V
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第 5節 第 4遺構面の遺構と遺物

ψ 222

図610 SK423出 土遺物 図61l SK424出 土遺物

SK424も 423同様に第 4遺構面のベース上を除去する過程で検出した上坑である。直径0.8m、

深さ24cmの 円形土坑である。唐津焼悟鉢、丹波焼括鉢、美濃灰釉丸皿や伊万里碗などが出土

した。九皿は第 2段階第 5小期で17世紀末ごろと思われる。伊万里碗は外面にコンニャク印

で紅葉文を描 くものである。

SB401北側に東西方向に延びる石列があり、道路に南辺を画するものと考えられる。東半

については、撹乱穴のため不明である。石列上面の標高は約1.5mで SB401の床面とほぼ同一

レベルである。

また、SB401と 402の 間の通路状遺構の盛土層から「慶□□費」が 1枚出上 してお り、残存

の字体などから判断して「慶長通費」と見られる。

0              10cm o                  10cm

SK424

道路遺構

227 ①
~①

228

⑬O鬱嬢③

③③の鬱③
⑬③③③◇

③O③③0

図612 SB401～ 403出土遺物
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第3章 第20次調査

第 4～ 5面遺物 第 4遺構のベース土からも土師器、陶磁器、瓦類、土錘、土人形 (西行・仏像など)、 輔羽

口、銭貨、砥石、硯、骨やキセルなど多 くの遺物が出土 している。輔羽回は貫通孔の形状で

2種に分かれ先端から根元に向かって開かないもの (図 613-239)と 、根元に向かって徐々に

広がるもの (同 図 240)がある。銭貨には古寛永通費、寛永通賓文銭などがある。

①

命鰻⑬鰻鬱〇¨噂鰻
鞠◇簸鰻靱0◇∞鱒

243        244        245         246        247        248         249        250        251

鰻③Oか惟欝
⑧蛾¢喩∞∽

254        255         256         257

図613 SK423、 第 4～ 5遺構面出土遺物
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第 6節 第 5遺構面の遺構と遺物

第 6節 第 5遺構面の遺構と遺物

|

~_―
l~可

~―
― _≦⊇

~｀

|==多
=r=_〔罷豪;5互

SK506

第 3・ 4遺構面のベース上を除去 した後に

検出した町屋群である。SB501～506の建物

を検出した。寛永通賓文銭 (1668年 初鋳)出現

以降で、17世紀第 3四半期～第 4四半期頃と

考えられる。またSB405があった場所はこの

段階で町屋が検出されず、畑様の凹凸面 と

なっていた。この範囲に関しては第 7面以降

も町屋は存在せず、第 4面段階で初めて町屋

が建設されたものと判断される。

南北約 9m、 東西約 3m以上で東辺に礎石

抜 き取 り跡 と考えられる土坑が計 7基ある。

北から2番 目の土坑から丹波焼の悟鉢が出土

した。西辺中央付近に粘土質土が広がる部分

図615 SB501・ 502平面図

が認められたが、土間であるとの確証は得られなかった。北辺の一部に壁の基部が残ってい

た。竃・囲炉裏などの施設は検出されなかった。戸口は北端部にあるものと推定されるが、

床面は北側の道路部とは約20cm低 くなっており、おそらく西半部に床部より高くなった土間

があったものと考えられる。東接するSB503と の間は、幅約 lmで床面より約30cm高 くなる

細い通路状の部分がある。この通路状部と西側のSB503と の間にはさらに約15cmの 段差があ

る。SB501の 上面の標高は約1.lmである。

SK507

SB501

SB501

Gbざ溢508~~上
__

SK50圃

;

図614 第 5遺構面平面図
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第3章 第20次調査

遺物

SB502

SB503

〈足三三Ξ三三三]ΞΞEE三三二″259

図616 SB501出 土遺物

SB501か らは土師器皿・蛸壺、丹波焼橋鉢、唐津焼婉、伊万里皿、銭貨、キセルなどが出

上 した。丹波焼橋鉢は17世紀後半～18世紀前半のものである。銭貨では天聖元費、熙寧元

費、古寛永通費、寛永通費文銭が出土 している。

南北約1.5m以 上、

東西約2.5m以 上 で

低い段によって囲ま

れた部分を 1つの町

屋 と考えた。東西方

向の段状部の北側も

町屋内の可能性があ

るが明確ではない。

上面の標高は約1.2m

である。周囲とは約

10cm低 くなってい

る。遺物は殆ど出土

しなかった。

南北約 7m、 東西

約 6mで第 3遺構面

のSB304の位置及び

規模 をほぼ踏襲す

る。東半が土間とな

り、土間の東辺中央

か ら南に東西1.lm、

南北2.8m以 上 の竃

が設置される。

0               2m
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第6節 第5遺構面の遺構と遺物
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酌 SB503出土遺物

0              2m

図619 SB505・ 506平面 図
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第 3章 第20次調査

遺物

SB504

SB505

遺物

SB506

宅遺構

床部の中央やや東よりに一辺約0.5mの 囲炉裏がある。西辺の一部に礎石が北辺の一部に

壁の基部が残る。戸口は南北方向の土間の北端にあるものと思われる。この町屋 も第 3遺構

面のSB304同 様、周囲の建物群から一段高 くなっている。SB503の 上面の標高は約1,7mで、

SB501の上面との最大の比高差は約0.6mである。また東接するSB505と の最大比高差は約0.5m

である。

SB503か らは土師器皿 。灯明皿・危烙、丹波焼悟鉢、肥前陶器婉、陶器壷、伊万里皿・蓋、

銭貨、キセル、軒丸瓦、骨製円盤などが出土した。丹波焼悟鉢は17世紀後半頃のものと思わ

れる。銭貨は古寛永通費 と新寛永通費が検出されている。

SB503の 南側に南北約2.Om、 東西約3.3m、 高さ約10cmの東西方向の土間状遺構があるこ

とから、この周囲に建物の存在を想定したが、竃などの施設が検出されず、かつこれを区画

する施設も何もなく、現時点ではその性格を明確にできない。上面の標高は約1.4mである。

第 3遺構面のSB306・ 307の地区に相当する町屋で、この時期には 1棟であったことが判

明した。東西約 6mである。南北方向は南端の撹乱で確定できないが、東半土間の土層の分

布範囲から約 9mはあったものと思われる。東半に電、西半に囲炉裏があることは、SB503

と共通する。またその位置もこれと一致している。竃は東西約1.Om、 南北約2.4m以上であ

る。四炉裏は一辺約0,7mで ある。町屋の東辺には礎石と壁の基部が残っていた。戸回は土

間の北端にあったものと考えられる。上面の標高は約1,2～ 1.5mである。

西半の床面上から多くの陶磁器、土師器、土製品と共に、53枚の銭貨が出土した。銭貨の

中には直径2.6cmの 絵銭 (橋合戦)と 、直径3.9cmの 大型打印銭 (絵銭と推定される)が含まれる。

また、東壁土中から古寛永通費 1枚と鉄製刀子片が出上し、第 4遺構面SB403で想定したと

同様、建築儀礼の可能性も考慮される。

SB505か らは土師器皿・灯明皿・地烙・鉢 。十能、肥前陶器婉、唐津焼瓶・皿、瀬戸橋鉢、

瀬戸美濃髪壼・皿、美濃油差し、伊万里碗・皿 。小郭 。仏飯具、土錘、土人形、砥石、石製

円盤、瓦片、貝殻、輪羽日、サヌカイト片、キセル、小柄、飾り金具や銭貨などが出土して

いる。図620-285は 瀬戸橋鉢で第 2段階第 5～ 6小期と思われる。土人形には弁財天、観音

と親子亀がある。銭貨では治平元賓、洪武通費、古寛永通費、寛永通費文銭のほか、絵銭

(橋合戦、大型打印銭)がある。洪武通費は背「治」の加治木銭である。小柄は先端が欠損して

おり、現長18.6cm、 柄部の長さは9,lcmで ある。柄部に文様は見られない。キセル吸回は断面

八角形を呈するものである。

SB505の 東側で検出された町屋で、第 3面のSB309と 同位置にあるが南北の長さが短く

なっている。南北約6.4m、 東西2.Om以 上である。篭、囲炉裏は検出されなかった。上面の

標高は約 lmである。SB506か らは殆ど遺物は出上しなかった。

SB505の 南東に竃の残存部分と考えられる石組が存在するが、周囲に建物の痕跡もなく、

その性格は不明と言わざるを得ない。東西1.2mで あるが南北の規模は撹乱により不明であ

る。石組上面の標高は約1.3mである。
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第 6節 第 5遺構面の遺構と遺物

ψ 2発 ウ 2μ ψ 75~l~2お ~2″

―田

図620 SB505出 土遺物

SB505の南には大小の土坑があり、若子の遺物が出土している。

長径1.3m、 短径0.8m、 深さ43cmの 不整楕円形の上坑である。土師器Jkt烙、唐津焼皿、伊

万里皿などが出土した。土師器抱烙の外面には平行タタキが残る。

南北1.lm以 上、東西0.8m以 上、深さ約40cm不整長方形の上坑である。上師器皿・抱烙 な

どが出土 した。

直径1.5m、 深さ0.6mの 円形の土坑である。上師器皿、唐津焼香炉、寛永通費などが出土

した。

SK501～ 509

SK501

SK502

SK503

(=■ミ＼了
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第3章  第20次調査

~303

尾≦璽璽≡≡Z′ 302

0             10cm

諄 04

図622 SK502出 土遺物 図623 SK503出 土遺物

0             1m

図624 SK504`平 面 。

1 黄灰 25Y5/1細砂～中砂

2 黒 10YR2/1粘土

3 黒25Y2/1粘土

4 にぶい黄褐 10YR5お粗砂

5 黄灰 25Y5/1細砂～中秒

6 4に 同じ

7 5に 同じ

8 4に 同じ

9 5に 同じ

10 4に 同じ

11 3に 同じ

12 4に 同じ

13 5に 同じ

14 4に 同じ

15 5に 同じ

16 4に 同じ

17 5に 同じ

18 4に同じ

19 5に 同じ

20 4に 同じ

土層断面図

ヤ 306

o             10cm

図625 SK504出 土遺物

0            1m

図626 SK505こ平面

暗赤褐5YR3/6粘性シルト

にぶい黄橙 10YR7/2極 粗砂

暗灰黄25Y4/2粗砂

黒褐猛5YR3/1粘性細砂

暗灰黄25YR52粗砂

赤褐5YR4/8粗砂

暗灰黄25Y4/2細砂

暗オリープ褐25Y3/3粘性細砂

黄褐26Y5/4細砂

責褐25Y5/3粗砂

暗灰黄25Y5/2粗砂

灰オリープ5Y4氾粗砂

オリープ黒5Y3/1中砂

SK504

SK505

・土層断面図

南北0,7m以上、東西0.6m、 深さ0.5mの長方形の土坑である。底部から丸太材 と板材が出

土した。土師器皿などが出上 した。

長径2.2m、 短径1.4m、 深 さ0,76mの楕円形の上坑である。土師器皿・胞烙・蛸壷・十能、

丹波焼火入れ、唐津焼揺鉢・刷毛目婉、肥前陶器婉、伊万里小邦、焼塩壷片、瓦片、鉄津、

輔羽口、キセルなどが出土 した。

直径1.lm、 深さ0.6mの円形の埋桶土坑で、桶の直径は0,7mである。陶器 (備前焼 ?)皿・

灯明受皿、土師器抱烙・十能、唐津焼皿、伊万里碗などが出上した。

SK506

-306-



Y~~3年

第6節 第 5遺構面の遺構と遺物

0              10cm

石

｀
ヽ
三::[:;'I16  芭

図627 SK505出 土遺物

く〔≡≡垂垂正三三::::'万

ラ
を18

0             1m

図623 SK506平 面・土層断面図

1 オリープ黒5Y3/2粗 砂

混じり極粗砂

2 暗黄褐25Y7/6細礫混

じり中砂

3 灰オリープ5Y4/24砂
混じり極粗砂

4 黄褐25Y5/6M砂
5 オリープ褐25Y4/蠅

砂混じり極細砂

6 暗オリープ褐25Y3/3
極粗砂混じり組砂

図630 SK508出 土遺物

図629 SK506出 土遺物

(C, 0` 0             10cm
6

0             1ocm

図631 SK509出 土遺物
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第3章 第20次調査

SK507

図632 SK507出 土遺物

長径1.6m、 短径1.3m、 深さ0。7mの楕円形の上坑である。上師器胞烙、丹波焼奏、陶器瓶、

唐津焼皿、伊万里碗、土錘、瓦片などが出上した。SB504と した土問状遺構を除去 した段階

で検出したものである。

直径35cm、 深さ1lcmの 円形の土坑である。土師器鉢・抱烙、丹波焼火入れ、肥前系京焼風

陶器香炉、伊万里碗、古寛永通費などが出土した。

SK508
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SK509

道路状遺構

第 5～ 6面遺物

第6節 第5遺構面の遺構と遺物

直径0.55m、 深 さ14cmの 円形の土坑である。伊万里碗 などが出土 した。

SB501・ 503・ 505の北側に東西方向の幅約0.8m、 深さ約30cm、 残存長約 7mの溝状遺構が

あり、道路南辺を区切る施設と考えられる。上面の標高は約1.3～ 1,4mで ある。

第 5遺構面のベース土からは土師器、陶磁器、砥石、瓦片、鉄滓、キセル、日貫、土製

品、銭貨などが出土した。

一

一
　

　

一
　

　

　

　

３３２

」に，ヽ
庁網Ч川判周‐‐‐́サ日日日ｒ‐Ⅵ日川ЩＨｆ‐出日咋

|

0             1ocm

σ 瑶
＼即       'ヽ   ン

○

図633 SB503・ 505、 SK505出土遺物
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３４７

ｒ
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鯵鯵⑬鬱簸

幹嬢録鐵簸
３６２

　

６３４図

363        364        365

SB501・ 503・ 505、 SK503・ 508、 第 5遺構面出土遺物

⑬
③
３７４0                           10Cm

図635 第 5～ 6遺構面出土遺物
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第 6節 第 5遺構面の遺構と遺物
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図636 SB505出 土銭貨
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第3章 第20次調査

第 7節 第 6遺構面の遺構 と遺物

図637 第 6遺構面平面図

図638 SB602出 土遺物①

0             10cm

~肉

435

π照二土堕
ご場聾撃攀塾熱競祐9    

くミミ〔こ≡三≡三三≡≡≡!曽
0                            10cm         442
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第7節 第6遺構面の遺構と遺物

SB503。 505の直下で検出した町屋で、建物の様相 もほとんど変化 していないものと考え

られる。SB602か らは寛永通費文銭が検出されてお り、17世紀第 3四半期を中心 とする時期

に属する。

SB503の直下で検出した。南北約7.5m、 東西約6.5mで ある。東半に西方に突出部を持つ

土間がある。竃・囲炉裏などの施設は検出されなかった。北辺部に壁の基部が残る。上面の

標高は約1.2mである。出土遺物は少なく、瓦片や石臼片が出土したのみである。

SB601

FIV 444 ~~~4Ъ

理 三

=2o                            20cm

図639 SB602出 土遺物②

第 5遺構面SB505の 直下で検出した町屋で、SB505は SB602の 作 り替えと思われる。南北

約 9m、 東西約 6mの規模を有する。東側が土間面で東辺の中央やや南寄 りに竃を持つ。竃

は幅約0。9m、 南北2.5m以 上である。囲炉裏は検出されなかった。西半部の西 。東辺に礎石

が並ぶ。上面の標高は約1,2～ 1.3mである。

)を茅

SB602
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図640 SB602出土銭貨
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第 7節  第 6遣構面の遺構と遺物

527
528

囲

- 530

蔭鯵斡噂斡嬢斡簸鯵鰯鯵

∞∞鶴∞い鱒幹¨鯵∞Ⅷ
537        538

鍮簸⑬¨鯵鯵¨ゆ⑬⑬∞

蛾O⑬③∞⑬⑬鴬鬱鰺鱒

鰻∞鰻⑬O輸欝蔭◇鶴欝
553        554        555         556        557        558        559        560         561         562        563

噂鰺攀
⑬⑬鯵⑬幹⑬

幹幹奪⑬噂∞∞斡③

図641 第 6～ 7遺構面出土遺物
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第3章 第20次調査

遺物       西半の生活面からは土師器皿・灯明皿 。胞烙・蛸壷、丹波焼壷・播鉢、肥前陶器婉・鉢、

唐津焼皿・鉢、伊万里碗・皿、サヌカイト、キセル、軒九瓦・軒平瓦、土人形、鉄皿、鋼製

釣、日貫などと共に44枚の銭貨が出上した。丹波焼橋鉢は17世紀後半～18世紀前半のもので

ある。唐津焼皿の高台内部には「△」の墨書がある。土人形には仏陀、地蔵、馬、犬や臼など

がある。キセルは古泉分類Ⅳである。銭貨には淳化元賓、元豊通費、紹聖元賓、古寛永通

費、寛永通費文銭や直径4.2cmの 絵銭 (駒 曳銭)が含まれる。また東半の上間構成上中から隅

円四角形に加工 した古寛永通費が 1枚出土し、土間改築に伴う儀礼に関するものとも思われ

る。

道路遺構     当該時期 も調査区北側には、第 4面 と同様に道路遺構が存在 したことが盛土の状況から推

祭されるが残存状態が良好ではない。上面の標高は約1.lmと 思われる。

第 6～ 7面遺物  第 6遺構面のベース土からも多 くの遺物が出土 した。土師器、陶磁器、瓦片、土錘、軽

石、キセル、銭貨、輪羽口などがある。銭貨には天聖元賓、皇宋通費、嘉祐元賓、熙寧元

賓、元豊通費、元祐通費、紹聖元賓、古寛永通費、寛永通費文銭がある。キセルは古泉分類

Ⅱが見 られる。

第 8節 第 7遺構面の遺構と遺物

第 6遺構面のベース上を除去した後に検出した町屋で、計 5棟の建物が復元されるが、SB705

以外は明確でない。またSB705の 東に町屋が存在 したかも明確には把握できなかった。第 7

面は古寛永通費出現以降、文銭出現以前で17世紀第 2四半期～第 3四半期頃と考えられる。

図642 第 7遺構面平面図
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SB701

SB702

遺物

SB703

遺物

SB704

東西3.5m以 上で東辺に礎石が並ぶが、

南端が明確ではないため、南北の規模は

不明である。礎石上面での標高は約 lm

である。竃・囲炉裏などの施設は検出さ

れなかった。戸口は北側 と思われるが、

詳細は不明である。

南北45m以上、東西 3m以上に復元され

るが、東辺礎石 3基と床面上に残る2個の

石の西側に推定される竃があるのみであ

る。東辺礎石上面での標高は約12mである。

SB702か らは土師器胞烙・瀬戸美濃坑

や産地不明の陶器坑などが出上 してい

る。瀬戸美濃塊は第 1段階第 2小期で17

世紀第 2四半期のものと思われる。産地

不明の坑は胎土に黒色鉱物粒を多 く含み

朝鮮王朝産のものと共通する。また古寛

永通費も 1枚出土している。

南北約 6m、 東西約 6mで西・南辺と

北辺の礎石の一部が検出された。東半は

土間と思われるが明確ではない。南辺礎

石列の南側に小石列を伴 う段状部があ

り、約20 cm南 に高 くなって、後述 の

SB704の 検出面に続いている。南辺礎石

上面での標高は約 lmである。竃・囲炉

裏などの施設は検出されなかった。戸口

はおそらく北側と推定される。

SB703か らは土師器tkt烙 、唐津焼皿、

土錘や銭貨などが出上した。土師器胞烙

は外面に平行タタキが残っている。唐津

焼皿は何れも砂目のものである。銭貨で

は皇宋通賓、元豊通賓の他銭名不明のも

のが 7枚検出された。

SB703の 南約 4m離れて検出された、

小石で東西および北辺を区画 した建物

で、南北約 3m以上、東西約5.5mで あ

る。内部からは土間、床面、竃、囲炉裏

や礎石などは検出されなかった。北辺石

列には五輪塔の空風輪が転用 されてい

た。上面の標高は約 lmで ある。

第 8節 第 7遺構面の遺構と遺物

図643 SB702出 土遺物

o                              20cm

図644 SB703出 土遺物
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第3章 第20次調査

遺物 SB704か らは土師器皿・勉烙、丹波焼揺鉢、唐津焼皿や土錘などが出土した。丹波焼橋鉢

は17世紀中頃以降のものと思われる。唐津焼皿は胎土目と砂目がある。なおSB704の ベース

土から古寛永通費が検出された。

南北約7.5m、 東西約5,5mで東半が土間面と考えられるが、若干の硬化面が広がるのみで

ある。電・囲炉裏などの施設は検出されなかった。南辺で東西方向の壁の基部が検出された

ため町屋南端としたが、さらに 1間南に礎石が見られ、南側に伸びて第 6面SB602や 第 5面

SB505と 同じ規模になる可能性が高いものと考えられる。上面の標高は約 lm、 東辺礎石上

面のレベルは約1,2～ 1.3mである。

また東南隅の礎石は五輪塔の水輪を転用している。戸口は北側と思われる。

SB705か らは土師器、陶磁器、瓦片、鉄製品、キセル、砥石や銭貨が出土した。土師器橋

鉢、丹波焼橋鉢、唐津焼皿 (砂 目)・ 瓶や伊万里碗などがある。銭貨には祥符元費、元豊通

費、元符通費と古寛永通費が出上している。キセルは古泉分類Ⅱである。雁首の首部の断面

は六角形である。吸口の肩部には凸帯と2条の沈線が巡る。

SB705

遺物

1 黄褐25Y5/3中 砂混じり細砂

2 灰黄褐10YR4/2極粗砂混じり中砂

3 褐75YR4/3粗砂混じり中砂

4 褐灰10YR4/1極 粗砂混じり中砂

0              50cm

図646 埋甕平面 。断面図

埋甕       また、土間南端か ら約 2m離れた所で、備前焼大奏が据えられた状態で検出された。

SB705の 南辺が 1間南に移動するとしても、この埋甕は町屋の南東隅外 となる。水奏、便所

などの用途が推定されるが、便所甕特有の内面白色物質の付着は見られない。埋甕の検出レ

ベルは標高約1.2mである。

＼＼生__1 /
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道路遺構

第8節 第7遺構面の遺構と遺物

奏は器高90.8cm、 口径63cmである。この奏が設置された時点で完形であったと仮定すれば、

日縁部上端の高さはT.P約 1.7mと なる。この高さは宝永大火時の第 3遺構面に等しいが、そ

の位置はSB309の 南西隅と重なる。埋奏が第 5。 6面に伴うものと考えれば位置的には問題

は生 じない。しかし奏自体上半部の残存状態が悪いこと、上半部の破片が掘形埋土中に見ら

れたことなどから考えて、第 7面の段階で上半部を欠いてから埋置されたものと判断した。

甕は16世紀前半頃のものと思われ、大奏内部からは土師器焙烙、備前焼括鉢、丹波焼悟鉢・

火入れ、唐津焼皿 。橋鉢や伊万里碗、皿などが出上した。備前焼悟鉢は17世紀中頃、丹波焼

悟鉢は17世紀中葉～18世紀中頃、唐津焼橋鉢は17世紀後半と思われる。伊万里皿は蛇ノロ釉

剥ぎで17世紀中頃～後半と考えられる。

当該時期も調査区北側には、東西方向の道路が存在 したことが土層から推定される。

o                                                50cm

図647 埋菱実測図
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第 3章 第20次調査

図648 埋甕内出土遺物

第 9節 第 8遺構面の遺構と遺物

調査区東半の中央部には撹乱穴があり、その断面に慶長大震災時 (1596年 )の ものと推定さ

れる断層を一部確認した。この断層を持つ土層の上面を追及して検出したのが第 8遺構面で

ある。出土遺物に砂 目の唐津焼皿や古寛永通費などを含むことから、大震災後も引き続いて

生活を営んだものと思われる。基本的には寛永通賓銭出現 (1636年 )以前で、時期的には16世

紀末から17世紀第 1四半期を中心とするものと考えられる。当遺構面からは計 4棟の町屋を

検出した。

SB801      南北約7.5m、 東西3.5m以上で、町屋の南半部で東西方向の竃が検出された。竃の上半は

削平を受けていたが、底部に瓦片を敷いた構造が確認できた。竃の周囲に硬化面は見られな

かつた。囲炉裏は検出されなかった。上面の標高は0,7～ 0.8mで ある。

なお、東辺に検出された礎石は、SB8021こ 向かって下がる斜面部にあることから、SB802

に伴うものと判断した。
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第 9節 第 8遺構面の遺構と遺物
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図649 第 7遺構面出土遺物

SB801か らは土師器皿、唐津焼陶器片、瓦、鉄淳や銭貨などが

検出された。土師器皿は手握ねと回転糸切 り底の両方を含む。銭

貨は東半の上間を除去中に皇未通賓、元祐通費が出上 した。竃内

からの瓦には、宝珠を中心飾 りとする軒平瓦を含んでいる。共伴

した丸瓦はコビキBである。

幅約0.5m、 高さ約 5 cmの低い土手状遺構が、一辺約 5mの逆

コの字形に巡 り、そのほぼ中央に一辺約0,7mの 囲炉裏がある。

図650 SB801出 土遺物

竃は検出されなかった。町屋の東辺については明瞭ではない。SB802の上面はSB8011こ比較

してやや低く、SB801と の間に緩やかに下がる斜面があり、その斜面部で南北方向の礎石が

5基検出された。この 5基の礎石は東に若干傾くことや、さらに土手状遺構と北側道路部と

の間から銭貨が出土したことなどから、この礎石はSB8021こ伴うものと判断した。内部の上

手状の遺構は町屋内部の施設と考えられる。戸口の位置は確定できないが、道路に面した北

側であったと思われる。礎石上面の標高は約0.8mで、床面での標高は約0.7mで ある。

:
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く
電

=茎

多 フ ζ 19

遺物

SB802
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第 3章 第20次調査

SB802遺物 床面や床面を除去中に土師器皿・胞烙、唐津焼皿 。小郭、青花皿、白磁皿、軒九瓦、土

錘、鉄釘、鉄津、キセルや銭貨などが出上した。土師器皿は手捏ね成形のみで、回転糸切底

のものは含まない。唐津焼皿は砂目のものである。銭貨には祥符通費模鋳銭、天虐通費、皇

宋通費、元豊通費、元祐通費、紹聖元費などがある。また土手状遺構と道路との間で明道元

費が 1枚出上している。軒丸瓦 (図654-633)は 囲炉裏の灰層中から出上したもので、床面除

去中にも同文の破片が出土している。キセルは吸口のみで古泉分類Ⅱである。鉄釘は船釘で

ある。

く
(三三二三三三3[:::::Zラそを0
くミこE三

:〔::::::1:::::::::''テそ;21

くミξ〔:::::::i''''624

9                                         10Cm ~626

図652 SB802出 土遺物

∞
学

図651 第 8遺構図平面図
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SB803

遺物

SB804

道路遺構

南北約 7m、 東西約 6mで西半の

床部の中央で南北 2基の囲炉裏、東

半の上間部の東辺で竃を検出した。

北の囲炉裏は一辺東西0.9m、 南北

0,7m、 南のそれは一辺0.8mで ある。

竃は幅約0.7m、 長さ約2.Omで ある。

町屋の北辺では東西方向の壁の基部

が検出された。戸口は北辺に設けら

れたものと考えられる。上面の標高

は約0.9～ 1,2mである。

この住居址からの上師器皿は回転

糸切底が見られ、やや新 しい傾向を

第10節  第 9遺構面の遺構と遺物

尊 28ψ 6釣     1

図653 SB803出 土遺物

示 している。

SB803か らは土師器皿・蛸壼・橋鉢、瀬戸美濃皿、一石五輪塔 (火輪)や軒丸瓦片が出土し

た。瀬戸・美濃皿には灰釉内禿皿で大窯 3期後半 (16世紀末頃)の ものと、灰釉輸禿 (E「花)皿

で17世紀第 2四半期のものがある。ただし灰釉内禿皿は、下層のSB903に 伴う可能性がある。

銭貨は土聞除去中に元豊通費が、土間南端で古寛永通費が各 1枚出土している。ただ、寛永

通費は撹乱穴近くの出上で混入の可能性もある。また竃内の灰を除去中に骨などが出上して

いる。

南北約 6m、 東西約1.5m以上で、出土遺物は極めて少ない。町屋の西辺、南辺で壁の基

部を確認した。床面の標高は約 lmである。上間、篭、囲炉裏などは検出されなかった。

当期も町屋群の北側に東西方向の道路遺構があったことが、土層などから言える。上面で

の標高は約0.7～ 0。9mである。

第10節 第 9遺構面の遺構と遺物

第 8遺構面直下の生活面で、竃を3基検出した。唐津焼陶器類は胎土目のみで砂 目のもの

を含まない事や寛永通費が見られない事などから見て、時期的には16世紀末頃を中心とする

ものと考えられる。

SB901      竃及びその西側に広がる生活面で、第 8遺構面SB802の 直下で検出した。町屋の規模は明

確ではないが、南北約5m、 東西約4.5mが その範囲と思われる。SB901に 伴う竃の上面は上

層のSB802床 面精査中で既に検出しており、これに伴うものとも考えられるが、電とそれに

伴う土間の方向がSB802の 軸と若千異なることや、土間がSB802西半生活面の下に潜り込む

ことなどから判断し、SB901の ものと考えた。ただしSB802段階での竃の使用を否定するも

のではない。上面の標高は約0.6～ 0.7mで ある。

遺物       SB9olか らは土師器皿、丹波焼悟鉢、唐津焼皿、鉄器、土錘、キセルや銭貨などが出土し

た。土師器皿は手捏ね成形のみで回転糸切底のものは含まない。丹波焼悟鉢は細片で図示で

きないが16世紀末頃のものと思われる。唐津焼皿は何れも胎土目のものである。銭貨では淳

化元費、咸平元賓、皇朱通費、熙寧元費、元豊通費、元祐通費、聖宋元賓、無文銭が、床

チ谷
煙 /切
葉王ノ
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第 3章 第20次調査

面・竃を除去中に祥符通費模鋳銭 と□楽□□が 1枚出土している。キセルは古泉分類 Ⅱで、

肩に線刻文様があり、肩部に接 して刻線が雁首側に 3条、吸口側に 4条巡る。

またSB901の 床面を除去中に丹波焼悟鉢や備前焼橋鉢の破片が出土した。何れも16世紀末

頃のものと思われる。

図654 第 8遺構面出土遺物
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SB902

第10節 第9遺構面の遺構と遺物

図655 第 9遺構面平面図

彰 前
   滋 3

彰 65

図656 SB901出 土遺物

くミ
(ミここ:::[:::::ララそを9

図657 SB902出 土這物

れ、SB901と 902は壁を共有 していたものと思われる。北辺の 2基の礎石の内、西側は五輪

塔の火輪の転用である。西辺の礎石上面の標高は約0.8m、 竃周囲の標高は約0,9mで ある。

東半の土間部の南端

近くの竃は東側に開口

するものである。この

竃に伴う建物の範囲に

ついては明確ではない

が、西半部が生活面で、

南北約 6m、東西約3m
が町屋の範囲と推定さ

れる。竃の西に接して

土師器蛸壺が正立状態

で埋められていた。ま

た竃の南辺で壁の基部

を確認している。

町屋の西辺で南北方

向に並ぶ礎石を3基確

認した。この礎石は西

接するSB901東辺の壁

に伴 うことが考えら
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遺物

SB903

遺物

道路遺構

SB902か らは土師器皿・ lkt烙・蛸壺、唐津焼坑・皿、青花皿、

土錘などが出土した。土師器皿は手握ね成形のもののみで回転糸

切底は含まない。唐津焼皿は胎土日のものである。また竃内の灰

層から骨なども出土している。

SB902の竃の東にあり、北側に開口するもので周囲に東西1.6m、

南北 2mの上聞部を検出した。町屋の南辺および東辺に礎石、南

辺に壁の基部を検出した。これについても建物の範囲に関して明

確にならなかったが、南北約 5m、 東西約 3mがその範囲と考えられる。上面での標高は約

0,8～ 0。9mである。また町屋の東辺に南北方向の浅い溝が走るが、その性格は不明である。

遺物は少量で、唐津焼婉が出土したのみである。なおSB803で既述 したが瀬戸・美濃灰釉

内禿皿で大窯3期後半(16世紀末頃)の ものは、この町屋に伴う可能性がある。

680

675

10cm

図658 SB903出 土遺物
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図659 第9遺構面出土遺物

当期の道路遺構の存否については、工事影響深度との関係で遺構面を十分に追及できな

かったこともあり、断定が極めて困難であるが、第 8遺構面 とはやや様相の異なる建物群が

想定されることや、調査区西壁土層の検討からこの時期には北側に道路がなかったとも思わ

れるが、各町屋の竃を土間部の入 り口部から奥まった位置に設置されたものと推定するなら

ば、SB901～ 903の町屋はその何れもが北側に出入 り日があったものと思われ、 3棟の町屋

の北側に東西方向道路の存在の可能性を否定はできない。
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第11節  まとめ

第 9面ベース土  第 9遺構面のベース上を除去中に少量の遺物を得た。大半は16世紀末～17世紀初頭のもの

と考えられる。17世紀前半以降と思われる砂 日の唐津焼皿や同中頃以降の丹波焼悟鉢なども

見られるが、混入と考えられる。

-699 載2≦野
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彰 09

図660 第 9遺構面ベース土・断ち割り時出土遺物

なお、この第 9遺構面のベース土除去段階で工事影響深度に到達したため、発掘調査を終

了したが、これよりさらに下層の遺構・遺物の残存状況を把握するために、調査区の西壁下

を約 lm× 2mの範囲で掘 り下げた。湧水のため土層の状況を詳細に観察することは困難で

あったが、上からA～ Cの上層が見られた。土師器皿、東播系須恵器捏鉢、備前焼橋鉢や無

文銭などが出上した。図660-709～ 7141よ土層Aで 15世紀の前半～後半までを含む。715は無

文銭で土層 B、 708の上師器皿は、土層B直下の面の上坑から出土したもので14世紀代 と思

われる。

第20次調査では、16世紀末～18世紀初頭に至る町屋を検出することができた。これより下

層については、14世紀代に朔る遺物の存在は確認したが、工事影響深度との関係で、具体的

な様相を把握することはできなかった。また、これより上層については焼土面上の土坑や幕

末ころの胞衣壺を検出したが、これに伴う町屋に関しては、明確に捕らえられなかった。

第11節 まとめ
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第3章 第20次調査

遺構

遺物

今回検出した町屋ではまず、屋敷地を画す施設が見られなかったことが挙げられる。各町

屋は極めて近接乃至壁を共有して建てられており、その背後には区画溝などの施設がなかっ

たか、存在しても遺構として残らない程度のものであったと思われる。これは京・大坂で調

査されている当該時期の町屋と比較して大きく異なる点と見られる。

町屋の規模は、第 9面ではその範囲が明確ではないが、全体を知れる第 3～第 8面では約

30～ 50∬のものが多い。但し、第 3面SB302が南の303と 一体の建物ならば、やや規模の大

きなものになる可能性は残されている。また各面で町屋の規模の増減や、内部の分割などが

認められるが、その位置は殆ど変化していない。

屋根の構造は基本的には、各面を通じ石置き板葺き屋根と考えられる。ただし炉壇をもつ

第 3面SB302か らは、やや纏まった量の瓦が見られ、この建物は瓦葺であったと推定される。

カマ ド・囲炉裏については第 3。 4面では検出されず、第 5・ 第 8面で床部に囲炉裏が、

土間部にカマドがセットとなって、第 9面ではカマドのみが見られた。第 3・ 4面の時期に

は板材の台座上に設置されるようなカマドが普及したものと推測される。

共同の井戸、便所も当調査区内では見られなかった。一方、貯水に関しては、第 3面

SB304が屋内に丹波焼奏を設置するが、家庭の日常で使用する水をため置く程度のものと考

えられる。「共同の」という点では、第 7遺構面SB705の 東南隅で出土した備前焼大奏が水甕

の候補として挙げられる。SB705の 項でも触れたが、この町屋が南に 1間分伸びるとしても、

この埋奏は建物の外になる。便所についてはさらに明確ではない。第 3面～第 9面 までその

施設は調査区内では検出されなかった。

第 3面は既述したように、宝永大火時のものと推察される。これに伴う遺物に関しては、

時間的制約もあって十分とは決して言える状況ではないが、年代的に蠅蹄のないものと思わ

れる。これらは当該地区の年代基準となりうるものとして第14次調査の第 2遺構面出土遺物

と共に、貴重な資料と考えられる。

第20次調査出上の各時代の遺物に関しては、第14次調査と比較し伊万里、唐津焼の大型品

や、朝鮮王朝産あるいはベ トナム陶器、青花などが殆ど見られない。遺物の残存状態は整地

作業などが、遺物の種類・構成は所属時期などが影響することは考えられるが、それを考慮

してもその差は明らかである。これは、第20次調査区から南約70m離れた第14次調査区が、

より富裕層が居住していた場所である根拠となり得るものと思われる。

瓦の出土状況については、若干触れたが、各遺構面でごく少量ながら出上している。内面

にコビキ痕を残す丸瓦片を見ると、第 8面までがコビキBで、第 8～ 9面でコビキAが出現

するが、第 9面でもまだコビキB類が多い。調査区西壁下で、下層の状況を把握するために

行った断ち割り部でも瓦が出上したが、すべてコビキAであった。

第 9面の唐津焼は胎土日で、砂目を含まない。上師器皿も第 9面は手捏ね成形のみで、底

部回転糸切りを含んでいない。第 8面では砂目の唐津焼と底部回転糸切の上師器皿が見られ

るようになる。唐津焼と土師器皿から見ると第 9面 と第 8面の間に変換点があるように考え

られる。
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第 1節 調査区と基本層序

第 4章 第21次調査

第 1節 調査区と基本層序

調査区      兵庫津の氏神として、古くから人々の信仰を集める七宮神社は、平成 7年 1月 17日 の阪

神・淡路大震災で、社務所や多 くの石造品が損壊した。今回の調査は、当社の社務所兼居宅

の再建工事に伴うものである。現地表高は2,6～ 3m前後である。

基本層序

図661 調査範囲図

工事によって坦蔵文化財が影響を受ける約280だ について、設計G.L。-1.lmま では建築予定

部分全面を、それ以下については約50∬分を トレンチにより発掘調査を行った。

当該地の基本層序は以下の通 りである。

①瓦礫混じり褐色砂質土(現代整地層)

②瓦礫混じり赤褐色土(第 2次世界大戦時焼土層)

③炭混じり黒褐色上(戦災直前の地表面)

④瓦礫混じり暗黄褐色砂質土(明治から昭和前半の整地層)

⑤黒色～黒褐色砂質土(ToP,2.4m)

⑥褐色～黄灰褐色粗砂・黄褐色粘土混じり淡黒褐色中砂～細砂・黒褐色粗砂混じり砂質

土・褐色～黄灰褐色粗砂・細砂(第 1遺構面)

⑦黒褐色砂質土・黄灰褐色粗砂混じり黒褐色砂質土(北東部)・ 暗黄褐色粘土混じり粗

砂・淡黒褐色砂質土(南東部)(T.P。 1.9m～2.2m)

③淡灰褐色粗砂・黄灰褐色粗砂(第 2遺構面)

⑨黄灰褐色粘質土(第 3遺構面)

⑩黄灰褐色中砂 。暗灰色粘質土～粗砂の互層(第 4面遺構面)

⑪黄灰褐色粘性砂質土(2ト レンチ)・ 黄灰褐色粗砂(整地層)

⑫黒色粘質土混じり暗褐色砂質土(第 5遺構面)

①暗褐色砂質土(土壌化、耕土 ?)

⑭黄灰褐色～褐色混じり暗褐色中砂(第 6遺構面 ToP.Om)

①黄灰褐色粗砂(第 7遺構面 T,P。-30cm=現地表下-3.3～3.4m)
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第4章 第21次調査

第 2節 第 1遺構面の遺構 と遺物

近現代の盛土下、薄い焼土層を除去した段階で検出した遺構面である。中央部は撹乱が多

いが、北東部の黄灰褐色粗砂上面で胞衣壷・埋桶遺構、東部約 1/3程度に広がる黒褐色砂

質土上面では土器集積遺構や排水溜、その他瓦・Jkt烙が入る土坑などが検出された。

‐

ヽ

キ

キ

ー

0                           1om

ヤ
図664 第 1・ 2遺構面平面図

KK

図665 黒色砂質土層 (第 1遺構面検出)出土遺物
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第 2節 第 1遺構面の遺構と遺物
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胞衣壺2

胞衣壺

SX101

胞衣壺1

図666 第 1遺構面

調査地中央やや北

寄 りで、黄灰褐色粗

砂面を少し掘 り込ん

だ状態で検出 した。

胞衣壷 2の壷正面と

背面には「神林」「祐

吉」、蓋の表裏には、

「寿」「抱器 力」と墨

書されていた。「神

林」を北側へ向けて

据えられており、紐

で十文字に縛った痕

跡が認められた。

調査地北東部で、

土師器皿・陶器皿

が、約20枚重ねられ

胞衣壺 。SX101遣物出土状況平面・断面図

― -8

諺

12

「

一
―
=コ      f10

〔   _― 114

■
，

た状態で出土した。

口縁部どうしを重ね

合わせたものもある。土師器皿は、底部は回転糸切りで、口縁部外面から内面にかけて透明

釉が施される。陶器受皿37は、受け部分に煤の付着が認められる。いずれも灯火具として用

いられたものである。
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第4章 第21次調査

排水溜遺構 調査地南東部にある長軸約1.5m、 短軸約 lm、 深さ約40cmの方形の遺構である。掘形の

側面に丸瓦・平瓦や井戸瓦を小口積みして、底面には拳大～径50cm大 の礫を敷いている。生

活排水を溜める施設であると思われる。瓦が多く出土しており、軒丸瓦441こ は「瓦五」、九瓦

45に は「兵瓦五」の刻印銘がある。

埋甕遺構     調査地中央やや東寄 りで、直径約0.5mの 陶器奏の下半分が据えられた状態で検出された。

南側には40～50cm大の石が平らな面を上に据えられていた。銭貨、鉄銭、鉄・銅製品が出土

した。銭貨の中に「明治九年」と判読できる半銭銅貨があり、幕末から明治初頭にかけての便

奏と考えられる。

第 1遺構面遺物  第 1遺構面検出時には、土師器 。陶器 。磁器などが出土 している。

甲
――
伴
山コ

【ｌ

図669 〕1水溜遺構出土瓦
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

礎石建物

褐色～黄灰褐色粗砂 。細砂を除去して検出した遺構面である。黄灰褐色粗砂上に黒褐色砂

質土を盛土して整地している。調査区西部では黒褐色砂質上を除去した黄灰褐色粗砂層上面

で礎石を検出した。

調査区東部では、淡黒褐色中砂～黒褐色粗砂混じり砂質上を除去した段階で、礎石建物の

面に相当すると思われる黒褐色砂質土を確認した。東部は西部に比べ30cm下がる緩傾斜地形

を示す。南東部では明瞭な遺構面は確認できなかったため、さらに掘削を行い黄灰褐色粗砂

層上で遺構検出を行った結果、東端部でピット、土坑、落ち込みを検出した。これらの遺構

は主に淡黒褐色～黒褐色砂質土を埋土とする。

東西 2間、南北 2間分を検出した。主軸は東へ約12度振る。礎石間隔は東西方向で2.5m、

南北方向は3.2～ 3.8mである。礎石は40～50cm大 の角礫を3～ 4石組み合わせて、上面を平

に揃えており、それぞれの上面レベルはほぼ同じである。掘形埋土は暗黄灰褐色粗砂であ

る。北西隅で見つかったものには、その上に一辺80cm大の平たい石を載せていることから、

検出された礎石の大半は根石部分で、本来はその上にもう一石置かれていたものと判断され

る。礎石6と 礎石 8については、使用されている石材と組み合わせ方が他の礎石と異なるた

め、建物構造上の違いがある可能性が考えられる。今回の調査では2× 2間の規模を検出し

たが、北側および西側に建物は広がると考えられる。

馬|

|

ヽ
形

図670 第 2遺構面礎石建物平面・断面図
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第 4章  第21次調査

礎石の下やその周辺からは、時期を決定できる遺物は

出上 しなかった。46は礎石面の整地層から出上 した伊万

里碗である。高台内には著しく崩れた裏銘が見 られる。

その他、礎石断ち割 り時に責灰褐色粗砂から、土師器

皿、内面見込みに蛇ノロ釉剥ぎが見 られる伊万里碗、肥

前系京焼風陶器、鉄製品などが出上している。

黒掲色砂質土上層 調査区東半の第 2遺構面までは、20～ 100cmほ ど黒褐

色砂質土が堆積する。そのうち、礎石建物面に相当する

層の検出までに掘削した黄褐色粘土混じり淡黒褐色中砂

～細砂か らの遺物を黒褐色砂質土上層 として取 り上げた。

鉢、唐津焼皿、丹波焼火入れ、陶器小瓶、伊万里碗 。蓋・

銭貨などが出土している。

土師器焙烙52～ 54は 、体部外面にタタキが見 られない。55～ 57の堺・明石産橋鉢は、口縁

部内面に突帯が見られる。64の香炉は蛇ノロ高台である。

その他図示 した以外にも、見込みに山水文がある肥前系京焼風陶器などが出上 している。

黒褐色砂質上下層 さらに、東半部における第 2遺構面検出までの黒褐色粗砂混じり砂質土出土の遺物は、黒

褐色砂質土下層として取 り上げた。土師器皿・Jkt烙 。十能、陶器坑 。皿、堺 。明石産橋鉢、

伊万里碗・皿・仏飯具、鉄製品などが出上している。

伊万里碗79～ 81、 84は 見込みに蛇ノロ釉剥ぎが見 られる。89は 陶胎染付で17世紀後半～18

世紀前半と考えられる。

ジ 47 ~49

Vl~~50 ウ 1

10cm

図671 礎石建物面整地層出土遺物

土師器皿・Jkt烙、堺・明石産悟

香炉、色絵瓶、鉄製品、骨製品、

図672 黒褐色砂質土上層出土遺物
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第 3節 第 2遺構面の遺構と遺物

くくEE三二二IEEEEZアク65

Vly66

7

097

くく【【こことこここと:::::::ラライを7

9

図673 黒掲色砂質上下層出土遺物

黒掲色砂質土最下層 東端部の遺構面直上からの遺物は、黒褐色砂質

土最下層として取 り上げている。土師器皿、陶器

皿・悟鉢、伊万里碗・皿、鉄製品などが出土 し

た。

以上のように、遺物からは黒褐色砂質土上層～

最下層の明瞭な時期差はほとんど認められない。

おおむね17世紀後半～18世紀の遺物が目立つが、

下層から柿釉灯明受皿が出上 していることから、

18世紀後半段階で埋没あるいは整地され、第 1遺

構面の形成にいたったものと思われる。

③ X95泣玉
Ч 8

20cm

0                            20cm

図674 黒褐色砂質土最下層出土遺物

響 弊

覇
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第4章 第21次調査

◎。④

図675 第 2遺構面東半部平面図

SK202      径1.8m以上、深さ20cmの上坑でSK203を切る。東側は調査区外のため不明である。黄灰褐

色粗砂を埋土とする。

土師器皿、瓦質火鉢、堺・明石産橋鉢などが出上している。土師器皿1041よ 底部が穿孔さ

れている。

て ≡

=匡
憂 ン 101

~102

~105

くミ〔ここ::ここことこ::こ二EIラフ406

部基塔印饉宝石礎
　
　
１
１
１
上
―

ψ l∝      7

や 104

o                              20cm

図676 SK202出 土遺物

図675の範囲
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SK203

SK204

SK205

SK207

SX201

第 3節  第 2遺構面の遺構と遺物

長 さ1.8m以 上、 幅

■4m、 深さ20cmの 土坑

で、東側はSK2021こ 切

られ、かつ調査区外 と

なる。埋土は灰褐色砂

質上であ る。土 師器   性_____却 Cm  O_____■ OCm

皿、寛永通費、碁石が  図677 SK203出 土遺物 図678 SK204出 土遺4勿

出上している。ほかに図示にはいたらなかったが、陶器、鉄製品が出上 している。

長さ1。15m以上、幅0.8m、 深さ30cmの 上坑で、南側はSK2091こ 切 られ不明である。土師器

皿、陶器婉、伊万里皿が出土 しているほか、土師器Jkt烙、唐津焼皿、伊万里猪口、石視など

が出上している。

直径1.4m、 深さ0.5mの 円形土坑で、その中に直径約0。9mの大 きさで周囲を漆喰で固め、

底に平瓦凹面を上にして並べ、その両側に丸瓦凸面を内側に向けて組み合わせて樋を造った

遺構が検出された。何 らかの排水施設と思われるが、他の遺構に削られて全容は明らかでな

い。土師器皿、伊万里碗・皿・小杯が出土 している。

幅1.2m、 深さ30cmで、両端は調査区外 とSK205お よび撹乱に切 られているため不明であ

る。撹乱西側の上坑 (SK209)に つながる可能性 もある。唐津焼鉢 と伊万里碗が出土している。

~417

図679 SK205出 土遺物

増 11

~112

~113

ヤ 114

図680 SK207H上上遺物

調査区北東部で検出した落ち込みである。輔羽日、鉄製品、銭貨、骨製品が出上している

ほか、図化にはいたらなかったが、土師器皿、陶器などが出土 している。

その他の遺構からは、土師器灯明皿・胞烙、備前焼皿、伊万里碗・皿などが出土した。

また、黄灰褐色粗砂の上層からは、東端部で拳大～人頭大の石がまとまって出土した。黒

褐色砂質土からは、灯籠の基部と思われる蓮台や一石五輪塔の一部が出土 した。

黄灰褐色粗砂
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第4章 第21次調査

第 4節 第 3遺構面の遺構と遺物

黄灰褐色粘質土上面 (標高1.lm前後)で、調査地中央に大 きく掘 られた廃棄物の処理坑の

壁面に、宝魔印塔の基部が露出していた。これは、天地を逆さにして据えられており、礎石

として利用されたものと考えられる。その下に40～ 50cIIl大の石を 2個以上置いて根石とし、

沈下を防ぐ処置が施されていた。

宝饉印塔の上面は第 2面より約0.5m下 で検出されてお り、工事設計G.L.-1.lmを大幅に超

えてしまうため、宝饉印塔の周囲の調査にとどめた。

第 3遺構面以下の遺構面については、 L字形のトレンチによる調査を行った。南北方向の

トレンチを 1ト レンチ、東西方向のトレンチを2ト レンチと呼称する。

黄褐色粗砂を除去した後、黄灰褐色粘質土上面で粘土塊、暗渠、石列、落ち込みなどを検

出したが、 トレンチ調査のため詳細は不明である。

却

ヤ
図681 第 3遺構面平面図

1ト レンチ南半部で、黄褐色～赤褐色の粘上を直径0。7～ 1.lm、 厚さ5 cm程度に敷き、中

央部を若千くばませた遺構を2基確認した。両者間は約 3mの距離があり、北側へ延びる可

能性も考えてトレンチを一部拡張したが検出されなかった。これらの粘土塊は、おそらく礎

石の下に敷いて沈下を防ぐ工夫と考えられるが、これに伴う礎石は確認していない。

祗
Ｂ

粘土塊
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暗渠

石列

落ち込み

第 3遺構面遺物

2ト レンチ西半で、

南北方向に丸瓦の凸面

を上にして並べて暗渠

に した遺構 を検 出 し

た。暗褐色粘質土で覆

われる。

2ト レンチ中央西寄

りの暗渠東側では、20

～30cm大の角礫の石列

を数石分検出した。南

側に面をそろえる。

2ト レンチ中央部で

は黄灰褐色砂質上を埋

土とする落ち込みを検

出した。深さ25cm以上

で、北側に広がる。礫

とともに瓦や銭貨、鉄

製品、骨製品が出土 し

た。

その他、 2ト レンチ

東端で礎石に用いられ

たと考えられる直径40

～50cm大の石や、西端

では壁土と思われるス

サ入 りの焼土片が細か

く割れて出土 してい

る。

遺物は、第 3遺構面

検出の黄灰褐色粗砂、

および第 3遺構面上面

か ら、土 師器皿・胞

烙、陶器悟鉢、磁器、

瓦、鉄製品、銭貨が出

土している。また、骨

製品としてヘラと、目

盛を刻んだ秤の部品が

出土している。

―

1 赤褐色粘土

2 黄褐色粗砂
0

第 4節  第 3遺構面の遺構と遺物

1 黄褐色粘土

2 黒褐色砂質土

3 黄褐色粗砂

図682 第 3遺構面粘土塊断面図

24中 1塞     1鍋

図683 第 3遺構面直上・黄灰褐色砂・整地層出土遺物

∠
ク

ダ
三

く

モ ゝ 133

0                            20cm

第 3遺構面出土瓦

⇒
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第4章 第21次調査

第 5節 第 4遺構面の遺構 と遺物

第 3遺構面の整地層を除去して検出した遺構面である。2ト レンチで、土坑、落ち込みを

検出したが、 1ト レンチでは遺構は確認されなかった。

聰
協

ヤ
図685 第 4遺構面平面図

SK401 SK401は 長さ1.5m、 幅1.2m、 深さ0.8mの 隅円方形の土坑である。南壁断面の観察からは、

切 り込まれた面はもう少し上 (第 3遺構面と第 4遺構面の間)の ようであるが、第 4遺構面の

遺構として捉えた。土坑内には瓦と陶磁器、石が大量に投棄されており、上層にはそれらを

覆うように淡灰褐色粗砂が堆積する。

遺物は、唐津焼鉢・皿、伊万里碗、

削 りが深 く、見込みには蛇ノロ

釉剥 ぎがある。軒九瓦は、珠文

帯に三つ巴文や16弁菊花文、軒

平瓦には唐草文などがある。そ

の他の瓦類では、桟瓦や鳥袋、

鬼瓦などが出土している。

その他コンニャク印や見込み

に五弁花のある伊万里碗・皿な

どが出土 している。

瓦類、鉄製品が出上している。唐津焼鉢は、高台内の

σ

-342-

図686 SK401出 土遺物



第 5節 第 4遺構面の遺構 と遺物
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図687 SK401出 土瓦①
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第4章 第21次調査

鮎肇!阿:∈‖ 〆
‐
Ⅷk卸〃露

1鵠

図688 SK401出 土瓦②

落ち込み

第 4遺構面遺物

2ト レンチ東端で検出した。

深 さ0.8m以 上で東 に落ち込ん

でいく。中間の黄灰色粘質土上

面で、20～ 80cm大 の円礫を南か

ら西へ折れるL字形に並べた石

列を6石分検出した。その内側

には、黄灰色粘質土、茶褐色砂

質土、黄灰褐色砂等が堆積 し、

最下層は黒色粘質土となる。外

側は黄灰褐色粗砂が堆積する。

第 4遺構面検出時には、土師

器皿、陶器悟鉢、鉄製品、銭貨

などが出上した。

-344-

図689 第 4遺構面出土遺物



第 6節 第 5遺構面の遺構と遺物

第 6節 第 5遺構面の遺構と遺物

黄灰褐色中砂～粘性砂質土を除去 して検出した遺構面である。土壌化 した暗褐色砂質上の

上によく似た上を土堤状に積み上げ、その内側に砂を厚さ40cm程度敷 き平坦面を造ってい

る。平坦面上では遺構は検出できず、どのように利用したかは、 トレンチ調査のため明確で

はない。また、 2ト レンチ西半の暗褐色砂質土上面では、ピットが検出されたが、建物等の

一部になるのか、その性格は不明である。

0                           10m

キ                            ャ
図690 第 5遺構面平面図

第 5遺構面直上層からは土師器皿、肥前系京焼風陶器塊、青花皿、鉄製品、銭貨が出土し

ている。

また、第 6遺構面検出までに、丹波焼悟鉢161が出土した。

58

図691 第 5遺構面出土遺物

o             10cm

図692 黄掲色粗砂層出土遺物
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第4章 第21次調査

第 7節 第 6遺構面の遺構 と遺物

暗褐色砂質土を除去

した段階で、足跡状の

くぼみが確認 された

が、顕著な遺構は発見

できなかった。土の上

壌化 した状況から判断

すると、耕作上であっ

た可能性が高い。

第 5・ 6遺構面形成

層からは土師器皿、陶

器指 鉢・ 盤、唐津焼

皿、伊万里碗、青磁碗、

よヽピ
耽

え

9

0                           20cm

図693 第 5・ 6遺構面形成層出土遺物

白磁、鉄製品などが出上 している。

第 8節 第 7遺構面以下の遺構と遺物

黄灰褐色～褐色混 じり暗褐色中砂を除去 していく段階で、湧水が激しくなる。この層の下

部には13～ 16世紀の土器、陶磁器が含 まれる。さらにその下の黄灰褐色粗砂面では、 ピッ

卜、土坑等が検出され

たが、湧水で精査、図

化等が困難であった。

第 7遺構面直上から

は、白磁碗が出土して

いる。第 7遺構面の基

盤層 か らは、土師器

皿・鍋、東播系須恵器

捏鉢、 陶器皿、 白磁

皿、鉄製品が出上 し、

さらに下層からは、瓦

質鍋、東播系須恵器捏

鉢、鉄製品が出土して

ヤヽる。

図695 第 7遺構面形成層出土遺物

瓦

耽

0

0             10cm

図694 第 7遺構面出土遺物
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死
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図696 第 7遺構面形成層以下出土遺物



第 9節 石製品・土製品・金属製品

第 9節 石製品 。土製品 。金属製品

石製品      石製品は石鍋、碁石、石硯、砥石が出土した。

碁石188～ 192は 、188の み白石で、他 は黒石である。北東部の第 2面遺構面検 出中 と

SK203、 および第 3遺構面から出上 している。193の 石硯は、緻密な石質を呈 し、両側を上

手状に削 り出している。墨堂から硯池への部分と思われる。

⑧

◇

Ｃ
等

◎

崇
⑥

墨

土製品

響
~聯

lv O
OCm -190

図697 石製品

土製品は土錘、土製円盤、土人形、輔羽日、不明土製品が出土している。

212～ 2141よ輔羽口である。 1ト レンチ北半の黄灰褐色粗砂から2点 と、第 2遺構面北東隅

SX201か ら1点出土している。図示 したほかに、南東部の黄灰褐色粗砂からは鉄津とともに

出土し、 2ト レンチ東半の黄灰色粗砂からも 1点羽口が出土している。また、 2ト レンチ西

端からは鉄津が出上している。

215～220は不明土製品である。側面と底面は比較的丁寧なナデ仕上げであるが、凹面は雑

な仕上げである。219以外は 2方向を面取 りし、約 7 cm幅に仕上げる。219は他のものと高さ

は同じであるが、幅がやや大型で 3方向に面取 りが見られる。
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鉄製品は、釘、鍵などのほかに、図化はしていないが刀子と思われる破片が出土 してい

る。キセルは図示 した以外に、吸口が 1・ 2ト レンチ壁面清掃時の褐色砂質土、南東部の責

灰褐色粗砂、第 5。 6面形成層褐色砂質土から出上 している。また、北東部埋養からは雁

首、南東部の黒褐色砂質土上層からは火皿が出土 している。銭貨は、ほとんどが寛永通費

で、292は波銭、295と 306は文銭である。
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第 9節 石製品・土製品・金属製品
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第10節 まとめ

第101乖  まとめ

第21次調査地である七宮神社は、創建時期は不詳であるが、平安時代末期には平清盛が大

輪田泊を改修するにあたって、社殿を建立し崇拝したという。近世期には高田屋嘉兵衛をは

じめ、多くの廻船業者がこの神社に航海安全を祈願した。調査地点は「元禄兵庫津絵図」との

重ね図から、元禄期には境内地であったことがわかり、発掘調査はその東半を対象としたこ

とになる。以下、各遺構面の概要と時期を略述し、まとめにかえたい。

第 1遺構面では、胞衣壺、土器集積遺構、つF水溜遺構などを検出した。胞衣壷は土師器の

小型火消壷を利用したもので、調査区中央部で合計 4個体分が出土した。胞衣壷 2を縛って

いた紐が確認された以外は、いずれも他の遺物・有機物等は認められなかった。埋納場所

は、後述の礎石建物が同時存在していたのであれば、東側の庭部分に当たるものと思われ

る。

土器集積遺構から出土した皿は、灯火具として使用されたものである。土師器皿は内面に

透明釉が施され、口縁部および体部に煤が付着する。受皿は 2点 とも京・信楽系 と思われる

陶器である。

第 1遺構面では、上記遺構のほかに東半部でピットや礎石 らしい石材が検出されている

が、建物 として規模が確認できるものはなかった。

第 1遺構面検出時には京・信楽系 と思われる脚内部に油溜 りをもつ脚付受皿や、丹波焼植

木鉢、焼継 ぎが見られる伊万里大皿などが出上 している。これらの遺物と上記の遺構、遺物

および埋養から、第 1遺構面の時期は明治時代初頭を含む19世紀代であると思われる。

第 2遺構面では、西北部で 2間 ×2間以上の礎石建物を検出した。幕末頃の兵庫を描いた

画集『神戸覧古』(若林秀岳画、明治34年 )中の「七ノ宮社」に、社殿の東隣に宝珠を棟に載せた

2× 3間程度の仏殿 らしい建物が描かれてお り、これがその建物にあたるのではないかと推

定される。

その他、調査区東部で土坑、ピットなどを検出した。先述 したとおり、これらの遺構は礎

石建物面相当層よりも下層での検出である。包含層からは17世紀中頃～18世紀後半の遺物や

寛永通費の波銭が出土し、遺構からは18世紀代の遺物が出土している。このため、第 2遺構

面の東部の遺構については18世紀中～後半を、礎石建物については、それより新 しい時期で

ある18世紀後半～19世紀前半以降のものであると考えたい。

第 3遺構面では、宝饉印塔基部を用いた礎石 と、礎石痕 と思われる粘土塊を検出した。全

面調査ではないため、両者が同一の建物に属するものかは不詳である。粘土塊は 2箇所のみ

の検出であり、建物規模はまったく不明であるが、西側へ広がる可能性がある。主軸方向は

上層の礎石建物と同じである。元禄 9(1696)年に作成された「元禄兵庫津絵図」を見ると、七

宮大明神 と添書された社殿の東横に真言宗神宮寺と書かれた建物が描かれている。礎石・礎

石痕はこの建物に該当するのであろうか。

包含層と遺構面直上からは、17世紀後半から18世紀の遺物や新寛永通費と寛永通費文銭が

出土している。これらの遺物から、第 3遺構面は18世紀前半～中頃の年代と思われる。

第 4遺構面では、瓦が大量に投棄された土坑SK401を検出した。瓦には巴文軒丸瓦のほか

に16弁菊花文軒丸瓦などがあり、先の神宮寺との関連も考えられる。SK401か ら出土 した唐

津焼皿は17世紀前半とやや古いが、唐津焼鉢や伊万里などの陶磁器は18世紀代と思われる。
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第4章 第21次調査

その他包含層等からの遺物量は少ないが、これらの遺物や上下の遺構面の時期から、第 4遺

構面は17世紀後半から18世紀前半と思われる。

第 5遺構面では、土堤状に上を積み上げて土留めを造り、砂を盛って整地した跡が検出さ

れた。これは、平坦面を造るためのものであるが、それがどのように利用されたかは今回の

調査では明らかにし得なかった。第 5遺構面からも遺物量は少ないが、肥前系京焼風陶器婉

や丹波焼橋鉢、古寛永通費などの出土遺物から、第 5遺構面は17世紀後半と思われる。

第 6遺構面では、耕作土と思われる土壌化した土層を検出した。包含層・基盤層の遺物に

は16世紀末～17世紀後半の陶磁器や、古寛永通費が含まれていることから、17世紀中頃から

後半頃と思われる。

平成 9年度の兵庫県教育委員会による調査では、七宮神社の旧境内西端にあたる部分でも

17世紀代の畝状遺構が検出されており、畑地であった可能性を想定されている。

第 7遺構面以下では、13世紀後半から16世紀頃の遺物やピット、土坑等を検出したが、湧

水のため精査 。図化等が困難であった。周辺の調査でも海抜 Om前後で当該時期の遺構・遺

物を確認している。なぜこのような低いレベルで検出されるかについては、今後十分検討す

る必要があるが、想定し得るものとして、当時から現在に至る海水準の上昇や、地震等の地

殻変動による海岸部分の沈降現象などが挙げられる。

なお、今回の調査地では「宝永の大火」(宝永 5年 =1708年 )に相当する焼土層は確認され

なかった。

遺物は、28を 入リコンテナで約20箱分の上器、陶磁器、瓦、土製品、金属製品などが出土

した。灯明皿の集積や瓦など、境内地といういわば特殊な地点での調査に起因すると思われ

る遺物が存在する一方、わずかであるが土錘や輪羽口など生産関連遺物も存在する。

第 1遺構面で重なって出土した灯明皿は、完品も含まれており、出土状況からも単なる廃

棄ではなく、意図して埋納されたものであろう。

上錘については、「元禄兵庫津絵図」で七宮神社西側に佐比江の入江に繋がる水路と入江が

描かれており、そこを利用する漁船等に関係したものとも考えられる。

金属製品は、銭貨や鉱淳も含めて約370点出上した。そのほとんどは頭巻釘や折釘などの

鉄製釘である。銭貨は、既述したように埋奏出土の半銭銅貨と1枚の模鋳銭以外は寛永通賓

である。

以上、今回の調査では中世から近世、近代に至る遺構、遺物が確認された。調査地点は神

社境内地であり、これまで兵庫津遺跡で数多く調査されてきた町屋とは、遺構・遺物とも若

干様相が異なるものであった。第 3遺構面から下層についてはトレンチ調査に切り替わった

ため、全容が明らかでない遺構が多い。第 7遺構面以下については中世の遺構・遺物を確認

したものの、湧水のため満足な調査は行えなかった。中世、特に前半期の遺構・遺物の調査

例は少なく、兵庫津の町屋の形成過程を考える上で、ひとつの課題と言える。

主要参考文献については第1章に同じ
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第 1節 兵庫津遺跡第14次調査出土の動物遺存体

第 5章 自然科学分析

第 1節 兵庫津遺跡第14次調査出土の動物遺存体

丸山真史 (奈良県立橿原考古学研究所 )

松井章 (奈良文化財研究所埋蔵文化財センター)

兵庫津は大輪田泊と呼ばれた古代より、瀬戸内海航路の要衝として栄え、特に近世には、西国と京都や大坂

という大都市との間で、物資を流通させる港湾都市として発展した。兵庫津には魚市場が設けられ、京都や大

坂の大消費地へ向け、水産物の出荷も盛んに行われていた。

兵庫津遺跡では、第 2次、第42次、第44次などの発掘調査で動物遺存体が出土している。そのうち、兵庫津

の南西周縁部に位置する第 2次発掘調査地から、17世紀から19世紀の遺構あるいは遺物包含層から牛馬骨が多

量に出上し、それらが骨細工の素材であったことなどが明らかになっている(丸 山・松井2006、 九山2008)。 ま

た、第42・ 44次調査地は、兵庫津北浜の町場中心部に位置しており、17世紀から19世紀の遺構あるいは遺物包

含層から、貝類、魚類、哺乳類などの動物遺存体が出土しており、町屋における食生活が明らかになっている

(丸 山・松井2008)。

今回報告する第14次調査地は、兵庫津のなかでも北浜の中心部にあたり、14世紀から19世紀の遺構、あるい

は遺物包含層から、貝類、魚類を主体とした、総破片数で10,000点 を超える動物遺存体が良好な状態で出上し

た。保存状態に恵まれたのは、埋没環境が水分の多い砂地であったという保存条件によるだろう。以下に報告

する動物遺存体は、発掘中に肉眼で確認して取り上げたものと、遺構の埋土を最小 l mm日 以下のフルイを用い

て水洗選別したものを含み、微細な魚骨まで見逃すことなく採集している。出土した動物遺存体のうち種類、

部位まで同定できたものは、ウエ類 3点、甲殻類13点、貝類1,056点、魚類6,597点 、両生類 1点、鳥類17点、

哺乳類183点、骨角器13点 を数える(図 701)。 今回の報告では、動物遺存体の出土量の多い遺構と、特筆すべき

動物種やその他の特徴を持つ遺構を取り上げ、概要を述べる。

2.種類別の特徴

a)ウ ニ類

ウエ類 SK212か ら、バ フンウニに類似する殻質 1点が出土 している。

SK330か ら殻質と棘が 1点ずつ、計 2点が出土 してお り、殻質、棘の両方

とも細片になっているため、種の同定は困難である。

b)甲殻類

力二類 カマ ド401か ら、カニ類の可動指あるいは不動指が13点 出土して

いる。いずれも細片となっているため、種の同定が困難であり、淡水産か

海水産の区別もできない。これらのうち4点は、被熱して黒色あるいは白

色を呈する。

c)貝類

ミミガイ科 (ア ワビ類)本 科にはミミガイ、クロアワビ、 トコブシなどが含まれているが、当資料はクロアヮ

ビ、マダカアワビ、メガイアヮビといったアヮビ類である。SK109か ら2点、SK218か ら3点、SK212か ら2

図701 動物遺存体組成 (N=7,870)
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第 5章  自然科学分析

棘皮動物門 Echinodermata

ウニ綱 Echinoidae

ウニ綱の一種 Echinoidae fam"gen et sp.indet

節足動物門 Arhropoda

甲殻綱 Brachyur

十脚目 Decapoda
カニ類 Brachyura,gen et sp.indet

軟体動物門 Mollusca

腹足綱 Gastropoda

古腹足目  VetigastrOpoda

ミミガイ科 Hiliotidae

ミミガイ科の一種 HaliOtidae gen et sp indet

ニシキウズガイ科 TrOchidac
ニシキウズガイ科の一種 TrOchidtt gen et sp.indet

サザエ科 Turbnidae

サザエ 2ウ rbο  cο′乃″肋s

盤足目 Discopoda

ウミニナ科 Baillariidae

ウミニナ科の一種 Batinariidac gen.et sp indet

タマガイ科 Naicidac

ツメタガイ θιossα ,ιtt J拗珀。

オキニシ科 Bursidae

ミヤコボラ BvFOれαrラo rg/乃α

トウカムリ科 Cassidae

ウラシマガイ 能ヵラcα ssjs bラ sレJcαια

フジツガイ科 Ranellidae

ボウシュウボラ? 9ね′ο所o Jo,pαθ

新腹足目 Neogastropoda

アッキガイ科 Muricidac

レイシガイ 倒斃ウs broれ 崩

アカニシ 月甲 o乃α υ9ん03α

エゾバイ科 Buccinidac

バイ BoJyJο れ」αブcIPο ttCα

テングニン科 Me10ngenidac

テングニシ Fr9れ弗 s,sι ,bα

イトマキボラ科 Fascidariidae

ヒメイトマキボラ? 司9,ropJocα ιrcP¢減れ

ナガニシ ヨ卵j冷 ,s p9rp〕釘″s

タケノコガイ科 Terebridae

タケノコガイ科の一種 Tereb� dae gen et sp.indet

斧足綱 Bivalvia

フネガイロ Arcoida

フネガイ科 Arcidae

アカガイ ScP施胞CO brO坐ヵιοttj

サルボウガイ Scttpルθα a々gos肪ヵ9れsts

ミノガイロ Limoida

ミノガイ科 Limidae
ニシキガイ C"αηtt s9レα力αια

カキロ Ostreoidae

イタヤガイ科 Pectinidae

アワジチヒロ 7oJα ccん,αれ
"肪

ros9,

イタヤガイ 攪 cι9乃 αJbJcαtts

イタボガキ科 Ostreidae

イタボガキ科の一種 Ostreidae gen,et sp.indet

マルスダレガイロ VenerOida

ザルガイ科 Cardiidac

トリガイ Fttυ ,α れ,ι ,cα

バカガイ科 Mactridae

シオフキ 地励c彦′αυ¢貶′ゎ rれ

'Sシジミ科 Corbiculidac

シジミ科の一種 Corbiculidae gen et sp indet
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マルスダレガイ科 Venendae

アサリ RヵあιcP9s PttJヵ pttα rヵれ

ウテムラJキ  &朋泌ο秘,s pTprαια

ハ rヽクドリ  隆 rθιrtt ι,sο′ウα

脊椎動物門 Vertebrata

軟骨魚綱  Chondrichthyes

板饂亜綱の一種

Elaslnobranch� ,order,fam,gen et sp indet

ツノ呵ガメロ  Squaliformes

ツノザメ科 Sualidae

ツノザメ科の一種 Sualidae gen.et sp indet

エイロ Raiiformes

トビエイ上科の一種 MyliObatidoidea

トビエイ科 MyとObaidae

トビエイ科の一種 MyliObaidae gen et sp indet

硬骨魚網 Osteichthyes

ウナギロ Anguilliformes

アナゴ科 Congridae

アナゴ科の一種 Congridae gen.et sp.indet

ハモ科 Muraenesocidae
ハモ属の一種 И″骸れぉο″sp

ニシンロ CluperifOrmes

ニシン科 Clupeidae

マイワシ SorO加 ops聰 9'αれosι,c,肋 s

ニシン科の一種 Clupeidae gen et sp indet

カタクチイワシ科 Engraulidae

カタクチイワシ β帽′αJラ sジ。p9崩 Cレs

コイロ  Cyprinida

コイ珂斗 Cyprinidae

フナ属の一種 θα′レest,s sp.

コイ科の一種 Cyprinidae gen.et sp indet.

サケロ SalmOniformes

サケ科 SalmOnidae

サケ属の一種 Ottcor物 れcん ,S Sp.

アユ科 PlecOglossidae

アユ PJ9cogι Osttθ αJι

'υ

θ力s

ヒメロ Aulopiformes
エソ科 SynOdonddae

エソ科の一種 SynOdontidac gen.et sp indet

タラロ Gadiformes

タラ科 Gadidae
マダラ θαOレθれαcrο cψんαι,s

ボラロ Mugilformes

ボラ科 Mugilidae

ボラ科の一種 Mugilidae gen.et sp.indet

カサゴロ Scorpaeniformes

フサカサゴ科 Scorpaenidac

フサカサゴ科の一種 Scorpae� dae gen.et sp.indet

オニオコゼ科 Synanceiidae

オニオコゼ属の一種 励テれうc,s sp

ホウボウ科 Triglidac

ホウボウ科の一種 Triglidae gen et sp �det

コチ科 PlaⅢ cephalidae

メゴチ &ぢ♂r,乃0,sれ 99′ J9′υOο rι
jj

コチ科の一種 Pl航yCephalidae gen et sp indet

アイナメ科 Hexagrammidae

アイナメ属の一種 鳳数ぞ胞れれos sp

セミホウボウ科 Dactyloperidae

セミホウボウ科の一種 Dactyloperidae gen et sp indet

スズキロ Percidae

スズキ科 Percichttyidac

スズキ Loιθοιαbr明胞pοttC,s



ハタ牙斗 Serranidae

ハタ科の一種 Serranidae gen et sp indet

シイラ科 Coryphaenidac

シイラ  Coypん o9乃αんめ ,′,s

アジ科 Carangiae

ブリ属の一種 能 rtο ,α sp

アジ科の一種 Caranttae gen et sp indet

イサキ科 Haemulidae

イサキ科の一種 Haemulidae
コショウダイ属の一種 司9cιοれラれcん ,s sp

タイ男畔 Spandae
ク ロ ダ イ 属 の 一 種  Ac9/乃ι的 昭 r,s Sp

マダイ POgr,s駒げοr

キダイ Dっれιtt ιレれガЮれs

タイ科の一種 Sparidac gen et sp.indet

フエフキダイ科 Lethrinidae

フエフキダイ科の一種 Lettrinidae gen.et sp indet`

ニベ科 Sciaenidae

ニベ科の一種 Sciaenidae gen et sp.indet.

キス科 Sillaginidae

キス属の一種 SjJJggo sp.

シマイサキ科 Teraponidae

シマイサキ R物乃COp9ιαtts鋸/ゎれcん ,S

ベラ科 Lれ roide

コブダイ Semicossyphus redculatus

ベラ科の一種 Labroidei gen.et sp indet

ミシマオコゼ科 UranOscopldac

ミシマオコゼ科の一種 UranOscopidae gen et sp indet

ハゼ科 Gobiidae

ハゼ科の一種 Gobiidae gen et sp.indet.

アイゴ科 Siganidae

アイゴ科の一種 P Siganidae gen.et sp indet

カマス科 Sphyraenidae

カマス科の一種 Sphyraenidae gen,et sp.indet,

タチウオ科 Trichiuridae

タテウオ科の一種 TAchiuridae gen et sp indet.

サバ科 Scombridae

サバ属の一種 Scopb9r sp

ソウダガツオ属 A閉あ sp

カツオ 洒,ι錫″οをぃ p9Jαpts

マグロ属の一種 η物ヵんレs sp

サワラ Scoれ bθroれοrレs,力ん。崩,S

カレイロ PleurOnecdformes

ヒラメ科 Bothidac

ヒラメ Pgrα力cん財りsο ,jυαむθ″s

カレイ科 Pleuronectidae

第 1節 兵庫津遺跡第14次調査出上の動物遺存体

カレイ科の一種 Pleuronecudae gen et sp indet

ウシノシタ科 CynOglossidae

ウンノンタ科の一種 CynOglossidae gen et sp indet

フグロ TetraOdoniiformes

カワハギ科 Monacanthidac

ウマズラハギ 倒ぬれれαcο兌,Sれ009sιレs

カワハギ科の一種 Monacanhidae gen et sp.indet

フグ科 Tetraodonitidae

フグ科の一種 Tetraodoniidae gen et sp indet,

両生綱 Amphibia

無尾目 Anura
無尾目の一種 Anura fam,gen et sp indet

鳥綱 Aves
アビロ Gaviformes

アビ科 Gavlidac

アビ科の一種 Gaviidae gen et sp indet

カモロ Anseriformes

カモ科 Anatidae

カモ科の一種 Anaidae gen ct sp.indet

キジロ Galliformes

キジ科 Phasanidae
ニワトリ Gttι ,s Oο 秘¢sι

jθ,s

哺乳綱 Mammalia
霊長目 Primates

ヒト科 Hominidac
ヒト Ir。確れ。sttιθれSθ

食肉目 Carnivora

ネコ科 Felidae

ネコ FttJs θαι,s

偶蹄目 Ariodactyla

ウシ科 Bovidae
ウシ Bos臼2,r,s

イノシシ科 Suidae

イノンシ/ブ タ §閣 ,crOFC

シカ科 Cervidac
ニホンジカ C″υ,s冷ち叩ο冷

霧歯目 Rodentia

ネズミ科 Mundae
ネズミ科の一種 Muridae gen.et sp indet

クジラロ Cetacea

イルカ科 Deinnidae

イルカ科の一種 Delphinidae gen et sp indet

表4 種名表

点、SK330か ら2点、SK331か ら10点、SB301か ら3点、SB305か ら1点、SB308か ら1点が出上している。こ

れらのほかに集計表に示 していないもので、SP301、 ST305か ら2点ずつ、SE213、 ST202、 ST303か ら1点ず

つ、SX301か ら小片が多数出土している。

ニシキウズガイ科 SK218か ら、 1点が出上 している。このほかに集計表に示 していないもので、囲炉裏302

とSB306か ら1点ずつ出土している。

サザエ 当資料には、有棘と無棘の両方が含まれるが、無棘のものが多い。SK109か ら、蓋が27点出土してい

る。SK218か ら154点 (殻102蓋52)が出土しており、これらのうち3点は殻口が、他の1点 は殻体が打ち割られ

ている。SK212か ら13点 (殻10点蓋 3)が出土しており、これらのうち1点は殻口が打ち割られている。SK330
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から、 5点 (殻 1蓋 4)が出土している。SK331か ら15点 (殻11蓋 4)が出土しており、これらのうち5点は殻口

が打ち割られている。これらのほかに集計表に示していないもので、SK213か ら蓋のみが 4点、SK301か ら蓋

が 2点、SK386、 カマド305、 SB301、 SB304、 SB308か ら1点ずつ出土している。

ウミニナ科 集計表に示していないもので、四炉裏302と SB306か ら1点ずつ出土している。

ツメタガイ SK218か ら29点、SK330か ら5点、SK381か ら7点、カマ ド305か ら3点、SB301か ら2点、SB308

から1点が出土 している。これらのほかに集計表に示 していないもので、SK213、 SB303か ら2点ずつ、

SK301、 SB302、 SB306、 SB308か ら1点ずつ出土している。

ミヤコボラ SK218か ら3点、SK331か ら1点が出土している。

ウラシマガイ 集計表には示していないもので、SB203の 土間から1点が出土している。

ボウシュウボラ? SK218か ら、 1点が出上している。

レイシガイ SK218か ら、 1点が出土している。

アカニシ SK218から27,点が出上しており、これらのうち 2′点は殻口が打ち割られており、他の 1サ点は殻体に

イタボガキ科の殻が付着している。SK212か ら4点が出土しており、これらのうち 1点は殻口が、他の 1点は

殻体が打ち割られている。SB301か ら3点が出土している。これらのほかに集計表に示していないもので、

SK336、 SK30と、SK355、 カマド304、 カマド305、 囲炉裏302、 カマド401、 SB401か ら1点ずつ出土している。

バイ SK218か ら15点、SK212か ら2点が出土している。これらのほかに集計表に示していないもので、遺物

包含層 (第 3遺構面上)か ら14点 出土している。遺物包含層 (宝永 5年焼土層)か ら14点 出土しており、SB203周

辺から出土している9点は被熱して黒色を呈する。SB203・ 207の上間から2点ずつ、SK332、 SK355、 囲炉裏

302、 カマド401、 SB306か ら1点ずつ出上している。

テングニシ SK218か ら5点、SK331か ら1点が出土している。

ヒメイ トマキボラ? SK330か ら、 1点が出土している。

ナガニシ SK218、 SB301か ら1点ずつ出土している。

タケノコガイ科 SK331か ら、 1点が出上している。

アカガイ SK218か ら9点 (左 5右 4)、 SK212か ら6点 (左 4右 2)、 SK386(左 1右 1)と SK331(左 2)か ら2

点ずつ、SB301(右 )と SB308(右 )か ら1点ずつ出土している。

サルボウガイ 集計表に示していないもので、遺物包含層 (第 3遺構面上)か ら1点のみ出土している。

ニシキガイ SK331か ら1点 (左 )が出土している。

アワジチヒロ SK218か ら、 1点 (左 )が出土している。

イタヤガイ SK218か ら7点 (左 3右 4)が出上してお り、これらのほかに集計表に示 していないもので、

SB203の 土間から1点が出土している。

イタボガキ科 SK218か ら68点 (左40右28)が出上しており、これらのうち 1点はイタボガキに似る。SK212か

ら11点 (左 6右 5)、 SK336か ら5点 (左 )、 SK330か ら5点 (左 4右 1)、 SK331か ら15点 (左 5右 10)が出土して

おり、これらのうち4点はイタボガキに似る。SB301か ら10点 (左 8右 2)が出土している。これらのほかに集

計表に示していないものが、遺物包含層 (第 3遺構面上)か ら11点 (左 7右 4)、 SB207の 上間から39点 (左22右

17)出 上している。このほかにST304(左 1右 1)、 SK355(右 )、 SK322(左 )、 カマ ド401(左 )、 SB212。 213の床

面 (右)か ら2点ずつ、SK218、 囲炉裏302、 SB302(右 )、 SB303(右 )、 SB306(左 )、 遺物包含層 (宝永 5年焼土

層)か ら1点ずつ出上している。

トリガイ SK218か ら243点 (左 111右 132)、 SK212か ら45点 (左20右25)、 SK336か ら6を点(左 2右 4)、 SK331か

ら2点 (右 )、 SK330か ら1点 (左右不明)が出上している。これらのほかに集計表に示していないもので、遺物
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種 類 左 右 計 MNI

第 1遺構面 SK109

アワビ類 2 2

サザエ

ハマグリ 7

計

第 2遺構面 SK212

アワビ類 2

サザエ 10(3)

アカニシ

バ イ 2

アカガイ 4 2

イタボガキ科 6 5 11 6

ト リ ガイ

ハマグリ 3 1 3

計

第 2遺構面 SK218

アワビ類 3

ニシキウズガイ科 1 1 1

サザエ

ツメタガイ

ミヤコボラ 3

ボウシュウボラ ? 1 1 1

レイシガイ 1 1 1

アカニシ

バ ィ

テ ングニ シ 5

ナガニシ 1 1 1

アカガイ 5 4 5

アワジチヒロ 1 l 1

イタヤガイ 3 7 4

イタボガキ科

トリガイ

シオフキ 1 l 1

シジミ科 1 3 2

アサ リ 7 4 7

ハマグリ

計

第 3遺構面 SK336

サザエ 1 1 1

アカニシ 1 1 1

アカガイ l 1 2 1

イタボガキ科 5 5 5

トリガイ 2 6 4

計

第 3遺構面 SK330

アワビ類 5 5 5

サザエ 5(4) 5 4

ツメタガイ 5 5 5

ヒメイトマキボラP 1 1 1

イタボガキ科 4 1 5 4

トリ ガ イ 1 1 l

シオフキ 1 1 1

ハマグリ 1 1 1

計

種 類 左 右 計 MNI

第 3遺構面 SK331

アワビ類

サザエ 15(4)

ソメタガイ 7 7 7

ミヤコボラ 1 1 1

テングニシ l 1 l

タケノコガイ科 1 1 1

アカガイ 2 2 2

ニシキガイ l 1 1

イタボガキ科 5

トリ ガ イ 2 2

ウテムラサキ 1 1 1

ハマグリ 2 5 3

計

第 3遺構面 カマ ド305

サザエ 1 1 1

ツメタガイ 3 3

アカニシ l 1 1

イタボガキ科 2 2 2

計 5 5

第3遺構面 カマ ド304

アカニシ l 1 1

計 1 l

第4遺構面 カマ ド401

アカニシ 1 1 1

バ イ 1 1 1

イタボガキ科 2 2 2

計 4 4

第3遺構面 SB301

アワビ類 3 3 3

サザエ 1 1 1

ツメタガイ 2 2 2

アカニシ 3 3 3

ナガニシ 1 1 1

アカガイ 1 1 1

イタボガキ科 8

イタヤガイ 1 1

ウチムラサキ 1 1 1

計

第 3遺構面 SB305

アワビ類 2 2 2

ウテムラサキ 1 1 1

ハマグリ 7 1 8 7

計

第 3遺構面 SB308

アヮビ類 3 3 3

サザエ 1 1 1

ツメタガイ 1 1 1

アカガイ 1 1 l

計 6

総計

( )の数字は蓋の出土量

表 5 貝類集計表
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包含層 (宝永 5年焼土層)か ら4点 (左 1右 3)SB203の 上間か ら 1点 (左右不明)出土 している。

シオフキ SK218(左 )、 SK330(右 )か ら 1′点ずつ出土 している。

シジミ科 SK218か ら、 3点 (右 1不明 2)が出土 している。 これ らのほかに集計表に示 していない もので、土

間 (宝永 5年火災直前)(左右不明 )、 SB303(右 )、 遺物包含層 (第 3遺構面上)(左右不明)か ら 1点ずつ出土 して

ヤヽる。

アサ リ SK218か ら、11点 (左 7右 4)が出土 している。

ウチムラサキ SK331(左 )、 SB301(左 )、 SB305(左)か ら 1を点ずつ出土している。

ハマグリ SK109か ら20点 (左 7右 13)、 SK218か ら72点 (左 34右 38)、 SK212か ら4点 (左 3右 1)、 SK330か ら

1点 (右 )、 SK331か ら5点 (左 2右 3)、 SB305か ら8点 (左 7右 1)が出土 している。これらのほかに集計表に

示 していないもので、遺物包含層 (宝永 5年焼土層、SB203周 辺含む)か ら5点 (左 2右 3)、 SX301か ら2点

(右 )、 囲炉裏302(右 )、 遺物包含層 (第 3遺構面上)(左右不明)か ら1点ずつ出土している。

d)魚類

エイ・サメ類 エイ類とサメ類の椎骨は、椎体横径10.Omll以 下の個体では区別が困難であり、エイ・サメ類 と

して記述する。SK109か ら椎骨504点、楯鱗 1点、計505点が出土 している。SK213か ら椎骨が46点、SK218か

ら椎骨が155点 出土している。SK212か ら権骨315点、楯鱗23点、計338点が出土している。石組302か ら椎骨54

点、楯鱗 2点、計56点 が出土している。SK330か ら椎骨48点 、楯鱗 7点、計55点が出土している。SK331か ら、

椎骨が 1点出土している。カマ ド304か ら椎骨 8点が出上している。カマ ド401か ら椎骨46点、楯鱗 2点、計48点

が出土している。これらのほかに集計表に示 していないもので、SK120か ら椎骨 1点、SK332か ら椎骨 3点が

出土している。

サメ類 エイ・サメ類の権骨のうち、椎体横径10.Omm以 上の大型個体と推定されるものをサメ類として記載す

る。SK213か ら椎骨52点、SK218か ら椎骨 3点、SK212と SK330か ら椎骨 1点ずつが出土している。これらの

ほかに集計表に示していないもので、石組201か ら椎骨が26点 、石組202、 カマ ド301、 SK522か ら、それぞれ

椎骨が 1点ずつ出土している。

ツノザメ科 本科にはヒゲツノザメ、アブラツノザメなどが含まれる。SK218か ら、本科に特有の棘が 1点出

土している。

トビエイ上科 本上科には、 トビエイ科、アカエイ科などが含まれる。当資料は、 トビエイ科あるいはアカエ

イ科に特徴的な歯板 と尾棘である。SK213か ら歯板が 6点、SK218か ら尾棘が 4点出上している。SK212か ら

歯板 4点、尾棘 1点、計 5点が出上 している。SK330か ら歯板が22点、SK331か ら歯板が 4点出土 している。

カマ ド401か ら歯板 と尾棘が 1点ずつ、計 2点が出土している。これらのほかに集計表に示 していないもので、

SK216か ら、歯板が 2点出上している。石組201か ら、歯板が 1点出土 している。

ニシン科 本科にはニシン属、マイワシ属、ウルメイワシ属などが含まれ、本資料はいずれもマイワシ属に分

類されるマイワシ、コノシロ、サッパのいずれかと考えられる。SK213か ら椎骨101点、主饂蓋骨 (左 2右 2)

4点など、計106点 が出上している。SK218か ら椎骨が48点、主組蓋骨 (左 1右 1)2点 など、計52点が出上し

ている。SK212か ら、椎骨 1点が出上している。石組302か ら椎骨が121点、主上顎骨 (左 2右 2)4点など、計

129点 が出土している。SK330か ら椎骨 8点、SK331か ら椎骨17点、囲炉裏302か ら椎骨■点が出土している。

大きさは、いずれも体長20cm程度か、それ以下の個体である。

マイワシ SK213か ら歯骨 (左 5右 7)12点、椎骨 6点 など、計19点 が出上 している。SK218か ら椎骨 3点、

SK331か ら椎骨 5点が出土している。囲炉裏302か ら舌顎骨 (右 )2点、主上顎骨 (左)1点 など、計 4点が出土
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している。大きさは、いずれも体長20cm以下の個体である。

カタクチイワシ SK213か ら舌顎骨 (左 )が 1点、石組302か ら椎骨18点が出上してお り、大きさは体長20cm以

下の個体ばか りである。

アナゴ科 SK213か ら椎骨18点が出上している。SK218か ら歯骨 (左 5右 4)9点、主上顎骨 (右 )2点 など、計

14点が出土している。SK212か ら歯骨 (左)2点、神経頭蓋 1点、計 3点が出土している。SK330か ら椎骨 5点、

歯骨 (右 )4点 など、計11点が出土している。SK381か ら椎骨23点 、主上顎骨 (左 7右 2)9点など、計38点 が出

土してお り、椎骨 2点は輪切 り状に切断されている。石組302か ら歯骨 (右 )2点、主上顎骨 (右 )1点、計 3点

が出上している。カマ ド304か ら歯骨 (左 )、 角骨 (右 )、 椎骨が 1点ずつ、計 3点が出土している。カマ ド401か

ら椎骨102点、歯骨 (左 15右 28)43点 など、計182点 が出上しており、椎骨 1点が輪切 り状に切断されている。こ

れらのほかに集計表に示 していないもので、SB306か ら歯骨 (左 )1点、SK501か ら歯骨 (左 1右 1)2点、椎骨

l′点、計 3′点が出土している。大きさは、全長40～50cmと 推定される個体が多い。

ハモ属 本属にはハモ、スズハモが含まれる。SK109か ら椎骨51点、角骨 (左 7右 7)14点 など、計114点 が出

上 している。 これ らのうち椎骨 1点、前上顎骨―舗骨―鋤骨板 1点 は、体軸 と垂直方向に切断されている。

SK213か ら椎骨78点 、歯骨 4点 (左 3右 1)、 前上顎骨―歯骨―鋤骨板 3点など、計88点が出土 している。SK218

から椎骨52点 、歯骨16点 (左 10右 6)な ど、計92点が出土している。これらのうち歯骨 (左)1点の先端部が、体

表 6 魚類遺存体集計表 (SK109)

第 1遺構面
SK109

前頭骨 前上顎骨 主上顎骨 歯骨 角骨 方骨 舌顎骨 主鮎蓋骨 前饂蓋骨
椎骨 その他 討

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

エイ・サメ類 楯鱗〕

ハモ属 8 4 2 5 7 7 2 4 8 2
神経頭骨1前上顎骨―飾骨―鋤骨板
2

ボラ科 1 1

フサカサゴ科 2 2

ヨチ科 1 2 1 1 ユ 1 1 ユ l l 1
鋤骨l擬鎖骨2(左 1右 1)角舌骨
(右 2)

オコゼ類 1 1 [ 2 1 1 1 l 3 2

アイナメ属 2 2

スズキ 2 3 2 1

鋤骨1副蝶形骨2基後頭骨1擬鎖
骨(左 1)後 側頭骨(左 1)日 蓋骨
(右 1)

ハタ科 l 1 鋤骨1角骨1(左右不明1) 4

アジ科 稜鱗7

タイ科 6 肩甲骨1(右 ) 7

クロダイ属 2 1 2 日蓋骨 2(左 1右 1) 7

マダイ 4 1 2 3 2 3 1 1 2 5

鋤骨1上後頭骨1第一神経間棘2

方骨1(左右不明1)角舌骨1(左 )

日蓋骨(右 )上擬鎖骨1(左 )上舌滑
(左 )

キス科 [ ]

ベラ科 1 2 1 4

シマオコゼ科 1 2 1 1 1 擬鎖骨 2(左 1右 1) 8

アイゴ科 1 1

サバ属 l 1 17 19

カツオ 6 6

カワハギ科 5 第一背鰭棘 l 6

フグ科 l 2 l 4 1 2 1 2 2 1 1 1

副蝶形骨1日蓋骨4(左 1右 3)翼

状骨3(左 )基鰭骨2(左 1右 1)胸

鰭2(左 )
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軸 と垂直方向に切断されている。SK212か ら椎骨142点、歯骨27点 (左 11右 16)な ど、計202点が出上 している。

これらのうち前頭骨 1点は体軸と斜方向に、歯骨 (左)1点 は先端部が体軸と垂直方向に切断されている。石組

302か ら椎骨 4点、歯骨 (右 )2点 など、計 7点が出上 している。SK330か ら椎骨44点、遊離歯 3点など、計54

点が出上 している。SK331か ら椎骨28点、歯骨 (左 3右 4)7点など、計31点が出上 している。カマ ド304か ら

椎骨 6点、歯骨 (左 )2点 など、計11点が出土 している。囲炉裏302か ら椎骨30点 、角骨 (左 )1点 など、計34点

が出上 している。カマ ド401か ら椎骨22点、歯骨 (左 3右 3)6点など、計41点が出上 している。大きさは、体

長50cm以下の個体が約半数を占め、100cmを 越える大型個体も含む。

コイ科 本科には、コイ属、フナ属、ウグイ属などが含まれる。SK330か ら、舌顎骨 (左 )が 1点出土している。

大きさは、体長20cm程度である。

フナ属 本属には、キンブナ、ギンブナ、ニゴロブナなどが含まれる。SK213か ら主鰍蓋骨 (右 )2点、前鯉蓋

骨 (左)1点、計 3点が出土している。大きさは、いずれも体長15～ 20cm程度である。

サケ属 本属には、シロザケ、サクラマスなどが含まれる。SK218か ら、椎骨が1点出土している。大きさは、

体長20cm以下である。

アユ SK213か ら、椎骨が 2点出土している。大きさは、いずれも体長20cm以下である。

エソ科 SK213か ら、歯骨 (左 )が 1点出土している。SK218か ら椎骨 4点、SK212か ら椎骨 9点、石組302か ら

椎骨13点が出土 している。SK330か ら前上顎骨 (右 )1点、椎骨 1点、計 2点が出土している。SK331か ら前上

顎骨 (右 )1点、前上顎骨あるいは歯骨 (左右不明)1点、計 2点が出土している。囲炉裏302か ら、椎骨 3点が

出土している。カマ ド401か ら、前上顎骨 (右 )1点が出土している。これらのほかに集計表に示 していないも

ので、SKlllか ら被熱 して白色を呈する椎骨が 1点、SK724か ら歯骨 (右 )が 1点出上 している。大きさは、体

長20cm以下の個体 と、20～30cmの個体がほぼ同数含まれる。

マダラ SK213か ら椎骨 4点、主上顎骨 (左 1右 1)2点 など、計 7点が出上している。

ボラ科 本科には、ボラ属 とメナダ属が含まれる。SK109か ら、椎骨 1点が出土している。SK213か ら椎骨12

点、主饂蓋骨 (左 5右 4)9点など、計23′点が出土している。これらのうち椎骨 2を点は輪切 り状に、 1点 は体軸

と斜方向に切断されている。SK218か ら椎骨 2点、SK212か ら椎骨 3点が出上 している。石組302か ら椎骨 6

点、主偲蓋骨 (左 2右 1)3点 など、計10点が出上している。SK330と SK331か ら、椎骨が 1点ずつ出土してい

る。大きさは、体長20～ 30cm程度の個体が最 も多 く、20cm以 下の小型個体がそれに次ぎ、30cm程 度、40cm程

度、50cm程度の大型個体がそれぞれ少量ずつ含まれる。

フサカサゴ科 本科には、カサゴ属、メバル属、ソイ属などが含まれる。SK109か ら椎骨 2点、SK213か ら歯

骨 (左 4右 6)と 前饂蓋骨 (左 4右 6)が10点ずつなど、計62点が出上している。SK218か ら歯骨 (左 2右 2)4点、

前饂蓋骨 (左)2点など、計 9点が出土 している。SK212か ら歯骨 (左 4右 3)7点、角骨 (左 1右 4)5点など、

計26点 が出土 している。石組302か ら主上顎骨 (左 1右 1)2点、歯骨 (右)1点 など、計 5点が出土 している。

SK330か ら前上顎骨 (左 1右 1)、 歯骨 (左 1右 1)が 2点ずつなど、計 9点が出土している。SK331か ら後側頭

骨 (左 5右 1)6点、主上顎骨 (左 2右 2)4点など、計25点 が出上している。カマ ド401か ら主上顎骨 (左)2点、

前上顎骨 (左 )1点 など、計 5点が出土している。大きさは、大部分が体長10～ 20cm程度であるが、30cm以上の

大型個体も含まれる。

コチ科 本科には、マゴチ属、ネズミゴチ属などが含まれる。SK109か ら椎骨23点、主上顎骨 (左 2右 1)が 3

点など、計42点が出土している。これらのうち椎骨 2点は、体軸と斜方向に切断されている。SK213か ら椎骨

38点、角骨 (左 4右 5)9点など、計72点 が出土している。これらのうち権骨 6点は、輪切 り状に切断されてい

る。SK218か ら椎骨 7点、主上顎骨 (左 2右 1)3点 など、計22点 が出土 している。SK212か ら椎骨48点、鋤骨
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第2遺構面

SK213

前頭骨 前上顎骨 主上顎骨 歯骨 角骨 方骨 舌顎骨 主鰍蓋骨 前綿蓋骨
椎骨 その他 計

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

エイ・サメ類

サメ類

トビエイ上科 歯板6 6

ニシン科 1 2 2

マイワシ 1 5 7 6

カタクチイワシ 1 l

アナゴ科

ハモ属 1 3 1 1
神経頭蓋1前上顎骨―飾骨―鋤骨板
3

フナ属 2 1 3

ア ユ 2 2

エソ科 l l

マダラ l l 1 4 7

ボラ科 1 1 5 4

フサカサゴ科 2 4 2 6 4 6 5 3 2 3 5 4 6 擬鎖骨 2(右 )

コチ科 l 4 1 4 2 4 5 1 l l 5 4 擬鎖骨 1(左 )

メゴチ

ホウボウ科 2 1 1 1
頭頂骨2眼宙骨5(左 4右 1)擬鎖
骨4(左 1右 3)

オコゼ類 3 8 4 3 5 l 5 2 3 2 2 1 6 神経頭蓋3鋤骨3擬鎖骨1(左 )

アイナメ属 2 6 7 6 6 6 5 l 〕 1 l 鋤骨 3

セミホウボウ科 1 l

スズキ 1 6 9 9 1 3 1 2 1 l 6 基後頭骨 2擬鎖骨 4(左 2右 2)

ハタ科 1 2 1 2 3 7 l 3 l 2 2 8 擬鎖骨 l(左 )

アジ科 3 l ユ 3 1 1 1 2 2

ブリ属 1 1 7

イサキ科 1 1 2 4

タイ科 1 1 3 下尾骨 l 6

クロダイ属 l 6 l 2 4 1 1 1 1 日蓋骨 1(右 )

マダイ 5 9 6 3 5 9 8 4 4 6 6 3 2 1 2

基後頭骨1副蝶形骨1外後頭骨2

(左 1右 1)擬鎖骨3(右 )日 蓋骨2

(左 1右 1)準下尾骨3上擬鎖骨 1

(右 )上後頭骨8

キス科 2 2

二べ科 1 2 2 l 6

ベラ科 l 1 6 l 3 l

コブダイ 下
'因

頭骨2 2

ミシマオコゼ科 1 眼禽骨 1 2

ハゼ科 1 〕 1 2 l 8

カマス科

タチウオ科 l 1 2

サバ属 3 1 1 4 1 5

カツオ 1 1 2

マグロ属 2 鰭棘 1 3

サワラ 1 2 1 4

ヒラメ 2 1 1 1 1 2 1 3 凝鎖骨6(左 5右 1)尾舌骨3

カレイ科 l 3 2 5 1 1 4 鋤骨 3第一血管間棘 2尾舌骨 3

ウシノシタ科 5 1 2 l 1 鋤骨1擬鎖骨2(左 )

カワハギ科 1 1 第一背鰭棘 1 3

フグ科 4 5 1 1 8 6 2 [ l
基後頭骨4下尾骨1前上顎骨/歯
骨5翼状骨2(左 1右 1)

表 7 魚類遺存体集計表 (SK213)
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第2遺構面

SK218

前頭骨 前上顎骨 主上顎骨 歯骨 角骨 方骨 舌顎骨 主組蓋骨 前認蓋骨
椎骨 その他 計

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

エイ・サメ類 2

サメ類 1 1

ツノザメ科 FIR l 1

トビエイ上科 尾棘 4 4

ニシン科 1 l l 1

マイワシ 3 3

アナゴ科 2 5 4 l 前上顎骨―師骨―鋤骨板2

ハモ属 6 1 1 1 前上顎骨―師骨―鋤吾板10

サケ属 1 1

エソ科 4 4

ボラ科 2 2

フサカサゴ科 1 2 2 1 1 9

コチ科 2 2 ユ 2 1 1 〕 1 1 I 7

メゴチ 7 7

ホウボウ科 神経頭蓋 l 1

オヨゼ類 1 1 I 3 2 2 l 〕 1 1 1 l 3 釧骨1擬鎖骨3(左 )

アイナメ科 1 1

スズキ 4 4

ハタ科 2 2 擬鎖骨 1(左 ) 5

アジ科 1 2 2 3 稜燐3

ブリ属 擬鎖骨 1(左 ) ]

タイ科 1 1

クロダイ属 l ]

マダイ 3 3 1 1 6 上後頭骨1日蓋骨2(左 )

ニベ科 耳石 〕 1

キス科 l 1

ベラ科 下I因頭骨1 1

ミシマオコゼ科 1 1

ハゼ科 3 3 3 5 3 1 1 2 13

カマス科 17 17

タチウオ科 l 1 14

サバ属 2 ユ 2 1 ユ 角舌骨3(左)尾部棒状骨 l

ソウダガツオ属 2 2

カッオ 1 1

ヒラメ l l 1 3 2 13 鋤骨1尾舌骨 l

カレイ科 [ 1

ウンノシタ科

カワハギ科 第一背鰭棘 l 1

フグ科 5 15 2 3 3 l 1 5 9 6 4
日蓋母ll(左 6右 5)角 舌骨4(左
1右 3)翼状骨21(左 9右 12)

表 8 魚類遺存体集計表(SK218)

第 5章  自然科学分析

5点 など、計67点が出上している。これらのうち椎骨 2点は、輪切り状に切断されている。石組302か ら椎骨、

前上顎骨 (左 4右 5)が 9点ずつなど、計58点 が出土している。これらのうち副蝶形骨 1点は体軸と垂直方向

に、椎骨 1点は体軸と斜方向に切断されている。SK380か ら角骨 (左 1右 1)2点、歯骨 (左 )1点 など、計 5点

が出上している。SK331か ら椎骨 6点、歯骨 (右 )3点 など、計15点が出土している。カマド304、 囲炉裏302か

ら、椎骨が 2点ずつ出上している。カマ ド401か ら、前鰍蓋骨 (左 )が 1点出土している。大きさは、体長20～

30cm、 30～ 40cm、 40～ 50cmの 中型個体が多く、体長20cm以下の小型個体、50cm以上の大型個体も含まれる。
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メゴチ SK213か ら椎骨10点、SK218か ら椎骨 7点、SK212か ら椎骨 2点、石組302か ら椎骨 1点が出上 してい

る。大 きさは、体長20cm以下の個体ばか りである。

ホウボウ科 本科には、ホウボウ属、カナガシラ属が含まれる。SK213か ら、眼寓骨 (左 4右 1)5点、擬鎖骨

(左 1右 3)4点 など、計16点 が出上している。これらのうち頭頂骨 1点 はカナガシラ属に似る。このほか、

SK218か ら神経頭骨の一部が 1点、石組302か ら神経頭蓋の一部 3点、SK380か ら擬鎖骨 (右 )1点が出土して

いる。大きさは、大部分が体長20～30cmの個体であり、体長30cm程度の大型個体や、20cm以下の小型個体が少

量ずつ含まれる。

オコゼ類 オニオコゼ属と同定した個体の他に、オニオコゼに似た形質の個体を含めた。SK109か ら、前饂蓋

骨 (左 3右 2)5点、角骨 2点など、計14点が出土している。SK213か ら椎骨14点、前饂蓋骨 (左 6右 6)12点 な

ど、計74点 が出土している。これらのうち神経頭蓋 1点は、中軸線よりやや右側で正中方向に切断されてい

る。SK218か ら前偲蓋骨 (左 20右18)38点、主上顎骨 (左 1右 3)4点など、計61点が出土している。SK212か ら

前鰍蓋骨 (左 13右 15)28点、方骨 (左 14右 9)23点など、計122点 が出土している。これらのうち前組蓋骨 (右 )1

点は、後位部が切断されている。石組302か ら椎骨 7点、前饂蓋骨 (左 4右 1)5点 など、計27点が出土してい

る。これらのうち椎骨 1点は、輪切り状に切断されている。SK330か ら角骨 (左 3右 1)4点、擬鎖骨 (右 )1点

など、計 6点が出土している。SK331か ら主上顎骨 (左 3右3)6点、鋤骨 2点など、計11点 が出土している。

カマド401か ら前上顎骨 (左 4右 2)6点、角骨 (左 3右 2)5点など、計26点が出土している。大きさは、大部

分が体長20cm程度か、それ以下の個体であり、体長20～ 30cmの個体が少量含まれる。

アイナメ属 本属には、アイナメ、クジメなどが含まれる。SK109か ら、主偲蓋骨 (左)2点が出上している。

SK213か ら主上顎骨 (左 7右 6)13点 、歯骨 (左 6右 6)12点 など、計61点が出土している。これらのうち鋤骨 2

点は、中軸線上で正中方向に切断されている。SK218か ら椎骨、SK212か ら主上顎骨 (右 )、 石組302か ら前上

顎骨 (右 )が 1点ずつ出上している。SK330か ら歯骨 (左 1右 1)と 角骨 (左 1右 1)が 2点ずつなど、計 7点が出

土している。SK331か ら、鋤骨 5点、歯骨 (左 1右 2)3点など、計13点 が出土している。カマ ド304か ら角骨

(左 )、 囲炉裏302か ら主偲蓋骨 (右 )が 1点ずつ出上している。カマ ド401か ら前上顎骨 (左 2右 1)3点、歯骨

(右)1点、計 4点が出土している。大きさは、大部分が体長20cm以下の小型個体であり、体長30cm以上の大型

個体が少量含まれる。

セミホウボウ科 SK213か ら、歯骨 (左 )が 1点出土している。

スズキ SK109か ら椎骨16点、角骨 (左 3右 3)6点など、計34点 が出土している。これらのうち椎骨 1点は輪

切り状に、鋤骨 1点は正中線上で切断されている。SK213か ら角骨 (左 8右 12)20点、主上顎骨 (左 9右 9)18点

など、計66点が出上している。これらのうち椎骨 2点は輪切り状に、擬鎖骨 (左 1右 1)2点 は骨幹部で水平方

向に切断されている。SK218か ら、椎骨 4点が出上している。SK212か ら椎骨 8点、擬鎖骨 (左 1右 2)3点な

ど、計17点 出土している。これらのうち椎骨 1点 は、輪切 り状に切断されている。石組302か ら、前上顎骨

(左 )、 角骨 (左 )が 1点ずつ、計 2点が出土している。SK330か ら擬鎖骨 (左 2右 1)3点、前上顎骨 (右)2点 な

ど、計 7点が出土している。これらのうち擬鎖骨 (左)1点 は、骨幹部に切傷が見られる。SK331か ら、前上顎

骨 (左 )、 歯骨 (右 )、 角骨 (左 )が 1点ずつ、計 3点が出土している。カマド401か ら、前上顎骨 (左)3点が出土

している。本種は、成長とともに呼称が変わる出世魚であり、関西では体長30cmま でをセイゴ、60cmま でをフ

ッコ、60cm以上をスズキと呼び習わす。本資料の大きさは、セイゴ級が最も多く、それにフッコ級が次ぎ、ス

ズキ級は少量含まれる程度である。

ハタ科 本科には、マハタ属、ヤイトハタ属などが含まれる。SK109か ら鋤骨、主上顎骨 (右 )が 1点ずつなど、

計 4点が出上している。SK213か ら角骨 (左 3右 7)10点 、椎骨 8点など、計36点 が出土している。SK218か ら
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第2遺構面

SK212

前頭骨 前上顎骨 主上顎骨 歯骨 角骨 方骨 舌顎骨 主鰍蓋骨 前綿蓋骨
椎骨 その他 計

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

エイ・サメ類 楯鱗23

サメ類 1 1

トビエイ上科 尾棘 l歯板 4 5

ニシン科 1 l

アナゴ科 2 神経頭骨 1 3

ハモ属 1 11 3 1 1 l l 1 前上顎骨―飾骨―鋤骨板14

エソ科

ボラ科 3 3

フサカサゴ科 2 2 2 4 3 ユ 4 1 1 ユ 1 2 2

コチ科 1 ユ 2 2 1 1 2 2 鋤骨5

メゴチ 2

オコゼ類 6 3 2 6 8 5 8 9 4 2 擬鎖骨8(左 4右 4)

アイナメ属 l 1

スズキ 2 ユ 1 l 副蝶形骨1擬鎖骨3(左 l右 2) 17

ハタ科 1 1 1 1 2 1 7

アジ科 2

ブリ属

イサキ科 1 1

タイ科 [ 〕 1 1 3
基後頭骨5擬鎖骨1(左 )日 蓋骨1

(左 )

クロダイ属 4 l 4 2 4 2 5 2 1 ユ
上後頭骨1日蓋骨4(左 2右 2)上

擬鎖骨1(左 )

マダイ 3 2 2 1 ] 1 1 2 2 l 6 上後頭骨2日蓋骨1(左 )

キダイ 1

フエフキダイ科 ユ l

二べ科 1 1 2

キス科 1 1

ベラ科 2 1 上咽頭骨 1下咽頭骨 2 9

ミシマオヨゼ科 2 1 1 4

タチウオ科 1 1 2

サバ属 3 3

ソウダガツオ属 2 2

カッオ 1 1

ヒラメ 1 1 4 3 ユ 2 擬鎖骨1(右 )尾舌骨1

カレイ科

ウシノシタ科 l

カワハギ科 第一背鰭棘 2 2

フグ科 3 4 2 5 4 4 5 6 l 2

下尾骨2外後頭骨1(右 )基後頭骨
6基 鰭骨5(左 3右 2)擬 鎖骨1

(左 )日 蓋骨7(左 4右 3)翼状骨3

(左 1右 2)

第 5章  自然科学分析

表 9 魚類遺存体集計表 (SK212)

主上顎骨 (左 2右 2)4点、擬鎖骨 (左 )1点、計 5点が出土 している。SK212か ら前上顎骨 (左 1右 1)、 主饂蓋

骨 (右 )が 2点ずつなど、計 7点が出上している。石組302か ら舌顎骨 (左 1右 1)2点、主上顎骨 (右)1点 など、

計 4点が出上している。方骨は、体軸と垂直方向と斜方向に切断されている。SK380か ら前上顎骨 (左 3右 1)

4点、方骨 (左)2点 など、計11点が出土している。SK331か ら方骨 (左)2点、前鮎蓋骨 (左 )1点、計 3点が出

土している。カマ ド401か ら、方骨 (左 1右 2)3点が出土している。体長20cm以 下の個体が多いが、50～ 70cm

の大型個体 も少量含まれる。

アジ科 本科には、マアジ属、ムロアジ属などが含まれる。SK109か ら椎骨ll点、稜鱗 7点、計18′点が出上し
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第3遺構面
石組302

前頭骨 前上顎骨 主上顎骨 歯骨 角骨 方骨 舌顎骨 主鰍蓋骨 前組蓋骨
椎骨 その他 計

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

エイ・サメ類 楯鱗 2

ニシン科 2 2 1 1 [ 1

カタクチイワシ

アナゴ科 1 3

ハモ属 4 神経頭骨 1 7

エソ科

ボラ科 2 l 6 尾部棒状骨 1

フサカサゴ科 1 1 ユ 1 1 5

コチ科 1 1 4 5 2 5 2 1 1 1 2 2 6 9

鋤骨2副蝶形骨1基後頭骨1角舌
骨5(左 4右 1)基 鰭骨2(左 l右

1)日蓋骨3(左 2右 1)

メゴチ 1 [

ホウボウ科 神経頭蓋 3 3

オコゼ類 l 2 3 2 2 2 ユ l ユ 4 l 7

アイナメ属 1 [

ススキ 1 1 2

ハタ科 1 1 1 l 4

シイラ 1 [

アジ科 1 2 5 1 1 5 稜鱗 4

イサキ科 1 1

タイ科 l
擬鎖骨1(右 )肩 甲骨1(右 )上擬鎖
骨1(左 )

クロダイ属 l 1 2

マダイ 2 1 2 1 1 l 上後頭骨1日蓋骨2(左 1右 1)

キダイ 1 [

二べ科 3 2 3 1 9

キス科 2 2

ミシマオヨゼ科 L 1 1 頭頂骨 l 4

ハゼ科 2 1 1 3 7

カマス科 1 1

タチウオ科 l 3 4 1 2

サバ属 1 1 2 l

カッオ 5 5

ヒラメ 3 2 3 l 1 1 2 第一血管間棘 l尾舌骨 3 17

カレイ科 1 l 2

ウンノンタ科 l 1

カワハギ科 第一背鰭棘2 2

フグ科 2 1 2 1 1 1 1
日蓋骨1(左 )胸鰭棘1(左 )翼状骨
2(左 1右 1)

第 1節 兵庫津遺跡第14次調査出上の動物遺存体

表10 魚類遺存体集計表 (石組302)

ている。SK213か ら椎骨15点、前上顎骨 (左 3右 1)4点 など、計30点 が出土している。これらのうち椎骨 1点

は、輪切り状に切断されている。SK218か ら椎骨、稜鱗が 3点ずつなど、計11点が出土している。SK212か ら、

椎骨が 2点出土している。石組302か ら歯骨 (左 2右 5)7点、椎骨 5点など、計19点が出土している。SK330

から歯骨 (左 7右 5)12点 、稜鱗 3点など、計16点が出土している。SK331か ら、歯骨 (左)2点が出上している。

カマド304か ら、椎骨 1点が出土している。囲炉裏302か ら、主組蓋骨 (右 )1点が出土している。カマド401か

ら、歯骨 (右 )1点が出上している。これらのほかに集計表に示していないもので、SK332か ら椎骨 1点、大き
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さは、体長20cm以下の個体がやや多 く、それ以外は体長20～ 30cmの個体である。

ブリ属 本属 には、ブリ、 ヒラマサ、カンパチが含 まれる。SK213か ら椎骨 7点、角骨 (左 1右 2)3点など、

計11点が出土 している。SK218か ら、擬鎖骨 (左 )が 1点出上 している。SK212か ら椎骨が18点 出土 してお り、

これらの椎骨のうち5点 は輪切 り状に切断されている。SK330か ら、椎骨が 1点出上している。これらのほか

に集計表に示していないもので、SK353か ら方骨 (右 )が 1点、SB302か ら歯骨 (左 )1点が出土している。大き

さは、体長30～ 40cmの個体と60cm以上の個体が多く、30cm以下の個体も少量含まれる。

シイラ SK330から、椎骨が 1点出上している。大きさは、体長30cm以下の小型個体と推定される。

イサキ科 SK213か ら前饂蓋骨 (右 )2点、前上顎骨 (右 )1点 など、計 4点が出土している。SK212か ら歯骨

(右 )、 前饂蓋骨 (右 )が 1点ずつ、計 2点が出土している。石組302か ら歯骨 (右 )が 1点出上しており、形態が

コロダイに酷似する。SK331か ら前上顎骨 (左 )が 1点出土しており、形態がコロダイに酷似する。体長20側以

下の個体から体長30cm程度の個体まで含まれる。

コショウダイ属 集計表に示していないもので、SK354か ら椎骨が 1点出土しており、大きさは体長20～ 30cm

である。

タイ科 本科には、マダイ属、キダイ属、クロダイ属などが含まれる。SK109か ら椎骨 6点、肩甲骨 (右)1点、

計 7点 が出土 している。SK213か ら主饂蓋骨 (右 )3点、前上顎骨 (右 )1点 など、計 6点が出上 している。

SK218か ら、前上顎骨 (右 )が 1点出上している。SK212か ら椎骨15点、基後頭骨 5点など、計29点 が出土して

いる。これらのうち椎骨 1点は輪切り状に切断されており、基後頭骨 1点には切傷が見られる。石組302か ら

椎骨11点、方骨 (右)1点 など、計15点が出上している①これらのうち権骨 2点は、輪切 り状に切断されてい

る。SK330か ら椎骨 3点、遊離歯 2点など、計 8点が出土している。これらのうち椎骨 1点は、体軸と垂直方

向に切断され、他の 1点は体車由と平行方向に切断されている。SK331か ら椎骨、歯骨 (左 )が 1点ずつなど、計

4点が出土している。カマド304か ら前上顎骨 (左右不明)、 囲炉裏302か ら椎骨が 1点ずつ出上している。カマ

ド401か ら前上顎骨 (左 )、 前組蓋骨 (右 )が 1点ずつ、計 2点が出上している。これらのほかに集計表に示して

いないもので、SK121か ら椎骨、ST106か ら前上顎骨 (右 )、 SK334か ら椎骨が 1点ずつ出上している。大きさ

は、体長20cm以上の個体が大部分を占める。

クロダイ属 SK109か ら、椎骨、主上顎骨 (左 )が 2点ずつなど、計 7点が出土しており、これらのうち椎骨 1

点は輪切り状に切断されている。SK213か ら前上顎骨 (左 1右 6)7点、歯骨 (左 2右 4)6点など、計19点が出

土している。SK218か ら、主上顎骨 (左 )が 1点出上している。SK212か ら椎骨14点、前上顎骨 (左 4右 8)12点

など、計53点が出土している。これらのうち椎骨 2点は、輪切り状に切断されている。石組302か ら主上顎骨

(左)1点、前饂蓋骨 (左)1点、計 2点が出上している。SK330か ら前上顎骨 (右 )が 1点出土している。これら

のほかに集計表に示していないもので、SK120か ら歯骨 (右 )、 石組201か ら前上顎骨 (右 )、 SK303か ら前上顎

骨 (左 )、 SK632か ら前上顎骨 (左 )、 SK734か ら歯骨 (左 )が 1点ずつ出上している。SK724か ら椎骨、主上顎骨

(右 )、 角骨 (右 )が 1点ずつ、計 3点が出土している。本属にはクロダイ、キチヌなどが含まれる。大きさは、

体長20～ 30cmの 個体が最も多く、次いで20cm以 下、30～ 40cmの 個体が同数程度、40cm以 上の大型個体は少な

マダイ SK109か ら椎骨、角骨 (左 2右 3)5点など、計33点 が出土しており、これらのうち前頭骨 4点 と上後

頭骨1点 は正中方向に切断されている。また、前饂蓋骨 (右 )2点は後位部が切断、口蓋骨 1点は前位部と下位

部が切断、椎骨 1点は輪切 り状に切断されている。SK213か ら椎骨33点、歯骨 (左 9右 8)17点 など、計130点

が出土している。前頭骨14点 は正中方向に切断されるなど、前上顎骨、前饂蓋骨など計28点に切断痕や切傷が

見られる。SK218か ら椎骨 6点、主上顎骨 (右)3点など、計18点が出土している。これらのうち前頭骨 1点は、
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第3遺構面

SK330

前頭骨 前上顎骨 主上顎骨 歯骨 角骨 方骨 舌顎骨 主鰍蓋骨 前鰍蓋骨
椎骨 その他 計

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

エイ・サメ類 楯鱗 7

サメ類 1 1

トビエイ上科 歯板22

ニシン科 8 8

アナゴ科 1 4 5 前上顎骨―師骨―鋤骨板 l 11

ハモ属 2 2 [ ユ 前上顎骨―帥骨-911骨 板 l遊離歯3

コイ科 1 1

エソ科 1 l 2

ボラ科 l 1

フサカサゴ科 1 1 1 1 ユ 1 1 1 角舌骨1(左 ) 9

ヨチ科 1 1 l 1 l 5

ホウボウ科 擬鎖骨 1(右 ) 1

オコゼ類 3 l 前鰯蓋骨 1(左 P)擬鎖骨 1(右 ) 6

アイナメ属 1 1 1 1 l 角舌骨2(左 1右 1) 7

スズキ 1 1 擬鎖骨3(左 2右 1) 7

ハタ科 3 ユ 1 2 1 1 1 鋤骨 l

アジ科 7 5 1 稜鱗3

ブリ属 l 1

シイラ 1 1

タイ科 ユ 1 1 3 遊離歯 2 8

クロダイ属 1 ユ

マダイ 1 2 3 2 3 1 1 1

ニベ科 1 〕

ベラ科 1 下咽頭骨 1 2

ミシマオコゼ科 1 l l 2 2 2 2 1 3 擬鎖骨 5(左 l右 4)

ハゼ科 1 l 2

カマス科 [ ]

クチウオ科 1 1 2 前上顎骨(左右不明1) 4

サバ属 1 I 1 2 5

ヒラメ 4 2 1 4 3 2 〕 1 角舌骨1(左 )鋤骨1尾舌骨 l

カレイ科 l 1 l 第一血管間棘 l尾舌骨 ]

ウシノシタ科

カワハギ科 第一背鰭棘 1 ユ

フグ科 3 3 1 2 2 l 1 7 下尾骨1基後頭骨1日蓋骨1(右 )

第 1節 兵庫津遺跡第14次調査出上の動物遺存体

表11 魚類遺存体集計表(SK330)

正中方向に切断されている。SK212か ら椎骨 6点、前頭骨 5点 など、計32点 が出上している。これらのうち前

頭骨 4点は、正中方向に切断されている。石組302か ら歯骨 (左 2右 2)4点、前上顎骨 (左 )2点 など、計14点

が出上している。SK330か ら歯骨 (左 2右 3)、 角骨 5点 (左 2右 3)ずつなど、計14点が出土している。SK331

から主上顎骨 (左 1右 3)4点、歯骨 (左)3点など、計19点が出土している。これらのほかに集計表に示してい

ないもので、SK104か ら上後頭骨 1点、ST106か ら上後頭骨 1点、SK501か ら前頭骨など計 8点、SK526か ら

後側頭骨 (右 )1点、SK525か ら椎骨 1点、SK732か ら前頭骨 1点が出土している。大きさは、体長30～ 40cmの

個体が最も多く、次いで20cm以下の小型個体が多く含まれる。

キダイ SK212か ら前頭骨 1点、石組302か ら前上顎骨 (右 )1点が出土しており、大きさはいずれも体長20～
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第3遺構面

SK331

前頭骨 前上顎骨 主上顎骨 歯骨 角骨 方骨 舌顎骨 主総蓋骨 前綿蓋骨
椎骨 その他 計

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

エイ・サメ類 1 l

トビエイ上科 歯板 4 4

ニシン科 17 17

マイワシ 5

アナゴ科 7 2 前上顎骨2(左右不明)

ハモ属 4 2 2 [ 1

エソ科 1 歯骨/前上叛骨 1

ボラ科 1 1

フサカサゴ科 1 2 2 ユ 1 2 1 1 ユ l 1 2 1 神経頭蓋 2後側頭骨 6(左 5右 1)

コチ科 2 3 l ユ 1 6 日蓋骨 1(右 )

オコゼ類 l ユ 3 3 鋤骨2擬鎖骨1(右 ) 11

アイナメ属 1 1 1 〕 1 [ 鋤骨5

スズキ 1 1 1

ハタ科 2 1

アジ科 2

イサキ科 1 ユ

タイ科 1 1 l 上擬鎖骨1(左 )

マダイ 1 1 l 3 3 2 〕 1 l
副蝶形骨1上擬鎖骨1(左 )後 lll頭

唱1(右 )

ニベ科 l 1 2

ミンマオコゼ科 1 2 5 1 3 3 4 3
擬鎖骨2(右 )主蠅蓋骨1(左右不
明)

ハゼ科 4 1 1 2

カマス科 1 1

タチウオ科 2 1 1 4

サワラ 1 1 2

ヒラメ 1 2 2 尾舌骨 2 7

カレイ科 2 l l 6 尾舌骨 2

ウンノンタ科 〕 2 1

フグ科 l 3 5 l 2 [ ユ 1
副蝶形骨1尾 舌骨3前上顎骨 l

(左右不明)基鰭骨3(左 l右 2)

第 5章  自然科学分析

表12 魚類遺存体集計表(SK331)

30cmである。

フエフキダイ科 SK212か ら、前上顎骨 (右)1点が出土している。大きさは、体長50cm程度である。

ニベ科 SK213か ら前上顎骨 (左 1右 2)、 主上顎骨 (左 2右 1)が 3点ずつ、計 6点が出土している。SK218か

ら、耳石が 1点出土している。SK212か ら、前上顎骨 (左 1右 1)2点が出上している。石組302か ら、歯骨 (左

3右 1)4点、前上顎骨 (右 )3点 など、計 9点が出土 している。SK330か ら、主上顎骨 (左)が 1点出土してい

る。SK331か ら、主上顎骨 (左 1右 1)2点 が出上 している。これらのほかに集計表に示 していないもので、

SK386と SK510か ら、椎骨が 1点ずつ出土 している。大きさは、体長20cm以下の個体が多いが、100cm以上の大

型個体も含まれる。

キス属 SK109か ら前饂蓋骨 (左 )が 1点出土している。SK213か ら、歯骨 (左)2点が出土 している。SK218か

ら、椎骨が 1点出上している。SK212か ら角骨 (右 )が 1点出土 している。石組302か ら、前上顎骨 (左 )が 2点

出上している。大きさは、体長15cm以下の個体ばか りである。

シマイサキ ? SK213か ら歯骨 (右 )、 方骨 (左 )が 1点ずつ、計 2点が出土している。SK331か ら、歯骨 (左 )が
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1点出土している。大きさは、いずれも体長20～ 30cmと 推定される。

ベラ科 SK109か ら角骨 (左 2右 1)3点、主上顎骨 (右)1点、計 4点が出土 している。SK213か ら歯骨 (左 6

右 1)7点、角骨 (左 3右 1)4点 など、計13点 が出土 している。SK218か ら下咽頭骨が 1点 出土 している。

SK212か ら前上顎骨 (左 2右 3)5点、下H因頭骨 2点など、計 9点が出上 している。SK330か ら下咽頭骨、歯骨

(左 )が 1点ずつ、計 2′点が出土している。大きさは、体長20cm以下の個体が大部分を占める。

コブダイ SK213か ら下咽頭骨 2点が出上してお り、大きさは体長30cm以上の個体である。

ミシマオコゼ科 SK109か ら角骨 (左 1右 2)3点、前饂蓋骨 (左 1右 1)2点 など、計 8点が出土 している。

SK213か ら角骨 (右 )、 眼寓骨 (左右不明)が 1点ずつ、計 2点が出土 している。SK218か ら、舌顎骨 (右 )が 1点

出土 している。SK212か ら角骨 (右 )2点、主偲蓋骨 (右)2点、計 4点が出土 している。石組302か ら主組蓋骨

(左 1右 1)2点、舌顎骨 (右 )1点 など、計 4点が出土している。SK330か ら、擬鎖骨 (左 1右 4)5点、舌顎骨

(左 2右 2)4点 など、計20点が出土している。SK331か ら主上顎骨 (左 2右 5)、 主組蓋骨 (左 3右 4)が 7点ず

つなど、計28点が出土している。大きさは、体長20cm以下の個体が多い。

ハゼ科 SK213か ら歯骨 (左 1右 2)3点、角骨 (左)2点 など、計 8点が出土 している。SK218か ら権骨13点、

歯骨 (左 5右 3)8点 など、計37点 が出上 している。石組302か ら歯骨 (左 1右 3)4点、前上顎骨 (左 2右 1)3

点、計 7点が出上している。SK380か ら歯骨 (右 )、 角骨 (右 )が 1点ずつ、計 2点が出上 している。SK331か ら

前上顎骨 (左 4右 1)5点、歯骨 (左 2右 2)4点など、計10点が出土 している。囲炉裏302か ら方骨 (左 )、 主組

蓋骨 (右 )が 1点ずつ、計 2点が出土 している。カマ ド401か ら歯骨 (左 6右 2)8点、前上顎骨 (左 2右 2)4点

など、計22点が出土している。大きさは、体長20cIIl以 下の個体ばかりである。

アイゴ科 SK109か ら椎骨が 1点出土している。このほかにSK213か らアイゴ科と思われる舌顎骨 (左 )2点が

出上している。大きさは、いずれも体長20cmか ら30cmと 推定される。

カマス科 SK213か ら椎骨33点 が出土 している。SK218か ら椎骨17点 が出土 している。石組302か ら角骨 (右 )

1点が出土 している。SK330か ら椎骨が 1点出土している。SK331か ら歯骨 (右)1点が出土 している。大きさ

は、半数弱の個体が体長20cm以下であり、そのほかは20～30cmの個体である。

タチウオ科 SK213か ら椎骨41点、舌顎骨 (左 )が 2点など、計45点が出土 している。SK218か ら椎骨14点、歯

骨 (右)1点など、計16点が出土している。SK212か ら歯骨 (右 )、 椎骨が 1点ずつ、計 2点が出上している。石

組302か ら椎骨45点、歯骨 (左 4右 2)6点など、計58点 が出土している。SK330か ら前上顎骨 (左 1右 1左右不

明 1)3点、歯骨 (右)2点、計 5点が出上 している。SK331か ら歯骨 (右)2点、角骨 (右 )1点 など、計 4点が

出土 している。囲炉裏302か ら歯骨 (左 )、 椎骨 1点ずつ、計 2点が出上 している。カマ ド401か ら歯骨 (左 1右

1)2点、前上顎骨 (右)1点、計 3点が出上している。大きさは、体長50cm以下の個体が大部分であり、100cm

程度の大型個体は少数である。

サバ属 SK109か ら椎骨17点、主上顎骨 (右 )、 角骨 (左 )が 1点ずつ、計19点が出上 している。SK213か ら椎骨

41点 、舌顎骨 (左)5点など、計56点 が出土している。SK218か ら、椎骨51点 、主上顎骨 (左 )5点 など、計67点

が出上 している。SK212か ら、椎骨 3点が出土 している。石組302か ら椎骨13点、主組蓋骨 (左 2右 1)3点 な

ど、計18点が出土している。SK330か ら椎骨 2点、前上顎骨 (右)1点など、計 5点が出上している。大きさは、

体長30～ 40cmの個体が多 く、それに20cm以下の個体が続 く。

ソウダガツオ属 SK218、 SK212か ら椎骨が 2点ずつ出土 している。大きさは、体長20cm以上の個体ばか りで

ある。

カツオ SK109か ら、椎骨 6点が出土 している。SK213か ら、前上顎骨 (右 )、 主上顎骨 (右 )が 1点ずつ、計 2

点が出上 している。SK218か ら、椎骨が 1点出土 している。SK212か ら椎骨が 1点、SK218か ら椎骨 5点が出
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遺構 種類
前頭骨 前上顎骨 主上顎骨 歯骨 角骨 方骨 舌顎骨 主饂蓋骨 前紹蓋骨

椎骨 その他 計
左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

カマド

304

エイ・サメ類 8 8

ハモ属 1 6
前上顎骨―飾骨―al骨 板1歯骨
1(左右不明)

アナゴ科 ユ l 1 3

コチ科 2

アイナメ属 1 1

アジ科 1 1

タイ科 前上顎骨1(左右不明) 1

ヒラメ 1 l 2

カレイ科 1 1

ウシノシタ科 l 7

カワハギ科 第一背鰭棘 ] 1

フグ科 1 3 前上顎骨/歯骨1(左右不明) 5

囲炉裏

302

ニシン科 11

マイワシ 1 1 2 4

ハモ属 1 1 1 1

エソ科 3

コチ科 2

アイナメ属 と 1

アジ科 l 1

タイ科 1 1

ハゼ科 1 l 2

タチウオ科 l 1 2

ヒラメ 2 2

カレイ科 l 4 5

ウシノシタ科

フグ科 1 1 1 1 8
前上顎骨/歯 骨1(左右不明)

日蓋骨1(右 1)

カマド

401

エイ・サメ類 楯鱗 2

トビエイ上科 歯板l尾棘 ] 2

アナゴ科 3 前上顎骨―飾骨―鋤骨板6

ハモ属 3 1 4 1 1 前上顎骨―飾骨―鋤骨板3

エソ科 1 l

フサカサゴ科 1 2 1 1 5

コチ科 1 1

オコゼ類 2 2 4 2 [ 3 l 1 1 1
神経頭蓋1鋤 骨3擬 鎖台2

(右 2)

アイナメ属 2 1 l 4

スズキ 3

ハタ科 l 3

アジ科 1 1

タイ科 l 1 2

ハゼ科 2 1 6 3 ユ 3 1 l

タチウオ科 1 1 1 3

サワラ 2

ヒラメ 1 1 2 1 2 尾舌骨 4 11

カレイ科 2 2 1 1

ウンノシタ科

カワハギ科 第一背鰭棘 4 4

フグ科 5 8 14 5 1 l 1 3 2 4
前上顎骨/歯骨4(左右不明)

基鰭骨2(右)翼状骨2(左 )

表13 魚類集計表 (カ マ ド・囲炉裏 )
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土している。大きさは、体長30cm以上の個体が多い。

マグロ属 SK213か ら椎骨 2点が出土しお り、マグロ属と思われる大きな鰭棘が 1点出土している。大きさは、

体長60cm以上の個体ばか りである。

サワラ SK213か ら、前饂蓋骨 (左 2右 1)3点が出上 している。SK331か ら、前鰍蓋骨 (左 1右 1)2点が出土

している。カマ ド401か ら、前組蓋骨 (左 )が 2点出上 している。大きさは、体長40cm以 下の個体ばか りで、最

も小さな個体は20cm以下と推定される。

ヒラメ SK213か ら擬鎖骨 (左 5右 1)6点、角骨 (左 2右 1)3点 など、計31点 が出上 しており、これらのうち

擬鎖骨 (左)1点 は、体車由と斜方向に切断されている。SK218か ら椎骨13点、角骨 (左 3右 2)5点など、計25点

が出上 している。SK212か ら角骨 (左 4右 3)7点、方骨 (左 1右 2)3点 など、計14点 が出上 している。石組

302か ら主上顎骨 (左 3右 2)5点、角骨 (左 3右 1)4点 など、計17点 が出土 している。SK330か ら椎骨11点、

角骨 (左 4右 3)7点など、計32点 が出上 している。SK331か ら主上顎骨 (左 1右 2)3点、方骨 (右)2点 など、

計 7点が出土している。カマ ド304か ら方骨 (左 )と 椎骨が 1点ずつ、計 2点が出土している。囲炉裏302か ら椎

骨 2点が出土 している。カマ ド401か ら尾舌骨 4点、主上顎骨 (左 1右 2)3点など、計11点 が出土 している。

大きさは、体長20cm以下の小型個体が約半数を占め、次いで20～ 30cmの個体が多 く、30cm以上の大型個体は少

ない。

カレイ科 SK213か ら椎骨22点、歯骨 (左 5右 1)6点 など、計49点が出上している。SK218か ら椎骨67点 、主

上顎骨 (右 )2点 など、計71点 が出土 している。SK212か ら椎骨が20点出土 している。石紅302か ら椎骨29点 、

舌顎骨 (右)2点 など、計33点 が出土している。SK330か ら椎骨29点 、歯骨 (左 1右 1)2点 など、計34点 が出土

している。SK331か ら椎骨 6点、前上顎骨 (左)2点 など、計12点 が出土している。カマ ド304か ら、椎骨が 1

点出上している。囲炉裏302か ら椎骨 4点、主上顎骨 (右)1点、計 5点が出上している。カマ ド401か ら椎骨36

点、歯骨 (左)2点 など、計42点が出上している。大きさは、体長20cm以下の小型個体が大部分を占める。

ウシノシタ科 SK213か ら椎骨74点、前上顎骨 (左 5右 1)6点 など、計87点 が出土 している。SK218か ら、椎

骨137点 が出土している。SK212か ら椎骨18点、前上顎骨 (右 )1点、計19点が出土している。石組302か ら椎骨

35点、前上顎骨 (左 1右 1)2点、計37点 が出土している。SK330か ら椎骨25点 が出上している。SK331か ら椎

骨69点、舌顎骨 (左 2右 1)3点 など、計73点が出土しており、これらのうち椎骨 7点は輪切り状に切断されて

いる。カマ ド304か ら椎骨 6点、舌顎骨 (右)1点、計 7点が出土している。囲炉裏302か ら椎骨10点、カマ ド

401か ら椎骨207点が出土している。大きさは、体長20～ 30cmの個体が最も多く、次いで20cm以下の小型個体が

多く含まれる。

カワハギ科 SK109か ら椎骨 5点、第一背鰭棘 1点、計 6点が出土している。SK213か ら歯骨 (左 )、 椎骨、第

一背鰭棘が 1点ずつ、計 3点が出土している。SK218か ら、第一背鰭棘が 1点出上している。SK212か ら、第

一背鰭棘が 2点出土している。石組302か ら、第一背鰭棘が 2点出土している。SK330か ら、第一背鰭棘が 1

点出土している。カマド304か ら、第一背鰭棘が1点出上している。カマド401か ら、第一背鰭棘が4点出上して

いる。大きさは、体長20cm以下の小型個体が大部分であり、それより大きな個体も含まれる。

フグ科 SK109か ら主上顎骨 (左 4右 1)5点、口蓋骨 (左 1右 3)4点など、計54点 が出土している。これらの

うち椎骨13点 は輪切り状に、 2点 は体軸と平行方向に切断されており、方骨 2点は体軸と垂直方向に切断され

ている。SK213か ら権骨35点、歯骨 (左 8右 8)16点 など、計84点 が出土している。SK218か ら椎骨60点 、歯骨

(左 15右 15)30点 など、計205点が出上している。SK212か ら椎骨63点、前上顎骨 (左 21右24)50点 など、計201点

が出土している。これらのうち椎骨 7点は、輪切り状に切断されており、前饂蓋骨 1点は体軸に垂直方向に切

断されている。石組302か ら歯骨 (左 2右 2)4点、前上顎骨 (左 2右 1)3点 など、計15点 が出土している。
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SK330か ら椎骨、前上顎骨 (左 3右 4)が 7点ずつなど、計27点 が出土している。SK331か ら椎骨14点、前上顎

骨 (左 3右 5)8点など、計44点が出上している。これらのうち椎骨 1点は、輪切り状に切断されている。カマ

ド304か ら椎骨 3点、角骨 (右 )1点 など計 5点が出土している。囲炉裏302か ら椎骨 8点、歯骨 (左 )1点 など、

計14点が出土している。カマ ド401か ら椎骨32点、前上顎骨 (左 8右 14)22点 など、計98点が出土している。こ

れらのうち椎骨 4点は、輪切り状に切断され、主鰯蓋骨 1点は被熱して灰色を呈する。本科にはトラフグ、マ

フグ、ショウサイフグ、シロサバフグなどが含まれる。大きさは、体長20cm以下の小型個体が最も多いが、20

～40cIIlの 中型個体も多く含まれる。

e)両生類

カエル類 SK102か ら、怪骨 (左 )が 1点出土 している。大きさは トノサマガエルよりかなり大きいが、ウシガ

エルより小さい。

f)`島類

アビ科 SK339か ら、シロエリオオハムと同程度の大きさのアビ科の上腕骨 (右 )が 1点出上している。SK332

からアビ科の上腕骨 (右 )、 尺骨 (右 )、 手根中手骨 (右 )、 歴足根骨 (右 )が 1点ずつ、計 4点が出上している。い

ずれもシロエリオオハムと同程度の大きさであり、上腕骨、尺骨、手根中手骨は同一個体の可能性がある。ま

た、上腕骨の近位端が一部切断されてお り、胴部と翼部を切 り離したと考えられる。遺物包含層 (第 6遺構面)

から、アビ科の手根中手骨 (左 )が 1点出土してお り、シロエリオオハムより大きい。

カモ科 遺物包含層 (第 4遺構面上)か ら、マガモより大きく、マガンより小さなカモ科の上腕骨 (左 )が 1点出

土している。SK505か ら、マガンと同程度の大きさのカモ科の連合寛骨が 1点のみ出上している。

ニワ トリ SB301か ら、尺骨 (右 )が 1点出土している。

スズメロ SK218か ら、怪足根骨 (左 2右 2)4点、手根中手骨 (左 2右 1)3点、足根中足骨 (右 1)1点、計 8

点が出上している。本目には、スズメ科、カラス科などが含まれているが、出土資料のいずれもスズメと同程

度の大きさである。

g)哺乳類

ヒ ト S201(SB211礎 石掘形)か ら遊離歯が 1点、S202(SB211礎 石掘形)か ら遊離歯 2点、SK620か ら大腿骨

(右 )が 1点、SB205土間から遊離歯 1点、床面 (宝永 5年火災直前)か ら遊離歯が 1点出上 している。SK620か

ら出土している大腿骨は、両端部が破損 してお り、近位部と骨幹部に刀創痕が見られる。中 。近世遺跡におい

て、埋葬されていない人骨の骨端部が破損 していることは珍しくない。例えば、中世の草戸千軒町遺跡 (広 島

県)、 大物遺跡 (兵庫県)の人骨は、破損 した骨端部周辺にイヌの咬痕が集中的に見られ、人間の遺体が野晒し

状態にあったこと、それをイヌが曙っていたことが推定される(松井1994、 九山・藤澤 。松井2005)。 本資料

は、遠位端に不規則な凹凸が見られ、明瞭なイヌの咬痕とは言えないが、骨端部をイヌが噛み砕いた可能性が

ある。また、近位部および骨幹部に見られる刀創痕は、外側上方から刃部が貫入してお り、それぞれ骨表面か

ら 7 mm、  2 11ullの深さまで到達している。近位部の傷は刃部が貫入した上位の断面は平滑であり、極細の平行条

線が多数見られる。一方、下位の断面は不規則な凹凸があり、平行条線は見られない。上方から刃部が貫入し

た際、上位断面に微細な刃こぼれ痕が刻まれたのに対 して、下位断面は強い衝撃によって弾け飛んだと考えら

れる。骨幹部の傷は、上位の断面に多数の平行条線が見られるが、近位部の傷 と比較 して条線の間隔が広 く、

凹凸が著 しく、刃こぼれが大きくなったことを示 している。下位断面は近位部の傷と同様で、弾け飛んだと考
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遺構面 遺構
頭蓋骨 下顎骨 椎

骨

肩甲骨 上腕骨 撓骨 尺骨 寛骨 大腿骨 胚骨 距骨 踵骨
その他 計

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

1 SK109 ユ l 1 1 1 3

2

SK213 1 l 2 1 5

SK218 1 1 3 9 ユ l 1 2 遊離歯7(左 3右 4)

SK212 1 1 1 3 遊離歯4(左 3右 1)

3

石組302 2 4 1 2 l 1 11

SB301 1 1

SB305 1 1 2 〕 1 1 1 励骨8、 仙骨2

カマド304 1 6 ユ 励骨3 11

囲炉裏302 1 9 1 l 3 遊離歯 1(右 )

5 SK531 1 l

7 SK724 ユ l

表14 ネズミ科集計表

第 1節 兵庫津遺跡第14次調査出土の動物遺存体

えられる。このように刃部が骨に貫入 した断面が平滑なこと、そこに微細な条線が残ることは、骨に弾力があ

った状態、すなわち生前あるいは死後まもない生骨の状態で刀によって切 られたことを物語る。また、治癒 し

た痕跡はないため、この傷を追った前後に絶命していたと考えられる。

ネコ SK386か ら、椎骨、携骨 (左 )、 寛骨 (左 )、 腫骨 (左)が 1点ずつ、計 4点が出上 している。SK505か ら、

椎骨13点、肋骨11点 (左 5右 6)、 中足骨 8点 (左 4右 4)、 中手骨 (左 1右 1不明 1)、 胚骨 (左 2右 1)が 3点ず

つ、肩甲骨 (左 1右 1)、 上腕骨 (左 1右 1)、 尺骨 (左 1右 1)、 大腿骨 (左 1右 1)、 踵骨 (左 1右 1)、 距骨 (左

1右 1)が 2点ずつ、頭蓋骨 (右 )、 撓骨 (右 )、 寛骨 (左 )、 DF骨 (右 )、 指骨 (左右不明)が 1点ずつ、計55点 が出

土している。SK501出上のネコは、最少個体数にして 2個体であり、形態や大きさから同一個体 と思われるも

のが大部分である。これら同一個体と見られるものは、上腕骨近位端、大腿骨近位端、腫骨近・遠位端、υF骨

遠位端が癒合 しておらず、幼獣と考えられる。

ウシ 遺物包含層 (第 1遺構面上)か ら、撓骨 (右 )が 1点出上している。

イノシシ 遺物包含層 (第 6～ 7遺構面)か ら、頭蓋骨の前頭骨眼宙上部が 1点出土している。

ニホンジカ 遺物包含層 (第 4遺構面上)か ら頭蓋骨が 1点、遺物包含層 (第 6遺構面上)か ら大腿骨が 1点、計

2点が出土している。大腿骨は、両端部にイヌの咬痕が見られる。

ネズミ科 SK109か ら腫骨 (左 )3点、大腿骨 (右 )2点 など、計10点が出上 している。SK213か ら怪骨 (左 2右

1)3点、上腕骨 (左 1右 1)2点、計 5点が出上している。SK218か ら椎骨 9点、遊離歯 (左 3右 4)7点など、

計28点 が出土 している。SK212か ら遊離歯 4点、大腿骨 (左 )3点 など、計10点が出土 している。石組302か ら

椎骨 4点、大腿骨 (左 2右 1)3点 など、計11点が出土 している。SB301か ら、大腿骨 (左右不明)が 1点出土し

ている。SB305か ら肋骨 8点 (左右不明)、 寛骨 3点 (左 2右 1)な ど、計18点が出土 している。SK531か ら怪骨

(右 )が 1点出土 している。カマ ド304か ら椎骨 6点、肋骨 3点 (左 1右 2)な ど、計11点 出上している。囲炉裏

302か ら椎骨 9点、大腿骨 4点 (左 1右 3)な ど、計16点が出土 している。SK724か ら、歴骨 (左)が 1点出土 し

ている。

イルカ類 遺物包含層 (第 3～ 4遺構面)か ら、椎骨 (胸椎)が 1点のみ出土してお り、左右の横突起が切断され

ている。遺物包含層 (第 6～ 7遺構面)か ら、頭蓋骨 (上顎骨 ?、 右)が 1点出土している。

3.骨角貝製品

サイコロ(図702-1, 2)焼土層①から1点が出土しており、一辺9.Olnnl前 後を測る。SB405か ら1点が出上し
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ており、一辺が10。 5111111前 後を測る。

ボタン(図 702-3～ 5)焼 土層①から1点 (3)が出上しており、

ら1点 (4)が出土しており、最大径12.411111、 最大厚2.5111mを 測る。

12.711111、 最大厚3.711111を 測る。いずれも円形を呈し、前面は球状、

後面には2個の円形穿子とが施され、 2つ の穴は連結している。

双六駒 (図702-6)焼土層①から1点が出土している。ニホンジカの中手骨か中足骨を素材とした環状を呈

し、最大径23.Ollllll最大厚8.311ullを測る。全面が黒色を呈し、漆が塗られているものと思われる。

櫛払い(図 70歩 7, 8)SB205土 間から1点 (7)が出上しており、植毛台は幅llllun、 残存長3411ullを 測り、左右

両端に4個、中央に5個の円形孔が、 3列 に配される。焼土層①から1点 (8)が出土しており、植毛台は幅

5,311111、 残存長662.711ullを 測り、 8個の円形子とが 1列に配される。

悼秤 (図7029)焼 土層直上 (第 4遺構面)か ら1点出土しており、残存長138111111を 測る。棒状であり、断面は

円形を呈する。 3面にそれぞれ異なる間隔の目盛りが刻まれている。

ヘラ状製品(図702-10,11)SK213か ら1点 (10)出土しており、残存長10511ullを 測る。焼土層①から1点 (11)

出土しており、残存長11311Hlを 測る。いずれも扁平であるが、形態はSK213の ものが幅広で、焼土層のものは
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図702 骨角貝製品 (S=2/3)
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第 1節 兵庫津遺跡第14次調査出土の動物遺存体

幅狭であり、用途が同じであるかどうかは定かではない。

貝杓子 (図70212,13)SK218、 SB301か ら1点ずつ出土している。いずれもイタヤガイの右殻を利用 してお

り、SK218の ものは2箇所に、SB301の ものは 1箇所に柄を装着する紐通し穴が穿孔されている。

4.遺構面別の特徴

当調査地から出上 した動物遺存体は、魚類と貝類を主体としてお り、これらのほかにウニ類、甲殻類、両生

類、鳥類、哺乳類が出上 している。貝類のアワジチヒロ、ニシキガイ、タケノコガイ科、両生類のカエル類、

哺乳類のネコとネズミ科といった、現代では食卓に上らない種類が出土しているが、これらのほかは食料とし

て一般的なものばか りである。

これらの動物遺存体の出土状況を遺構面ごとに見ると、魚類 と哺乳類は第 1か ら第 7遺構面で、貝類は第1

遺構面から第 5遺構面で、鳥類は第 2遺構面から第 6遺構面で、両生類は第 1遺構面のみで出上している。魚

類と貝類は、第 2遺構面と第 3遺構面に集中しており、第 1遺構面からも比較的多 く出上している。鳥類は第

2遺構面で出土量が最 も多いが、SK218か らスズメロが集中的に出土しているだけで、魚類や貝類のような突

出した出土状況を見ない。第 2遺構面と比較して出土量は少ないが、第 3遺構面や第 5遺構面において複数の

遺構から鳥類が出土 していることの方が特徴的である。哺乳類は第 1遺構面から第 7遺構面で出土している

が、これらの大部分はネズミ科であり、町屋に住みついたネズミを害獣として捕獲・投棄したものと推測され

る。一方、イノシシ、ニホンジカ、イルカ類といった食用と考えられる哺乳類は、第 4遺構面より下層で出土

してお り、それらの出土量は少量に留まる。

以上のように、食料残淳と考えられる動物遺存体は、魚類、貝類が第 3遺構面より上層に集中し、鳥類、哺

乳類が第 3遺構面あるいは第 4遺構面より下層に集中することから、当地における動物利用は少なくとも第 3

遺構面を画期として変化 している。

5 兵庫津宮前町における水産物利用

A)兵庫津の魚市場について

兵庫津遺跡第14次調査地は、近世の兵庫宮前町に位置する。『摂津名所図会』には「魚市 営津宮の前町にあ

り。これより西の方の漁者、舟をここに寄せて、毎朝諸魚の市あ り。ここより又京師・大坂へ早船にて通送

し、市に商ふ。都て諸魚美味にして、兵庫の魚と賞す。」とあり、この宮前町に魚市場があったことを記録 して

いる(摂津名所図会)。 また、同書によれば、今在家町に生洲を備えた魚市場が描かれてお り、その詞書きには

「 (略)鯛・鮭・編及び諸魚を多 く放ち活けて、常に貯ふ。 (略 )」 とあ り、生洲を泳 ぐ魚には上記のタイ、ハモ、

スズキのほか、エイ、コチ、ヒラメ、フグ、タコ、イセエビなど多様な海産物が描かれている。

調査地の町屋跡は、天録 9(1838)年 成立の「宮前町水帳絵図」によると、魚屋久四郎、魚屋惣兵衛、魚屋太郎

兵衛、丹波屋七兵衛門、蛤屋太兵衛、東海屋徳兵衛、貝屋甚左衛門、貝屋市左衛門、石屋半右衛門、生駒屋弥

兵衛の所有地に相当する(第 6章、図709)。 これら土地所有者の「魚屋」、「貝屋」、「蛤屋」といった屋号から、

水産業に従事する人々の所有地であることがわかる。さらに、文久 2(1862)年 成立の『商家繁栄歳中日用記』に

は、「生魚問屋 貝屋甚左衛門・魚屋惣兵衛」の名前があげられ、この両名が調査地の一画の土地所有者である

と推測されることから、魚市場との関連が推測される。

実際に発掘調査が行われた大坂城下町魚市場跡では、多量の魚類遺存体と魚名を記した木簡が出土している

が (久保1997)、 当調査では魚名を記した木簡が出上しておらず、魚市場跡であると即断することはできない。

しかし、当調査地には19世紀中頃に生魚間屋の貝屋甚左衛門と魚屋惣兵衛の所有地を含んでいること推測され
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ることと、宮前町に魚市場があったことを考慮すると、水産業に関連 した屋敷地の一画である可能性が高い。

ところで、兵庫津宮前町の生魚商売について記録された文書は、兵庫宮前町の生魚問屋仲間であった水渡家

が所蔵する「兵庫生魚問屋組合仲Jが、18世紀後半から19世紀の記録が古いものである。前述のように、当調査

地から出上した動物遺存体は、第3遺構面を画期として鳥類、H南乳類が減少し、魚類、貝類が多量に出土する

ようになる。この画期は、出土遺物から17世紀前半から中頃と考えら

れ、この事象は魚市場の成立と深 く関連することが予想される。この

ことから、以下では第 1遺構面から第 3遺構面を中心に、出上した魚貝

類遺存体の特徴を述べ、魚貝類利用および水産業との関連を検討する。

B)貝類利用

a)ト リガイの剥き身製造

第 2遺構面のSK218か ら出土した貝類は、 トリガイ、サザエ、イタ

ボガキ科が多い (図 703)。 これらのなかでもトリガイは破片数にして

243点、最少個体数にして132個体を数え、貝類の31%と 出土比率の高

いことが特徴的である。SK218の ほかに トリガイが出上している遺構

図703 SK218出 土貝類組成 (N=655)

は、第 2遺構面のSK212、 第 3遺構面のSK380、 SK331、 SK386で ある。SK212の貝類は、 トリガイが最多で

45点 (25個 体)を 数え、貝類の45%を 占める。 トリガイに次いでサザエ、イタボガキ科が多く出土しており、

SK218の貝類組成と類似している。SK386の貝類は15点 と出土量が少ないが、破片数はトリガイが 6点 と最多

であり、最少個体数にするとイタボガキ科が最多の 5個体を数える。SK330の貝類は破片数24点 、最少個体数

22個体が出上しており、アワビ類、サザエ、ツメタガイ、イタボガキ科が 5点ずつと同数を数え、 トリガイは

1点に留まる。SK331の貝類は62点 、53個体が出土しており、サザエとイタボガキ科が15点 と同数を数え、ア

ワビ類10点、ツメタガイ7点などが続き、 トリガイは2点に留まる。第 3遺構面のSK330、 SK331、 SK386か

らトリガイが出土しているが、その出土量は乏しく、SK218やSK212と は貝類組成が異なる。

また、 トリガイは第 1遺構面と、第 4遺構面より下位の遺構面から出上していない。すなわち、第 2遺構

面、第 3遺構面に特徴的な貝類消費と言え、そのなかでも第 2遺構面の時期にトリガイの利用が盛んであった

と考えられる。さらにSK218、 SK2121よ 、それぞれ異なる屋敷地に配置されていることから、ほぼ同時期に複

数の町屋でトリガイが消費されたことになる。

トリガイは、関東、東北地方の縄文貝塚から出土しているが、縄文時代以降の遺跡からの出土例は少なく、

近畿地方では中世の金楽寺貝塚 (尼崎市)か ら出土している(尼崎市教育委員会社会教育課編1982)。 元禄14年

(1701)に 成立した摂津の地誌である『掃陽群談』には、「名物生産の部」に「鳥貝」とあり「同所 (河邊郡尼崎市長洲

濱のこと)の漁者捕之、形魁蛤に似て、生は鳥の嘴に似たるを以って琥之、此貝他囲に乏し、営浦に多く、簾

に千乾て市店に送る。」とある(直 田編1915)。 また、正徳 3年 (1713)に 成立した路日漠三才図絵』には、「′専蛤」と

して「然摂州尼崎多之冬春盛出他国未聞有漁人去殻販之」と記載され、「摂州の尼崎では冬から春に盛んに捕ら

れ、他国にあるのを聞いたことがなく、漁人は殻を取り去って販売する」と解釈できることから、18世紀には

すでに剥き身にして販売していたことがわかる餅日漢三オ国含刊行委員会1970)。 これらのことからトリガイの

殻が多量に出土する遺跡は、剥き身を製造した場所と考えられ、当地と水産加工業との関連を想定することが

できる。なお、多量の トリガイが出土しているSK218は、魚類遺存体も940点 と数多く出土しており、さらに

数多くの釣針が出土していることから、居住者が漁業関係者である可能性が高いと言えよう。

バイ アサ リ アカガイ

20/0 20/0   10/。

ノメタガイ

4%
アカニシ

40/O
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第1節 兵庫津遺跡第14次調査出上の動物遺存体

b)そ の他の貝類利用

SK218か ら一般的には食用 としないアワジチヒロが出土 してお り、 これは網漁によって混獲 されたものと考

え られる。 このことか ら、当遺構か ら出上 した貝類が、市場 を流通 した商品ではない ことを示す。 さらに

SK218で は、ボウシュウボラと思われるものや ミヤコボラといった食用 になるが、一般的に市場 に流通するよ

うな貝種ではないものが出上している。現在のエビ網と呼ばれる刺網によって、ミヤコボラやボウシュウボラ

が混獲されることから、漁獲地から直接持ち込まれたものと推測される。このような混獲品が含まれているこ

とからも、SK218が位置する屋敷地の居住者が漁業関係者であることを窺える。

第 3遺構面のSK330と SK331で も、ヒメイ トマキボラと思われるものや、 ミヤコボラ、ニシキガイ、タケノ

コガイ科といった混獲品と思われる貝種が出土している。SK380、 SK331は、同じ屋敷地のゴミ穴であり、こ

の屋敷地の居住者もまた、漁業関係者であることが想定できる。

このほか貝類がまとまって出土した遺構は、第 1遺構面のSK109か ら49点、42個体が出土している。他の遺

構 とは異 な り、サザエ27点、ハマ グ リ20点、アワビ類 2点 の 3種 のみが出土 してお り、前述のSK218、

SK212、 SK330、 SK331、 SK336の いずれとも組成が異なる。SK109か ら出上したサザエは蓋のみが27点出土

してお り、剥 き身を製造する際に除去 した蓋と考えることができる。 しかし、当地で剥 き身を製造していれ

ば、殻もあわせて出土するのが自然であり、剥き身製造を確言することは困難である。 したがって、剥き身製

造といった加工以外の可能性も考えられる。

C)魚類利用

a)魚類消費の特徴

当調査地で出上している魚類遺存体の特徴は、魚種数、魚種の組成、魚体の大きさに見ることができる。第

2遺構面のSK218、 SK213、 SK212、 第 3遺構面の石組302、 SK330か ら出土している魚類遺存体は、30種類以

上と多数の魚種が含まれている。また、SK218で はフグ科が最多の205点、次いでエイ・サメ類155点 、ウシノ

シタ科が137点 を数え、これら3種は他種に比べてやや高い出土比率を示す (図 704)。 このほかに第 1遺構面の

SK109、 第 2遺構面のSK212、 第 3遺構面のSK330で はエイ・サメ類、ハモ属が、第 2遺構面のSK213で はマ

ダイ、ニシン科が、第 3遺構面の石組302で はニシン科、タチウオ科、コチ科が、SK331で はウシノシタ科 と

フグ科の出土量が多い。また以上の遺構から出土している魚類遺存体を最少個体数で見ると、SK218で はオコ

ゼ類、フグ科、SK213で はスズキ、マダイ、SK212で はフグ科、ハモ属、石組302で はコチ、アジ科、SK330で

はアジ科、SK331で はアナゴ科、フグ科、ミシマオコゼ科が多い。そして、マダイ、スズキ、ハタ科といった

体長 lm近 くまで成長する大型魚や、体長40cm程度まで成長する

サバ属、カマス科、ヒラメといった中型魚の幼 。若魚と言えるよ

うな小魚が多く含まれる。例えば、SK218か ら出上している魚類

遺存体のうち、スズキは4点のいずれもが、ヒラメ25点 とカマス

科17点の半数以上が、マダイ18点 とサバ属67点 のおよそ半数が体

長20cm以 下と推定される個体である。SK213、 SK212、 石組302、

SK330、 SK331で も体長20cm以下の小型個体が含まれている。

近世の京都、大坂の消費地遺跡では数多くの魚類遺存体が出土

しており、以上に見た魚種は京都、大坂で一般的に出土する。し

かし、マダイとハモ属を除く魚種は、各遺構、遺跡において出土

量は多くない。京都、大坂の両都市における魚類遺存体の出土傾

タチウオ科 2°/。

アナコ科 i°/c

アジ科 l°/。

カマス科 2

マダイ 2°/。

コチ科 2

ヒラメ 2°/。

ハゼ科 40/。
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向は、マダイなどを含むタイ科が半数前後を占めること、出土量の多いマダイの大きさは体長30cm以上の個体

が主体になることである。近世の京都、大坂の消費地遺跡と当遺跡の魚類遺存体から推定される体長に大きな

相違が見 られることから、当調査地における魚類利用が一般的な消費地遺跡とは異なっていたと考えられる。

すなわち、魚種の占める割合が大きく異なることや、京都・大坂の消費地では成魚が主体を占めるのに対 し、

当遺跡出上の遺存体は幼 。若魚が多 く含まれることである。

当調査地から出上している魚類遺存体に見 られる上記の特徴は、市場を流通していないため、種類や大きさ

によって選別されていないことが推測される。SK218を 漁業関係者が居住 した町屋のゴミ穴と考えれば、当地

で消費した魚類には流通品にはならない雑魚が含まれてお り、水揚げした魚類を自家消費していたと予想でき

る。さらに、当調査地から出上している魚類遺存体が、漁獲地における漁業の様相を的確に示す資料 と見るこ

とができる。

b)漁業

前述 した第 2遺構面のSK213、 SK218、 SK212、 第 3遺構面の石組302、 SK330、 SK331か ら出上 した魚類遺

存体を例にあげて、兵庫津における漁業の様相を検討してみたい。出上した魚類遺存体を生息域別に代表種を

あげると、淡水のフナ属、コイ科、アユ、沿岸岩礁のハタ科、アイナメ属、フサカサゴ科、クロダイ属、沿岸

内海底層にはエイ類、アナゴ科、ハモ属、ホウボウ科、コチ科、オコゼ類、タチウオ科、ハゼ科、マダイ、ウ

シノシタ科、ヒラメ、フグ科、カワハギ科など、沿岸内海表層～中層のサワラ、サバ属、アジ科 (マ アジ属 )、

スズキ、カマス科、ボラ科、カタクチイワシ、マイワシなど、沿岸外海底層のアイゴ科、キダイ、コショウダ

イ属、沿岸外海表層～中層のアジ科 (ム ロアジ属 )、 ブリ属、サメ類など、寒海性のタラ科、サケ属、暖海外洋

表層のマグロ属、ソウダガツオ属、シイラと分類できる。

淡水漁業が行われていたとすれば、追跡周辺の河川、池沼で漁獲することができ、自家消費したものと考え

られる。ただし、兵庫津では淡水漁業が本業として行われたとは考えられないため、購入品などの可能性 も考

えられる。沿岸内海、外海、岩礁域に生息する魚種は、瀬戸内海で一般的に漁獲することができる。遺跡の眼

前に広がる瀬戸内海でも、沿岸底層に生息するフグ科、オコゼ類、ハモ属、コチ科、ウシノシタ科、エイ類と

いった魚種の出土量が多い。また、これらの魚種に次いで、沿岸表層～中層に生息する魚種が多 く見 られ、兵

庫津では沿岸地先における漁業が盛んであったことが窺える。

明治前期の神戸区兵庫港における漁場は、ハモ 。ボラ・コノシロ 。エビ 。ザコ・コチと区分されている(神

戸市史編集委員会1990,p.158-159)。 また、明治初期の漁業の記録が残る駒ヶ林村、東須磨村、西須磨村の漁

獲物のうち魚類は、イワシ 。イカナゴ・ハマチ・ハモ・ボラ・チヌダイ・カレイ・タチウオ・タイ・ツナシ・

グチ・ブリ・フカ・コノシロ・エイ 。エソ・アオシタ・アカシタ・アイゴ・サワラ・サカタ・セイゴである

(新 4笏神戸市史編集室1986)。 また、明治19年 に編集された『漁業慣行調査書』「兵庫県明石郡垂水村之部」に見

られる東垂水村の主な漁獲物のうち魚類は、スズキ・ブリ 。ボラ・アブラメ・ハモ 。マス・カレイ 。チヌ・ア

ナゴ 。イワシ 。イカナゴ・ベラである。さらに、明治30年に刊行された『兵庫県漁具図解』によると、すでに前

述している魚種以外に、山田村において建網でオコゼを漁獲 している (ネ申戸市史編集委員会1990,p.208)。

これらの史料から判明した漁獲物の大部分は、当調査地で出土している魚類遺存体とよく対応している。こ

ういった近世と明治前期の漁獲物が対応することと、明治前期には動力の機械化が普及しておらず、近世に引

き続いて人力の漁業が主体であったと考えられることから、明治前期の史料によって、近世の兵庫津における

漁業を推定することができよう。『兵庫県漁具図解』によれば、深江村、和田崎町、駒ヶ林村、葺合村、山田

村、塩屋村、垂水村、東垂水村では、刺網や曳網といった網漁が盛んであ り、釣漁、廷縄漁も行われていた
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(神戸市史編集委員会1990,p.208)。 当調査地から、多量の上錘や釣針が出上していることと矛盾しておらず

(第 2章 )、 以上にあげた網漁、釣漁、延縄漁といった漁法が近世において行われていたと考えて良いだろう。

これらの漁法のなかでも多く見られるのは網漁であり、イワシ類などの小型魚を対象とする漁業に適した漁法

である。こういった小型魚を対象とした網漁では、使用する漁網の目を細かくした結果、マダイやスズキなど

の大型魚の成長途中の幼 。若魚といった雑魚を頻繁に漁獲し、その雑魚を当調査地にみる町屋で消費していた

のであろう。

c)魚貝類の加工と流通

前述したように、当調査地では、寒海性のマグラ、サケ属、暖海外洋表層カツオ、マグロ属、ソウダガツオ

属といった魚種は、瀬戸内海で一般的に漁獲されるものではない。これらは日本海沿岸、太平洋沿岸で漁獲さ

れ、廻船あるいは陸路を経て持ち込まれた流通品と考えられる。こういった遠隔地から流通した魚種も出土し

ていることは、当地における魚類消費が自家消費だけではなく、水産物の集散地であったことを示す。そし

て、前述の『摂津名所図会』の「生洲」の詞書きに「魚市 営津宮の前町にあり。これより西の方の漁者、舟をこ

こに寄せて、毎朝諸魚の市あり。ここより又京師・大坂へ早船にて運送し、市に商ふ。都て諸魚美味にして、

兵庫の魚と賞す。」とあるように、当地に生洲を設け、京都や大坂へ生鮮魚貝類を出荷していたのである。貝類

では、 トリガイの剥き身製造が行われたことを想定したが、魚類も何らかの加工品を製造していた可能性があ

る。明治27年 に農商務省農務局によって編集された『水産事項特別調査』には、重要水産物の生鮮品に「ハモ、

タコ、コノシロ、カレイ、コチ」が、製造品に「ザコ」があげられている(ネ申戸市史編集委員会1990,p.297)。 京

都や大坂といった消費地から出土する魚類遺存体は、マダイを主体とするのが一般的であり、それらは体長20

cm以上の個体が大部分を占め、漁獲地で消費された魚類の特徴を示す当資料には、体長20cm以下のマダイが少

なくないことは前述した。このような漁獲地と消費地で対照的なマダイの大きさは、流通させる商品に規格が

設けられていたことを示しており、商品価値の高い大型個体が消費地へと搬出された結果、当地には自家消費

や水産加工品用の小型個体が残されたのである。そして、こういった鮮魚として商品価値の乏しい小型個体、

いわゆる雑魚を加工することで、現代に伝わるような若狭の小鯛の笹漬けや、大阪の雀鮨といった水産加工品

として商品価値が生じるようになったのであろう。

6.ま とめ

当調査では、貝類、魚類を中心として、多数の動物遺存体が出上している。貝類のウラシマガイ、アワジチ

ヒロ、ニシキガイ、両生類のカエル頚、哺乳類のネコ、ネズミ科は、現代の食習慣では食用とは考えがたく、

近世に食用とされたのか定かではない。ウラシマガイなどの貝類は、刺し網などに掛かった魚類を狙って網に

掛かったり、他の貝類も地曳き網などで混獲され、食用とならず廃棄されることが珍しくない。しかし、それ

以外の動物遺存体は、食料となる種類ばかりである。17世紀初頭から中頃(第 3遺構面)か ら、魚貝類が集中的

に出土する遺構が増加する。このことは、文献に見えるように、兵庫津に魚市場が設けられたことと深く関連

しており、第 2遺構面ではトリガイの剥き身製造が行われたことが推測される。また、魚種が多いことも当遺

跡の特徴で、エイ・サメ類、ハモ属、オコゼ類、ウシノシタ科、フグ科の出土比率が高く、しかもマダイなど

の商業的価値の高い魚種に、魚体の小さな幼・若魚を多く含んでおり、大阪や京都の消費地遺跡とは異なる特

徴が見られる。当遺跡から出土した魚類の出土様相は、漁獲地の消費状況を如実に物語っており、兵庫津では

沿岸における網漁が主体であり、網目の細かい魚網を使用したことで、漁獲対象以外に魚体の小さな雑魚も一

網打尽にしていた。また、大阪、京都の消費地遺跡との魚類遺存体の比較から、流通商品に規格が設けられて
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いたと考えられ、当地に残されたような雑魚は、しだいに加工品として商品価値が生じるよになったと推測さ

れる。当調査において出土した動物遺存体から、17世紀以降の当地が水産業に関連する町屋群であることが明

らかになり、近世の漁業や水産物流通について言及できる貴重な資料である。従来では、近世の食生活史、漁

業史、流通経済史は文献研究が主流であったが、動物遺存体の分析を通 じて当分野の研究がより具体化するこ

とを示すことができた意義は大きい。
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写真10 貝類 (巻貝など)

1 フジッボ 2,3 ミヤコボラ 4 ウラシマガイ 5～ 7バイ 8,9 ツメタガイ 10ボウシュウボラ? ■ ヒメエブボラ

12テ ングニシ 13,14ア カニシ 15～ 17ア ワビ類 18,19サザエ

イｉ畿
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1～ 3ハマグリ 4～ 6 イタボガキ科 7.イ タヤガイ

16.ウ チムラサキ 17サルボウガイ 18,19ア カガイ
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貝類 (二枚貝 )

8 アワジチヒロ 9,10
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写真12 魚類

1 カレイ科 (歯骨)2ベ ラ科 (歯骨)3.タ チウオ科 (歯骨)4～ 7.オ コゼ類(4,5前上顎骨 6.歯骨 7 主饂蓋骨 )

8 イサキ科 (歯骨)9,10.ア イナメ属 (歯骨)11,12.コ チ科(11前上顎骨 12歯骨)13二 べ科 (前上顎骨)14～ 16フ サカサ

ゴ科 (14歯骨 15主上顎骨 16前上顎骨)17カ ワハギ科 (前上顎骨)18～20ク ロダイ属(18前上顎骨 19,20歯 骨)21～ 24

マダイ(21前上顎骨 22,23歯骨 24.前頭骨)25.ア ナゴ科 (歯骨)26シ マイサキ ?(歯骨)27,28,ハ モ属 (前上顎骨―箭骨一鋤

骨板)29.サ ワラ(歯骨)30カ ツオ(前上顎骨)31,32.サバ属(31前上顎骨 32歯骨)33～ 36.フ グ科 (33前上顎骨 34～ 36

歯骨)37マ ダラ(主上顎骨)38.ヒ ラメ(歯骨)39～41ス ズキ(39主上顎骨 40前上顎骨 41歯骨)42.ミ シマオコゼ科 (角

骨)43ト ビエイ上科 (歯板)
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1～ 8 アビ科(1連合寛骨
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写真13

2睡足根骨 3手 根中手骨

12イ ルカ類 (下顎骨)13～ 19

鳥類・哺乳類

4～ 6尺骨 7,8上腕骨)

ネコ(13,14肩 甲骨 15腫骨

9,■ ニホンジカ(9大腿骨 11
16大腿骨 17撓骨 18尺骨

頭

‐９
．
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写真14 小型動物遺存体

1ウニ類 2タケノヨガイ科 3ウ ミニナ科 4ニシキウズガイ科

5レイシガイ 6ニ シキガイ 7～ 12スズメロ(7～ 9手根中手骨

1011歴足根骨 12足 根中足骨)13～ 15ネ ズミ科 (13下 顎骨

14肩 甲骨 15大腿骨)

写真15 人骨 (大腿骨 正面観・外側観 )
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第 2節 金工品の理化学的分析調査

1)理化学的

分析調査

兵庫津遺跡では銅銭をはじめとして煙管、鏡、錘、毛抜、鉄漿郭などの日用品や、年、日

貫、小柄 といった刀装具など、多岐にわたる銅製品が出土している。今回はこれらのうち、

錘 3点 と鉄漿郭 1点、日貫 2点、小柄 7点、豆板銀 1点 とこれに類似する金属製品 1点につ

き、蛍光X線分析装置を用いた素材分析調査を実施した。分析に際しては、国立文化財機構

文化財研究所奈良文化財研究所保存修復科学研究室のご協力を得て行った。

理化学的分析調査の手法としては、文化財という資料の性格上、非破壊・非接触であるこ

とが望ましい。蛍光X線分析調査は資料に与えるス トレスが殆どないことから、これに適 し

た調査方法といえる。今回、調査に使用 した機器および測定条件は以下のとおりである。

(命処箕縁:撃4盈慧許摺厭生15Fヲ壇ぴ穏猛r烏岳彗雷5誌は大気圧)

なお、土壌由来と考えられる成分については記述を省略する。また、今回定量分析は行っ

ていない。以下、分析調査の結果と所見を記す。

写真18-1～ 3は樟秤用の錘である。表面に析出した緑色析出物 (al oa4)と 、これを除

去した母材に近い部分 (a2・ a3。 a5)について分析を行った。1189、 1640は 銅・亜鉛・鉛 。

鉄が検出された。いわゆる真鍮の成分構成だが、1189に ついてはスズを微量に含むことが特

徴的である。

またこれらの 3点はX線透過観察により、いずれも本体 とつまみは一体成型 と考えられ

た。これを素材からも検証することを目し、1190の みではあるが、つまみ (a6)と 本体での

比較を行なった。結果、各元素の強度の比率に違いはあるものの、いずれの部位からも銅・

鉄・砒素が検出された。検出された元素が同じである以上、つまみが別素材であるかどうか

に言及することは難しい。また1190は 1189、 1640に 比べ鉛 。砒素・スズの有無、鉄の強度が

強いことなど、地金の違いが明らかに認められた。

1191は 錘状の直方体の銅製品であるがつまみはなく、別用途の製品か部品と考えられる。

表面腐食層を除去 した母材に近い部分 (a7)を分析 した。結果、銅がほとんどで、微量の砒

1咽
E

l fAct〔 !′「L

〔錘〕

。
一

写真17 蛍光 X線分析作業
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1 錘 (1189)

a2 

■
■  a3

2.錘 (1640)

雹  a5

3.錘 (1190)

a9  a10

目貫 (2357)

7.鉄漿lTk(495)

4.錘状品 (1191)

6. 目暮](1835)

9`豆板銀 (602)

写真18 蛍光 X線分析対象遺物 1
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11.小柄 (162)

13. /1ヽ 石巧(598)
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12.小柄 (507)

14.小柄 (1184)

16. /1ヽ 柄 (1470)

a24

15. /1ヽ押;(1312)

写真19 蛍光X線分析対象遺物 2
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遺物名
写真番号

(遺物番号)

定

号

測

番
測定箇所

検出元素 (積分強度 )

FeK CuK ZnK AsK AsK AsL SnK AuL HsL PbL

錘

18-1

(1189)

側面暗緑色サビ 162068 254,34 5790

底面母材 15,59 218105 31023

18-2

(1640)
底面母材 1425 2204.57

18-3

(1190)

側面緑色サビ 18942 2237.25 3305

底面母材 19020 2505.87 2890

つまみ緑色サビ 40121 158454 5051

錘状品
18-4

(■91)
側面母材 270129 5.36

目貫

18-5

(2357)

断面暗灰色 62479 2691 7622

菊花赤色サビ 135479 2703

菊花金色 288962 54500 17701

18-6

(1830

龍眼球母材 255515

龍髭金色 71372 23537

鉄漿郭
７

０

a13 底面緑色サビ 11535 173526

a14 側面金色 1567 174588

鋼製飾り
８

０ 側面赤色サビ 226674

小柄

背接合面母材 25406 162699 43381 2325

19-12

(50の

仰表赤色サビ 275831

侃表沈線金色部 216081 2921

19-13

690

侃表母材 3997 268837

背接合部緑色サビ 183135 1627

19-14

(1184)

侃裏母材 3576 239984

背接合部緑色サビ 29208 135722 1335

19-15

(1312)

侃表赤色サビ 5662 271102

背接合部緑色サビ 1404.72 80874 498

19-16

(1470)

侃表赤色サビ 185214 27.00

侃表鳥支赤色サビ 775 260327

背接合部緑色サビ 7092 82.73

19-17

(1469)
a28 背接合部母材 634 2598.80

豆板銀
９

動

底面銀色 15877 232.59 12914

底面赤色サビ 109876 22128

鉛塊
18-10

(149)

底面母材 36205

底面黒色サビ 37397

表15 蛍光 X線分析結果
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〔目貫〕

〔鉄漿lTk〕

〔銅製飾り〕

〔/1ヽ本丙〕

第2節 金工品の理化学的分析調査

素が検出された。鉄は検出されていないため、錘 3点 とは違った素材であることが確認で き

た。

写真18-5(2357)は菊花図 目貫、 6(1835)は 這龍図 目貫である。いずれ も下層 に赤色、上

層に緑色の腐食生成物が面的に存在 し、 これを取 り除 くと所々に金色の鍍金が残存する。

2357は 2片に割れてお り、破断面の地金 (a8)、 表面の赤色析出物 (a9)、 金色飯金部 (a10)

を分析 した。結果、いずれの部位か らも銅・銀・金が検出され、a9、 a10か らは水銀が検出

された。また、a10で は鉄もわずかに検出している。これらの結果から地金は銅を主体 とし、

表面は金鍍金で装飾していたことが判明した。銀については、地金に混入したものか飯金に

使用されたものか、定かではない。しかし地金に比 して表面での強度が強いことから、表面

装飾に由来するものと推測される。

1835は 表面に表出した母材に近い部分 (all)お よび金色を呈する部分 (a12)を分析対象とし

た。双方に共通する検出元素は銅・鉄・銀であ り、a12で は金と水銀が強 く検出された。こ

のうち鉄および銀はごく弱 く、母材の銅の精製時に除ききれなかった成分の可能性が高い。

よって、銅を主体とした地金に、金鍍金を施していたことが明らかとなった。

以上、日貫 2点の結果であるが、各々分析箇所は限られたものであり、図案のどの部位に

鍍金が施されていたのかは詳らかではない。

写真18-7(495)は鉄漿郭で、器本体に別部品の底部を取 り付けている。全体に褐色の析出

物で覆われ、部分的に緑色析出物が生 じている。またごく一部であるが、金色の皮膜が残存

している。底部の緑色析出物 (a13)と 、器側面の金色部分 (a14)を分析 した。結果、決方から

銅 と鉄が検出され、金色部分からは金が検出された。おそらく銅板をたたき出した本体に、

金色の装飾を施したものと見られるが、彩色の技法については確定できなかった。

写真18-8(163)は宝袋様の飾 りで、表面は緑色析出物に覆われる。部分的に下層の赤色析

出物が表出してお り、この部位 (a15)について分析を行った。銅 。亜鉛・鉄・鉛が検出され、

素材に真鍮を使用 したものと確認できた。1640に 近い成分構成と言える。

小柄 (写真19)は 計 7点を分析対象 とした。いずれも銅の薄版を折 り曲げて製作 してお り、

表に彫金などの装飾を施したものも見られる。これらの素材や技法を知るため、分析調査を

実施した。

写真19-11(162)は 棟の接合部に母材が表出した部位 (a16)で 分析を行った。結果、銅 。亜

鉛・鉄 。鉛が検出できた。鉄は刀身が腐食し流出した鉄分に由来するものであろう。その他

は母材である真鍮の成分を反映したものと考えられる。接着斉1に使用されたと考えられる素

材については不明である。

写真19-12(507)は 柄尻に 2本の沈線をめぐらせる。その中に金色の彩色が残存 している。

表面の赤色生成物 (a17)と 沈線内の金色部 (a18)に ついて分析 を行った。a26で は銅のほか、

銀の弱いピークを検出した。a18では、銅に加え、金と砒素を検出したが、彩色技法の詳細

については不明である。

写真1913(598)は伽表に太刀の柄巻を模 した装飾が施されてお り、地板には鮫皮まで表現

された凝った作 りである。鮫皮の部分は位置的に奥まっているために分析はできなかった。

柄巻部の母材 (a19)と 棟接合部の緑色生成物 (a20)を分析 した。結果、銅を中心とした素材で

微量の砒素が混入することがわかった。またa19の みスズを検出したが、スズは母材に混入
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〔豆板銀〕

〔鉛塊〕

2)ま とめ

していないため、はんだ付の可能性を視野に入れる必要がある。

写真1914(1184)は侃表に表出した母材 (a21)と 接合部 (a22)で分析を行った。a21は ほぼ銅

のみ、a22は他 と同じく鉄が強 く出た。また、a22で は銀 と鉛が検出された。可能性 として、

銀ロウ付が考えられる。

写真19-15(1312)は 何表に唐草文が毛彫 りで表される。侃表の赤色生成物 (a23)と 棟接合部

の緑色生成物 (a24)で 分析を行った。a23では銅 と鉄が、a24で はa23に 比 して鉄がより強 く、

またわずかに鉛が検出された。鉄は接合部の間隙から刀身の鉄分が流出したことが原因であ

ろう。

写真19-16(1470)の 侃表面には
`鳥文をレリーフした飾 りがある。地の赤色生成物 (a25)と 文

様部の赤色生成物 (a26)か らはいずれも銅が強 く検出されたが、a25でスズと鉛が検出され

た。またa26で もスズが検出されたが、a25に 比べれば強度は弱い。これは文様部分と地の部

分で色彩の変化を生んだ可能性がある。また棟接合部 (a27)は a25に 成分構成が似るが、砒素

が検出されたこと、鉄と鉛の強度が高 く出ていることが相違点である。鉄は1312と 同様の理

由が考えられる。鉛とスズは接着剤として、はんだが使用された可能性が考えられる。

写真1917(1469)は価表に魚子打ちが施される。棟接合部の母材の表出した部位 (a28)で

は、銅がほとんどで僅かに鉄を検出した。

写真18-9(602)は 豆板銀である。銀色を呈する母材 (a29)と 、赤色生成物 (a30)を 分析 し

た。a29で は銀 。銅・鉛が検出された。a30も 同元素が検出されたが銅の強度が強 く、母材か

ら溶出した銅成分が析出したものと考えられる。

写真1810(149)は半球形の金属塊で、表面全体に黒色の腐食層が生 じている。分析箇所は

母材 (a31)と 黒色生成物表面 (a32)とこ設定した。結果、双方とも鉛のみが検出された。これは

精製された鉛素材 として流通していたものの可能性が高い。

以上の分析調査で得 られた結果についてまとめる。今回対象とした製品は豆板銀と鉛塊を

除き、全て銅を主原料 とした金工品であるが、それぞれ違った素材を使用 していることが明

らかとなった。特に同器種においてもそうであることは、工房の違いもしくは時代の違いを

反映している可能性を示唆するものといえる。ただし、時期的な変遷として捉えるには統一

性が見出せず、材料素材の流通をも考慮に入れた、分析資料の選択を行なう必要を感じた。

また鉄漿邦および目貫、小柄507な ど、金彩色のある製品について、彩色技法を明らかに

することを目的とし、分析を実施した。結果、何れからも金を検出したためこれを用いて彩

色を施 したことが判明したが、日貫 2点からのみ水銀が検出された。鉄漿郭 と小柄507につ

いてはこれが存在せず、水銀の検出されたものは金アマルガムとして金鍍金に使用された可

能性が高いが、それ以外のものについての彩色技法は推定できなかった。

小柄は銅板を折 り曲げて製作 しており、端面の接合には何 らかの接着剤を用いたと考えら

れる。これを明らかにするため、棟接合部分の分析を実施した。結果、小柄の598と 1184、 1470

につき、銀・スズ 。鉛など、はんだ付、銀ロウ付に使用した可能性のある成分が確認できた。

ただしこれを決定するには、さらに詳細な構造的調査を行った上で判断する必要があろう。

以上、今回分析調査の対象とした製品は兵庫津遺跡で出上した多 くの金工品の中でも、ご

く一部に過ぎず、至 らない点があることは当然であり、さらに多角的な視点から分析資料、

分析箇所の選択を吟味することが必要である。
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第 3節  兵庫津遺跡第14次調査出土植物系遺物の分析調査

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

兵庫津遣跡14次調査区で検出された江戸時代の町屋跡では、宝永 5年 (1708年 )の大火に伴う炭化 した建築材

や木製品などの炭化 した遺物が多数出上している。今回の分析調査では、当時の町屋跡の生活状況に関する情

報を得ることを目的として、炭化 した建築部材や木製品の樹種同定、炭化種実遺体の種実同定、さらに炭化 し

た繊維片の走査型電子顕微鏡観察による種類同定を実施する。

1 建築部材および木製品の樹種

1-1 試料

試料は、火災で炭化 した建築部材および木製品89点 である。このうち、横櫛 2点 (W-118,119)に ついては

堆積物ごと取 り上げが行われている。この 2点については櫛の折れた歯から必要最低限の微細な破片を採取

し、分析試料 とする。各試料の詳細は、結果とともに表16。 17に示す。

l-2 分析方法

試料は、自然乾燥 した後、木口(横断面)。 柾 目(放射断面)・ 板 目(接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実

体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて、木材組織の種類や配列を観察する。観察された特徴を現生標本お

よび独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較 して種類を同定する。なお、木材組織

の名称などは、島地・伊東 (1982)、 Wheeler他 (1998)、 Richter他 (2006)、 日本産木材の組織配列は、林 (1991)

や伊東 (1995,1996,1997,1998,1999)を 参考にする。

1-3 結果

樹種同定結果を表16。 17に示す。炭化材は、針葉樹 3分類群 (マ ツ属複維管束亜属・モミ属・ヒノキ)、 広葉

樹21分類群 (ハ ンノキ属ハンノキ亜属・ハンノキ属ヤシャブシ亜属・コナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属

コナラ亜属コナラ節・コナラ属アカガシ亜属 。クリ・ツブラジイ・ケヤキ 。モクレン属 ?・ カツラ・サカキ・

ヒサカキ・ナツツバキ属・イスノキ・サクラ属・ トチノキ・モチノキ属・ミズキ属・ハイノキ属ハイノキ節・

トネリコ属・イボタノキ属)と 草本 1分類群 (イ ネ科)に 同定された。なお、試料番号W153に は 2分類群が

認められた。同定された各分類群の解剖学的特徴等を以下に記す。

・ マツ属複維管束亜属 (角泥協δ subgen.Dゎιοηιο配)マ ツ科

軸方向組織は、仮道管と垂直樹脂道で構成された。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～ゃや緩やか

で、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は柔細胞、仮道管、水平樹脂道、エピセ

リウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射組織

は単列、 1～ 15細胞高。

・ モミ属 lAb,cs)マ ツ科

軸方向組織は仮道管のみで構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅

は狭い。傷害樹脂道が認められる試料がある。放射組織は柔細胞のみで構成される。柔細胞壁は粗 く、垂直壁

にはじゅず状の肥厚が認められる。分野壁孔はスギ型で 1分野に 1～ 4個。放射組織は単列、 1～ 2餅田胞高。
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表 16 樹 種 同定 結 果 (1)試料番号は図64・ 65参照,遺構 ()は分析後に判明した建物

試料番号 出土層位 遺橋 遺物名 樹種

lV l 第 2面 (SB2 ) 建築材 (角 材) マツ属複維管束亜属

lV-3 第 2面 (SB2 建築材 (不 明 ) マツ属複維管束亜属

MI-4 第 2面 (SB2 建築材 (不 明) ヒノキ

耶「-5 第2面 (SB2 建築材 (角 材)
ハ ンノキ属ハ ンノキ亜属

Vヽ-6 第 2面 (SB2 建築材 (丸太材) ナツツバキ属

Aヽ「
-7 第2面 (SB2 建築材 (丸太ll) ハ ンノキ属ハ ンノキ亜属

W-8 第2面 (SB212) 建築材 (丸大材) ナツツバキ属

W 9 第 2面 SB203 建築材 (不 明) ク リ

W―上0 第 2面 SB203 建築材 (丸大材 マツ属複維管束亜属

耶「-11 第 2面 SB203 建築材 (丸太材 サカキ

W-12 第 2面 SB203 建築材 (九太材 ) ハイノキ属ハイノキ節

W7-13 第 2面 SB204 建築材 (丸太材 ) ヒノキ

W-14 第 2面 SB204 建築材 (角 材) ヒノキ

M「-15-1 第 2面 SB204 建築材 (枝状) サクラ属

MI―上5-2 第 2面 SB204 建築材 (枝状) サクラ属

都「-15-3 第 2面
SB204

建築材 (枝状)

ヨナラ属コナラ亜属 クヌギ節

SB204 ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節

lV-16 第 2面 SB205 建築材 (丸太材 ) ヨナラ属コナラ亜属クスギ節

W-17-1 第 2面 SB206 建築材 (枝状) ヒサカキ

M「-17-2 第 2面 SB206 建築材 (枝状) コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節

W-18 第 2面 SB204 建築材 (丸太材 ) ツブラジイ

W-19 第 2面 SB204 建築材 (丸太材 マツ属複維管束亜属

W-20-1 第 2面 SB204 建築材 (タ タミ ヒノキ

部「-20-2 第 2面 SB204 建築材 (タ タミ イネ科

W-20-3 第 2面 SB204 建築材 (タ タミ モ ミ属

ヽヽた-2上 第 2面 (SB212) 建築材 丸太材 ハンノキ属ハ ンノキ亜属

W-22 第 2面 SB205 建築材 (タ タミ イネ科

MI-23 第 2面 (SB2上 2) 建築材 板材 ) ツブラジイ

Ⅵ「-24 第 2面 (SB212) 建築材 (九太材 ) マツ属複維管束亜属

MI-25 第 2面 SB204 建築材 タタミ) イネ科

耶「-26 第 2面 SB204 建築材 丸太材 ) ク リ

hr-27 第 2面 SB204 建築材 (丸 太材) マツ属複維管東亜属

ヽヽ「-28 第 2面 SB204 建築材 丸太材) サカキ

WV-29 第 2面 SB204 建築材 板材 ) マツ属複維管束亜属

Aヽ「
-30-1 第2面 SB204 建築材 枝状 ) サカキ

W-30-2 第 2面 SB204 建築材 枝状 ) ツブラジイ

Ⅵ「-31 第2面 SB203 建築材 丸太材 ) サカキ

W-32 第 2面 SB203 建築材 九大材) サカキ

M「-33 第 2面 SB203 建築材 (丸大材) ツブラジイ

W-34-1 第 2面 SB203 建築材 (枝状 ) モチノキ属

Ⅵ「-34-2 第 2面 SB203 建築材 (枝状 ) ク リ

W-35 第 2面 SB203 建築材 (角 材 ?) コナラ属アカガシ亜属

Aヽ「
-36 第 2面 SB203 建築材 (板材 ) マツ属複維管東亜属

W-37 第 2面 SB203 建築材 (板材) マツ属複維管束亜属

W-38 第 2面 SB203 建築材 (板材) モミ属

耶「-39 第 2面 SB202 建築材 九太材 P) ツブラジイ

W-40 第 2面 SB202 建築材 九太材)
ハイノキ属ハイノキ節

耶r-41 第 2面 SB204 建築材 (角 材 ) ヒノキ

W-44 第 2面 SB205 建築材 (九 太材) イボタノキ属

W-45 第 2面 SB205 建築材 (角 材 ?) ヒノキ

W-46-1 第 2面 SB205 建築材 枝 状 コナラ属コナラ亜属コナラ節

W-46-2 第 2面 SB205 建築材 枝状 マツ属複維管束亜属

Ⅵ「-47-1 第 2面 (SB211) 建築材 枝 状 サカキ

W-47-2 第 2面 (SB211) 建築材 枝状 サカキ

Ⅵ「-48 第 2面 (SB208) 建築材 丸太材 P) マツ属複維管束亜属

W-49 第 2面 SB205 建築材 丸太材 ) マツ属複維管束亜属

W-51 第 2面 SB205 建築材 角材 ?) マツ属複維管束亜属

W-52 第 2面 SB205 建築材 不明 )
ハンノキ属ハ ンノキ亜属

W-53 第 2面 SB205 建築材 角材 ?) モ ミ属

W7-54 第 2面 (SB214) 建築材 不明 ) ヨナラ属アカガシ亜属

W-55 第 2面 SB204 建築材 不明) モ ミ属

lAr-100 第 2面 建築材 ヒノキ
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表17 樹種同定結果 (2)

試料番号 (遺物番号 ) 出上層位 遺 構 遺物名 樹種

覇「-101 第 2面 板材 ヒノキ

W-102 第 2面  No253 丸材 サクラ属

M「-103 第 2面 ,No350 丸材 ハ ンノキ属ヤシヤブシ亜属

W-104 SK228(第 2面 ) 下駄 ミズキ属

AヽI-105 第 2面 丸材 ナ ツ ツ キヾ属

W-106 第 2面 柾目板 カツラ

WV-107 第 2面 漆器 ヒノキ

W-109 第 2面 下臥 (台 木) トネリコ属

M「 -1 0 第 2面 下駄 (台 木 ) カツラ

W― SK224(第 2面 ) 環状板 コナラ属アカガシ亜属

M「 -1 2 第 2面 漆椀 トチノキ

W-1 3(3012) 第2面 横 櫛 イスノキ

WV-1 第 2面 横櫛 イスノキ

W-1 5(3007) 第 2面 下駄 (台木) ヒノキ

Mアー 6(3007) 第2面 下駄 (歯 ) モクレン属 ?

W― ●007) 第 2面 下駄 (歯 ) モクレン属 ?

パヽ「― 第 2面 横 櫛 イスノキ

W― 焼土層下層 横櫛 イスノキ

�ハ「-120 第 2面 漆椀 トチノキ

W121(3008) 第 2面 連歯下駄 ヒノキ

W122(3009) 第 2面 連歯下駄 ヒノキ

W123(3011) 第 2面 盆 ヒノキ

W-124 第 2面 下駄 (台木) トネリコ属

郡「-125 第 2面 板 トテノキ

W-126 第 2面 下駄 (台木 ) ヒノキ

W-127 第 2面 下駄 (歯 ) ヒノキ

W-128 第 2面 下駄 (台木) ケヤキ

Vヽ-129 第2面 下駄 (歯 ) ケヤキ

・ ヒノキに功αttα ccttpαrts οbι ttsα (Sieb.et Zucc.)Endicher)ヒ ノキ科ヒノキ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩

材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。波射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔はヒノ

キ型～ トウヒ型で、 1分野に 1～ 3個。放射組織は単列、 1～ 10細胞高。

・ ハンノキ属ハンノキ亜属徹ι泥防s δttbg9Ю .Aιん,3)カ バノキ科

散孔材で、管孔は単独または2～ 4個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿了しを有し、壁了しは対列

状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 3餅田胞高のものと集合放射組織とがある。

・ ハンノキ属ヤシャブシ亜属 lAιん秘s subgen.AJЮ αsι9r)カ バノキ科

散孔材で、道管は単独もしくは2～ 4個が放射方向に複合し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は階

段穿子しを有し、壁了しは対列状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 3餅田胞高。

・ コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ 節 (o秘9rctts subgen.o税9rCttS SeCt.助 rrjs)ブ ナ 科

環孔材で、子と圏都は 1～ 3列、子L圏外で急激に管径を減 じたのち、単独で放射方向に配列 し、年輪界に向か

って径を漸減させる。道管は単穿子とを有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高

のものと複合放射組織 とがある。

・ コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ 節 (Q協9rctts subgen.Q秘 9rCttS SCCι.Prt泥税3)ブ ナ 科

環孔材で、子し圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径 を減 じたのち、漸減 しなが ら火炎状 に配列する。道管は

単穿了しを有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のもの と複合放射組織 とがあ

る。

・ コナラ属アカガシ亜属 (ottcrctts subgen.の cιοbαιαttopsjδ)ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を有し、
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壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高のもの と複合放射組織 とがある。

・ クリに珀sιαれ9c crcЮαια Sieb.et Zucc。)ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏都は 3～ 4列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は

単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高。

・ ツブラジイに力sιαttopsts cttt9pけ Jαια(Thunberg)Schottky)ブ ナ科シイノキ属

環孔性放射孔材で、道管は接線方向に 1～ 3個幅で放射方向に配列する。孔圏部は 3～ 4列、孔圏外で急激

に管径を減 じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿子しを有し、壁了Lは交互状に配列する。放射

組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと集合～複合放射組織とがある。

・ ケヤキ (Z9ι力ουα scrrαια(Thunb.)MakinO)ニ レ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、塊状に複合 して接線 。斜方向に紋様状あ

るいは帯状に配列 し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿子しを有し、壁孔は交互状に配列、小道管

内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1～ 6細胞幅、 1～ 50細胞高。放射組織の上下縁辺部を

中心に結晶細胞が認められる。

・ モクレン属 ?(ア肱ぞ聡οι,α ?)モ クレン科

試料はいずれも小片で脆 く、電子顕微鏡による観察ができなかったため、実体顕微鏡による観察のみ実施し

た。散孔材で、道管は単独および 2～ 4個が放射方向に複合して散在する。道管の分布密度は比較的高い。穿

孔板の形態等は観察できなかった。放射組織は 1～ 2細胞幅、 1～ 40細胞高。

木口面における組織配列や器種を考慮すると、モクレン属の可能性が高い。

・ カツラ(Ccrc泌ゎり Jι秘脇 ブαpο ttC秘駒 Sieb.et Zucc。 )カ ツラ科カツラ属

散孔材で、管了しはほぼ単独で散在 し、年輪界に向かって管径を漸減させる。道管の分布密度は高い。道管は

階段穿孔を有する。放射組織は異性、 1～ 2細胞幅、 1～ 30細胞高。

・ サカキ (Cι99rα ブαpο ttCα Thunberg pro parte emend,Sieb.et Zucc。 )ツ バキ科サカキ属

散孔材で、小径の道管が単独または 2～ 3個が複合 して散在する。道管の分布密度は高い。道管は階段穿了し

を有 し、壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性、単列、 1～ 2餅田胞高。

・ ヒサカキ (β秘りαブαpο ttCα Thunberg)ツ バキ科ヒサカキ属

散孔材で、管壁は薄 く、横断面では多角形、単独 または 2～ 3個が複合 して散在 し、道管の分布密度は高

い。道管は階段穿孔を有し、壁了しは対列～階段状に配列する。放射組織は異性、 1～ 4細胞幅、 1～ 40細胞高

で、単列のものが多い。

・ ナツツバキ属 (Sι c″αrι ,α)ツ バキ科

散孔材で、横断面では楕円形、単独および 2～ 3個が複合 して散在 し、年輪界に向かって径を漸減させる。

道管は階段穿了Lを有し、壁子とは対列～階段状に配列する。放射組織は異性、 1～ 4細胞幅、 1～ 20細胞高。

・ イ ス ノ キ (D,sttι力 駒 rαc9開οs税開 Sieb.et Zucc.)マ ン サ ク 科 イ ス ノ キ 属

散孔材で、道管は横断面で多角形、ほとんど単独で散在する。道管の分布密度は比較的高い。道管は階段穿

孔を有する。放射組織は異性、 1～ 3細胞幅、 1～ 20細胞高。柔組織は、独立帯状または短接線状で、放射方

向にほぼ等間隔に配列する。

・ サクラ属 (Prぁれ協δ)バ ラ科

散孔材で、管壁厚は中庸、横断面では角張った精円形、単独または 2～ 6個が複合、年輪界に向かって管径

を漸減させながら散在する。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は異性、 1～ 4細胞幅、 1～ 3餅田胞高。
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・ トチノキ (■9scttι tts ιttrbjんαια Blume)ト チノキ科 トチノキ属

散孔材で、管壁は厚 く、横断面では角張った楕円形、単独または 2～ 3個が複合 して散在 し、年輪界に向か

って径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁了しは交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組

織は同性、単列、 1～ 15細胞高で階層状に配列する。

・ モチノキ属 (河 cπ)モ チノキ科

散孔材で、管壁は薄 く、横断面では多角形、単独または 2～ 6個が複合 して散在する。道管は階段穿孔を有

し、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1～ 5細胞幅、 1～ 2齢田胞高。

・ ミズキ属 (Cbr胞協3)ミ ズキ科

散孔材で、管壁は薄 く、横断面では角張った楕円形、ほぼ単独で散在する。道管は階段穿了Lを有し、壁孔は

対列～交互状に配列する。放射組織は上下縁辺部が直立細胞となる異性、 1～ 4細胞幅、 1～ 30細胞高。

・ ハイノキ属ハイノキ節(勁 Jmpιοcos sect.Lodhra)ハ イノキ科

散孔材で、管壁は薄 く、横断面では多角形～角張った楕円形、単独および 2～ 5個が複合する。道管は階段

穿孔を有する。放射組織は異性、 1～ 2細胞幅、 1～20細胞高であるが時に上下に連結する。

・ トネリコ属(F7切力秘δ)モ クセイ科

試料は年輪界で割れている。環孔材で、孔圏部は 1～ 3列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち、厚壁の

道管が単独または 2個が放射方向に複合 して配列 し、年輪界方向に向かって径を漸減させる。道管は単穿了Lを

有し、壁了しは交互状に配列する。放射組織は同性、 1～ 3細胞幅、 1～ 20細胞高。

・ イボタノキ属(Ligustrum)モ クセイ科

環孔性を帯びた散孔材で、道管は単独 または 2～ 4個が複合 して散在 し、年輪界に向かって径を漸減させ

る。道管は単穿子とを有 し、壁孔は交互状に配列、道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1

～ 2細胞幅、 1～ 20細胞高。

・ イネ科 (Gramineae)

試料はいずれも脆い微細片である。 2対の道管を師部細胞が囲み、これらを厚壁の繊維細胞 (維管束鞘)が囲

んで維管束を形成する。試料は全て維管束単位で分解 している。

1-4 考察

(1)建築部材の樹種

今回調査を行った建築部材は、針葉樹のマツ属複維管束亜属・モミ属・ヒノキ、広葉樹のハンノキ亜属・ク

ヌギ節・コナラ節・アカガシ亜属・クリ・ツブラジイ・サカキ 。ヒサカキ 。ナツツバキ属・サクラ属・モチノ

キ属・ハイノキ節・イボタノキ属と、タタミとされる炭化物の中に草本のイネ科が同定された。試料数が62点

であることを踏まえると、建築部材の樹種数は16分類群と多様であり、建物別にみた樹種数も試料数がまとま

っているSB203。 204・ 205で 6～ 10分類群と比較的多 くの樹種が利用されていることが窺える(表 18)。 これら

の樹種は、後述するように当時の六甲山に生育していた、入手可能な木材であったことが推定される。

同定された樹種の材質をみると、針葉樹のマツ属複維管束亜属、広葉樹のハンノキ亜属、クヌギ節、コナラ

節、アカガシ亜属、クリ、ツブラジイ、サカキ、ヒサカキ、ナツツバキ属、サクラ属、モチノキ属、ハイノキ

節、イボタノキ属は、比較的強度が高い材質を有している。針葉樹のモミ属やヒノキは、強度は広葉樹材に劣

るが、大径木になり、木理が通直で割裂性が高 く、加工が容易である。ヒノキについては耐水性が高いが、モ

ミ属は耐水性・保存性が低いとされる。なお、イネ科は、タタミとされる試料で確認されており、タタミの藁

材等に由来する可能性がある。
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建物別にみた樹種構成は、SB202で は九太材にツブラジイ・ハイノキ節といった広葉樹材が利用されている。

SB203の 建築部材は針葉樹材 2分類群、広葉樹 6分類群からなり、角材 。九太材に針葉樹の複維管束亜属、広

葉樹のサカキ 。アカガシ亜属・クリ、板状建築部材にクリ、モチノキ属が利用される。一方、板材は全て針葉

樹材であり、複維管束亜属とモミ属が利用されている。九太の 1点 と板材の 3点 に針葉樹が利用されるが、丸

太の 5点、角材、枝状は広葉樹材であり、全体 として広葉樹材の利用が多い。SB204は 針葉樹 3分類群、広葉

樹 6分類群からなり、枝状建築部材に広葉樹のコナラ節、ツブラジイ、サカキ、サクラ属、丸太に針葉樹の複

維管束亜属、ヒノキ、広葉樹のクリ、ツブラジイ、サカキ、角材に針葉樹のヒノキ、板材に複維管束亜属が利

用されている。枝状が広葉樹材、板材が針葉樹材である点は、SB203と 同様である。丸太は、針葉樹 と広葉樹

が混在 している点はSB203と 似ているが、針葉樹の占める割合が高い。また、角材や丸太などの部材に、他の

建物ではあまり利用されていないヒノキの利用が目立つ点が特徴である。SB205は 針葉樹 3分類群・広葉樹 4

分類群からなり、角材は全て針葉樹で複維管束亜属、モミ属、ヒノキ、板材は複維管束亜属、九太は複維管束

亜属と広葉樹のクヌギ節、イボタノキ属、枝状には複維管束亜属 とコナラ節が利用されている。SB203、 204

とは部材の構成が異なるため、単純な比較は難しいが角材を中心に針葉樹材の利用が多い傾向がある。また、

枝状部材に針葉樹 と広葉樹が混在しており、SB203、 204と は分類群構成に違いが認められる。SB206は 、枝状

部材にクヌギ節、ヒサカキが利用されている。所属不明の建築部材は針葉樹 2分類群、広葉樹 6分類群からな

り、角材・丸太材に針葉樹材・広葉樹材の双方が確認された。

以上の各建物の部材別樹種構成をみると、調査点数が比較的多いSB203、 204、 205で は、ほとんどの部材が

複数の分類群で構成されており、 1軒あたりの利用樹種も6～ 9分類群あり、樹種構成は多様である。部材別

にみると、丸太では針葉樹 と広葉樹が混在するが、強度の高い木材に利用が集中する傾向がある。一方、角材

は、SB203で アカガシ亜属が認められたほかは、全て針葉樹材であり、ヒノキやモミ属等分割加工に適した木

材が利用される傾向がある。

兵庫県内では、17世紀末～18世紀前半の建築部材の樹種同定結果はほとんどないが、近世では袴狭遺跡の戦

国時代 とされる柱 2点がマツ属複維管束亜属、西北遺跡の16世紀後半とされる柱 1点がマツ属複維管束亜属、

東古瀬・坊 ノ上追跡の16世 紀第Ⅳ四半期 とされる柱 1点がスギにそれぞれ同定 された事例がある(森 下 ,

2000,神戸市教育委員会,2002;伊東・藤田,2003)。 これらの結果は、今回の結果と同調的である。

表18 建築部材の遺構別種類構成

分類群＼遺構
勘
２０２

建物203 廷壁中力204 建物205 勘
２０６

その他
合計

丸太 角籾 丸太 枝状 板材 不明 角材 丸太 枝状 板材 不明 角材 丸太 枝状 不明 枝状 角材 丸太 枝状 板材 不明

針

葉

樹

マツ属複維管束亜属 1 2 2 1 l l ] 1 2 l 13

モミ属 l 1 l 1 4

ヒノキ 1 2 l 1 2 7

広

葉

欄

ンヽノキ亜属 1 l 2 4

クヌギ節 1 1 1 3

コナラ節 ユ l 2

アカガシ亜属 1
1 2

ク リ 1 l 1 3

ツブラジイ 1 l l l 1 5

サカキ 3 1 1 2 7

ヒサカキ l l

ナツツバキ属 2 2

サクラ属 2 2

モチノキ属 1
1

ハイノキ飾 1 1
2

イボタノキ属 1 l

草本 イネ科 2 l 3

合 計 2 1 6 2 3 1 4 2 6 6 l l 1 3 3 2 l 2 2 6 2 l 4
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(2)木製品の樹種

今回の炭化木製品は、服飾具 (櫛・下駄 )、 容器 (漆器類・盆 )、 用途不明 (板・丸木)に 大分類 され、表19に示

すような樹種構成を示 した。

服飾具に分類される櫛は、全て横櫛であり、いずれもイスノキに同定された。横櫛のW l18と W l19は、背

が木口、棟が板 目となる木取 りは共通するが、W-118の 背が曲線的になるのに対 し、W-119の 背はやや直線的

となっている。また、歯元の挽実の形態もW l18が V字形、W-119が平形で、歯の長さにも違いがある。この

ように横櫛の形態が異なっていても同一樹種が利用されていることになる。イスノキは、極めて重硬・緻密な

材質を有 してお り、加工は困難であるが、木目が細かいことから櫛の用材 としては、ッゲに次 ぐ良材 とされ

る。櫛としてのイスノキの利用は、古墳時代にまで遡ることができ、古 くから櫛として利用されてきた樹種で

ある。兵庫県内では17世紀末～18世紀前半に時期を限定できる木製品の樹種に関する資料が少ないものの、櫛

については、伊丹郷町遺跡から出土 した江戸時代の横櫛 3点がツゲ、ナラ属 ?、 イスノキに同定されている

(伊東,2000)。 時期幅はあるものの江戸時代の利用例としては類例が知られている。

服飾具の下駄は、連歯下駄、差歯下駄、形態不明があり、差歯下駄には台木と歯がある。点数が異なるた

め、タイプ別の分類群構成を比較することは難しいが、針葉樹のヒノキは連歯下駄と差歯下駄の台木に認めら

れ、両タイプで共に利用されていたことが推定される。また、差歯下駄の台木では、広葉樹のケヤキ、カツ

ラ、 トネリコ属が認められ、針葉樹 と広葉樹が混在 し、比較的分類群構成が豊富であることが推定される。差

歯下駄の歯にはヒノキ、ケヤキ、モクレン属 ?が認められた。ヒノキとケヤキは、台にも認められている樹種

であるが、モクレン属 ?は台には認められず、歯を中心に利用されていたことが推定される。兵庫県内では、

明石城武家屋敷を中心に、上脇遺跡、入佐川遺跡、伊丹郷町遺跡で江戸時代とされる下駄の樹種を明らかにし

た例が知られている(島地,1992;伊東,2000,2002,パ リノ・サーヴェイ株式会社,2002)。 遺跡別 。下駄も

形態別の分類群構成を表 4に示す。半数以上を占める明石城武家屋敷の資料についてみると、連歯下駄では針

葉樹 (複維管束亜属 。モミ属・ツガ属・スギ・桧 。ネズコ)が多 く利用されるが、広葉樹はヌルデが 1点認めら

れるのみである。一方、差歯下駄では、台木11点 のうち、半数強の 7点が針葉樹であるが、広葉樹 もケヤキ、

モクレン属、 トネリコ属が認められ、針葉樹・広葉樹が混在 している。また、連歯下駄では 6分類群の針葉樹

が認められたが、差歯下駄ではこのうちヒノキとネズコのみが利用され、他の 4分類群は利用されていない。

表19 木製品の品種別種類構成

服飾具 用途不明

下 駄 板材
分類群＼品種 合計

横 櫛 差歯下駄 不明  漆器  漆椀 環状板 板材 柾目板 丸材

台木  歯

ヒノキ

ヤシャブシ亜属

アカガシ亜属

ケヤキ

モクレン属 ?

カツラ

ナツツバキ属

イスノキ

サクラ属

トチノキ

ミズキ属

トネリコ属

合 計
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同様の傾向は、点数は少ないが、上脇遺跡の結果で も認め られる。遺跡の性格が異な り、時期的な比較 も十分

ではないが、明石城武家屋敷や上脇遺跡で認め られた木材利用傾向は、今回認め られた傾向 とも調和的であ

る。 この背景には、下駄の製作集団との関係なども考えられ、今後下駄の形態や製作技法の比較・分類 も含め

て木材利用状況を検討 してい く必要がある。

容器類では、漆器、漆椀、盆がある。このうち盆および形態不明の漆器は針葉樹のヒノキに同定された。ヒ

ノキの木材は割裂性が高く板状の加工が容易な材質を有しており、この材質を考慮 した利用が行われていた可

能性がある。兵庫県内では、明石城武家屋敷の漆器蓋や伊丹郷町遺跡の漆箱にヒノキが確認された事例がある

(島地,1992;伊東,2000)。 いっぽう、漆椀 2点は、いずれもトチノキに同定された。 トチノキは、乾燥時に

変形しやすいが、柔らかく加工が容易であるために、椀の素材として利用される種類である(橋本,1979)。 兵

庫県内では、明石城武家屋敷や入佐川遺跡で トチノキの漆器椀が確認されている(島地,1992;北野,1992;

伊東,2002b)。 なお、明石城武家屋敷の21点の漆椀は、 トチノキとブナ属が各 5点 と多 く、この他に針葉樹

のヒノキ 1点、ネズコ 1点、広葉樹のハ ンノキ属 1点、ケヤキ 1点、エゴノキ属 2点、カツラ 3点、クリ 2

点、エノキ属 1点が確認されている。これらは時期別に集計されており、17世紀前期は11点 の試料にトチノキ

を中心に 7分類群 (ト チノキ・クリ 。ブナ 。ニレ科・カツラ・ヒノキ・マツ)、 17世紀前期～18世紀前期は19点

の試料にクリやブナを中心に 6分類群 (オ ニグルミ・クリ 。ブナ・ニレ科・カツラ 。トチノキ)、 18世紀後期～

19世紀中頃は18点の試料に トチノキを中心に 7分類群 (ハ ンノキ属・ブナ・ニレ科・エゴノキ・イタヤカエデ・

トチノキ・ヒノキ)が認められ、時期によって木材利用傾向に違いが確認されている(北野,1992)。 このほか、

入佐川遺跡の 8点の漆椀はブナ属 5点、クリ・ トチノキ・サクラ属が各 1点、伊丹郷町遺跡の 3点の漆椀がブ

ナ属 2点 とサクラ属 1点に同定されている。

用途不明の試料は、板状を呈する試料 (環状板・板材 。柾 目板)と 丸材がある。板材では、環状板にアカガシ

亜属、板材にヒノキとトチノキ、柾 目板にカツラが確認された。板材 と柾 目板は、共に加工が容易な木材が利

用されており、環状板は強度の高いアカガシ亜属が利用されている。各板の用途は不明であるが、環状板は強

度を要する器種あるいは部位に利用された可能性がある。なお、江戸時代の円形を呈する木製品にアカガシ亜

属が確認された例としては、明石城武家屋敷の用途不明の円盤がある(島地,1992)。 九材は、ヤシャブシ亜

表20 兵庫県内における江戸時代の下駄の遺跡別・形態別種類構成

上脇遺跡 入佐川遺跡 明石城武家屋敷跡 伊丹郷町遺跡

分類群＼器種 運 歯 差 歯 連歯 差歯 連歯 差歯 合計

台木 台木
１

２

１

４

１８

２

マツ属複維管束亜属

モミ属

ツガ属

スギ

ヒノキ

ネズコ

ケヤキ

モクレン属

カツラ

センダン

ヌ,レ デ

ハゼノキ ?

トネリコ属

広葉樹

1

2

合 計

1)各報告の樹種名は、支障の無い範囲で、今回の報告に合わせて統一させた。
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属、ナツツバキ属、サクラ属に同定され、比較的強度の高い木材が利用されている。いずれも強度を必要とす

る用途あるいは部位に利用された可能性があるが、兵庫県内では同様の形態を有する木材にヤシャブシ亜属

(ま たはハンノキ属 )、 ナツツバキ属、サクラ属が確認された事例は知られていない。

(3)近世の植生と木材利用状況との関係について

近世の六甲山は、歴史時代の絵図等をもとにした植生景観の復元調査によれば、山麓などにアカマツ林が残

存するものの、山腹には所々にアカマツ林、スギーヒノキ林、シイーカシ林が見 られるはげ山であったと考え

られている(近藤ほか,1992)。 また、本遺跡後背の扇状地間低地に位置する本山中野遺跡や山地に位置するイ

モリ池の当該期の花粉分析結果では、二次林の代表的な樹種であるマツ属花粉が卓越する組成を示 している

(古環境研究所,1995,那須,1980)。 これらの結果から、近世の六甲山の植生は、マツ属を主体 とする貧弱な

二次林からなる植生であったことが推定される。

今回の建築部材の樹種構成をみると、最も多用されていた樹種は二次林の代表的な樹種であるマツ属複維管

束亜属であり、このほか、コナラ節やクヌギ節、クリ、サクラ属、ナツツバキ属・ヒサカキ、ハイノキ節、モ

チノキ属なども二次林の構成要素ないし構成要素となる種を含む分類群である。また、アカガシ亜属やツブラ

ジイは照葉樹林の主要構成要素であるが、これら分類群には萌芽能力が高 く二次林に普通な種を含む。また、

ヒノキ 。モミ属は温帯針葉樹の種類であり、崩壊地などが生育適地とされる樹種である(中静,2004)。 このよ

うに建築部材に利用されている樹種は、いずれも上記した近世の六甲山の植生構成要素であった可能性が高い

樹種からなる。したがって、建築部材は六甲山に残存 していた林分から調達した木材を利用している可能性が

考えられる。一方、木製品の樹種構成にも六甲山に生育していたと推定される樹種も含まれるが、冷温帯性落

葉広葉樹であるカッラ・ トチノキや暖温帯常緑広葉樹林要素のイスノキなどは残存 していた可能性は低い。木

製品は、製品として流通することから、当時の木製品の生産体制や流通を踏まえた評価が必要である。

以上、今回の結果は、消費地である兵庫津における木材資源の利用状況を知る上で貴重な成果といえる。今

後、発掘調査成果 (屋敷地の性格等)を踏まえた木材資源の利用状況に関する評価が必要である。

2 種実遺体の種類

2-1 試料

試料は、第 2面の宝永 5年 (1708年 )の大火で焼失 した住居跡から出土 した種実のほか、第 2～ 3面、第 4

面、第 4～ 5面の37カ 所から出土 した種実類である(試料 S-1～40)で ある。各箇所から出土 した種実の詳細

については結果とともに表21・ 22に示す。

2-2 分析方法

試料を訊眼実体顕微鏡下で観察 し、ピンセットを用いて同定可能な種実を抽出する。現生標本および石川

(1994)、 中山ほか (2000)等 との比較から、種実の分類群と部位を同定し、個数を数えて表示する。実体顕微鏡

下による区別が困難な複数種間は、ハイフォンで結んで表示する。分析後は、種実を分類群毎に容器に入れて

保管する。

2-3 結果

結果を表21・ 22、 種実出土状況を表23に示す。全試料を通じて、木本 6分類群 (広葉樹のコナラ属、コナラ

属―シイノキ属、ウメ、モモ、ミツバウツギ、カキノキ属)30イ回、草本 5分類群 (イ ネ、オオムギ、コムギ、マ
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メ類、ワタ属)490個、不明 4個、計524個の種実が検出されたほか、炭化材56個 、不明炭化物 (木材組織が確認

されない、部位・分類群共に不明の炭化物)6個、不明植物 (地下茎 ?)1個、岩片 1個が確認された。

栽培種は、ウメ核 1個、モモ核 5個、ウメーモモ種子 2個、カキノキ属種子 4個、イネ胚乳14個、オオムギ

(オ オムギ ?含む)胚乳441個、コムギ胚乳18個、ムギ類 (オ オムギーコムギ)胚乳11個、マメ類種子 4個、ワタ

属種子 2個の計502個が確認され、全体の97%を 占める(特 にオオムギが全体の830/O、 栽培種の86%を 占める)。

種実遺体の状態は、試料番号 S37の 1個 を除いて全て炭化 している。以下に、各分類群の形態的特徴など

を記す。

<木本 :栽培種>

・ ウメ(Pr協 冷協s開税隔C(Sieb。 )Sieb.et Zucc.)バ ラ科サクラ属

核 (内果皮)が検出された。炭化 してお り黒色、長さ16.031nTl、 幅12.42mm、 厚さ10.01mmの やや偏平な広楕円体。

頂部はやや尖 り、基部は切形で中央部に湾入した膳がある。 1本の明瞭な縦の縫合線上が発達し、背面正中線

上に細い縦隆条が、腹面正中線には浅い縦溝とその両側に幅の狭い帯状部がある。内果皮は厚 く硬 く、表面に

は円形の小凹を点が分布する。 S-2(写真28-1)は側面の一部を欠損 し、内部に 1個の種子が入る楕円体の孔が

みられる。

・ モモ(Pr腕協s pCrs'cα  Batsch)バ ラ科サクラ属

核 (内果皮)が検出された。 S37(写真28-6)は灰褐色、その他は戊化 してお り黒色。広楕円体でやや偏平。

最小個体はS-2(写真28-4)で、長さ17.51mm、 幅14.34mm、 厚さ13.531Mll。 最大個体は S-16(写真28-5)で、長

さ26.29mm、 幅19。 14mm、 厚さ11,97mm。 頂部は S-16のみ尖頭、他は鈍頭。基部は切形で中央部に湾入 した膳が

ある。 1本の明瞭な縦の縫合線上が発達 し、背面正中線上に細い縦隆条が、腹面正中線には浅い縦溝とその両

側に幅の狭い帯状部がある。縫合線に沿って半分以下に割れた破片もみられる(S18)。 内果皮は厚 く硬 く、

表面は縦に流れる不規則な線状の深い窪みがあり、全体として粗いしわ状にみえる。内側表面は平滑で、種子

(仁)1個が入る長さ1.5cm、 幅 l cm程度の楕円状の窪みがみられる。

・ ウメーモモ (PrttЮ tts刑防刑C(Sieb.)Sieb.et Zucc.― P/4協ん防s pCrSjcα  Batsch)バ ラ科サクラ属

種子 (仁 )が検出された。炭化してお り黒色、偏平な楕円体で表面には浅い縦筋がある。 S-3(写真28-2)は

長さ11.05mll、 幅7.811411、 厚さ5.231nln、 表面にカビが付着している状態であった。 S19(写真28-3)1ま長さ13.97mm、

幅8.66mm、 厚さ4.70mm、 分析中に子葉が不揃いに 2割 した。

・ カキノキ属 (Dけ osP7ros)カ キノキ科

種子が検出された。炭化 してお り黒色、長さ1.4～ 1.7cm、 幅5～ 7.3mm、 厚さ2.5～ 311m程度の偏平な非対称倒

皮針体。種子には縦に 1周する稜があり、背面は九みを帯び、腹面は直線状。腹面基部に l mm程度の精円形の

孔が嘴状にやや突出する。種皮は薄く硬 く、表面は粗面。 2枚からなる子葉が半割した内面には、縦長の繊維

が放射状に配列する。

日本に分布するカキノキ属は、中国より渡来したとされる栽培種 2種 (カ キノキD.んαtt Thunb.、 マメガキ

D.Lοιtts L。 )と 、野生種 4種 (関東以西に分布する落葉高木のリュウキュウマメガキD.ヵ即崩cα Sieb.et Zucc.、

伊豆半島以西に分布する常緑小高木の トキワガキ(D.馳οrrιδιαЮα Hance)、 奄美大島以南に分布する常緑高木

のリュウキュウガキD.駒αrjι
jttα Blume.、 沖縄 に分布する常緑小高木のリュウキュウコクタンD.々rrca

(Willd.)Bakh.var.b税 功おιjα (Rottb.)Bakh。 )がある。本遺跡出上のカキノキ属は、種子が大型である点 と、

供伴する栽培種を考慮すると、カキノキかマメガキのいずれかである可能性が高い。
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第3節 兵庫津遺跡第14次調査出土植物系遺物の分析調査

<栽培種 :草本 >

・ イネ (0りzα sat� a L.)イ ネ科イネ属

胚乳が検出された。炭化 してお り黒色。長 さ 3～ 5 mm、 幅 2～ 3 mal、 厚 さ1.5～ 2 mm程度のやや偏平な長精

円体。基部一端に胚が脱落 した斜切形の凹部がある。表面はやや平滑で、 2-3本の隆条が縦列する。

・ オオムギ(Fror,9秘開 υcをαrC L,)イ ネ科オオムギ属

胚乳が検出された。成化しており黒色。長さ4.5～ 5 mm、 径3.5～ 3.8mm程 度のやや偏平な紡錘状長楕円体。両

端は尖る。腹面は正中線上にやや太く深い縦溝があり、背面は基部正中線上に胚の痕跡があり丸く窪む。表面

はやや平滑で、微細な縦筋が配列する。 S-22～ 24・ 36の み遺存状態が良好で、胚乳表面に穎 (果)が残存する。

一方、他の試料に穎の付着は認められず、焼き膨れや発泡など状態が悪い個体が多い。

・ コ ム ギ (Trιι,c防 刑 αcsιケυ秘隔 L。 )イ ネ 科 コ ム ギ 属

胚乳が検出された。炭化 してお り黒色、長さ3～ 4.5mm、 径2.5～ 341m程度の精円体。腹面は正中線上にやや

太 く深い縦溝があり、背面は基部正中線上に胚の痕跡があり丸 く窪む。表面はやや平滑。なお、頂部を欠損す

るなど遺存状態が悪 く、オオムギとの判別が難しい個体をムギ類としている。

・ マメ類 (Leguminosae)マ メ科

種子が検出された。戊化 してお り黒色。形態が異なることから、複数種の利用が推定される。 S13(写真

2919)は、長さ9.05mm、 幅7.771111、 厚さ5.00Hlmの偏平な楕円体。腹面の子葉の合わせ目上に長さ2.6mm、 幅 l mm

程度の長楕円形で縁が隆起する膳がある。種皮表面はやや平滑で、発泡 し側面一部を欠損する。 S-34(写真

29-20)は 、長さ5,531Mll、 幅4.181nnl、 厚さ3.83mmの楕円体。腹面の子葉の合わせ 目上に長さ2.4mm、 幅0.8alm程 度の

長楕円形で縁が隆起する磨がある。種皮表面は平滑。 S31は 2個確認され、子葉の合わせ 目上に沿って半割

している。長さ3.34Ⅲ皿、幅2.32mmと 、長さ4.60mm、 幅3.031111(写真29-18)。 膳を欠損する。小型個体には子葉内

面の幼痕や初生葉が確認され、北大基準 (吉崎,1992)の「アズキグループ(幼根が勝の終わり程から急に立ち上

がり、胚珠中央に向けて伸びる)」 に該当する。種皮表面はやや平滑。

・ ワタ属 (Gοδッpι秘恥)ア オイ科ワタ属

種子が検出された。炭化 してお り黒色。長さ5.5～ 6.2mm、 径 4 mm程度の広倒卵体。頂部は鈍形、基部は種皮

が伸びて勝部突起の鞘 となる。種皮は厚さ0.4111m程度で断面は柵状。表面は粗面で毛 (綿毛 ;基毛)が密生する

が、摩耗 している部分も多い。 S14(写真2921)で は、基部付近に毛の残存が確認される。

神戸市の西岡本遺跡の土坑 (笠原 。藤沢,2001,2002)、 芦屋市芦屋川水車場跡の埋奏や炉内 (松元ほか ,

2007)か ら検出されたワタ属種子とも形状が類似 している。今回の出土種実もワタ属 と思われる。

ワタ属には歴史的にも現在においても重要な栽培植物であるため、多 くの系統の種類がある。栽培種は、起

源地が異なる野生種を改良して作 られているので、互いに交雑 しない複数の種類が存在する。主な起源地はイ

ンドを中心とするアジア、アフリカ大陸、南アメリカ等があり、これらが長い間に改良されたり、互いに交雑

したりして、現在栽培されている各種系統のワタが作 られている。現在の栽培種は、アジアヮタ系統のキダチ

ワタやシロバナワタ、南米やアフリカを起瀕とするカイ トウメン、リクチメン、エジプ トメンなどが存在する

(星川,1995)。 現時点では種実形態からこれらを区別する情報が得 られていないため、ここではワタ属として

同定してある。

<栽培種以外 :木本>

・ コナラ属 (Qぁ crctts)ブナ科

果実と子葉が検出された。炭化 してお り黒色。果実(S-4)は長さ11.721111、 径7.6411mの卵状精円体。頂部を
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欠損する。基部は切形で、径3.55mm程度の円形の着点がある。着点の表面には維管束の穴が輪状に並ぶ。果皮

外面は平滑で、微細な縦筋が目立つ。内面は粗面。子葉は、 S-8で長さ l cm、 径5.6mm程 度。子葉の合わせ目

に沿って半割 した個体がみられる。子葉は硬 く緻密で、表面は縦方向に走る維管束の圧痕がみられる。合わせ

目の表面は平滑で、正中線上は僅かに窪み、頂部には長さ 2 mm、 幅 l mm小 さな孔 (主根)がある。

S-11は 、子葉が極端に不揃いで、合わせ 日は球体表面を蛇行 して一周する。子葉の異型性を示すイチイガ

シOgうιυα Blumeの 可能性があるが、小型(長 さ1.lcm、 径4.3mm)で萎縮していることから、コナラ属としてい

る。

・ コナラ属 ―シイノキ属(Qttcrctts-6務 ιαttopsts)ブナ科

子葉の破片が検出された。戊化 してお り黒色。長さ8.6mll、 径5,8mm程度の頂部が尖る卵状楕円体。破片 2個

は子葉の合わせ目に沿って半割個体で、接合 し1個 となる。子葉は硬 く緻密で、表面は縦方向に走る維管束の

圧痕がみられる。合わせ 目の表面は平滑で、正中線上は僅かに窪み、頂部には長さ 1～ 1.4mm、 幅0.8mm程 度の

小さな孔 (主根)がある。

・ ミツバウツギ (Sιり物ι9α Bぁ阿αιJα DC。 )ミ ツバウツギ科 ミツバウツギ属

種子が検出された。炭化 してお り黒色、長さ5.5mm、 幅 4 mm、 厚さ3.5mm程 度のやや偏平な倒卵体。基部は切―

斜切形。横楕円形で大きく深 く凹む膳がある。勝の上縁は嘴状。表面は平滑で光沢がある。

2-4 考察

第 2面の宝永 5年 (1708年 )の大火に伴う炭化種実は、木本植物の広葉樹のコナラ属、コナラ属― シイノキ

属、ウメ、モモ、ミツバウツギ、カキノキ属 6分類群29個 、草本植物のイネ、オオムギ、コムギ、マメ類、ワ

タ属の 5分類群441個 に同定された。栽培種が全体の96%(452個 )を 占めることが特徴である。産出した栽培種

は、オオムギ (オ オムギ ?含む)胚乳431個、ウメ核 1個、モモ核 4個、ウメーモモ種子 2個、カキノキ属種子

4個、イネ胚乳 4個、コムギ胚乳 1個、ムギ類 (オ オムギーコムギ)胚乳 1個、マメ類 (複数種)種子 2個、ワタ

属種子 2個であり、産出部位はワタ属を除けば全て食用となる部位である。このことから、オオムギ、イネ、

コムギ、ムギ類、マメ類が当時の穀物食料であったことがうかがえ、食糧として保管されていた穀物が利用前

に被災・炭化 したことが推定される。

ウメとモモの核は、観察 した範囲では表面に呆肉が残っていた痕跡は認められず、核の状態で炭化 してい

る。いずれも果実を食用とするほか、核の内部の種子 (仁 )を 薬用などに利用する。実際に種子の状態で出土し

ている試料 (ウ メーモモ)も 認められることから、仁の利用を目的として保管されていた可能性 もあり、出上位

置を踏まえた評価が必要である。

また、ワタ属の種子は完形で出土してお り、綿毛が残存 していた。ワタは、繊維、搾油を目的として世界各

地の暖地で栽培される植物である。日本には、古代にインドから伝わり、中世末に中国から種子が輸入されて

本格的な栽培が始まったとされる(星川,1987)。 日本のワタは、アジアワタの系統が16世紀に輸入され、江戸

時代には近畿地方を中心に重要な農産物として国内生産で需要をまかなっていたが、明治時代に安 く良質な綿

が輸入されるようになり消滅 したとされている(星川,1995)。 今回のワタ属も繊維や搾油等として保管されて

いたものに由来する可能性がある。なお、本遺跡周辺では、西岡本遺跡 (神戸市)の 上坑、芦屋川水車場跡 (芦

屋市)の埋奏から多量のワタの破砕種子が出土している(笠原・藤沢,2001・ 2002;松元ほか,2007)。 これら

は搾油過程に伴い破砕されたものであることが推定されている。

一方、栽培種を除いた分類群は、全て広葉樹で、コナラ属、コナラ属またはシイノキ属などの高木になる樹

種や、落葉低木のミツバウツギが確認された。コナラ属とコナラ属またはシイ属は堅果類であり、果実が遠方
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分類群 部位 状態

遺構面 。出土位置

第 2面 第 2～ 3面 第 4面 第 4～ 5面

整地層内
面
土

構
焼

亡退
つゝ

４
伴

第

に
焼土層

栽培種

モ モ 核 非炭化 1

モ モ 核 炭化

ウメー モ モ 種子 炭化

ウ メ 核 炭化 1

カキノキ属 種子 炭化

イ ネ 胚乳 炭化 4 5 5

オオムギ
胚乳・穎 炭化 4

胚 乳 炭化 378 4 6

オオムギ? 胚 乳 〃〔化

ムギ類 胚乳 炭化 1 l 9

コムギ 胚 乳 炭化 1

マ メ類 種子 炭化 2 2

ワタ属 種子 炭化 2

種培
外

栽
以

コナラ属
果実 炭化

子葉 炭化 4

コナラ属? 子葉 ラt化 1

コナラ属― シイノキ属 子葉 炭化 2

ミッバウツギ 種子 炭化 1

サンプル番号
S-1´-26・

28・ 34-36 S-37 S-30 S-31ハ▼33

第3節 兵庫津遺跡第14次調査出土植物系遺物の分析調査

表23 遺構面別の種実出土状況

に運ばれることは考えにくい。ミツバウツギの種子は風散布するが、それでも母植物から追かに離れた場所ま

で飛ぶわけではない。周囲が市街地であることを考慮すると、確認された広葉樹は市街地に生育あるいは植裁

されていた可能性がある。なお、コナラ属またはシイ属は、果皮が無い子葉の状態で出上している。子葉は、

シイ属であれば生食、コナラ属であれば灰汁抜 きをすることで食用になることから、利用されていた可能性も

ある。

第 2～ 3面では、炭化 していないモモ核が 1個体出上している。当時利用されていたことが推定されるが、

今回の試料の中で唯一炭化 していない種実遺体であり、出土層準の状況を踏まえた評価が必要である。一方、

第 4面ではイネ・オオムギ・ムギ類の胚乳、第 4～ 5面の焼土層からはイネ・オオムギ・コムギ・ムギ類の胚

乳とマメ類の種子が産出した。これらは、いずれも栽培植物であり、当時の食料として利用されていたものが

被災し、炭化したものと判断される。

以上、今回の調査により第 2面から第 5面の検出面から出上した炭化種実は、栽培植物を主とするものであ

り、穀類ではオオムギを主とするムギ類が多数を占めた。これらは当時の兵庫津遺跡の町屋における植物質食

料の状況を把握する上で貴重な成果であり、今後、出上位置を踏まえた評価が必要である。

3 炭化繊維の観察

3-1 試料

試料は、第 2面から出上した炭化繊維 7点 (T-1～ T-7)である。いずれも織った布片の状態で炭化してい

る。
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3-2 分析方法

実体顕微鏡を用いて、各試料の織り方、密度、糸の様子等を観察する。各試料の端部から、繊維の一部を取

り出し、アルミ合金製の試料台にカーボンテープで固定する。電子顕微鏡を用いて、繊維の表面や断面の状態

を観察し、繊維の種類を同定する。繊維の特徴については、布目(1992)を 参考にする。

3-3 結果

以下、繊維の織 り方、密度、繊維種の同定結果について記載する。

(1)繊維の織 り方 。密度

・ T-1

試料は小片で塊状になってお り、保存状態が悪い。糸の太さは0.2～ 0。 3111111、 観察 した範囲では経糸と緯糸が

1本づつ交互に組み合わされてお り、平織と判断される。隙間無 く織 られてお り、密度が高い。

・ T-2

糸の太さは0.2～ 0.311Ml、 経糸と緯糸が 1本づつ交互に組み合わされてお り、平織である。隙間無 く織 られて

おり、密度が高い。

・ T-3

糸の太さは0.2～ 0.311un、 経糸と篤糸が 1本づつ交互に組み合わされてお り、平織である。糸と糸の間が0.3～

0.41mll空 いてお り、密度はやや低い。

・ T-4

糸の太さは0。4～0.61mllで、やや太い糸が使われている。経糸と緯糸は 1本づつ交互に組み合わされてお り、

平織である。隙間無 く織 られてお り、密度が高い。

・ T-5

試料は、密度の高い部分 と低い部分 とがある。密度の高い部分では、糸の太さが0。 1～0.611ullで 、経糸と緯糸

が隙間無 く1本づつ交互に組み合わされており、平織である。糸の大さが場所によって大きく異なるが、その

配置に規則性は認められない。密度の低い部分は、0.1～ 0.611111の 糸が平織で織 られてお り、基本的には密度の

高い部分と同様であるが、糸の間が0.2～ 0.511ull空 いている。

・ T-6

試料は小片で塊状になってお り、保存状態が悪い。糸の太さは0.8～ 0。 411ull、 観察 した範囲では経糸と緯糸が

1本づつ交互に組み合わされてお り、平織である。隙間無 く織 られてお り、密度は高い。

・ T-7

糸の太さは0.1～ 0.511111、 観察 した範囲では経糸 と緯糸が 1本づつ交互に組み合わされてお り、平織である。

糸の間は0.1～ 0.211ull空 いてお り、密度は比較的高いが、隙間無 く織 られている試料よりは低い。

(2)繊維の種類

電子顕微鏡で観察 した範囲では、繊維はいずれも似たような状態を示す。繊維1本 は、直径が約10μ mで、

断面は不定形を呈 し、捻れている。繊維表面の細胞構造、横断面での芯、中空の構造等は認められない。細胞

構造が認められない特徴は、木綿や絹に見 られる特徴である。繊維が捻れる特徴が木綿に見 られること、絹は

タンパク質を主成分としてお り、熱を受けた際に綺麗に炭化するとは考えにくいことから、繊維はいずれも木

綿と考えられる。
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3-4 考察

炭化繊維は、いずれも木綿糸を使って織 られたものと考えられる。木綿は、中世末に中国から種子が輸入さ

れて本格的な栽培が始まったとされ、近畿地方を中心に栽培されていた (星川,1987;丸 山,2007)。 木綿は、

絹の着用が許されていなかった庶民の衣類等として一般的な素材の一つであり、本遺跡でも利用されていたこ

とが推定される。

今回の繊維は、全て平織で織られている。平織は、最も一般的で単純な織り方であるが、経糸と練糸を1本

づつ交互に織るため、丈夫で破れにくい。糸の太さをみるとT-1～ T-3,T-6の ように0.2～ 0.4mmで 比較的

細い糸が利用される試料と、T-4の ように0.4～0.611111で比較的太い糸が利用される試料とがある。また、T-5

とT-6では、0,1～ 0.6mmま での糸が認められ、太い糸と細い糸が混在している様子が認められる。繊維の密度

をみると、隙間なく高い密度で織られている試料と、密度が低い試料とがある。また、T-5では、同じ試料

に密度が高い部分と低い部分とがあるが、これが意図的なものなのかは不明である。

江戸時代に日本で栽培されていたワタは、毛が短く太い旧世界綿に属するため、手紡ぎするとどうしても糸

が太くなり、布は地厚で織り目が粗くなるとされる(丸 山,2007)。 今回の繊維でも糸が太い様子が見られ、そ

うした記述を裏付ける結果となった。また、今回の調査区では、前述のように、住居内からワタの災化種子が

2点検出されており、糸に紡ぐ前のワタの状態で持ち込まれていた可能性がある。
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4 ハンノキ属ハンノキ亜属 (W-5)
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第 3節 兵をF河=遺跡第14次調査出上hi物系遣物の分析調査

■■■■■■■200μ m iaヨナラ属コナラ亜属コナラ節(W153
ヨナラ属アカガシ亜属(W35)
クリ(W26)
a:木 口,b:柾 目,ci板 目

写真22 炭化材 (3)
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第 5章  白然科学分和〒

10ツ フラジイ(W18)
11 ケヤキ(W128)

12カ ツラ(W106)

a:木 口】b:柾 目,c:板 目

写真23 炭化材 (4)
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第 3節 兵庫津遣跡第14次調査出土植物系遣物の分析調査

- 200μ

 m ia

一】
ぉ
■
卜

19モ チノキ属(W341)
20 ミズキ属 (W104)
21 ハイノキ属ハイノキ節 (W12)

a:木 口,b:柾 目,c:板 目

写真26 炭化材 (7)
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自然科学分析

トネリコ属(W-109)

イボタノキ属(W」4)

a:木口,bi柾日,c:板目

■■■■■■■ 200μ m:a

200μ m:b,c

写真27 炭化材 (3)
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la

8

1 ウメ 核(S-2;第 2面 )

2 ウメーモモ 種子(S-3i第 2面 )

3 ウメーモモ 種子(S,働 第 2面 )

4 モモ 核(S-lα 第 2霞 )

6 モモ 核(S lα 第 2面 )

6 モモ 核(S-3冷 第 2～ 3面の整地層内)

7 コナラ属 果実(S-4:第 2面 )

8 コナラ属 子菜(S it第 2面 )

9 ロナラ属 子葉(S-8:第 2麗 )

10 粛ナラ属―シイ属 子葉(S-3仇 第 2面 )

11 ミツバウツギ 種子(S-21:第 2面 )

第3節 兵庫津遺跡第14次調査出土植物系遺物の分析調査

l cln 2m破 6船耐 5 mm

― ―

９ｂ

(1… 6) (7)    (8-10)

写真28 種実遺体 (1)
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第 5章  自然科学分析

翻
嘔

5 1nm 5船m 5 mm

(13-18, 20, 21b, 21c)

13イ ネ 胚乳(S-3針 第 4面に伴う焼土)

14オ オムギ 魅乳(S2α 第 2面 )

15オ オムギ 胚乳(S-2Q第 2面 )

16 オオムギ 胚乳・穎(S-2生 第 2面 )

17 コムギ 胚乳(S-3t焼土層 (第 4～5面 ))

18マ メ類 種子(S-31:焼 土層 (第■5面))

19マ メ類 種子(S-la第 2面 )

20マ メ類 種子(S3生 第 2面 )

21 ワタ属 種子 (S-1生 嘉 2面 )

22ワ タ属 種子(S-2Q第 2面 )

写真29 種実遺体 (2)
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第 3節 兵庫津遺跡第14次調査出土植物系遺物の分析調査

い い ・‐・ 敬
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Jュ 耳
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芦掌IF― 二ri=I▼
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‐ら・

「
常 響 韓 ■tu備

「
声 と

ォ 玉 式 d_.uふ vド

勇
=二

?基 ▲‐編

1 炭化繊維(T-1)
2 炭化繊維(T-2)
3 炭化繊維(T-3)
4 炭化繊維(T-4)

5,炭化繊維(T-5)
6 炭化繊維(T-6)
7 炭化繊維(T-7)

写真30 炭化繊維の実体顕微鏡写真
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第 5章  自然科学分析

1 炭化繊維(T-1)
2.炭化繊維(T-2)
3.炭化繊維(T-3)
4 炭化繊維(T-4)

100μ m:a

40μ mib

写真31 炭化繊維の電子顕微鏡写真 (1)
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5.炭化繊維(T-5)
6 炭化繊維(T-6)
7 炭化繊維(T-7)

第 3節 兵庫津遺跡第14次調査出土植物系遺物の分析調査

100μ m:a

40μ m:b

写真32 炭化繊維の電子顕微鏡写真 (2)
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第 3節 文献史料にみる第14次調査区周辺

第 6章 考察

第 1節 検出遺構による町屋建物の町並み復元

以上みてきたように、今回報告した第14次及び第20次調査においては、近世の町屋建物が

累層的に検出された。また近年、兵庫津遺跡内においては発掘調査が増加し、これに伴って

町屋建物の検出例も増えてきている。

. 今回の第14次 。第20次調査および平成10～ 11年 にかけて実施された第16次調査(lx平成13

年に実施された第24次調査(2卜 平成18年 に実施された第42次調査(3)° 第44次調査(4)に ついて

検出された町屋建物遺構の平面図を集成した。なお採用した遺構面は、17世紀末に描かれた

「元禄兵庫津絵図」と対照するうえで時期の限定しやすい「宝永の大火」被災面もしくはその可

能性の高い18世紀初頭の遺構面を採用した。

調査区中、第20次 。第24次調査地において街路が確認されている。これは、現在消滅した

「元禄兵庫津絵図」に記されている街路とほぼ一致する(図 4参照)。 また第44次調査の建物に

ついては西国街道に、第42次調査では西国街道の 1本西の通りに取り付く町屋と考えられる。

確認された町屋建物は、いずれも街路に接する間口が狭く奥行きが深い短冊形のプランが

ほとんどで隣家との壁は接するほど接近する場合が多くみられる。

17世紀後半に描かれた「摂津国名所港津図屏風」の町屋の景観を紡彿させる。

第 2節 江戸時代後期の宮前町水帳絵図との照合

宮前町水帳絵図  さらに、第14次調査について現存する天保 9(1838)年 の宮前町水帳絵図ぃ)と の照合を行っ

た。水帳とは、検地帳とも呼ばれる土地台帳のことで兵庫津では明和 6(1769)年 の上知によ

り幕府領となって以降作成されている。この水帳とともにつ くられた図面が水帳絵図であ

り、土地の所有者や形状、寸法などが克明に記されている。

照合にあたっては、調査地一帯が第 1章第 3節で述べたとお り区画整理が行われているた

め、いったん区画整理前の地図を使用 した。これを水帳絵図の トレース図(6)と 敷地の広さや

地割を目安として重ね、さらに第 2遺構面の平面図と照合 したものが図709である。130年余

りの時期差があり土地の分割や統合がおこなわれたと考えられるものの、間口部分について

は合致する部分が多 く認められるなど興味深い結果が得 られた。

第 3節 文献史料にみる第14次調査区周辺

江戸時代の第14次調査区は、第 1章でふれたように「元禄兵庫津絵図」において宮前町の一

角にあたり町屋として描かれている。宮前町は慶長7(1602)年 の「摂州矢田部郡兵庫屋地子

帳」(7)に も記載が見られる古くから続く町で、商家が建ち並び「兵庫津北浜において経済的磁

極となりうる町」(8)と の評価がなされている。調査においては、伊万里や中国製の大皿など

の奢修品が多く出土するいっぽう、魚骨や釣針が多量に出土する遺構が存在するなど特長的

な成果が得られた。

以下、これらを踏まえて、残された文献資料などを手掛かりとして第14次調査区周辺の江

戸時代の姿をみたい。
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第6章 考察

摂津名所図会   寛政10(1798)年 に刊行 された『摂津名所図会』には、魚市 として宮の前町 (宮前町)が紹介 さ

れており、「・・・、毎朝諸魚の市あり。こゝより又京師 。大阪へ早船にて運送し、市に商

う。」と記載されている。鮮 (生 )魚の市場があり京都や大坂とも取引していたことが窺える。

朝鮮人御用覚日記 また前後するが、「鷲尾家文書」に含まれる「朝鮮人御用覚日記」ω)に も、賓暦12(1762)年 に

朝鮮使節の饗応の生魚を調達するための仕入れ先の選定にあたって「身上宜敷者拾壱人」が書

き出されており、うち宮前町の肴屋がll人 中8人 と多数を占め、有力な肴屋がこの地域に集

中していたことがわかる。

宮前町水帳絵図  前節で取り上げた天保 9(1838)年 の水帳絵図には、土地の所有者の名前が記されている⑩。

第 2節の照合の結果、調査区において土地を所有者として、貝屋市左衛門、同 甚左衛門、

同 藤七、魚屋惣兵衛、同 勘七、同 久四郎、同 太郎兵衛、蛤屋作右衛門(佐右衛門力)、

同 太兵衛、生駒屋弥兵衛、東海屋徳兵衛、大和屋彦兵衛、座古屋久七などの名前が確認で

きた。ただし、記されているのはあくまで所有していた事実で、実際には屋敷を構え居住し

ていた場合の他に貸している場合がある。また、水帳には家業などについては記載されてい

ないため不明である。

水渡家文書    ただ、この中には、宮前町において有力な生魚問屋であった貝屋市左衛門の名がみられ

る。この家に伝わる文書 (水渡家文書)に は、安永 4(1775)年 より明治までの近世後期の生魚

商売の証文類記録類を中心とした約500点の史料が遺されているはゅ。

その中には生魚商売に携わった者として調査区内に土地を所有していた貝屋市左衛門をは

じめ生魚組合の行司として蛤屋佐右衛門や貝屋甚左衛門の名がみられる。

e越転
Ｑ
出
Ｕ
８
Ｂ
ね
　
０

図709 宮前町水帳絵図との照合図
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第 3節 文献史料にみる第14次調査区周辺

図710 周辺調査区の検出町屋建物 (S=1:1,250)網 点は「元禄兵庫津絵図」から推定される街道
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F諸国客方控』  さらに、当時の宮前町に存在した生魚問屋を知る史料として、大坂の有力な雑喉場魚市場の生魚

問屋である神崎屋平九郎家に伝わる「鷺池文書」中の『諸国客方控』。『諸国客方帳h)がある。『諸国

客方控』は、文化12(1815)年 に、神崎屋がそれ以前の取引先である「客人」(荷主)の名簿で国ごと、

浦ごとに古帳から写し替えたもので、「年玉」(初荷船に手渡される祝儀)の配布用に作成された。

また、『諸国客方側 は嘉永元(1848)年『性』が満杯になったため再整理して書き写したものである。

これら2つ の資料には、兵庫津「宮の前町」の取引のある荷主として40軒ほどの名がみられ

るが、中に貝屋市左衛門 。同 甚左衛門・魚屋惣兵衛・蛤屋佐右衛門 。六軒屋 (生駒屋)弥兵

衛 。大和屋彦兵衛などの名が含まれる。

このように調査地においては、貝屋市左衛門をはじめとする生魚問屋が多く土地を所有して

いたことがわかる。調査において確認された富裕な商家を想像させる遺構や遺物、魚骨等の投

棄遺構の存在は興味深いものである。兵庫津の生魚問屋の業務や仲買あるいは小売の商人との

関係などの実態を窺う資料は今のところ不明であり、この点も含めさらに今後の課題としたい。

註
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第 4節 出土遺物に関して

16世紀以前

唐津焼

備前焼

丹波焼

丸瓦

第14。 20・ 21次の発掘調査では、13・ 14世紀代か ら幕末ころまでの多量の遺物が出土 し

た。遺物の内容は土師器、須恵器、瓦器、陶磁器、石製品、瓦類、瓦塔、金属器、土製品、

土壁のほか建築材、日常用具を含む有機質遺物など多岐に亘っている。

以下、明確な町屋遺構が検出された第14次および第20次調査の出土遺物を中心に、各遺構

面の所属時期を表すと考えられるものや、特に注目される遺物についてのみ記したい。

中世にさかのぼる遺物は 3調査区共に確認されている。ただ第20・ 21次調査区はその一部

を調査 したに止まり、よって明確な遺構 も把握できていない。

第14次調査区では第 5遺構面で、第20次調査区では第 8遺構面 (以下第14-5面、第20-8

面などと略す)で 1596年に起こった文禄・慶長の大震災によるものと考えられる噴砂を検出

している。両遺構面とも伊万里や寛永通費などが混入程度に存在するが、この面以下を16世

紀以前とした。当該遺構面は江戸時代に入るとしても、伊万里・寛永通賓出現前の、17世紀

初頭までと見てよかろう。

これを唐津焼の破片数 (表24)でみると第14-5面では胎土目が 8片、砂 目が 3片、第20-8

面では胎土 目2片、砂 目 1片 となり数量的な問題はあるが、上記の推定をほぼ裏付けてい

る。第14-6面では明確に唐津焼の破片を検出することができなかったが、第209面では胎

土目のものを 3片検出してお り、第20-9面 は胎土目唐津の時期と思われる。

第14-6面 については備前焼据鉢 (表24)で見ると、16世紀第 4四半期ころのV期 (中 )の破

片が35片 と多 く、また唐津焼を確認できないこと(存在 してもごく少量 と思われる)か ら見

て、第20-9面 よりやや古い時期が想定される。

第14-7面 は同じく備前焼で検討すればⅣB(古 )～ ⅣB(新)で、15世紀後半～16世紀前半、

第14-8面 は15世紀前半以前となろう。ただしこれらは備前焼からみた各遺構面の中心的時

期を示すもので、すべての遺構がこれに属すわけではないことは、遺物実測図を一瞥すれば

ご理解が得 られるものと考えている。

丹波焼は第14-6面でごく少量見 られるが、遺構所属時期に混乱を生 じている可能性 もあ

る。丹波焼の搬入が確実なのは、第14-5面からで指鉢はヘラ描スリロを主体 とする。ただ

クシ描 きスリロも出土 してお り、第 5面の遺構にもある程度の混乱があるものと推測され

る。丹波焼橋鉢に関しては、今回破片数の集計を行っていないが、第14-4面段階で備前焼

指鉢に代わり当該地区で主体となるものと思われる。

今回第14次 。20次調査出上の九瓦について、その凹面に残されるコビキ痕の集計を行っ

た。第20次では瓦そのものが少なく数値をここでは表として提示しないが、第 9面でコビキ

Bが見 られるようになり(Aが 1片、Bが 3片。第 9面ベースでも検出されたが、既述のと

お りここからの遺物には混入も見 られる)、 次の第 8面でコビキBが主体となっている(Aが

0、 Bが 8片 )。 第 7面から第 5面までの集計では、Aが 3片、Bが30片 となる。

第14次 では965片の丸瓦片を観察 し、集計作業を行った (表24)。 コビキBは第 5面、第 5

～ 6面 と第 6面を合計すればやや纏まった数量を認識でき、16世紀第 4四半期～末にこの地

にコビキBが導入されたものと考えられる。但 し、コビキBが Aと 数量的に逆転するのは、

第 3面 と第 4面間の中間層においてである①この上層では唐津焼の胎土目が砂 目によって凌

鴛される事実も確認でき、時期的には後述するように、銭貨で見れば古寛永通費出現後で、
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第 6章 考察 第 4節  出土遺物に関して

寛永通費文銭出現前に当たる。具体的には1636年以降1668年以前となる。

その他の陶磁器  第14-7面のSK728及 び第 6～ 7遺構面から、磁州窯系の白地掻落文の陶器片が検出され

ている。時期的には北宋期、10世紀後半～11世紀と見られ出土遺構の所属時期とは、かけ離

れている。これが当地で伝世したものか、16世紀以降に中国から骨董品として搬入されたか

で意味が異なってくるが、それに対する判断材料は得 られていない。

ベ トナム ベ トナム中部産の焼締長胴壷は第14-6面で見られるが、第 6面出土遺物には時期的にバ

ラつきがある。第14-5面のSK523は これと共に胎土 目の唐津焼皿が出上 してお り、焼締長

胴壷はこの時期以降に出現するものと考えてお く。ベ トナム産の白磁碗 も第14-6面SK608

にあるが、共伴する備前焼楯鉢は16世紀末と思われ、この考えを補強している。

この他、ベ トナム産陶器は第14-3面 SB302や 第14-1面 などでも見 られ、16世紀末以降、

継続的に当地に齊されたものと思われる。なお、後者は北部産といわれるものである。

中国の淳州窯系と見 られる磁器類は第14-5～ 6面で多 く確認でき、第14-4面以降その数

は減少するものと思われる。径32cmの大皿も第14-4面で出土 している(1450)。 また今回図

化できなかったが、第20-6～ 7面でも呉須赤絵皿の破片が出上している。

濤州窯系

朝鮮王朝陶磁 朝鮮王朝陶磁も第14-5面SK528な どで見られるようになるが、当遺構出土遺物も若干の

時期的混乱が見られ、この種の陶磁は第14-4～ 5面から出現するものと考えておきたい。

器種としては白磁皿が目立つが、陶器壺も少量見られる。

第14-4面、第207面以降が確実に江戸時代に属する。両面ともこの段階で伊万里が出現

し、古寛永通賓が伴う。第14次では4～ 5面間の上層でやや纏まった量の砂目唐津焼と、コ

ビキBの九瓦が見られるようになる。

第14-2面、第2併 3面は厚い焼土層に覆われた遺構面である。遺構面及び焼土層内の出土

陶磁器類に関し、すべてを詳細に検討することはできなかったが、この上層を宝永5(1708)

年の大火層としてそれに抵触するようなものはないものと考えている。

銭貨に関しては表25・ 26に纏めた。第14次、第20次共に江戸時代以降のものに限っても多

17世紀以後

備前 唐津 丸瓦

IB
13c後半

ⅢA
14c前半

ШB

14c後半

ⅣA
15c前半

ⅣB(古 )

15c後半

ⅣB(新 )

16c前半

V(古 )

16c後半

V(中 )

16c第 4

V(新 )

17c
合計 胎土目 砂目 合計

ヨ キ
合計

A B

第2面遺構 0 0 0 0 0 0 0 2 11 2

第2～ 3面 0 0 0 0 0 0 0 5 8 1

第3面遺構 0 0 〕 1 0 1 0 4 3 51

第3～ 4面 0 0 0 0 0 0 0 l ユ

第4面遺構 0 0 0 0 1 2 7 6 14 40 11

第4～ 5面 0 0 0 0 4 8 8

第5面遺構 0 0 1 2 8 8 4 8 3 11 5

第5～ 6面 0 0 0 2 1 3 0 6 0 0 0 9 3

第6遺構内 0 0 ユ 15 11 2 0 0 0

第6～ 7面 0 0 2 4 17 3 3 0 0 0 0 3

第7遺構内 0 0 0 3 4 0 0 0 7 0 0 1

第7～ 8面 l 3 6 3 1 0 0 1 0 0 0 8

合計 1 3 9

表24 第14次調査 備前焼、唐津焼、丸瓦の時期・種類別集計表 (数値は破片数 )

銭貨
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唐津焼・瓦

第4節  出土遺物に関して

少の混入が見 られるが、古寛永通費、寛永通費文銭、新寛永通賓は出現の順で出上し、銭貨

が当該期の遺構面の時期的細分に適合 していることが了解される。

具体的にこれをみると、第14-3面、第20-7面から1686年初鋳の古寛永通賓、第14-3面、

第20-4～ 6面が1668年初鋳の寛永通費文銭、そして第14-2面、第20-3面になって1697年

初鋳の新寛永通費 (四 ッ宝銭、不旧手銭、猿江銭や荻原銭など元禄期と推定されているもの)

を伴う。焼土層内からは、寛永通賓銭以外にも中国清聖祖の康熙元 (1662)年 初鋳で、康熙41

(1702)年 鋳造とされる康熙通費の軽銭 (戸部鋳)が出土したことは、焼土層の年代観を補強す

るものと思われる。

銭貨ではこの他、模鋳銭で日本製と言われる「叶手」元祐通費が第203面、第14-1面で出

土 している。同じく洪武通費背「治」はこれよりやや古 く第20-5面 で確認された。また慶□

□賓 (慶長通費)銭 も第20-4～ 5面で 1枚のみだが出上している。

唐・宋・明銭の模鋳銭については、各地の銭貨報告担当者によってその認定に差がある

が、文字が模糊としていること、背の輪・郭が全 くなく平滑であること、輪外縁部に堰痕が

残ること、郭の形状が大きく歪むことなどを一応の基準 として集計を行った。第20次では該

当する銭貨が少ないが、第14次 と共に寛永通質文銭段階までは一定量の模鋳銭が残存 してい

るが、宝永大火層を挟みその数は大きく減少 していることを指摘できる。

通常の銭貨ではないが絵銭は第14-3面、第20-2・ 5・ 6面で確認でき、寛永通賓文銭段

階で出現していたものと思われる。

唐津焼、瓦に関しては既に触れたが、サンプル数に恵まれた第14次では、第 3～ 4面の中

間層で胎土目から砂 ロヘ、コビキAか らBへ移行 している。数量の乏しい第20次では第 7面

で胎土目2片、砂 目7片 と逆転 しており、第14-4面 と第20-7面 に若子の時期差がある可能

性もある。これは第20次の丸瓦が第 8面で既にB主体になっていることとも関係するかもし

れないが、第20次の資料数が第14次 に比較 し格段に少ないことも考慮 し、時期差に関しては

断定を避けておきたい。

表25 第14次調査出土銭貨集計表

遺構名 唐銭 後漢 宋銭 明銭 清 勘醸
寛永

通賓文銭
新寛永
通賓

模鋳銭・

無文銭
絵銭 雁首銭 不 明 計

第 1面遺構 0 0 5 0 7 1 1 1

焼土層① 0 0 1 0 1 0 0 1

第 2面遺構 0 0 1 0 8 1

第 2～ 3面 0 1 0 1 0

第 3面遺構 4 0 4 0 3 1

第 3～ 4面 0 0 1 0 0 3

第4面遺構 0 0 0 17 0 7 6

第4～ 5面 6 0 0 5 0 0

第 5面遺構 1 1 0 1 0 1 3

第 5～ 6面 0 0 0 2 1 0 5

第6面遺構 6 7 0 0 0 6 0

第 6～ 7面 5 1 0 1 2 0

第 7面遺構 3 0 0 0 0 4

第7～ 8面 0 4 0 0 1 0 0 0 0 2 7

合計 1 379 l 1390
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遺構名 唐銭 宋銭 明銭
長
賓

慶

通
古寛永
通費

寛永
通費文銭

新寛永
通賓

模鋳銭・

無文銭
絵銭 雁首銭 不 明 計

黄色砂質土層 0 1 0 7 0

第 2面遺構 0 0 1 0 1

第 1焼土層 0 1 0 0 0 1

第3面遺構 0 1 0 0 l

第3～ 4面間 0 l 5 0 0

第4面遺構 0 0 1 0 0

第 4～ 5面間 0 0 1 1 1 0 0

第5面遺構 0 3 1 2 1 5

第 5～ 6面間 0 0 0 1 0 0 l

第 6面遺構 0 0 1 1 0 0

第 6～ 7面間 0 1 0 0 0 鬱

第 7面遺構 0 7 0 0 1 0 6

第8面遺構 1 0 1 0 0 3 0 6

第9面遺構 1 0 0 4 0 0

断ち割り B層 0 0 0 0 1 0 1

計 1 2 l 554

表26 第20次調査出土銭貨集計表

第 6章 考察

伊万里      第14-2面 SB214に 関係す るとも見

られるSK215か らは、中国製の青花大

型皿と共に伊万里の揃いの角皿、大型

皿が出土している。径 1尺 (約 30cm)以

上のものを大皿と呼ぶならば、342の

みがそれに該当するが、他もそれに匹

敵する径を有す大型の皿である。この

中ではやや小型の3391ま柿右衛門窯で

径、見込み文様、高台内銘款ともに一

致する皿が見られる。国内の流通が限

定されていたとされる柿右衛門窯製品

がこの地にもたらされたのは、当時の

兵庫津、SB214の 住民の経済的、社会

その他の遺物

時期 第14次調査 第20次調査

幕末～江戸時代後期 第 1遺構面
第 1遺構面

第 2遺構面

宝永大火 (1708年 )被災時

新寛永通費共伴期
第 2遺構面 第 3遺構面

寛永通費文銭共伴期 第 3遺構面

第 4遺構面

第 5遺構面

第 6遺構面

古寛永通賓共伴期 第 4遺構面 第 7遺構面

慶長大地震 (噴砂) 第 5遺構面
第 8遺構面

第 9遺構面

16世紀第 4四半期 第 6遺構面

15世紀後半～16世紀前半 第 7遺構面

15世紀前半以前 第 8遺構面

表27 第14次 。第20次調査区遺構面対照表

的地位を示すものとも考えられる。なおこの皿も1660～70年代とされ、遺構面の推定時期と

の間に問題は生じない。

陶磁器類では第14-3面、 3～ 4面 で東南 アジアの可能性 も指摘 されている壷 (1049、

1305、 1306)が注意される。第14-5面SK515で も出土するが、共伴遺物に17世紀以降のもの

を含み、この種のものは江戸時代以降のものと判断される。

金属器では江戸時代以降の面でも小柄などの刀装具が見られる。江戸時代の庶民は日常の

帯刀は禁じられていたが、旅での「道中差」やその所有は認められていたとされているが、す

べての庶民が所持したわけではなかろう。これもこの地域の住民の社会的位置を示す可能性

があるものと思われるが、更なる資料の増加を待ちたい。
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第4節 出土遺物に関して

さいごに     今回の報告書作成作業開始時点で、第14。 21次調査の出土遺物はある程度整理・接合作業

が進んでお り、28を コンテナで約960箱の分量となっていた。これと第20次調査での出土品

(28之 コンテナで122箱)に 関し接合 。実測作業を行ったが、すべての遺物を網羅的に図化す

ること、どの遺物を優先的に報告するかを的確に判断することは、この時点では困難であっ

た。このため実測担当者が時期的、量的に纏まっていると判断した遺物を遺構ごとに集めた

後、遺物整理作業の進行と並行 して独自にこの中から選別して図化 し、その後調査担当者が

報告書収録予定のものを再度選別して、それを報告書に掲載する方法を採った。

なお、第21次調査出土遺物については、発掘調査担当者が大半を既に図化 してお り、今回

は補足的に実測と観察表などの作成を行った。

この方法で図化 し得た遺物は、陶磁器、金属器、木製品などあわせて4000点以上となり、

その殆どを報告書に載せることができたが、一方、宝永大火層内及びそれ以降の遺物や各遺

構面に伴う砥石、建物礎石に転用されたような石造品、ガラス製品また第14次調査区の性格

を示す多量の土錘 (28を コンテナで約10箱 )な どは、時間的制約や担当者の能力不足などによ

り、そのごく一部しか報告書に盛り込むことができなかった。これらは今後の課題として率

直に反省すると共に、後日何らかの機会を得て報告する必要を感じている。
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